コダイホウ ノ ホンヤク ト カイシャク 1 : ハンムラピホウテン ノ セキチュウ ニ キザマレタ クサビガタモジ ゼンブン ノ ゲンテン ソノ ホンヤク オヨビ カイシャク ノ ホウホウ ニ ツイテ by 佐藤  信夫 et al.
古代法の翻訳と解釈(1) : ハンムラピ法典の石柱に
刻まれた楔形文字全文の原典その翻訳および解釈の
方法について
著者名(日) 佐藤  信夫
雑誌名 山梨学院大学法学論集
巻 47
ページ 98-354
発行年 2001-03-26
URL http://id.nii.ac.jp/1188/00000854/
古代法の翻訳と解釈　1　69
古代法の翻訳と解釈　1
ハンムラピ法典の石柱に刻まれた懊形文字全文の原典
　　　　　その翻訳および解釈の方法について
“Comment　traduire　et　comprendre　le　Droit　ancien”
　　　一L少interpr6tation　du　code　de　Hammurapi一
佐　藤　信　夫
　　　　　　　　　　　　　目次
　法の象徴図像「王笏」（耀葦讐査需4法護墾親p翔膿既述）
　まえがき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　93～97頁
　ハンムラピ法典石柱原文の読み方　　　　　　　　　　98～106頁
　最古の法律辞典　　　　　　　　　　　　　　　　　106～107頁
　ハンムラピ法典前文　　　　　　　　　　　　　　108～158頁
　ハンムラピ法典各条文の邦訳と解釈
第1章　訴訟法と訴訟手続法、偽証の罪（第1条～第5条）
　第1条謳告罪、同害報復Lextalionis　　　　　　　160頁
　　殺人罪の原告が立証できなかったら死刑
　第2条　河神の処罰、正義と法（神罰）　　　　　　　　　165頁
　　「魔術を使ったかど」での告発
　第3条脅迫による偽証罪　　　　　　　　　　　172頁
　　偽証罪の処置、人の生死に関わる訴訟
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　　第4条　訴訟と同額の賠償、収賄の禁止　　　　　　　　174頁
　　　偽証が金銭に関わる場合の措置
　　第5条裁判官の責務　　　　　　　　　　　　　176頁
　　　判決の変更、判事は12倍の賠償額
　第II章　窃盗罪、所有権の侵犯、処罰方法（第6条～第13条）
　　第6条　窃盗と貯物牙保罪　　　　　　　　　　　　　　180頁
　　　神殿と宮廷からの窃盗一死罪
　　第7条　契約と供託物、準盗財　　　　　　　　　　　　　182頁
　　　証人なしの契約と窃盗とみなされる場合は死罪
　　第8条盗品が神と宮廷の品　　　　　　　　　　　185頁
　　　盗んだものが神か宮廷のものだと30倍の賠償、ムシュケーヌムのも
　　　　のだと10倍の賠償
　　第9条　喪失物、証拠裁判　　　　　　　　　　　　　　189頁
　　　喪失物を他人の手中に発見した時の措置
　　第10条　貯物の取り戻し（準盗財）　　　　　　　　　　194頁
　　　裁判所で売買の立証が可否による罰則規定
　　第11条　原告の責任、遺失物回復　　　　　　　　　　　　196頁
　　　喪失者が所有していた事実を立証できない場合、紛争を起こした責
　　　任者として死罪
　　第12条　貯物牙保罪　　　　　　　　　　　　　　　　　198頁
　　　貯物故売人の死亡、被告は訴訟費用の5倍を取得
　　第13条　証人の確保期間　　　　　　　　　　　　　　　　200頁
　　　証人を確保する期間6ケ月まで
　第III章　誘拐罪と奴隷の法規（第14条～第20条）
　　第14条　幼児誘拐　　　　　　　　　　　　　　　　　　201頁
　　　他人の幼児を誘拐した者は死罪
　　第15条　奴隷の逃亡常助罪　　　　　　　　　　　　　　204頁
　　　宮廷の奴隷を逃亡させたる者は死罪
　　第16条　逃亡奴隷の保護　　　　　　　　　　　　　　　205頁
　　　宮廷から逃亡した奴隷を保護した者も死罪
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　第17条　逃亡奴隷の逮捕　　　　　　　　　　　　　　　208頁
　　奴隷の所有者は逃亡奴隷を逮捕してくれた者に2シェケルの報酬を
　　出す
　第18条　奴隷の身元確認　　　　　　　　　　　　　　　　210頁
　　逮捕した奴隷は宮殿で身元確認
　第19条　奴隷の隠匿者　　　　　　　　　　　　　　　　213頁
　　一度奴隷を隠匿した者は必ず死罪
　第20条　捕獲奴隷の逃亡　　　　　　　　　　　　　　　　215頁
　　奴隷を捕獲した者がその奴隷に逃げられたる場合は「神への宣誓」
　　で放免される
第IV章　強盗罪、強奪如何の処置（第21条～第25条）
　第21条　侵入者の殺害、家宅侵入　　　　　　　　　　　218頁
　　他人の家に侵入した者は殺害される
　第22条　窃盗犯、強盗（追い剥ぎ）　　　　　　　　　　221頁
　　人の財物を略奪する目的で強盗一死罪
　第23条　盗難物件の申告　　　　　　　　　　　　　　　　223頁
　　盗難された物件を神の前で申告一その地域の行政責任者がその賠償
　　をする
　第24条　強盗殺人への賠償金　　　　　　　　　　　　　　225頁
　　強盗に殺された者への賠償一1マナの銀
　第25条　火事場泥棒　　　　　　　　　　　　　　　　　　227頁
　　火災の消火に来た者が一そこの家の財物を窃取、その火中に投げ込
　　まれる
第V章　兵士階級に関する諸規定（第26条～第41条）
　第26条　憲兵・軍族と按察官の出征　　　　　　　　　　　229頁
　　憲兵・軍族や按察官が出征を命じられたのに徴兵拒否または傭兵に
　　代理させたら死罪
　第27条　出征兵士の土地返還　　　　　　　　　　　　　232頁
　　出征した兵士が捕虜となっている間その土地を使用していた者の返
　　還義務
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　　　第28条　出征兵士の息子、私領相続　　　　　　　　　　237頁
　　　　出征した兵士に、息子がいたら、その田畑の経営を継承できる
　　第29条　幼少の息子、不動産相続　　　　　　　　　　　238頁
　　　　まだ息子が幼少の時は、その田畑の3分の1は母に与えられ成人す
　　　　るまで継承
　　第30条　不動産の取得　　　　　　　　　　　　　　　　240頁
　　　兵士の土地が放置され、他の者が三年の問その田畑を耕やしたら自
　　　　分のものになる
　　第31条　短期の放置　　　　　　　　　　　　　　　　　　244頁
　　　放置した期問が一年間ならば、その出征兵士に田畑は戻される
　　第32条　兵士の身代金　　　　　　　　　　　　　　　　246頁
　　　戦争で捕虜になった兵士が、もとの身分になるには身代金を払って
　　　　身受けしてもらう
　　第33条　指令官と長官　　　　　　　　　　　　　　　　249頁
　　　　軍隊における指令官や長官が国王の命令以外に勝手に徴兵をするこ
　　　　との禁止
　　　第34条　指令官の服務違反　　　　　　　　　　　　　　　251頁
　　　　兵士の虐待禁止、兵士の給与保護
　　第35条兵士との取引き　　　　　　　　　　　　　　253頁
　　　　国王から兵士に与えられた家畜の取引
　　　第36条　憲兵・軍族の不動産売買　　　　　　　　　　　255頁
　　　　公的な役職者に国王から与えられた不動産の売買禁止
　　　第37条　不動産売買の禁止　　　　　　　　　　　　　　258頁
　　　　公職者の不動産は例え売買されて銀が支払われていても無効で銀は
　　　　没収される
　　　第38条　妻と娘への譲渡禁止　　　　　　　　　　　　　260頁
　　　　公職者の不動産は自分の妻や娘に譲渡できず、負債のため売却して
　　　　もいけない
　　　第39条　個人的に購入した不動産　　　　　　　　　　　261頁
　　　　自分の妻や娘のために個人的に購入した不動産は売買できること
　　　　　　　　　　　　　　　一351一
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　第40条　不動産の売買　　　　　　　　　　　　　　　　263頁
　　商人や企業家は不動産の売買自由
　第41条　公職者の不動産売買禁止　　　　　　　　　　　　265頁
　　公職者の不動産を売買するのを斡旋したり、担保に入れることの禁
　　止
第VI章　農耕地と灌潮に関する規定（第42条～第66条）
　第42条　不動産の賃貸借　　　　　　　　　　　　　　　267頁
　　田畑を耕作するために賃貸借した者が収穫できなかった時の賠償
　第43条　田畑賃貸借の責任　　　　　　　　　　　　　　270頁
　　田畑を賃貸借して耕やさなかった者の回復義務
　第44条　長期の開墾放棄　　　　　　　　　　　　　　　272頁
　　原野を三年間開墾する約束で賃貸借したがそれを放棄した者の責任
　　と損害賠償
　第45条　洪水にあった田畑の損害　　　　　　　　　　　276頁
　　田畑を農夫に売却した後その田畑が洪水にあったらその損害は農夫
　　の負担
　第46条　田畑売買の契約　　　　　　　　　　　　　　　　278頁
　　田畑を売買したがその代金を支払っていなかった場合の収穫の分配
　第47条　田畑の維持管理　　　　　　　　　　　　　　　280頁
　　売買の後、田畑の維持管理を他人にまかせた場合の分配
　第48条　債務者の支払猶予　　　　　　　　　　　　　　　282頁
　　洪水にあった田畑を持っていて負債のある者はその年の支払いと利
　　息が猶予される
　第49条　商人からの賃借　　　　　　　　　　　　　　　285頁
　　商人より金銭を借りて田畑を入手して穀物やゴマを植えたその収穫
　　は商人のもの
　第50条　借財と利息　　　　　　　　　　　　　　　　　　288頁
　　上記で、穀物やゴマの収穫高はその借用した銀貨と利息分だけ商人
　　のものとなる
　第51条　法令換算表による返済　　　　　　　　　　　　　290頁
　　　　　　　　　　　　　一350一
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　　　　返済する銀貨なき時は、借用額と利息分だけ国王の法令換算表の額
　　　　面で返済できる
　　第52条　契約の変更不可　　　　　　　　　　　　　　　292頁
　　　　その田畑で穀物もゴマも収穫できなかった時はその契約を変更でき
　　　　ない
　　　第53条　堤の修復不全と賠償　　　　　　　　　　　　　294頁
　　　　土手の堤を堅固にしておかず他人の耕作地に災害を与えたらその穀
　　　　物を弁償する
　　　第54条　穀物の損害賠償分配　　　　　　　　　　　　　　297頁
　　　　上記で穀物の弁償ができなかった場合に農夫は売り上げ金を互いに
　　　　分配できる
　　　第55条　灌漸の水門放置　　　　　　　　　　　　　　　299頁
　　　　灌概の目的で水門をあけ他人の畑を水で押し流した時の損害賠償
　　　第56条　隣の田畑への損害賠償　　　　　　　　　　　　　301頁
　　　　自分の水門を開き隣の田畑の供給物に害を与えた場合、10イクー大
　　　　麦10グルの賠償
　　　第57条　牧畜の責任　　　　　　　　　　　　　　　　　303頁
　　　　他人の田畑に家畜を放し草を食べさせたる牧人の損害賠償前条の倍
　　　　額
　　　第58条　家畜の暴走　　　　　　　　　　　　　　　　　306頁
　　　　前条で草を食べた家畜が公共の広場などに暴走した場合の牧人の責
　　　　任とその目撃
　　　第59条　果樹園の樹木伐採　　　　　　　　　　　　　　309頁
　　　　果樹園の所有者がいない時にその樹木を伐採したならば半マナの罰
　　　　金
　　　第60条　果樹園の植樹　　　　　　　　　　　　　　　　　311頁
　　　　果樹園に植樹した時、五年目からその所有者と園丁師とが平等に分
　　　　割する
　　　第61条　造園の未完成　　　　　　　　　　　　　　　　314頁
　　　　造園を開始したが完成しないまま放置した場合の園丁師の取り分
　　　　　　　　　　　　　　　一349一
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第5条契約の変更不可 29頁
3条堤の修復不全と賠償 294頁
4条穀物の損害賠償分配 297頁
5条濯減の水門放置 299頁
濯瓶
6条隣の田畑への損害賠償 301頁
聞 えた場合、 0イクー大
0グルの賠償
7条牧畜の責任 303頁
8条家畜の暴定 306頁
9条果樹園の樹木伐採 309頁
0条果樹園の植樹 311頁
1条造園の未完成 314頁
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第62条　畝地の造園　　　　　　　　　　　　　　　　　316頁
　畝地に造園しようとして植樹しなかった場合、隣の田畑に準じて損
　害賠償
第63条　原野の造園　　　　　　　　　　　　　　　　　319頁
　田畑が原野に位置するならば田畑の所有者に返却し、10イクーにつ
　き10グルの賠償
第64条　園丁師の取り分　　　　　　　　　　　　　　　321頁
　園の管理者は果樹園の収穫物の3分の2を地主に納め残りの3分の
　1が自分の収入
第65条　園丁師の管理不適切　　　　　　　　　　　　　322頁
　園丁師がその管理をきちんとせず収穫高を減らすようなら、隣の果
　樹園の収穫で賠償
第66条　　（訳文の一部分のみ）　　　　　　　　　　　　325頁
　　　（今号掲載分はここまで。これ以降は次号につづく。）
　　第66条から第99条まで石柱の表面が削り取られているから省略、他
　　に発見された粘土板で、家屋や建物のある土地の所有等の規定が盛
　　られていたと考えられている
第皿章　委託者（商人）と寄託者の規定（第100条～第107条）
　第100条商人（タムカル）への利息
　　（原文が欠如）利息の支払いは日数を計算して商人に返済
　　　　　シヤマルルム　第101条　寄託者の損害賠償
　　商人から依頼を受けた寄託者が派遣された土地で利益を出せなかっ
　　た時の賠償2倍
　　　　　　　　シヤマルルム　第102条　不正の寄託者（行商人）
　　商人がその寄託者に出資金を渡す時相手の不正をみつけたら出資金
　　の返却を求める
　　　　　　　　　　　シヤマルルム　第103条　強盗にあった寄託者
　　寄託者が旅の途中強盗にあったら帰国後神の前で宣誓することで放
　　免される
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6条 (訳文の一部分のみ 325頁
(今号掲載分は こまで。これ以降は次号につづく。)
6条から第9条まで石柱の表面が削り取られているから省略、他
られて
四 委託者(商 ) 定(第10条~第107条)
0条商人(タムカル)への利息
(原文が欠如)利息の支払いは日数を計
シヤマルルム
1条寄託者の損害賠償
賠償2倍
シヤマルルム
02条不正の寄託者(行商人)
げ
シヤマルルム
03条強盗にあった寄託者
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　　　第104条　署名領収書の取引
　　　　商品を預り、財物を取引きしたる者は銀の支払いとともに署名領収
　　　　書を受取る
　　　第105条　契約文書なき取引
　　　　署名領収書なき取引きでは銀貨を受け取れず、ない分の計算に加え
　　　　られない
　　　　　　　シヤマルルム　　　第106条　寄託者の責任
　　　　貿易・販売契約が寄託者の側の責任で破綻したことを商人が立証し
　　　　た時3倍の罰金
　　　第107条　商人側の責任
　　　　上記の契約で、その破綻が商人側の過失で破綻したことが立証され
　　　　れば6倍の罰金
　　第皿章　居酒屋の女将（第108条～第111条）
　　　第108条　酒代金の受取り
　　　　酒代金を銀で受け取ったりゴマかして受け取った居酒屋の女将は川
　　　　に投げ込まれる
　　　第109条　治安維持義務
　　　　居酒屋に犯罪人が群れ集っていた時それを取り押えなかったら死罪
　　　第110条　修道女の飲酒
　　　　修道女が居酒屋を経営したり酒を飲みに居酒屋に入ったりしたら火
　　　　刑
　　　第111条　居酒屋での支払い
　　　　ツケで飲んだ客は穀物の収穫時に50シラの穀物を支払う
　　第IX章　債権法（債務者、抵当、留置権）（第112条～
　　　　　　第119条）
　　　第112条　物品の横領
　　　　他人に搬送を依頼されたものが搬送しないで横領してしまった場合
　　　　に5倍の損害賠償
　　　第113条　債務の取立て
　　　　債権者は無理に債務者から財物を取りあげた時その債権者の地位を
　　　　　　　　　　　　　　　一347一
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4条署名領収書の取引
05条契約文書なき取引
ら
シヤマルルム
06条寄託者の責任
倍の罰金
07条商人側の責任
倍の罰金
四 居酒屋 ( 18条~第1 条)
08条酒代金の受取り
09条治安維持義務
10条修道女の飲酒
1条居酒屋での支払い
シラの穀物を支払う
第E章債権法(債務者、抵当、留置権) (第112条~
19条)
2条物品の横領
ものが搬送しないでト横領
13条債務の取立て
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　　失う
　第114条　債権なき差し押え
　　実際には債権がないにも関わらず、ある者が他人の家から人質を取
　　ったら1人1／3マナ
　第115条　人質の死亡
　　差し押えた人質が死亡した場合その人質を差し押える原因となった
　　債権も消滅する
　第116条　虐待による人質死亡
　　差し押えた人質が虐待によって死亡した時は同害報復、奴隷ならば
　　3分の1マナ
　第117条　債務の抵当
　　債務者が自分の妻、息子や娘を債務の抵当として引渡したら三年間
　　労働力として働く
　第118条　奴隷の抵当処分
　　上記の抵当として自分の奴隷を提供したならばそれは譲渡・売却自
　　由で取り戻せない
　第119条　子を生んだ女奴隷
　　債務者は前条の例外として自分の子供を生んだ女奴隷だけは同額の
　　銀で取り戻せる
第X章　財産権の規定（第120条～第126条）
　第120条　穀類の貯蔵の寄託
　　穀物を信託した者が貯かったことを否定した時それが立証できたら
　　2倍の損害賠償
　第121条　年間貯蔵費
　　穀物の貯蔵を寄託したらその年問貯蔵費は大麦1グルにつき5シラ
　　の穀物を支払う
　第122条　貴金属類の寄託方法
　　貴金属類等の寄託には粘土板による契約書の作成が必要条件であっ
　　た
　第123条　訴訟の請求権
　　　　　　　　　　　　　一346一
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4条債権なき差し押え
/3マナ
15条人質の死亡
16条虐待による人質死亡
の マナ
17条債務の抵当
18条奴隷の抵当処分
9条子を生んだ女奴隷
子供を生んだ、女奴隷
財産権 (第10条~第126条)
0条穀類の貯蔵の寄託
の損害賠償
21条年間貯蔵費
年間貯蔵費は大麦 グノレにつき 5シラ
2条貴金属類の寄託方法
3条訴訟の請求権
-346-
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　　　　寄託をした証人も契約書もなくその寄託が否認されたる場合、訴訟
　　　　の請求権はない
　　第124条　寄託の立証責任
　　　証人を前に寄託したが相手が受託を否認した時立証に成功すれば2
　　　　倍の損害賠償
　　第125条　受託者の責任
　　　　受託者はその預った品物について盗まれたら完全に賠償するか窃盗
　　　犯から取り返す
　　第126条　虚偽の告訴
　　　　自分の所有物が紛失していないのに紛失したと虚偽の告訴をした者
　　　　は2倍の損害賠償
　第XI章　家族法（婚姻と相続、第127条～第152条）
　　第127条　誹誘・誕告の罪
　　　　他人の妻や女神官に後ろ指をさしその挙証が出来ない時は額に刻印
　　　　を打たれる
　　第128条　婚姻契約書の作成
　　　妻を嬰っても正式に婚姻契約書を作成しなかったならばその婚姻は
　　　無効
　　第129条　妻の不貞
　　　現行犯で妻の不貞が見つかった時男と共に水中に没せられるが亭主
　　　　が助命すれば許される
　　第130条　乙女の強姦
　　　婚約はしたが未だ父の家にいる乙女を強姦したる男は死刑、娘を無
　　　罪放免
　　第131条　密通の嫌疑
　　　妻が夫から密通の疑いをかけられても現行犯でないなら神に宣誓し
　　　　て実家に帰れる
　　第132条　密通の反証
　　　他人の後ろ指で密通の疑いをかけられた妻は河神の神明裁判によっ
　　　　て反証できた
　　　　　　　　　　　　　　　一345一
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第1 条寄託の立証責任
証人を前に寄託したが相 成功すれば2
第15条受託者の責任
犯から取り
第1 条虚偽の告訴
2
第X 家族法(婚姻と相 27条~第152条)
第1 条跳誘・謹告の罪
宮
第18条婚姻契約書の作成
妻を要っても正式に婚姻契約書を作成しなかったな
無
第19条妻の不貞
現行犯で妻の不貞が見つかった時男と共に水中に没
第10条乙女の強姦
婚約はしたが未だ父の家にいる乙女を強姦したる男は
罪放
第11条密通の嫌疑
妻が夫から密通の疑いをかけられでも現行犯でない
第12条密通の反証
他人の後ろ指で密通の疑いをかけられた妻は河神の神
-345-
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第133条　妻の再婚禁止
　出征した者の家に食料とする蓄えがまだある時は再婚禁止、違反者
　は溺死の処刑
第134条　再婚可能の条件
　出征して捕虜となった者の家に財産がない場合その妻女は再婚する
　ことができる
第135条　再婚の破綻
　前条の場合元の夫が戻ってきた時は妻は元の夫のもとに帰り再婚で
　出来た子は実父に
第136条逃亡夫の妻
　自分から居住地を捨てた夫の妻は誰と再婚しても良く戻ってきた夫
　にっれ戻されない
第137条　女神官妻の離婚
　女神官だった妻を離婚する場合は持参金と不動産の一部を与え子供
　の相続に関わる
　　　　うまづめ第138条　石女の追い出し離婚
　子供を生まなかった女を離婚するには結納額の銀と持参金を払い戻
　す
第139条　持参金なき女の離婚
　婚姻するに際し持参金（結納料）を持ってこなかった妻を離婚する
　には1マナの銀
第140条　ムシュケーヌムの離婚
　離婚しようとする妻がムシュケーヌムである場合その離婚料は3分
　の1マナの銀
第141条　妻の婚姻継承責任
　妻が離婚しようと勝手に世帯道具をまとめたら妻を追出すことも奴
　隷の如くすることもできる
第142条　妻側からの離婚
　妻から離婚を申出たる時その決定は家門会議で夫に欠陥ある場合持
　参金を持って実家に帰れる
　　　　　　　　　　　　一344一
古代法の翻訳と解釈 1  
3条妻の再婚禁止
は
4条再婚可能の条件
こと
5条再婚の破綻
36条逃亡夫の妻
で
つ
7条女神宮妻の離婚
宮
うまづめ
38条石女の追い出し離婚
39条持参金なき女の離婚
( )
1
40条ムシュケーヌムの離婚
ムシュケーヌムである場合その離婚料は3分
lマナの重良
41条妻の婚姻継承責任
知
42条妻側からの離婚
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　　第143条　家門による審判
　　　前条による審判で妻に責任ありと認められた時は水中に投げ込まれ
　　　処罰
　　第144条　妻たる女神官の地位
　　　女神官を妻に姿りその女奴隷が子供を生んだ時はその妻が同意しな
　　　　い妾を囲えない
　　第145条　妾を囲える場合
　　　前条で妻の女奴隷に子供が生まれなかったら妾を囲えるが同居した
　　　妾の地位は妻の下
　　第146条　子を生んだ女奴隷
　　　前2ケ条で女神官の女奴隷はその後も妻の下に置かれるが売り払わ
　　　　れることはない
　　第147条　女奴隷の売却
　　　前3ケ条で妻となった女神官の女奴隷が子供を生まなかったらその
　　　　主人は売却できる
　　第148条　病気の妻離別禁止
　　　婆った妻がラアブム病になっても他に妻は姿れるが元の妻を離別す
　　　　ることはできない
　　第149条　妻の同意で離婚可
　　　前条の妻が自分の方からその家に住むことを欲しないなら持参金を
　　　持って実家に帰る
　　第150条　封印遺言証書
　　　生前自分の妻に粘土板の封印遺言証書が作成されていればその妻は
　　　不動産を自由に処理できる
　　第151条　妻の債権拘束性なし
　　　前条でその妻が婚前に債権があったとしても封印遺言証書の方が優
　　　先する
　　第152条　共同の債権は率先支払
　　　結婚してから生じた債権は夫婦共同して先に商人に支払いをおこな
　　　　うこと
　　　　　　　　　　　　　　　一343一
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第1条家門による審判
前条による審判で妻に責任ありと認められた時は水中に投
処罰
第1 条妻たる女神宮の地位
女神宮を妻に襲りその女奴隷が子供を生んだ時はその妻
第1 条妾を囲える場合
前条で妻の女奴隷に子供が生まれなかったら妾を囲える
妾の地位は妻
第16条子を生んだ女奴隷
前2ケ条で女神宮の女 置かれるが売り払わ
第17条女奴隷の売却
前3ケ条で妻となった 宮 生まなかったらその
第18条病気の妻離別禁止
要った妻がラアプム病になっても他に妻は要れるが
第19条妻の同意で離婚可
前条の妻が自分の方からその家に住むことを欲しな
持って実家に
第10条封印遺言証書
生前自分の妻に粘土板の封印遺言証書が作成されて
不動産を自由に処理
第1 条妻の債権拘束性なし
前条でその妻が婚前に債権があったとしても封印遺
先す
第12条共同の債権は率先支払
結婚してから生じた債権は夫婦共同して先に商人
う
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第XII章　刑事法（殺人・近親相姦等）（第153条～第158条）
　第153条　夫の殺害
　　他の男のために自分の夫を殺害した妻は、杭刺し刑に処せられる
　第154条　姦通罪
　　他人の子女と肉体関係をもちその他人がこの都市から出ていけと命
　　じたら追放される
　第155条　息子の嫁との相姦
　　息子の嫁に手をつけた息子の父がその嫁と同会している時みつかっ
　　たら水死の刑
　第156条　婚約中の息子の嫁
　　まだ婚約中の息子の嫁に手を出したら1マナの罰金と持参金返還
　第157条　近親相姦
　　母と相姦した者は火刑によってその母親とともに二人とも焼殺され
　　る
　第158条　父の女奴隷との相姦
　　父親の死後その女奴隷のところで自分の子供が生まれたことが判明
　　したら追放される
第XIII章　婚約と結婚（第159条～第184条）
　第159条　婚姻の取消し
　　婚姻の無効及び取消しの場合、結納金等持参したすべてのものを放
　　棄すれば可能
　第160条　婚姻申込みの拒否
　　花嫁の側で結婚の申し込みをしに来た花婿を拒否した場合は結納品
　　の倍を返却する
　第161条　中傷による拒否
　　中傷によって娘の婚姻を拒否した義父も倍額返済、中傷した者もそ
　　の娘を姿れない
　第162条　結婚の持参金
　　子供を生んだ後死亡した妻の持参金はその子供達が相続し実家の父
　　は請求できない
　　　　　　　　　　　　　一342一
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章刑事法(殺人・近親相姦等) (第153条~第158条)
3条夫の殺害
54条姦通罪
じた
条息子の嫁との相姦
6条婚約中の息子の嫁
手を出したら マナの罰金と持参金返還
7条近親相姦
る
58条父の女奴隷との相姦
し
I章婚約と結婚(第159条~第184条)
9条婚姻の取消し
0条婚姻申込みの拒否
61条中傷による拒否
要
2条結婚の持参金
-342-
82法学論集　47〔山梨学院大学〕
　　第163条　持参金の返還
　　　子供を生まずに死んだ妻の持参金は実家の父親が返還請求できる但
　　　　し結納は嫁ぎ先へ
　　第164条　持参金と結納の相殺
　　　前条で結納を返さない実家の父には持参金と相殺して返却すれば良
　　　　い
　　第165条　長所ある子の優先相続
　　　　ある者が自分の気に入った息子に優先相続させた法的証書はその死
　　　後も有効
　　第166条　未婚兄弟の保護
　　　父親死亡後まだ未婚の弟がいる場合はその弟に余に銀を与え妻を姿
　　　　らせる
　　第167条　母の持参金で相続
　　　最初の妻と二人目の妻がともに死亡し子供が残った時その妻の持参
　　　金に応じて相続
　　第168条　相続権の剥奪
　　　ある息子だけその相続権を剥奪しようとしてもその正当事由なき場
　　　合は不可
　　第169条　相続剥奪事由二つ以上の場合
　　　前条と同じくその訴訟を起こすには相続権を剥奪する理由が二つ以
　　　上なければ不可
　　第170条　嫡出の認定、女奴隷の生んだ子供、嫡母庶子
　　　父親の存命中に女奴隷の生んだ子を自分の子と宣言したならば、そ
　　　の子供の相続は平等
　　第171条認知しない女奴隷の子、非嫡出子
　　　前条と同じ状況で認知しなかったら相続はできないが自由の身分だ
　　　けは与えられる
　　第172条　結納金なき結婚
　　　前条から続きその男が結納金を与えないで本妻をもらった時その妻
　　　　と子の将来
　　　　　　　　　　　　　　　一341一
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第13条持参金の返還
子供を生まずに死んだ妻の持参金は実家の父親
第14条持参金と結納の相殺
前条で結納を返さない実家の父には持参金と相殺
しユ
第15条長所ある子の優先相続
後も有
第16条未婚兄弟の保護
父親死亡後まだ未婚の弟がいる場合はその弟に 要
第17条母の持参金で相続
最初の妻と二人目の妻がともに死亡し子供が残
金に応じて
第18条相続権の剥奪
ある息子だけその相続権を剥奪しようとしてもそ
合は
第19条相続剥奪事由ニつ以上の場合
前条と同じくその訴訟を起こすには相続権を
上なけれ
第10条嫡出の認定、女奴隷の生んだ子供、嫡母庶子
父親の存命中に女奴隷の生んだ子を自分の子と
の子供の相続
第 1条認知しない女奴隷の子、非嫡出子
前条と同じ状況で認知しなかったら相続はで
けは与えら
第12条結納金なき結婚
前条から続きその男が結納金を与えないで本
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第173条　再婚と子供の相続
　再婚して子供を生んでから死亡した妻の持参金は前の夫と後の夫の
　子供達で分割
第174条　前夫の子供への相続
　前条の再婚した女が後の夫との間に子供がなかったら前の夫の子供
　達のみ相続可能
第175条　奴隷と自由人女との子
　奴隷がアウィルム階層の女との間に子供をつくったら奴隷の主人は
　その子を奴隷にできない
第176条　前条の持参金
　前条の奴隷が死亡したならば結婚後得た財産は奴隷の主人とその妻
　とが二分割する
第177条　幼児ある女の再婚
　幼児のいる女の再婚は裁判官の決定、旧夫の幼児の成長のため家具
　類は売却禁止
第178条　女神官の持参金
　持参金を与えられた女神官が父親の死亡後受け取る不動産の措置
第179条　女神官の相続優位
　前条と同じ場合で父親が粘土板にその女神官の意志を優先する記載
　があった不動産の措置
第180条　相続の特権なき女神官
　父親がまだ特別の持参金を与える約束をしていなかった女神官は他
　の子供と同じ相続
第181条　特別の神への女神官
　父親がその娘を特別の神へ捧げる女神官とした場合その家の財産の
　1／3を相続する
第182条　マルドゥク神の女神官
　父親がその娘をバビロンの守護神マルドゥクに捧げる女神官にした
　ら同額の相続可
第183条　生前贈与は相続不可
　　　　　　　　　　　　一340一
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　　　　父親が他人の妾となっている自分の娘に生前贈与たる持参金を与え
　　　　たら娘の相続不可
　　　第184条　生前贈与のなき妾
　　　　前条と同じく他人の妾になった娘に父が存命中持参金も与えなかっ
　　　　たら父の死後その兄弟が与える
　　第XIV章　養子縁組と家族法（第185条～第191条）
　　　第185条　養子縁組
　　　　幼い子供の時から自分の名をつけて養子にし成長させた後はその子
　　　　を返せと言えない
　　　第186条　養子の解消
　　　　養子を採用しようとする時その両親が反対なら採用した幼児は実家
　　　　に戻される
　　　第187条　宮廷関係者の養子
　　　　宮廷の廷吏や奉公人の子供の養子縁組み手続きは後で解消されるこ
　　　　とがない
　　　第188条　職工人の養子
　　　　職人が子供を養子として自分の手工芸の技術を修得させたら縁組み
　　　　は解消できない
　　　第189条　技術未修の養子、養子離縁
　　　　前条でその養子とした子供が職工の技術未修得なら養子縁組み解消
　　　　できる
　　　第190条　養家での不遇
　　　　養子として採用した子供を成長させたが実子がその養子を同等に扱
　　　　わないなら解消
　　　第191条　養子の追い出し、養子の取扱い
　　　　養子をもらってから実子ができ養子を追い出そうとしたなら成人し
　　　　た後1／3の生前贈与
　　第XV章　特殊な刑法規範（第192条～第195条〉
　　　第192条　宮廷奉公人の養子
　　　　宮廷の廷臣がもらった養子が自分の両親に親であることを否定した
　　　　　　　　　　　　　　　一339一
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　　ら舌を切り落とす
　第193条　養子が実家に戻る件
　　前条の廷臣の養子となった者が養親を嫌って実父の家に戻ったなら
　　ば眼球を刹り抜く
　第194条　養子及び乳母の責任と刑罰
　　乳母に預けた子供が死亡しそれを隠すため乳母が他の子供と取替え
　　たら胸を切り裂く
　第195条　傷害罪、息子の暴力
　　息子がその父親を打つなら手を切られる
第XVI章　傷害罪と反坐法（タリオ規範とその例外）
　　　　　　（第196条～第214条）
　第196条　　「目には目」の同害報復
　　他人の目を潰したら自分の眼も潰される
　第197条　　「骨には骨」の同害報復
　　他人の骨を折ったら自分の骨も折られる
　第198条　ムシュケーヌムの目と骨
　　ムシュケーヌムの目を潰すか骨を折ったならば銀1マナの罰金
　第199条　奴隷の目と骨の賠償
　　奴隷の目を潰すか骨を折ったらその奴隷の値段の半額を支払えばよ
　　い
　第200条　　「歯には歯」の同害報復
　　他人の歯を折ったら自分の歯も折る
　第201条　ムシュケーヌムの歯、殴打賠償
　　ムシュケーヌムの歯を折ったら銀1／3マナ
　第202条　高位の者に対する頬の殴打
　　自分よりも身分の高い人の頬を打ったら牛の鞭で60回叩かれる
　第203条　同身分の頬を殴打
　　同じ身分の者の頬を殴打した場合1マナの銀貨をその賠償として支
　　払う
　第204条　ムシュケーヌムの頬を殴打
一338一
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　　　　同じムシュケーヌムの頬を殴打したる場合は10シェケルの賠償
　　第205条　奴隷が殴打したる時
　　　奴隷がアウィルム階層の者を殴打した時その奴隷の耳は切り落とさ
　　　　れる
　　第206条　殴打による傷害の賠償
　　　他人を殴打して傷害を与えた時は宣誓の上相手の傷の治療費を支払
　　　　う
　　第207条　殴打による死亡
　　　前条で相手が死亡した時、銀1／2マナ（5009）の損害賠償を支払う
　　　第208条　ムシュケーヌムの殺害
　　　　前2ケ条と同じ場合で、相手がムシュケーヌムなら1／3マナの銀が損
　　　　害賠償となる
　　　第209条　殴打流産致死、妊娠中の女性を流産
　　　　殴打した相手が妊娠中の女性でそのために流産したら10シェケルの
　　　　銀貨が損害賠償
　　　第210条　女性の殴打殺人
　　　　殺した相手がアウィルム階層の女性だったら、自分の娘も殺される
　　　第211条　ムシュケーヌム女性の殴打、流産の損害賠償
　　　　殴打した女性がムシュケーヌム階級の女性でそのために流産したら
　　　　5シェケルの賠償
　　　第212条　ムシュケーヌム妊婦の流産致死
　　　　前の条文の女性が死亡したら銀1／2マナの損害賠償を支払う
　　　第213条　女奴隷の胎児流産
　　　　殴打したのが他のアウィルム階層の女奴隷でそれで胎児が流産した
　　　　ら2シェケルの賠償
　　　第214条　女奴隷を殴打殺人
　　　　前条の女奴隷が死亡したら銀1／3マナの損害賠償
　　第XVII章　医師に関する規定（第215条～第223条〉
　　　第215条　外科と眼科治療
　　　　外科医が青銅のメスを使いアウィルム階層の者に外科手術をしたら
一337一
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　　銀10シェケルの謝礼を受け取ることができる
　第216条　ムシュケーヌムの患者が外科手術
　　前条の外科手術をおこなった患者がムシュケーヌムであったらその
　　治療費5シェケル
　第217条　奴隷の患者が外科手術
　　前2ケ条と同じ外科手術をした患者がアウィルム階層の奴隷なら治
　　療費は2シェケル
　第218条　外科手術の失敗、医師の法的責任
　　青銅メスによる外科手術で患者を殺害してしまったり目を潰したら
　　外科医は手を切られる
　第219条　外科手術で奴隷が死亡した時の損害賠償
　　前条と同じ手術でムシュケーヌムの奴隷を殺害したらその奴隷と同
　　程度の奴隷を賠償
　第220条　手術で奴隷の目が失明
　　外科手術で奴隷の目が失明したらその奴隷の購入額の半額を損害賠
　　償
　第221条　骨折治療の治療費
　　患者がアウィルム階層の場合その治療費は銀10シェケル
　第222条　ムシュケーヌムの患者、骨折と内臓治療費
　　外科医が骨折と内臓の治療をした患者がムシュケーヌムの人だった
　　ら治療費3シェケル
　第223条　奴隷の治療費
　　前条の治療をおこなった患者がアウィルム階層所有の奴隷なら治療
　　費は銀2シェケル
　第224条　獣医の治療代
　　外科医が牛や驕馬を切開手術したらその治療費は1／6シェケルの銀片
　第225条　獣医の手術ミス
　　外科医が牛や臆馬を手術ミスで殺した時はその家畜の値段の1／4を家
　　畜の持主に払う
第XVIII章烙印官の規定（第226条と第227条）
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　　　第226条　烙印官の責任
　　　　売買の出来ない奴隷を主人の許可をえないで烙印したらその烙印官
　　　　の指は切られる
　　　第227条　虚偽の烙印
　　　　烙印官を騙して売買の出来ない奴隷に烙印を押させたらその者は死
　　　　刑、烙印官は知らなかった旨を宣誓すれば釈放
　　第XIX章　建築家に関する規定（第228条～第233条）
　　　第228条　建築家への報酬
　　　　家屋の建造を依頼した者は家が完成したら建坪1サルあたり2シェ
　　　　ケルの建設費
　　　第229条　建物の倒壊
　　　　依頼された建築家が手を抜いて家屋が倒壊しその家の主人が死亡し
　　　　たら建築家も死罪
　　　第230条　倒壊による息子の死
　　　　前条の建物が倒壊して屋主の息子が死亡したら建築家の息子も殺さ
　　　　れる
　　　第231条　奴隷の死亡
　　　　前ニケ条で建物の主人の奴隷が死亡したらその奴隷と同程度の奴隷
　　　　を賠償する
　　　第232条　家具や家財道具の破損
　　　　同じく家具類が家の倒壊で破損したら同等の家具類の賠償と家屋の
　　　　再建
　　　第233条　壁面の損壊
　　　　建築家は自己の資金で壁面の補修
　　第XX章船頭・船大工の規定（第234条～第240条）
　　　第234条　船大工の賃金
　　　　60グルの船の建造費は2シェケル
　　　第235条　船の補修
　　　　船を建造した年に破損したら補修義務
　　　第236条　船の賃貸借料
　　　　　　　　　　　　　　　一335一
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　　船を賃貸借して船頭が沈めたら賠償
　第237条　船の荷物損失に対する賠償
　　船頭が不注意で船を沈め積載した荷物を失ったならばその船と荷物
　　を賠償する
　第238条沈没船の引上げ
　　船頭が自分の沈没させた船を引き上げたらその値段の半額を銀貨で
　　支払う
　第239条　船頭の年収
　　船頭の給料は年に大麦6グルとする
　第240条　船の衝突
　　川を上下する船と横断する船が衝突したら川を上下する船が横断す
　　る船の荷を賠償
第XXI章　各種賃貸料と管理責任（第241条～第252条）
　第241条　牛の抵当料
　　牛を抵当に取る時その値は1／3マナの銀薄
　第242条　馬鍬付き牛の賃貸
　　馬鍬のついた牛を一年賃貸するには大麦4グル
　第243条　胴繋ぎ牛の賃貸
　　胴で繋いだ牛を一年賃貸するには3グル
　第244条　賃貸した家畜の殺害
　　野原で賃貸した家畜がライオンに殺されたならその損害は持ち主の
　　側に負担
　第245条　賃貸した牛の殺害
　　不注意か打榔のため賃貸した牛が死んでしまったら同じ程度の牛を
　　損害賠償する
　第246条　牛の足を折った賠償
　　賃貸した牛の足を折れば同程度の牛賠償
　第247条　牛の目を潰した賠償
　　賃貸した牛の目を潰せば牛の価半分賠償
　第248条　角と尾の賠償
　　　　　　　　　　　　　一334一
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　　　　賃貸牛の角や尾等を切ったら1／4の価賠償
　　　第249条　賃貸した牛の自然死
　　　　賃貸した牛を神が殺したら誓約の上放免
　　　第250条　牛の角で人殺害
　　　　牛が歩行中の者を角で殺害一処罰なし
　　　第251条　突き癖ある牛が人殺害
　　　　突き刺す癖がある牛を保護措置をしなかったため人が殺されたら1／2
　　　　マナの銀を賠償
　　　第252条　奴隷を殺した時の賠償
　　　　前条で奴隷を突き殺したら1／3マナの銀
　　第XXII章人の管理責任と盗難（第253条～第277条）
　　　第253条　管理者の横領
　　　　田畑の管理を依頼された者が種子や飼料を横領したら指を切り落さ
　　　　れる
　　第254条　穀物食糧の横領
　　　　前条の者が穀物食糧を横領したらそれに相応する大麦の賠償でよい
　　　第255条　賃借の不誠実
　　　　前2ケ条で、賃借した牛を他人に重ねて賃借したり飼料を盗んだた
　　　　め田畑に何も生えないようなら収穫時に10イクーに60グル賠償
　　第256条　賃貸借の賠償不能
　　　前条の賠償不能の場合牛の代りに労働
　　第257条　耕作人の雇傭
　　　耕作人の雇傭費は1年間に7グルの大麦
　　第258条　牛飼いの雇傭
　　　牛飼いの雇傭費は1年間に6グルの大麦
　　第259条　鋤の盗難
　　　野原で鋤を盗んだら罰金5シェケルの銀
　　第260条　開墾鋤か馬鋤の盗難
　　　　開墾鋤か馬鋤の盗難は罰金3シェケル
　　第261条　牧人の雇傭
　　　　　　　　　　　　　　　一333一
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第2 条穀物食糧の横領
5条賃借の不誠実
0イクーに60グル賠償
第26条賃貸借の賠償不能
前条の賠償不能の場合牛の代
第27条耕作人の雇傭
耕作人の に グlレの大麦
第28条牛飼いの雇傭
牛飼いの に グルの大麦
第29条鋤の盗難
野原で鋤を ェケルの銀
第20条開墾鋤か馬鋤の盗難
鋤の盗難は罰金3シェケノレ
第21条牧人の雇傭
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　牛や羊を飼育する牧人の雇傭費は1年間128グルの大麦
第262条　　〔原文欠損〕
　「ある者が、牛や羊を・…一に」だけ記載
第263条　牛や羊の損失
　渡された牛や羊の損失は同程度の賠償
第264条　牧人の損失負担
　手当を渡されて預かった牛や羊の生産率を減少させたらその減少分
　の負担をなす
第265条　牧人の盗み
　飼育のために渡された牛や羊を牧人が銀のために売却したら10倍に
　至るまでの賠償
第266条　牧人の責任解除
　家畜の自然死と野獣による殺害の時は牧人が神の前で宣誓しその責
　任を免かれる
第267条　牧人の責任事項
　牧人の不注意で牛や羊が倒れたらそれらを回復させ持ち主に渡す
第268条　牛の脱穀用賃貸
　脱穀のため牛を賃貸したら20シラの大麦
第269条　ロバの賃貸
　前条でロバを賃貸したら賃料大麦10シラ
第270条　子羊の賃貸
　前2ケ条で子羊の賃貸は賃料大麦1シラ
第271条　運搬人の賃貸
　荷車の牛やそれを運ぶ者を賃貸借したらその賃貸借料は1日180シラ
　の大麦
第272条　荷車の賃借料
　自分で動かす荷車を賃借したら40シラの大麦を支払う
第273条　日雇い労務者の賃銀
　日雇い労働者の賃金は季節により異り、5月までは6シェの銀、6
　月からは5シェの銀
　　　　　　　　　　　　一332一
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28グルの大麦
2条 〔原文欠損〕
「ある者が、 ・・に」
63条牛や羊の損失
64条牧人の損失負担
5条牧人の盗み
0倍に
6条牧人の責任解除
67条牧人の責任事項
68条牛の脱穀用賃貸
0シラの大麦
69条口バの賃貸
パ シラ
70条子羊の賃貸
貸は賃料大麦1シラ
71条運搬入の賃貸
80シラ
72条荷車の賃借料
0シラの大麦を支払う
73条 日雇い労務者の賃銀
金は季節により異り、 月までは シェの銀、 6
5
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　　第274条　各職人の給料
　　　　〔襖形原文が各部分欠損しているが〕各職人の給料はだいたい1日
　　　　4シェ～5シェの銀
　　第275条　　〔原文欠落〕
　　　　前条と同じく但しかなり安い1日3シェの職業が記されていたと思
　　　　われる
　　第276条　河川の上下船賃借
　　　　河川を上下する船を賃借する時は1日につき2．5シェの銀貨がその賃
　　　借料
　　第277条　60グル船の賃借
　　　60グルの容積をもつ船を賃借する時は1日につき1／6シェケルの銀貨
　　　　がその賃借料
　第XXIII章　奴隷に関する法規範（第278条～第282条）
　　第278条　病気の奴隷購入
　　　奴隷を購入して1ケ月以内にベンヌ病が発病したら売った者に戻し
　　　支払った銀を取りかえせる
　　第279条　奴隷の所有権
　　　奴隷を購入したがその所有権を戻すよう要請されたら売り主はそれ
　　　　を認める必要あり
　　第280条　外国での奴隷購入
　　　外国で購入した奴隷をそのもとの主人がバビロニア人だと確認した
　　　　ら解放される
　　第281条　奴隷の地位確認
　　　前条の外国で購入した奴隷が他国の者であると判明したら神前で支
　　　払った金額を告げ、奴隷を取り戻すことができる
　　第282条　奴隷の身分否定
　　　奴隷がその主人に向って「貴方は自分の主人ではない」と言ったり
　　　　したらその身分を確認した上で耳を切り落とす
　　ハンムラピ法典後文
　　あとがき
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第24条各職人の給料
〔模形原文が各部分欠損しているが〕各職人 1日
ェ---5シェの銀
第27 文欠落〕
但しかなり安い 日 シェの職業が記されていたと思
第26条河川の上下船賃借
き .5シェの銀貨がその賃
借
第2 条 60グル船の賃借
60 っ き /6シェケルの銀貨
第 II章奴隷に関する法規範(第278条~第282条)
第28条病気の奴隷購入
奴隷を購入し 1ヶ したら売った者に戻し
支払った銀を取りか
第29条奴隷の所有権
奴隷を購入したがその所有権を戻すよう要請された
第20条外国での奴隷購入
外国で購入した奴隷をそのもとの主人がパビロニ
第21条奴隷の地位確認
前条の外国で購入した奴隷が他国の者であると判
払った金額を告げ、奴隷を取り戻
第22条奴隷の身分否定
奴隷がその主人に向って「貴方は自分の主人で
あと
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まえがき
　山梨学院大学が、その創立五十周年を迎えるべく、準備段階に入った時
期（1994年）、何かそれを記念とする企画を立てるようにすべての教職員
に依頼があり、その時点で筆者は師先してパリのルーヴル博物館から「ハ
ンムラピ法典石柱のレプリカ」を購入し、それを丁度新設しようとした大
学院棟一階ロビーの正面入り口に置くようにと、提案した。
　それというのも筆者が、この山梨学院大学で「西洋法制史」の講座を新
　　　　　　　　　　　セツケイたに開設し、法学部の授業で模形文字法から現代の外国法に至るまでの一
貫した講義はずっと続けて、その時点までおこなってはきたものの、かつ
てUCLA（カリフォルニア大学ロスアンゼルス校）の大学院博士課程で
準必須科目として履修する過程で入手することに成功したヒッタイト法以
外の懊形文字による法史料や粘土板等の原資料は、その時までに殆ど入手
できずにおり、折に触れ外国、特に中近東の各地域に出向き、例えレプリ
カでも良いから懊形文字の原文をなるべく多く購入するよう、かなりの努
力はしてきたものの、法学部の学生が深く理解できるように教育してゆく
のに、目に触れて刺激となる生の懊形文字原典資料が、殆ど自分の手許に
無かったに等しい状況であったからに他ならない。
　また同時に、筆者は同大学の紀要『一般教育部論集』第12号～第14号
（1990～1992年）にインド・中近東の古代法、特にヒッタイトの条約法を
原典の懊形文字から逐語訳の対訳そして解釈と他の法文化との比較考察な
ども加えて発表してきたが、その当時からそれよりも更に古い実定法上の
重要史料である「ハンムラピ法典」を、これと同じ方式で何とか訳出して
みたい、という当初からの願望にずっと取りつかれ続けてきたのである。
　籾て、山梨学院でこの「ハンムラピ法典の石柱レプリカ」の購入が正式
　　　　　　　　　　　　　一330一
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に決定すると同時に、まず筆者は、中近東文化センターに置いてあるレプ
リカから早速に前文と第1条（勿論アッカド語の懊形文字原版に第1条、
第2条……と刻まれているわけではなく、これはV．シャイユ〔V．Schei1
シュイユ、フランス語の文字をいかに発音するか良くわからない日本の研
究者によってシェイルとかシェール、あるいはドイツ語風にシャイルなど
と記載されることもある〕というアッシリア学者によって法典の本文にあ
たるところを282ケ条に分類したもの）から順序よく、やっと翻訳作業に
着手し始めたのである。
　そして先ず最初に石柱原典の模形文字は、自分で正確に筆写するか細か
く写真に撮るかして、その下に逐語訳を記入していこうと決心して、その
作業を開始し、その後になってレプリカの模形文字の原文をそのまま柘本
にとってその下に逐語訳をつけるべく作業を変更したりして、幾度かの試
行錯誤を繰り返してきた。丁度その最中、偶然にもかつて筆者と『アッシ
リア語入門』と『グルジア語文法』（泰流社刊）を共著で出版した飯島紀
氏が「筆者と全く同じ方法でハンムラピ法典の原典直訳（逐語訳）を出し
たいから、購入したばかりの山梨学院のレプリカを参照し、是非意見を聞
かせてもらいたい」と言って甲府まで来られる機会に遭遇したのである。
　飯島氏とは、その後この時までに筆者と『対訳グルジア憲法』（信山社
刊）の翻訳作業を共同で進めようとしていたから、そのついでに飯島氏が
使用したルネ・ラバット氏等から引用した懊形文字原典と逐語訳部分を、
そっくりそのまま使用させてもらうべく飯島氏に了解を取り、柘本による
読みにくい、しかも時間のかかる石摺りの作業だけは、これで何とか解決
できたものであるが、翻訳と解釈の過程で、従来日本でドイツ語訳や英訳
からの重訳として出版されてきたハンムラピ法典のそれまでの訳文という
ものを参照してみると、その相互間にあまりにも矛盾した敢えて誤訳とも
言える記述の相違が目立ち辟易としたが、それだけに翻訳と解釈だけで
　　　　　　　　　　　　　一329一
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も、なかなか進捗しないことが多く、いたずらに時問だけが無駄に経過し
ていったのである。
　しかしながら、何とか約五ケ年の歳月を費して、この原典から翻訳とそ
の後の影響について言及した比較法的考察を加えた初期段階の解釈なるも
のができあがった。
　このハンムラピ法典の各条文解釈と比較法的考察が、今後西洋法制史を
研究しようとする学生諸君に、いささかなりとも貢献することを念じつ
つ、その原典の読解と比較法的展開に一歩ずつ真理の究明を深めていって
もらいたいものと思う次第である。
　ところで筆者が高等学校の学生時代（昭和30年代）、この法典は片仮名
で「ハムラビ法典」という四文字で示されていたが、その後筆者が高等学
校の教師としてアメリカ合衆国のロスアンゼルス日本語教育振興会が設立
した文部省海外指定授業校である「あさひ学園高等部」で、世界史の授業
を担当していた時に使用した山川出版社の「詳説・世界史」（昭和56年＝
1981年発行）では、ハンムラビ法典となっており、それを制定したハンン
ラビ王のところに横文字の註でHammurabiとなっていた。
　丁度その時期に、筆者が模形文字法をカリフォルニア大学で学習するた
めに、日本で購入しておいた原田慶吉氏の『懊形文字法の研究』（昭和42
年発行、清水弘文堂書房刊行）ではハンムラピ法典と片仮名の語末が、半
濁音のピとなっているではないか……そこで筆者は、同じヒッタイト語を
履修していた模形文字を同様に使用しているアッカド語専攻の学生に確認
してみたところ、最初の頃発掘された文献に懊形文字が四文字だけ使用さ
れたHa－mu－ra－biと記されたものがあることはあったが、現在は五文字
の懊形文字Ha－am－mu－ra－piから原文のインターリネアル筆写も構成され
ているものが多く、五文字で表示するほうが、正確だろうということだっ
た。アッカド語を専攻する学生は、語末のpiかbiに関してはその襖形文
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字が有声音であるか無声音であるかの断定は難しく、唇音であること以外
に確認できないとのことであった。
　その後アッカド語の語源的解釈によって、語頭の襖形文字による二つあ
るいは三つの懊形文字の解釈を「天上の神につながる民族の父」と解釈
し、また語中の一am－muを現代アラビア語のもとになったナバタイ文字や
アラム文字さらにはヘブライ語やウガリット語からの類推解釈で、「父側
の伯父」それが「民族」を構成するように解釈する傾向が生じてきた。更
に語末の二文字を有声音で読んだ場合は、そのことだけで「偉大なる」を
意味し、一方無声音で読んだ時に母音を長母音で読むと「治癒者たる」（一
rapi）と解釈できるとする見解が、表明されてきたのである。（1965年に
H．B．Huffmon、1976年にM．Sfo1、1995年にJ．M．Sassonなどの学者に
よって表明）。その後日本では、1980年に江上波夫氏と五味亨氏が『古代
バビロニアの歴史』一ハンムラピ王とその社会一山川出版社刊、を翻訳し
て出版（原題が“Hammurapi　vom　Babylon　und　seine　Zeit”原著者はホル
スト・クレンゲルHorst　Klenge1氏）も出され、山川出版社も教科書で
は一biとしたものの、翻訳では原著の一piをそのまま、「一ピ」とした形で発
行し続けていた。
　その後の日本における翻訳を見てみても、鈴木佳秀氏がH：ans　Jochen
Boecker氏の著“Recht　und　Gesetz　im　AIten　Testament　und　im　Alten
Orient”を、翻訳した折も『古代オリエントの法と社会』一旧約聖書とハン
ムラピ法典一（1989年ヨルダン社）と、「ピ」のほうをそのまま使用し続
けていたのである。
　ところで1999年に、中田一郎氏が『ハンムラビ「法典」』（リトン社）を
出版した時、中田氏はその著書中に「……模形文字には、piを表すPIと
いう文字があるにもかかわらず、ハンムラビの名前がPIの文字を使って
書かれることが事実上皆無であること、またアララク文書にHA－AM一
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MU－GALと書かれた名前があり、この名前にあるGALがrabiを表現す
る表意文字にほかならないことなどから、最近再びHammu－rabiという
読み方を採用する研究者が増えてきている……」と記述し、これによって
ハンムラビと記すこと、を明言しこれが一般的に通用するもの、と考えら
れて今日に至っている。
　日本では、昭和十年（1938年）に遊佐慶夫氏が『古バビロニア法の研
究』（巖松堂書店嚢党）を出版した時に「ハンムラビ法典ノ研究」と最初
に翻訳して以来、筆者と何冊もの共著を出しておられる飯島紀氏も、ハン
ムラビと語末の濁音すなわち模形文字の一bi音にこだわって翻訳してきた
傾向が一貫してあることは事実である。（本書では、模形文字各行の逐語
訳では飯島紀氏の訳をそのままハンムラビとして残しておいた）
　しかしながら、今日においてもなおアッカド語の固有名詞を正確にどの
ように読んだのか、いうきちんとした証明が科学的に完全になされてきた
わけではない。そのような時期に、日本放送協会は、西暦2000年を記念し
て「世界四大文明展」を東京の四会場で開催した（何でもこの年は放送開
始75周年記念でもあるらしい）。そして世田ケ谷美術館において開催され
た「メソポタミア文明展」において、何等そのような解説を客観的に加え
ることもなく、古代バビロニアにはハンムラビ王と呼ばれた王がいた、と
いう解説だけをおこない、その懊形文字の各行をどのように読んで解釈し
ていくかという説明は全く無いまま、法典の石柱だけをパリのルーヴル博
物館から借りてきて、そのままを展示していたのである。
　学生諸君は、山梨学院大学の大学院棟で、この石柱のレプリカを実際に
真近に見ながら、そこには何が詳細に書かれてあり、法的にどのように解
釈するのが適当なのかを、以下に従って先ず模形文字から読み始めること
で考察してもらいたいと思う。
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ハンムラピ法典の読み方
　　その言語について
　この襖形文字で石柱に記載されているハンムラピ法典の言語は、学術的
にはアッカド語（バビロニア語とアッシリア語の総称）と呼ばれているも
ので、それはもともとサルゴン王（B．C．2300年頃）がシュメールの北部に
建設した一都市国家であるアガデ（Agade）に由来する、セム系の言語
（今日で言うところの西部セム系言語をも含むヘブライ語、アラム語、ア
ラビア語等のルーツに近い）である。
　それが、旧約聖書創世紀の第10章第10節に記載されている「彼の王国の
主な町はバベル、ウルク、アッカドであり、それらはすべてシンアルの地
にあった・…・・」という記述となって、古代バビロニアで使用されていたこ
の懊形文字の言語は、とどのつまりアッカド語という名称となった。
　サルゴン王の支配した領域は、このアガデという都市を中核とし、古代
世界で最も繁栄したところとなり、これ以降かつてシュメールという名だ
けで知られていた地域は「シュメールとアッカド」という言語・文化的な
地域の呼称に変化したのである。
　ハンムラピ法典においても、その法文が書かれている模形文字は、膠着
語族であったシュメール人が最初に象形文字からそれを簡略化して創造
し、それをバビロニアのハンムラピ王が両民族を統括することで集大成し
たものであるが、当初はバビロニア期の法律文書の形式でも石柱等に刻る
場合に漢文と同じ縦書きのシュメール方式の懊形文字による文章によって
書かれていたものを、そのまま継承して、アッカド語でも正式な国王の公
布する法律上の法文では、この石柱のように、縦書きで記載されていた
（今日の日本語のように上から下まで続けて書かれるのでなく、その縦書
　　　　　　　　　　　　　一325一
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き部分は6～8cmの欄（段落）で区切られそれを右から左へ読み進めら
れた）のである。但し粘土板ではその逆に左から右の横書きとなって書か
れたものが多数発掘され、そのほうが後に文書形式では正当となっていっ
た。
　またアッカド語によって記載された法典という観点からみても、歴史的
な時代のうえで「エシュヌンナ法典」のほうが、このハンムラピ法典に先
行して公布されているから、従来一般的に言われてきたように、このハン
ムラピ法典が世界で最古の法典というわけではないのである。確かにこの
法典の前文と後文だけを翻訳した段階では、このハンムラピ法典が、最古
のものであるというアッカド語で書かれた文章からくる印象を受けるであ
ろうが、その後の考古学的発掘によって、この条文の文章構成もシュメー
ル時代の、リピト・イシュタル法典の法文構成を踏襲していることが、す
でに認められているのである。
　　ハンムラピ法典の法律条文
　ハンムラピ法典の条文を記載したアッカド語の文章の大多数は、各条文
の書き出しが、殆ど一（シュンマ・アウィルム甑m－ma
a－wi－lum　語幹母音を長母音化してアヴィールムあるいはアウィールム
と書く研究者もいる）という書き出しの文面から成り立っている。
　こういう文章を直訳する場合「もしもある者が……（何々ということ
を）したる場合において、……（以下の罪となし）、而して……という罰
則が与えられることになる」という構文のパターンに、通常は邦訳される
ことになる。
　こうした典型的な法律の文章は、今日の日本で施行されている「刑法
典」などを中心として、どの国でも普遍的な実定法の条文となって、世界
的にも広くゆき亘っているものと言えよう。このような条件的な形式によ
　　　　　　　　　　　　　一324一
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って規定された法は、また別の法文形式理論からは「決疑論的に構成され
た法」とも定義され、それを単に縮少して「決疑法Kasuistisch　Recht」
とも呼ばれている。
　このような形式の法典は、古代社会の中にあってハンムラピ法典に代表
されるようにアッカド語法文化において最も普及し、やがてそのまま同じ
セム系法文化の中に発展してゆくことで、旧約聖書の「出エジプト記」の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トヒラヒ中で契約の書として残され、それがユダヤ教の律法やタルムードを通じて
セム系社会の法体系となって普遍的に定着するようになってゆく。また一
方、同じ「出エジプト記」の中には、条件的な文章を一切用いず、ただ命
令文という形で「……してはならない……」「……するな！」という文章
が出ており、こちらのほうは主として、モーセがシナイ山で神から受けた
「十戒」の規定、となって出現する。因みにハンムラピ王のことは、同じ
旧約聖書の「創世紀」Genesis第14章の冒頭と第9節にシンアルの王アム
ラフェノレr鞭糠勧糊という・ヘブライ語の呼称で登
場する。　Shinar　kin9－of　and－AmraPhel
　この条件文を用いず、簡潔な命令を断言的に伝える宗教上の法文形態を
「断言法」Apodiktisch　Rechtと呼んでいる。このような法形式はユダヤ
民族固有のものと言われているが、その後において絶対的な唯一神による
処罰が認められる宗教上の規範において、全世界的に普遍化して普及して
ゆく要素を有してはいるものの、法律学上の規定としては決疑法のほうが
よりわかり易く、今日の刑法典も、実定法上の規定は殆ど決疑法によって
成文化されているのがわかる。
　ところで、この決疑法による法形式を世界で最初に確立したのは、バビ
ロニアに先立つ古代シュメール王朝の時代、ウル・ナンム法典（ウル・ナ
ンム王の治世、B．C．2064～2046下に発布）あたりを始めとし、その後リピ
ト・イシュタル法典（ウル・ナンムの約二世紀後、イシンの王リピト・イ
　　　　　　　　　　　　　ー323一
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シュタルの治世、B．C．1875～1864下に発布）によって完成されたものであ
り、このリピト・イシュタル法典では、tukumbi「……したる場合には
……」という単語で、法文を導く文章の条文が始まっているのである。
　ハンムラピ法典は、シュメール時代（シュメール人は言語的にはセム系
でなく、その言語も膠着語族であった）から続く、法律文の表現形式を、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つつ各種の契約文書とともに法公布の様式に至るまで蒜がなく継承して、石柱
に刻字し（シュメールの法文は漢文と同じ縦書きとなっている）裁判所も
兼ね備えていたエサギラ神殿に「国家の裁決を調べて不正義を正すため
に」国王像と対峙して、設置されていたものである（後文参照）。
　法律用語もまた「アナ・イッティシュと呼ばれる法律用語集」の辞書に
よって、シュメール語とアッカド語の法律文の対訳が書記階級などに学習
され、シュメールの法律用語のかなりのものが、そのままハンムラピ法典
のアッカド語法律文の形式にもそのまま採用されてきたのである。
住民の階層
既述したように、ハンムラピ法典の条文中その殆どが、アッカド語文章
の条件を提示している帥mma（もし・…・・なる場合には・一・）という単語
から始まるが、またその次に続くアッカド語の単語として、a－wi－lum
（アウィルム階層の人が……）という単語が最も多くアッカド語法律文の
書き出しに登場する。
　ハンムラピ法典の条文282ケ条とみられている各条文の過半数はこの二
語の書き出しからその法文が始まっているのであるが、各条文の邦訳とし
て「ある者が……（の場合に）……」という条件を露骨に出した文章を避
けることにし、筆者は普通の文体をその「試訳」という形で書き替えてあ
る。この冒頭の「ある者」は、当然古代バビロニア社会のアウィルム階層
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の男子だけをその対象としているので、原文通り、逐語訳に基いて「も
し、アウィルム階層（の男子）が・…・・をしたならば……」と訳するほうが
良いのかも知れないが、それではあまりにも各条文が長くなって締まりの
ない堕落した文章となってしまい、その上、各条文を単独で読むと理解で
きなくなってしまうことが多い、と推察せられるのである。
　紀元前17～18世紀の古代バビロニア時代に、一体「アウィルム階層」に
属する者たちが何人くらい、そしてバビロニア社会の中で何パーセントぐ
らい存在し、どのように支配者階層として機能していたかは統計的さらに
具体的には完全に良くわからないところが多いが、主として宮廷に国王の
直属の臣下として仕えるムシュケーヌム階層との相関関係には具体的に細
部に至るまでは理解できないことも多すぎる。ハンムラピ法典の罪状と
か、損害賠償あるいは給与などの規定から単純にその内容を見てみるなら
ば、このムシュケーヌムという名で呼称される人々はアウィルムの下に位
置する特殊な社会階層と理解できるだろうが、ハンムラピ国王がこの法典
で（特に第8条を始めとするムシュケーヌムの特別の保護規定を置いてい
ることを考慮すると）、従来ハンムラピ法典の解釈で採られてきた、アウ
ィルム、ムシュケーヌム、奴隷という単純な三層のヒエラルヒー構成は、
そのままでは妥当するものとは言い難いところがある。
　アッカド語の語源から考察すると、ムシュケーヌムは「地面に向って自
分の身体を屈折させる者」という意味を有しており、英仏語の形容詞
humble、英語動詞humiliateの語源となったラテン語のhumilis＜humus
と共通するhuman（人間の）要素を有しており、その社会のなかにあっ
て「謙虚な、卑しい」という意昧だけでなく、大地（その領域と国家）に
対して腰を折る、すなわち国王に対して忠誠を誓う社会的身分を意味する
と解釈できるだろう。そして、古代バビロニア社会ではこのアウィルムと
ムシューヌムの下に位置する奴隷（男奴隷ワルドゥム、女奴隷アムトゥ
　　　　　　　　　　　　　ー321一
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ム）階級が存在していたようである。
　勿論、当然のことながら古代バビロニア社会で、奴隷にはローマ法と同
様に人格などがなく、従ってどちらかと言えば商品として売買される存在
ではあったが、第170条に規定するように父の存命中奴隷の生んだ子を自
分の子として認めたような場合、その奴隷身分から子供達は解放されるよ
うなこともあったのである。
　翻訳にあたって、従来アウィルムを「自由人」と訳す研究者も多くいる
が、どの社会でも完全な自由人などは存在せず、まして古代バビロニアで
はこのハンムラピ法典の条文を読んでいけばわかる通り、幾多の規制され
た社会の中でその社会体制を担っていた主体が、このアウィルム階層の男
子だったことから、この単語はその意昧で「不特定のある者」を意味して
いるにすぎないところが多い。そこで本書では逐一解説的な語句を入れず
「ある者が……」という「試訳」のところで使った訳文による書き出し
で、すべて統一することにした。
　現在までに、アッシリア学者を中心とする世界のハンムラピ法典の研究
者のあいだでは、この石柱に刻まれた懊形文字の原典は、その正面上部に
レリーフされた太陽神であると同時に司法神である座っているシャマシュ
神とハンムラピ王の象徴図像、そのシャマシュ神の玉座（椅子の）右下か
ら始まる前文（上から第五欄（段落）目の真中まで）そしてそこから始ま
る本文の条文（282ケ条ということになっているがその一部分は不明）と
石柱背後の下部にある後文から出来あがっている、ということになってい
る。しかしながら、何も原典の懊形文字で「この部分が第……条である」
ということを示す文字も記号も刻まれているわけではなく、また石柱原典
表面の下位部分が削り取られているので、そこにどのような条文が正確に
何ケ条記載されていたかの詳細は不明である。
　これは、おそらく後世のエラム国王シュトルク・ナフンテという人物
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が、メソポタミア地方に遠征しバビロニアの諸候と戦闘をおこなって勝利
し、当時エラムの首都であったスーサ（現在はイラン領内）に戦利品とし
て持ち帰ったからだ、と推定されている。そしてエラムの国王はこの石柱
の下部を削り取って、そこに自分の顕彰文などをつけ加えようとしたので
はないか、と考えられているが、なぜかついに何も刻られず、欠損したま
まで放棄され、フランスの考古学者達によって、バビロンから東へ約300
kmも離れた現イランのスーサというところで、1901年に発掘されその発
掘隊の要員だったシャイユによって、条文という形で世に出たのである。
　しかしながら、このハンムラピ法典の内容は、全文がすべて記載されて
いたと思われるこの石柱だけでなく、他に粘土板文書としてもその断片な
どが多数発掘されており、それらを整理統合して、上記のシャイユ（シュ
ィユV．Scheil、シェイル、シャイルと書く研究者もいる）という学者が、
欠落部分をも何とか推測して回復することができると思われる条文を入れ
て全条文を282ケ条として、すぐその翌年に発表、それ以降その条文の呼
称と分類方法が、今日に至るまで最も普遍的なものとして、広く世界中に
受け入れられている（欧米の学者は条文としてより§1「第1条」のように
示す）ので、本書もその条文の番号をそのまま踏襲して各箇条の条文訳と
解釈をおこなってゆこうとするものである。
　　　　　　　ノぐいプイリムバビロニアの「神の門」
　従来説明されてきたバビロニアという名は、一般には旧約聖書の「バベ
ル（混乱）の塔」から生じている、とみられることが多いようであるが、
当時のアッカド語でアムルル人（西方のセム系のカナアン人、マルトゥ人
とも呼ばれることがある）が、シュメール時代に本来の地名バビ（ラ）を
バーブイリムと呼称し、それを後世になってギリシア人が採り入れて「バ
　　　　　　　　　　　　　　ー319一
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ビロン」と呼ぶようになってバビロニア（旧約聖書のヘブライ語ではシン
アル）という名称が定着した、というのが言語学的ならびに歴史学的にみ
て正しい解釈であると言えよう。
　このバビラという名称は、シュメール時代からbab（tum）「神の門」
を意味していたようで、メソポタミア（ティグリス河とユーフラテス河の
問の土地、拙著『アルメニア史』泰流社刊、p．14を参照のこと）を中心
として、最初に中央集権国家を成立させたシュメール人のウル王国（前
4000年紀末、旧約聖書の「創世紀」では第11章に、セム（語）の系統とし
てハランが故郷カルデアのウルで死んだことになっている）のウル第三王
朝時代に、総督がこのバビラに駐留したことになっていた（既述したよう
に、今日ではシュメール人はセム系ではなく、膠着語を話す東洋系の民族
であった、とみられている）
　象形文字（絵文字）から懊形文字を最初に創り出したのは、前述したよ
うにこのシュメール人なのであったが、全メソポタミアを版図とする最初
の国家を支配したのがアッカドのサルゴン王（B．C．2300年頃）で、この国
王は本来セム系言語を話していた半遊牧民がその出身とみられている。
　このアッカド語というセム系言語を使用した民族の後喬がアムルル系人
とみられるバビロニアのハンムラピ王（B．C．1728～1686）で、その主たる
担い手としての支配階層としてこのハンムラピ法典の大部分を占めるアウ
ィルム階層は、アッカド文化の「神の門」とその下部構造規範を、末端に
至るまでその民族構成の単位として、宮廷から庶民の間に至るまで支配階
層の意識の中に段階的に確固として形づくっていったようである。
　ハンムラピ法典でも、その第126条、第142条、第251条の三ケ条にわた
ってbabtum「都市の門」とか「家門」と訳されるアウィルム階層の紛争
処理機構がみられ、最終法廷が置かれたエサギラ神殿に出る前の「行政的
な下部の地方裁判機関」として機能するように設置されていることがわか
　　　　　　　　　　　　　一318一
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るが、この都市の住民の行政単位として、このバビ（ラ）bab（tum）の
下部機構は、「バビロニアの神の門」に至る前段階に位置する「門」とし
て、裁判と法的な決定に関与した処理をおこなってきた、と考えられる。
　またこの神の門の下部機構は、ハンムラピ法典第2条から頻繁に登場す
る「河神による神明裁判」にも深く関わっていたと思われ（メソポタミ
ア、すなわち両大河の間の法文化として当然のことであるが）、インド法
や中国法における「法」という言葉の語源とも関連を有している（拙著
『法の源流』　　デルポイの神託と般若心経、インド・ヨーロッパ比較法
思想史の試み一芦書房、主としてインドp．83～100、中国p．39～48参
照のこと）
最古の法律辞典
　この辞書は、書記の教
育用に使われたらしい粘
土板で、襖形文字の左側
がシュメール語、右側が
アッカド語の対訳形式と
なっている。
　ハンムラピ法典では、
その前文で「ハンムラピ
王が、シュメールとアッ
カドの国家へ光を放つ
者」と記され、シュメー
ル時代の「リピト・イシ
ュタル法典」からの影響
一317一
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が濃厚である。
　なおこの法律辞典は、現在の大英博物館に保存されているが、ニネヴェ
のアッシュールバニパルの王宮文書庫から発掘され「アナ・イッティシ
ュ」と呼ばれている法律用語集の第七書板に位置する粘土板である。
　一般的にシュメール語の法律用語は、アッカド語の文章の中にそのまま
挿入されるか、短い法文の例がアッカド語の対訳とともに行間に置かれる
のが普通であるが、書記の教育用に使われたとはいうものの対訳の形で掲
載されているのは珍らしい。
　ハンムラピ法典のアッカド語文章もその殆どが
（Sum－ma　a－wi－1um）、（もし、ある者が・…一）から始まるのである
が、これも本来シュメール語ではtukumbi・から始まっており「ある者が
　　・したる場合に……の罪となり……（どのような刑罰が加えられる）」
という決疑論的な法文はもともと膠着語族の言語シュメール語の法文形式
から始まって、今日に至るまで法律用の形式文書として定着してきたので
ある。
一316一
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ハンムラピ法典
　　　前文
前文の文章を「十五段落」に分割し、
その各段落毎にそのすぐ下に「試訳」
と解釈を掲載してゆくことにしたいと
思う。（なおこの段落は、シュメール
時代の法文化として縦書きにした区画
のコラム欄（段）という場合の条文括
弧内の懊形文字文を上から数えた段と
は異る）
一315一
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　法の象徴図像「王笏」において、ハンムラピ法典の上部に刻まれた象徴
図像を解説する必要から、前文と後文の内容に深く関って、「王笏」の意
味するところを解明してきた。しかしながら、実際に当時の「前文」は甚
だ文章の上で冗漫なところがあり、その懊形文字の各行と原文の解釈は以
下に分析して総合的に段落別の形で解釈する通りである。
前文
第1段落の梗形文字原文
Q主｝記号　 についてはバビロニア語、シスメール語
　13－nu　　　　　　＄i－ru－um　　　　anum〈an神
時、　　　　アンと　崇高なる　　　　　　限定詞神と書かない
　　　　　　　　　　　　　　　　11u　く　dinglr
甑rru　d蟹a－nun－na－ki　魯1σen－m2　　　甑rruく1uga1
王である　神アヌンナキの　　　神エンリルとが　anunnakiや、に従＾’、百万
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一6
甑※im　　獣一ma－at　mati皿　　　　　mati皿くkalam
決定者である　運命の　　国土の　　　　　　　　　　　　　　　　。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊥・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎
a－na　i2“皿arduk（amar¶4）　　　　　　　marduk〈amar－ud
へ　　神マルドウク　　　　　　　　　　　マルドゥク‘まバビロンの主神　　　五
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　0　0　　　　　　　　10　　　　　　　　　　　　℃．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　Omarim　　re－es－ti－i皿　　忌a　　11uea（en－ki）　　　　　ea　〈　en－ki
長子である　　　　　の　　神エア　　　　　mari皿くdumu
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　艶
　　マレロロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O　O　　　◎uuen－li12－ut　k廓at（ki言）ni面3 －ut舳縮翫 　　一’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　OO　o最高の神権を　　あらゆる　　人々への　　　シスメール諾の一nam　　　　　O　o
（右倶＿ド．クネ＿岸本通夫氏他暮世荊歴史2畿嚢鍮
「古代オリエント」河出書房新社、p。95から転載）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マルドゥク神
　　　　　　　　　　　　　一314一
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強い者が　　弱い者を　ため、ない　虐げ　　　habalu　虐待する、略奪する
ω　　　　　　　　　　　　　　　　　’luきamaS〈4utu
ki－ma　αSa皿aS　a－na　qaqqadim＄almat　sag－gig〉qaqqad串almat
　の如く太陽神　　ために、　頭に　　黒い　　　　　　人民、元来ほシュメ＿ル人
＿、、論＿、願、癬陣
　　　　　　　　　　　　　　　　　　namaru　　窺かす
　立ち上り　　　　国を　　照らす
　アン　と　　神エンリルとは　　　　　　　anum〈an神
a－na　si－ir　ni一言i　tu－ub－b1－im
ため　幸福を人々の　満足させる
tabu　　良い、満足する
糞u－mi　　　ib－bu－u2
私の名で　呼んだ。
帥一而塘U皿一i　私の名
私に名を与えた、の意
ha－am一皿u－ra－bi　　ri－i－a－um　　ni－bi－it　　　　　reaum　　保護者
ハンムラビとは　　　牧者　　　名付けた　　nabu　名醐る
　　　　▼　　　丁千　　　　　　it〈a2
　“Uen－1il2a－na－ku
　エンリルが　　私である。すなわち
　第1段落の試訳
　アヌンナキ神々の王で、崇高なる神アンと、天地の主でかつ国土の運命
の決定者である神エンリルとは、エア神の長子であるマルドゥク神に、あ
らゆる人々へ〔対する〕最高の神による権利を与え、バビロンの王をイギ
ギという神々の仲間として偉大な者とみなし、またバビロン（という名
称）を崇高なるその名前で呼んで、四界に傑出させ、その中で天地の如
く、その基礎が確立したところの永遠の王国を国王のために固めたる時
　　　　　　　　　　　　　一312一
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に、敬虜なる大王であり、神を畏れるハンムラピ即ちこの私を、国土にお
いて正義を実現するために、悪漢と虫嬢ども（邪悪なる者）を殺鐵するた
めに、強者が弱い者を虐げないようにするために、太陽の如く人民の中に
立ち上がり、国土を照らさんがために、アン神とエンリル神とは、人々の
幸福（直訳・頭の黒い者の肌を良くする）を満足させようと、この私の名
で呼びかけてきたのである。
　（そして、まさしく）エンリル神が、名付けた「ハンムラピ牧者」と
は、この私のことなのである。すなわち……
　前文第1段落の解釈
　冒頭に出てくる神アン（天上の最高神）とその次の行にあるAnmnaki
（アヌンナキ）は、ともにアン神で、アヌンナキというのはもともとシュ
メール語のA．NUN．NA（諸候の種）からアッカド語に入ったものでそ
　　　　　　　やおろずののアン神に従う八百万神のことを指す集合名詞で夢る。そして後に「黄泉
の神々」の総称ともなったものである。
　この前文の第1行目末にある寧iruumを形容詞としてみるか、副詞とし
てみるかによって、「崇高にして、アヌンナキの王たる神アンが・一・」と
いう訳文になるが、拙訳ではこれは形容詞として天上の最高神アンにだけ
かかるものと考えて試訳してみた。いずれにせよ、アヌンナキはアンから
派生した、それに所属する八百万の神々であるからしてその頂点に位置す
る神アンを修飾することでその下にいるすべての神々をも間接的に修飾す
ると思われるから、品詞としてはどちらでも良いのではなかろうか。
　アンは、シュメール時代からアヌAnu「天」を意味する単語として使
用され、それがアッカド語においても「天神」として最高神の地位を継承
したまま崇敬の対象となって継受したものと考えられている。
　次の行の末に出てくる（二行目の終り）エンリル神は、この神格を修飾
する三行目と四行目の修飾語句からもわかるように「天と地の主にして、
　　　　　　　　　　　　　　一311一
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かつ国の運命の決定者である神」として、バビロニアでも尊敬されていた
神格であるが、もともとシュメール語で「大気（空気）の主」を意味して
いた神で、その主要な聖霊を祭ってあったのは、シュメール時代にニップ
ールという場所にその神殿が置かれていたものと推定される。その神殿は
「エルク神殿」と呼ばれ、後にローマのパンテオンPantheon（万神殿、
大神殿）ともなるもので、ギリシア神話ではウラノスからクロノスそして
神々の王ゼウスに、またローマではユピテル（神々の王）となるものであ
る。
　次の第5行から7行目にかけて「エア神の長子であるマルドゥク神にあ
らゆる人々に対する最高の神の権利（エンリルの地位）を与えて……」と
いう文章が出てくるが、この冒頭に出てくるエア神（シュメール語名はエ
ンキ神）とは・そもそも天上の最高神アヌの息r〈細一細聯
　　　　　　　から派生したとされている神で、
mtu　　息
　　　　」（ibid，）
「水の神」（特に淡水の神であるとともに「知恵の神」）としてシュメール
からアッカド時代に君臨していたもので、その長子が「東天光の神」マル
ドゥク神（この前文第1段落の図参照）となって、具体的にバビロニアの
セム系民族の神格として、シュメール時代から続くエンリル神の役割を受
け継いで機能していた、と考えられている。
　この後、印欧神話の世界では、前6世紀に哲学を始めたとされるミレー
トスの哲人タレースが「万物の根源が水である」と言ったことから哲学と
いう言葉ψ6λo一Σo瞬αというギリシア哲学の根元論が始まる、と考えら
れているが、そもそもバビロニアの神話では、天地創造がおこなわれる前
の宇宙が「混沌たる水」でそれがティアマットという神話的存在となりそ
れを殺害することによって天地創造がおこなわれた、ということになって
いる。　ユダヤ人がバビロンの捕囚後に、こうした神話をもとに旧約聖書
　　　　　　　　　　　　　　一310一
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の「創世記」をつくったことは十分に考えられるが、「ノアの大洪水」の
神話もやはりアッカド語のエア神に由来するもの、と考えたほうが筋が通
っているように思われる。
　ハンムラピ法典は、その条文の第2条から「河神による神判」が早くも
出てくるが、水に関わる神の裁判によってその罪状を決定し、シュメール
やアッカド時代から「聖なるユーフラテス河」で襖ぎや清めの儀式が早く
からおこなわれてきたことが伝えられている。
　これが後に、キリスト教による「神聖な洗礼の儀式」として、ヨルダン
川でヨハネによる洗礼へ、と発展するのである。
　いずれにせよエア神は、もともとシュメール時代からウルという古代都
市の南西20kmほどのところにあった都市エリドゥの守護神で「その姿は
一個の瓶を携えその瓶から二筋の水が流れ出てそれがティグリスとユーフ
ラテスの両河となる」と考えられていたから、メソポタミア全域の守護神
として発展する素地をシュメールの時代から有していたものと言える。
　次の8行目に出てくるイギギの神々（イギグ諸神）というのは、冒頭に
出てきたアヌンナキがアン神に従う神々というのと同様に、エンリル神に
従う神々という意味で使われている。その次に出てくる人称代名詞乱が
何を意味するか今日の文法的な解釈ではかなり困難であるが、そのまま文
章がずっと続いており、この人称代名詞はここから6行後のハンムラピ大
王あるいはそれを前以て暗示する「バビロン王」と解して訳出しておくほ
うが無難ではないか、と思われる。
　この冒頭に出てくるハンムラピ法典の前文にあたる襖形文字によるアッ
カド語の文章は、現代の言語文法でいう句読点が全く無く、どこで区切っ
て翻訳すれば良いのか甚だ困惑せざるをえないが、一応ハンムラピ大王の
名を登場させてその説明に入ってゆくところで区切って第1段落とし、そ
の中で解釈するのに厄介な語句を以上のように解説していこうと思う次第
　　　　　　　　　　　　　　一309一
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である。
　なお、ハンムラピ大王の尊称として使われている「牧者」という称号
は、一般的には遊牧民族社会において特有に用いられるものと思われてい
るが、シュメール時代の神話「牧者王ドゥムジ」がそのままアッカド語に
おいても「国王」を意味するその正統性へと発展して、ユダヤ教からキリ
スト教を経て、今日にまで伝っているものと思われる。実際にこのハンム
ラピ法典では前文を十五に分割した第8段落に牧場mi－ri－timという単語
が出ており、ハンムラピ王はこの牧草地を完全にしたる者としてその存在
を明らかに主張している（つまり治癒者となっている）のである。そして
「牧者ri－i－a－umjという尊称は、後文の第2段落と第4段落にも登場し、
牧草地を管理するだけでなくその牧者の尊称が「王権」をも意味するよう
に発展していくことが窺えるのである。
　現代の日本で、「牧師」というとキリスト教会で按手礼によって任職さ
れた教師の中で、教会の牧会や伝道の責任者に任ぜられたキリスト教会の
指導者を呼ぶ時に使用されるのが普通になっているが、この英語名pas－
torはラテン語pasco（放牧する、牧畜する、飼育する）という動詞から
派生した名詞で、これはギリシア語の70人訳聖書でβo乙ωτ6⊂という動詞
からつくられたβozμ喫をラテン語に翻訳したものと伝えられているが、
アッカド語と同じ古代セム系言語のヘブライ語では［ぞ、8ゐ解勉砿（ロー
エ、ラーヤ）が牧師という意味をもっており、それを懊形文字の原典で記
した　（r聾a－um）というアッカド語との語源的な関
連性があるのではないか、とみられている。
　漢字の「牧師」という二文字熟語は、律令時代以前から中国で一般的に
「牧場をつかさどる役目」としての意味だけをもって使用されていたよう
であるが、日本古代の律令国家においては「牧」の一字だけがそのまま令
制と延喜式制において採用され、牛や馬を管理する役目としては古記や義
　　　　　　　　　　　　　一308一
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解（令釈）の解釈などで「牧子」という子を後につけた二文字熟語として
使用されていたようである（2000年12月9日、法制史学会東京部会第189回例
会、国学院大学教授・小林宏氏の発表による「古記と令釈」一その法解釈の手法
にっいて一参照、ならびに小林宏氏より御送付いただいた東京大学文学部史學
曾発行「史學雑誌」第95編第1号「八・九世紀の牧について」山口英男著p．
1～p．37参照）
　なお、シュメール時代から一般的な「牧者」を意味する懊形文字は、次
のような形「　　　　　　　　　　　　　　sip、　slp、　　　で描か　　　　　　古拙文字叶田耳圖「ヰ圓塑　牧者
れていた。　　　　　　　　　　　　　　　　Sab、　　　　　」
　　　　　　　　　　　　　（飯島紀氏著『アッカド語』国際語学社刊p．181参照）
第2段落の梗形文字原文
照【　ト　　・　　　　　一mu－gam2－me－ir　nu－uh3一言Hmu3tu－uh3－di－im『nuh翫鈷uh2ニud－uh3
引き起こす者、　　豊富　　　と　充満を　　　　tuhdu充満横溢
騨翻一ga励鮒る・引起こすmu一甑一ak－1H1　皿Hm－ma　蜘皿瓢　　　ゑakalu量る、差し押さえる
差押さえる者、　　何であれ　　その名の
耳　．　　　慶」脈
　a一旦a　　en－lil2b　　dur－ank巳　　　　　　　　　　　　zananu支持する
　のため　ニップル　　　　　　　　　　　　dur－anもニップルのこと
・・騙〉“一稠一　za－ni－nu－u皿　　　血a－a－du－um　　さa　　e2－kur
　支持者、　　　著名な　　　のエクール神殿　　naidu　腐めたる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e2kur　山の神殿
　ゑarrudH－a－um　mu－te－iミ　nun’　t5ru返す
　王、　　強力な　　　返す者、　エリドウを　　1eu　ヵある
a－na　　aS－r　i　　Su
へ　　所　その ????
一307一
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の模形文字原文
|似時〉下一位>1ゆヤ粉々←斜J閣議盟関与盛田
こす者、 豊富 tudu 充満横溢
再勤時新靭I~酬旧民b甚 gamar
u-sa-ak-li-il mi-im-ma 主u su 主akalu量る、差し押さえる
者、 何であれ
Ill~くあJ膳望号Eを除。!
zananu支持する
のた ニップル dur-a もユップルの乙と
回南t 一序市1同ゅにさT咽i断!間約
支持者、 著名な のエクール神殿 nadu 育めたる
I~t静穏制回開情勢恥白州:羽 ez kur 山の神殿
taru 返す
玉 強力な 返す者、 エリドウを lu カある
布陣ト同占i
-a aS-rl SU 
八 そ Col. 
- -
で描か
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皿u－ub－bi－ib　／　su－luh　　e2　zu－ab
清める者、　聖域を　アブズ神殿の
ebebu純化する
e2zu－ab＝bitapsi
　ti－i－ib　　ki－ib－ra－at　　ir－bi－ti皿　　　　　　　　　　tebu　　突進する
　突撃者、　　方位の　　　四　　　　　　　　　くub－da－tattab－ba四方位の
　皿u－Sar－be8　　　zi－ik－ru　ka－dingir－ra　　　　　surbU　偉大にする
　偉大ならしめる者、名を　バビロンの
　第2段落の試訳
　　　　　　　　　　　　　　　みな　潤沢（豊富）と充満を（この地に）脹ぎらせたる（もたらす）者、都市
ニップールのためには、それが何であれ、いかなるものたりといえども完
備させたる者（差し押さえ、あるいはそれを入手できる者）エクールルム
神殿の名誉ある著名な維持者、強力な国王にしてエリドゥという都市をそ
のところへ返す者（エリドゥ市を復旧したる者）アブズ（エーアブツ）神
殿の聖域を清浄化する者、四つの方位（東、西、南、北）世界への突撃者
（全世界を支配する者）、バビロンの名を偉大ならしめる者、
　第2段落の解釈
　この第2段落では、シュメールからバビロニアにかけて繁栄した二つの
都市と神殿が登場し、前の第1段落で説明した神との関係を強調してバビ
ロンの支配者たるハンムラピの権勢を展開する。
　先ず最初に記された第3行目のニップール（原語ではdur－am－kiで
「天地の結び目」を意味し、そこで神がハンムラピ大王に王笏と王冠を与
えた）という都市は、ハンムラピ王（B．C．1792～1750）が統治するバビロ
ンの第一王朝に先行する同じセム系の「ウル第三王朝（B．C．2112～2095）」
の最初の支配者ウル・ナンムが建設したと言われている都市で、この都市
　　　　　　　　　　　　　一306一
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の中心にウル・ナンム王は「エンリル神殿」の建築をおこなって新王国の
宗教的中心を創った、すなわちそこを天と地の結び目たる宗教都市とし
た、と伝えられている。そしてウル・ナンム王は、政治上の首都であるウ
ルと宗教上の都市であるニップールの機能的分化をおこなったとされる
が、ニップールのティグリス・ユーフラテス両河からの大運河の建設は、
バビロンのハンムラピ王が旧来の敵であったラルサのリム・シン1世を敗
ってシュメールからの政治的都市ウルを併合し、その統治33年目に大運河
を建設したことによるということがレオナルド・ウーリー（Leonerd
Wooley）氏の発掘調査によって、明らかになっている。そのニップール
に次いで出てくるエクール（ルム）神殿というのは、アッカド語でいうエ
ンリル神殿と同じもので、もともとシュメール時代から「山の上にあった
神殿」というところからシュメール語で「山の神殿」（山なる家）と言っ
ていたことに由来するらしい。
　エリドゥという都市は、シュメール南部の都市で、もともとエア神を祭
っていたところから「エーアブツ神殿（アブツ・アブズ神殿）」と古代バ
ビロニアではみられていたが、そこが更に昔のシュメール時代には「海と
河川の神であるエンキ（智恵）の神」が祭られており、文字の上では「大
地の主人」（語源的には「頭部をもちあげたる家」）を意昧していた、とも
言われている。メソポタミアが、ティグリス・ユーフラテスの両河川の間
の土地を意味するところからつけられたる名称で、現在のイラクもまた
「河岸の土地」を意味し、水の神は、サンスクリット語のサラスヴァティ
（弁財天）やヴァルナ（水と司法の神）とも関わるから、古今東西、水に
関わる神の名称には共通して一脈通ずるところがある、とみなければなら
ないだろう。
　この段落の第3行目にあるニップールにっいては、懊形文字で土地の名
や神殿名そしてユーフラテス河とそこから堀削されたイドシャウルという
　　　　　　　　　　　　　一305一
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運河などが描かれた粘土板の地図が発掘され、現在イエナ大学に保存され
ている。その粘土板地図には、エンリル神を祭祀するエルク神殿も描か
れ、シュメール時代からペルシア時代にまで栄えたニップールの都市がど
のようなものであったかが良くわかるようになっているのである。なお、
この第2段落の第7行目途中蓉u4uh（聖域）というところで、このハンム
ラピ王の定めた法典で、スーサにおいて発掘された石柱の表面に刻された
象徴図像（立って口に手をあてているハンムラピ王とそれに王笏と王冠を
渡しているシャマシュ神）の玉座椅子の後脚下から始まる模形文字の縦書
き欄（7～8cm）の第1段目が終り、次の第2段目（第2欄）に移っ
て、その第2欄はまた第1欄が始ったすぐ下の右側に移行して、次のエー
アブツ神殿（アブツ・アブズ神殿）から縦に6～8cmの幅（第2欄）と
して左側に読み進めてゆくことになる。
第3段落の襖形文字原文
mu－ti－ib　　li－ib－bi　　i　I　umarduk　　　　be－Ii2　　言u
満足させる者、心を　マルドゥクの　主　彼の
垣bu　良い
きa　u4－mi曹蜘iz－za－zu　a－na　e2－sag－i12　izuzzu立ウて㌧、る
所の者・毎日　　　立つ　　　にエサギラ神殿　　e2－sag畷12代理の神殿
Z6r言ar－ru－ti皿　Sa　i！じen－ZU
種、　王統の　　　所の　　神シンが
ib一且i－u3　　ゑu
　生んだ　彼を
ban〔1　建てる、生む
一304一
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の模形文字原文
i雇ー主時〈画百l閣険極宮ゆ燥に今回IKT--畠i
-ti-b li-ib-b ; lUmarduk be-li2 Su tabu 良い
主 彼の
10 l'断口 G芸E 直11同干干困llTf~φ閑閑難=lI
、 サギラ神殿 e~-sag-iI2 代理の神殿
帳妥結企時bゆや侠ト車岡|
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生んだ
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瑚u－na－ah－hi－iき　　　　・1ロきi雪一abヒ…
豊富な供給をする者、　ウルに
nahaきu　　毫賓に供給する
SeS－ab　　ウル町
　阻一aS鞠ru¶m　　　　mu－u＄一te－mi－qum　　w麓ru獺な
　敬塵な　　　　　　　　熱烈祈濤者、　　　　　e皿6qu　懇願する
2・一e2噺k’鳶一nu－galシー　ba－bil　he2－ga12　a－na　e2－kiS－nu－ga12dgiS－nu11－gal2太騨シ9ぬ
　持ち込む者、豊かさをヘ　　エキシュヌガル　　〈hegallu　豊宣
きarruta一＄i－im－timゑe－mu…lu言ama言　da－num2　　babalu郷齢
王、　聡明な　　従順な　神シャマシュに強力な　　　ta5imtu　知恵
mu－ki－in　　iSid　ud－kib－nunk…　　　ud－kib－nun駄…＝zimbirシツパル
堅固にした者、基礎をシッパルの　　　　　　聴M〈suk6
　第3段落の試訳
　かの主、マルドゥク神の心を満足させたる者、日毎いつもエサギラ神殿
に参詣するために立てる者、シンの神が彼を生んだところの王統の種、ウ
ルの都市に豊富な（物資を）供給する者、敬虜にして熱烈な祈薦者、エキ
シュヌガル神殿への豊かさを持ち込む者、強力なシャマシュ神に従順に従
い聡明なる王、都市シッパールの基礎を堅固にしたる者、
　第3段落の解釈
　マルドゥク神は、第1段落の5行目に既に出てきたように水の神エアか
ら生れた長男でメソポタミアに位置するバビロニアの主神、そしてバビロ
ンにあるこのマルドゥク神の神殿がエサギラ神殿であるから、その神殿に
毎日参詣をするハンムラピ王はその地の守護者として正統であることを強
調した内容である。次に出てくる「シンという神名」は、シュメール時代
はナンナNamaと呼ばれていた「月の神」で、シュメール時代からその
　　　　　　　　　　　　　一303一
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都市国家ウルの守護神であり、愛と豊饒と生殖の女神イナンナの父親でも
あった神であるが、セム系のアッカド語ではこのようにシンと呼ばれるよ
うになったものである。しかしながらこの文章に続いてシュメールからの
都市ウルも潤沢にするのがハンムラピ王であるという記述があることから
もわかるように「シュメールとアッカドのすべてを統括する王」としての
ハンムラピの業績と正嫡を意識して述べたものと思われる。
　シュメールの都市国家ウルは、旧約聖書『創世記』第11章の29～32章に
出てくる「カルディア人のウル」から西欧のキリスト教徒にはアブラハム
の生地としてある種の特別な位置が与えられてきたように思われる。シュ
メール時代の都市ウルがはたして旧約聖書のカルディア人のウルと同一で
あるかどうかは考古学上確認するに至っていないが、セム系のバビロニア
の国王であるハンムラピが謬着語族に属する異民族のシュメール人をもす
べて統括したことが、このハンムラピ法典によって確かめられるのであ
る。それに続く「エキシュヌガル神殿」とは、このシュメールから続く都
市国家ウルに建てられた「シン神の拝殿」のことで、語源的には「偉大な
る光の宮殿」の意味で、このウルはハンムラピがラルサのリム・シン1世
を滅ぼすまではリム・シンの統治下にあった土地であるからこそ、ハンム
ラピはこの土地の正統な王権を有することをここで主張したかったものと
思われる。
　次に出てくる太陽神シャマシュに就ては、本書冒頭「法の象徴国家『王
笏』」と「憲法の史的淵源と象徴」という論文（山梨学院大学『法学論集』
第44号）の中で詳述した。そこに次いで出てきている都市シッパールとい
うところは、太陽神シャマシュとシャマシュ神の妃アヤ神の神殿が置かれ
ていた土地として、アッシリア学のなかで有名である。
　バビロニアの太陽神シャマシュは、もともとシュメールのウトゥ神をそ
のまま太陽神の神格として受け入れたものであるが、月神のシン神と同様
　　　　　　　　　　　　　　一302一
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に偉大なる光の源泉でそれが「正義神」から「司法神」も兼ねていること
はメソポタミアだけでなく、インドのスーリア神や古代ギリシアのアポロ
ン神にも共通し、原始的な宗教感ではこの太陽神がすべての世界に共通す
る要素をもっているのである。
　なおこのシッパール市以外にも、ラルサに以下の第4段落に出てくる太
陽神の神殿エバッバルがあり、月神シンの神殿エキシュヌガルと一対の要
素をもち、陰陽二元の二元論に関する普遍的な信仰の源をつくっていた、
と考えられるのである。
第4段落の襖形文字原文
皿u－Sa－al－bi－iS　　wa－ar－ki－im
装う者、　　　　　　　緑で
gi－gu－ne－e　i監㌔一a
社を　　　　アア神殿の
labaSu　　讐る
warqu　　緑の
a－a　シャマシュの妃
malkat　神殿ともいう
　　　　　　　　・。廉葺膚
mu－si－ir　　もit　e2－ba，bbar
荘厳にする者、エババール神殿を
Sa　　　　ki　　　　　Su－ba～at　Sa－ma－i
所ののような住まい　天の
qarrandαm　ga－mi－il　ud－unu（9）』…
　勇士、　　守る　　　　ラルサを
　　　ロ　　　　　　　　　　　　し
mu－ud－di－i言　　e2－babbar
再興する者、エババール神殿を
31ru　　　畜貴にする
e2－babbar　日い神殿、　シャマシュ
神殿、　bitはなくてもよい
きamU　天
qarrau（IU　く　ur－sag
gamalU　　保護する
ed6言u　再興する
一301一
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、ラルサに以下の第4段落に出てくる太
パ パ
の襖形文字原文
権妙砂干ゆ犀ヨi悔や開予防相
warqu 緑の
|欄れ慢同百子朕1干1干i
-gu-ne-e ; lUa-a -a ャマシ aの妃
の lkat神殿ともいう
悔ヨ;同gr陰>l却臨ヨ惇ヨロi
-si-r bit e2-babbar ~ïru ~貨にする
する者、 -babbar白い符殿、シャマシ異
例苓占国峠ゴゆ干 bゴ注ゴ 殿、 bitはなてよい
 ki Su-ba-at sa-ma-i Samu 天
まい 天の
回田勝俣鞠|庭向言。|
randum ga-mi-il ud-unu(g)k; rand < ur-sag 
、 malu 保護する
憾。務間隔文書
-ud-i-iS e2-babbar eSu再興する
パ
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ana…1瞑きamaき　　ri－3i　Su
　のため　神シヤマシュ　援助者　彼の
蕊
resu　援助者
be－lu皿mu－ba－1i2－i㌻　unu（9）とi
主、　　生かせた　　　ウルクを
balatu　　生きる
　　　　　　　　⑩
Sa－ki－in　　　　me－e　　　　nu－uh2－Si－im
提供する者、水を　　　豊富な
nuhきu　量害
言akanu燈く、蓬供する
a－na　　　ni一き1　Su
のため市民その
　第4段落の試訳
　アヤ（アア）神殿の社殿を緑で被った者、天の住まいのようなところの
エババール（エバッバル）神殿を（さらに）荘厳にしたる者、ラルサ（と
いう都市）を守る勇士、彼の援助者シャマシュ神のためにエババール（エ
バッバル）神殿を再興したる者、ウルク（という都市国家）を生きかえら
せた主人、豊富な水をその住民のために供給する者、
　第4段落の解釈
　この段落の最初に出てくる神は、懊形文字の原文でアの音が二つ並んで
いるだけだから「アア神」とすべきところであるが、どうも読みにくいの
で次のア音の前にi音を挿入して「アヤ神」と表記することがかなり古く
からおこなわれてきた。このアヤ神は太陽神シャマシュの妻で、次の行に
記された「エババール（エバッバル）神殿」はこの太陽神であるシャマシ
ュとその妻アヤ神を崇拝するため設置された神殿である。
　太陽ばかりでなく「月の神」にも男神のナンナとその妻ニンガルが存在
していたことがわかっており、シュメールの古代都市ウルの神殿に建てら
　　　　　　　　　　　　　　一300一
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れたジグラットと呼ばれる塔の南東部には、この月の女神ニンガルの正規
の神殿があったことが考古学上確かめられているから、ナンナの神殿もそ
れに対象とする場所に存在していたことは確実で、シュメールの末期から
広義のアッカド期にかけて、太陽と月という二元論だけでなく、太陽と月
も夫々二元論の原点として今日のセム系言語に多く使用される「両数（双
数）」の基礎が創られていったものと思われる。
　次に出てくるラルサという都市は、続く文章から推してシャマシュ太陽
神を祀った拝殿の置かれた重要なところと考えられ、ハンムラピ王が征服
する前はバビロニアで数少い大都市のひとつであった、と伝えられてい
る。そして都市が形成されたのはやはりシュメール時代でその後エラム人
の侵入によって破壊され、ハンムラピ王の即位する前に同じセム系の「ラ
ルサ王朝」の最後から二番目のワラド・シン王（B．C．1834～1823）によっ
て大規模な都市整備がなされた、と模形文字粘土板文書に記載されてい
る。他の粘土板では、バビロン第一王朝の第三代王サビウムがこ「このラ
ルサの軍勢を武器で打ちのめした」とあるので、当時すでにバビロニアの
影響下には入っていたものと考えられる。
　この段落の最後に登場するこのウルクという都市国家は、ハンムラピ法
典の前文においては次の段落に出てくる「アンという神とイシュタール神
の拝殿のある都市」としての価値ぐらいしか重要性が掲載されていない
が、ハンムラピ王がその都市を再復興させるだけの重要性を歴史的に有し
ているのである。因みにメソポタミアの考古学は、有史時代以前にジャル
モ期（B．C．7～6千年紀）、ハッスーナ・サーマッラー期（B．C．5千年紀
前半）、ハラフ期（B。C．5千年紀後半）、ウバイド期（B．C．4000～3400年
頃）と続くが、この時期頃から「天水農耕から灌潮農耕」への転換と交易
が始まったと考えられているが、有史時代に入る最初が「ウルク期」（B．
C．3400～2600年頃）で、シュメール人が絵文字または象形文字から櫻形文
　　　　　　　　　　　　　一299一
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字を創り出す丁度何年頃どういう事件が起きたという歴史の記述が始まる
時にウルクという都市国家が創られたのである。
　そして最古の叙事詩で、旧約聖書のアダムの原話ともなったと考えられ
ている「ギルガメッシュ叙事詩」の主人公ギルガメッシュが、ウルクの都
市を支配した歴史上の人物を偶像化したもの、であることが今日確かめら
れている。メソポタミアの考古学を記述した『カルデア人のウル』（邦
訳・森岡妙子氏訳、みすず書房、1986年版、原文UR　‘of　the　CHAL
DEES’Sir　Leonard　Woolleyrevised　and　updated　by　P．R　S．Moorey，
Herbert　Press，London，1982）の著者レオナルド・ウーリー氏もその発掘
調査を殆どウルクでおこなっているのである。
　エバッバル（エババール）神殿とは、前の第三段落でも説明したように
太陽神シャマシュの神殿であるからして、天の光り輝けるごとく「白く輝
くような外観に仕上っていた家屋」の形で建造されていたものと思われ
る。そして月神シンの神殿であるエキシュヌガル神殿も同様に「偉大なる
光の宮殿」を意味していたことからもわかるように、やはり輝く石材を使
って建造されていたが、太陽神のほうがより白く輝くようになっていたの
ではないか、と考えられる。シュメールからアッカドにかけての懊形文字
で神を表わすANU（シュメール語）とIlu（アッカド語）は、ともに光
が四方に散らばるようになっており、それがアッカド語からヒッタイト語
になるとDingirと呼び、十字架となって、ギリシア神話のアポロン神へ
と発展してゆく（拙著「法の源流」一デルポイの神託と般若心経、イン
ド・ヨーロッパ比較法思想史の試み一芦書房、拙稿「法の象徴図象『王
笏』など参照のこと）
　この段落の三行目冒頭に出てくるmu－si－irという動詞は「荘厳にする
者」と訳しておいたが、その分詞となった意味に学説が分れており、単に
「高くする者、荘厳にする者」という意味だけでなく「制定する者、設
　　　　　　　　　　　　　一298一
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計・施行する者」という意味が加わるべきだと解釈する学者もいる。
　いずれにせよ、この段落で書かれている内容は、ハンムラピ大王がその
治世30年（B．C．1763年）に、バビロニア南部のラルサを滅ぼしてバビロニ
アを統一した事蹟を述べている、と思われるので、エバッバル（エバーバ
ル神殿）を建設したことが、この統治を完成させたことに関連するものと
思われる。
　この段落の最後に挿入された「市民」ni－siとは、一般的にはウルクの
住民全体と考えられているが、この前文に続く条文の最初から出てくる
a・wi・1umアウィールム階層だけを意味するのかma蓉一en－kakムシュケー
ヌム階層を含めあらゆる人々を意味するのか良くわからないが、ここでは
奴隷をも含めてすべての住民を含んだ名称としてni強が使われている、
と解すべきであろう。
第5段落の襖形文字原文
皿u－ul－li　　ri－e蓉　　e2－an－na
上げる者　頂を　アン神殿の
e恥　上げる
e2　an－na　〈　e2　an　ak
皿u－ga皿3－me－ir　　hi一玉z－bi－im
完成する者、　　富を
　　　　　　　　　　　牌《閤
ana　　　　an－num　　u3　　i　l讐inanna
のため　神アンと神イナンナ
gamaru　　完成する
hizbu　冒
iStar　〈　inanna
守護者、
ma－tim
国の 集めた
ni－si
人を
paharu　集める
su1面1u　〈　an一（iu13
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n・siが使われている、
o
の襖形文字原文
任王4:þ.紗f\1何者~'I開株持|
-ul-i ri-eき e2-an-na lu 上げる
る者 ン神殿の  an-a く e2an ak 
|雇主湾〉ト一幹〉い~~~掛子i
者、 富を
l怖く与閉そ<>司l時笛糊hミ栴r干|
i 1  an-num U3 .， 1nanna istar inanna 
イナンナ
!?5FTぎわI1怪非同~Olii:寸P←
h-hi-ir 一色 h亘ru める
護者、 めた を $luluく an-du13
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　sa6－ap－ha－tim言ai3－si－inki　　　　　　saph臆散らされた
　四散した　　のイシン
　　　　　　　　　　　　　　　　　．肩
皿u－da－ah－hi－id　　nu－uh2－Si－im　b五t　e2－gal一皿ah　　galも　mahも大きい
もたらせる者　　　豊富を　　神殿に　エガルマー　e2－gal一皿ah　大神殿
uきu皿gal　きaralim　ta－1i－im　Huza－ba4－ba4
龍、　　王の町々の　兄弟、　　　神ザババの
憾u皿g 1＝g 1－bu12
da，ha（1u　大慧にもたらす
mu一言ar－si－i（1　　　Su－ba－at　　　a1ロkis』葦　　　　　　　　　　ra言adu　建設する
建設者　　　　　住まいの　　キシュの
　第5段落の試訳
　エアンナ（アン神殿）の頂を上げた者、アン神とイシュタール神のため
に富を完成したる者、イシン（という都市）の四散した人々をかき集めた
国家の守護者、エガルマー（エガルマハ）神殿に豊富さをもたらせたる
者、諸都市の王の巨大な龍（皇帝の象徴図像）、ザババ神の寵愛を受けた
兄弟、キシュの住まいの建設者、
　第5段落の解釈
　アンという神は、もとシュメールの天神でシュメール語でアンという語
は「天」を意味していたものがそのままアッカド語に受け継がれたもので
ある。懊を星形に拡散した「神」を意昧する懊形文字そのものをシュメー
ル語では「アン」と読んでいたが、アッカド語では他の神名を出す前に先
行してiluと呼ぶようになり、後期アッカドの懊形文字では斜めの模が横
に統合されそれに続く印欧語のヒッタイト語ではこの十字状になった
「神」の名称をDingirと読んで表意文字（ideogram）化してゆく、それ
が古代ギリシアに受け継がれて太陽神アポロンの象徴となり、やがてキリ
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スト教の十字架として普及することになるのである。
　次のイシュタール神は、シュメール時代にイナンナと呼んでいた「愛、
豊饒と生殖の女神」がアッカド語でイシュタール神と呼ばれるようになっ
て、それが後に同じセム系のヘブライ語で旧約聖書のエステルに変化し
て、キリスト教の名称として今日にまで残ることになるが、シュメール時
代に「天の女王」を意味しているところから「聖婚」の儀式において祀ら
れるようになり、シュメール時代の指導的な都市でその英雄時代の首都で
もあったエレクの守護神となったものである。
　次に出てくるイシンという都市もやはりリシュメール時代の重要な都市
で、ウル第三王朝の没落後は、このイシン市がシュメールの首都となった
のである。そしてエガルマー神殿はこのイシン市にあったニヌルタ
Ninurta神の神殿名称で、ニヌルタとは南風を司どるエンリル神の息子
で、それ故に嵐の神、戦いにおいては「戦神」として祈願の対象となった
一方、通常は「神々の農夫」として農業の神の役割りも持っていた。それ
に続くザババ神というのはまさしくこのニヌルタが風によって変身した姿
で、キシュという大洪水のあとシュメール最初の王朝の首都となった伝承
上の都市の守護神で、こうした伝承はそのままアッカド語によっても語り
継がれていたものと、思われる。
　このハンムラピ法典前文（本書前文第5段落～第10段落）と後文（第23
段落～26段落）に登場したイシュタールの名をそのまま継承したセム系文
化として、旧約聖書の『エステル書』に著述されるようなユダヤ法文化の
中にバビロニアの法文化がどの程度純粋な形で継続しているか、は今後と
も研究していく課題であろう。しかしながらハンムラピ法典第196条と第
200条が合体して、同じ旧約聖書の『出エジプト記』第21章第23節（日本
聖書協会新共同訳p129）に反坐法Lex　talionisの規定として、そのまま
残された事実等を勘案すると、ハンムラピ法典はやはり同じセム系文化と
　　　　　　　　　　　　　一295一
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して旧約聖書中の「律法（トーラー）」のみならずユダヤ教の法典「タル
ムード」中にも、そのまま残されてきているとみるべきである。
　バビロニア滅亡後、ネブカドネザル軍の包囲によってイェルサレムは再
度崩壊し、ユダヤ人は第二の「捕囚」としてペルシア帝国にも連れてこら
れた、と考えられる。
　そしてアケメネス朝ペルシアで、ダレイオス1世の息子として君臨して
いたクセルクセス王の治世下の物語を記述したものが「エステル記」とみ
られているが、そのエステル記の記述中、当時権力者だったアガグ人ハマ
ンがクセルクセス王に述べた事項が以下の通りである。
欝　　ぬ珈　　　 憶鱒　　r肉　一〇導
am・ng　and－being一鰍tered　bei血9－disper5ed　ceτtai“　pe・ple
　　o拳・職　　　禰塊　　nrgr孕　　り⇒亭
aad・cu5tom5－of－them　　　kingdom－of・you　　　provinces・of　　　in－aH－of
o・馳　　q孕・彗　、伽　類畠噸oウ　唱功
one5りbey量ng　not－they　　the・ki疑g　law5－of　a勲d　people　from－aU－of
　　　　　　　　　：o算・訪　　　　曜　　「・奪
　　　　　　　　　to一亡01erate・them　being・in・best一童nterest　not
　there－i5－he
　o『摩瑚
　　　一　1τ
　the－peOP亜e5
　〔働　　’
one5－differing
や碧、
and－to． he－king
　（The　NIV　Interlinear　Hebrew－English　Old　Testament，Volume3．
Zondervan　Publishing　House　p．265）
　「お国のどの州にも、一つの独特な民族がおります。諸民族の間に分散
して住み、彼らはどの民族のものとも異なる独自の法律を有し、王の法律
には従いません……」（旧約聖書『エステル記』第3章第8節、日本聖書
協会『聖書』新共同訳p．766）
　ここに記述されたユダヤの法律が、今日まで伝えられるユダヤ教の「律
法」ならびに「タルムード」という法典にどれだけ影響し、その姿を伝え
ているかはわからないが、いずれにせよこの段階でのユダヤ法までは、か
　　　　　　　　　　　　　一294一
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なりハンムラビ法典の影響があり、アケメネス朝のペルシア法文化とは異
ったセム系法文化を残していたものと考えられる。
第6段落の襖形文字原文
　mu－us－ta－aき一hi一五r　　　　鯖e－1i－i皿一m三
　取り巻く者、　　　　輝いて
e2－me｝te－u～一sa8
メテウルサグ神殿を
皿e騨te　　装身其
晦haru取り巻く
　附一uき一te－iS－bi　pa－ar－S12ra－bu－u2－tim
　確定者、　　　　　　社の　　　　大きな
　Sa董且ロinanna
　の　神イナンナ
緊婚　　　　　旧鰍
pa－ki－id　bi－tiロ　hur－sag　kalam－ma
管理者、　神殿の　　フルサグ　国土の
屋外建築、　敵の　　所の　　援助が盟彼の
S1一聴融える
kala盟一m＆　〈　kalam　ak
paqadu　指示する
hur－sag　山
b夏t－kisa1（詳細不明）
U3－Sa－ak一戯一du／Ωi－is¶a－ZU
届けた　　　　　　　希望を
ka言adu　　届く、痔る
wmu－Sa－te－1r“唱9U2－du8－a』1
拡大する者、　　クタの町を
一・雁擁藝皿u－ra－ab－b　i－i忌　　　　m　i－i　m－ma
大きくする者、　如何なる方法でも
5um－5u　　　　　a－na　　mi＄一lam
その名を　のため　ミシュラム
　　　　　　　　　　　　　　ー293一
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の模形文字原文
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　第6段落の試訳
　メテウルサグ（エメテウルサグ）神殿を輝かしく取り巻いて保護する
（威光をめぐらさせしめたる）者、イシュタール神の大きな寺社の祭りを
確定したる者、フルサクの領土（カランマ）神殿の管理者、この援助が希
望を屈けたところの敵への屋外建築物（敵を捕えるための綱状の建物）、
クタ（の都市）を拡大したる者、ミシュラム（エメスラム）神殿のため、
いかなる方法をもってしてもその名を大きくするようにした者、
　第6段落の解釈
　メテウルサグmeteursag神殿というのは、大洪水後のシュメール国家
の首都となったキシュに存在していたというザババとイシュタール（シュ
メール時代はイナンナ）の両神を祀ってあった神殿の名称で、その意味す
るところは「英雄に相応しい家屋」のことであり、シュメール時代からそ
こで大祭が催されていたらしい。シュメールからの伝承を受け継いで、バ
ビロニアでもハンムラピ大王はこの祭りをそのままそっくりと開催してい
たもの、と思われる。
　フグサグ・カランマhur－sag　Kalam－ma神殿は、この大洪水の後首都
となったキシュ市の一部を占めていた土地の名称をつけた神殿で、前後の
脈略からザババ神あるいはそれに変化する前のニヌルタが祀られていた神
殿であると思われる。後半のカランマあるいはカラム・アクは国土もしく
は領域を意味するから「地区」あるいはシュメール時代の行政区域の名称
でキシュ市内の一地域を表わすのではないだろうか。
　クタkutaという都市は、月神ナンナの妃でイナンナの母親となるニン
ガル（ネンガル）Ninga1という女神の拝殿があった都市（太陽熱で乾燥
した土地が神格化した場所で、黄泉の神が祀られていたとも言われる）
で、そこがハンムラピ王によって整備拡大されたものと解釈できるだろ
　　　　　　　　　　　　　一292一
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う。ミシュラム神殿という名称はこの上に掲げたニンガル女神の拝殿名と
思われる。この第6段落の第6行目途中で、石柱表面の懊形文字欄第2欄
が左端で終了し、この第6行目から模形文字第3欄の右端に移って読んで
ゆくことになる。
野牟、撚凹　　灘的．廉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lib1d．）
　突き刺す者・　　　敵を　　愛する者、トウトウを　　tu2－t晩神マルドゥク
　闘発者、　ボルシツパの　　著名入、　　　　nara皿u愛する
たゆまない所の　　のためにエジダ　e2－z1－daトゥトう鞭
　　　　　　　　　　姦
1－1聴＆ru皿alim　mu－dhgi－9ala舳　　igi－ga12獺の広㌧、
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第 行目途中で、石柱表面の模形文字欄第2欄
行白から模形文字第3欄の右端に移って読んで
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　　　　　　　　．　　笹
be－lum　　zi－ma－at　　ha－a㌻一‡i－im　　u3　　a－gi－i皿
主、　　飾った　　　　笏　　と　　冠とで
simtu　装偏
Sa　u2－Sa－ak－li一豆U　Su　　　　　　　　　　　　　　　kalalu終える
所の　完成する　それを
　幅曄ヨ
e－ri－iき一tum　　慶a－ma
賢い　　　　　神母が
第7段落の試訳
雄々しい野牛、敵を突き刺す者、トゥトゥを愛する者、ボルシッパ（と
いう都市）を開発したる者、エジダ神殿のために弛まぬ著名人、町々の王
の神、英知を知る人、ディルバットという都市の耕地を広げた者、強力な
ウラシュ神のために穀物を貯えたる者、賢い神ディルバットが完成したと
ころの王笏と冠とで装飾する主、
　第7段落の解釈
　トゥトゥというのは、エア神の長子であり東天光の神マルドゥク神の息
から生じた神で後には第1段落の右側に描かれたマルドゥク神と同一化し
てゆき、懊形文字を刻む筆をその象徴とするようになっていった。シュメ
ール時代、書記dubsorはかなり特権階級で、このマルドゥク神の名をつ
けることも出来たのである。最初シュメール時代の書記の守護神は女神で
あるニサバ神の加護によって守られていたが、後にこのハンムラピ法典の
この部分に記されているボルシッパBorsippaという都市のナブー神（ト
ゥトゥと同じ神）にとって変わることになる。エジダe－zi－da（これは
「王達の神の住う場所」という意味もあるらしい）神殿とはこのトゥトゥ
神あるいはナブ神の神殿を意味する。ディルバットという都市はその後に
　　　　　　　　　　　　　一290一
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努
7
トウトウとい
段落の右側に描かれたマルドゥク神と同一化し
模
ubsorはかなり特権階級で、このマルドゥク神の名をつ
パ
ルシッパ orsippaという都市のナブー神(ト
ウ ウ ) ることになるo エジダe-i-da(これは
玉 ) ウ ウ
o パ
-290-
　134　法学論集　47〔山梨学院大学〕
出てくるウラシュ神の拝殿があるところで、ウラシュ神は前の段落に出て
くる戦神ニヌルタ神の別名であると考えられている。
　この段落に出ている王笏については、拙稿「法の象徴図像『王笏』（山
梨学院大学『法学論集』第40号）参照のこと。
第8段落の襖形文字原文
　確定する者、境界を　　　の　キシュ
繭i囎鴫i＿、1、，1、互甜翻一贈
　豊かにした者、祭リを　　純潔なる　　　　　　ellu　輝く
距　　　　　　　　　　　　　　　da帥　質沢‘ける
a－na　　　　　nin－tu
のため　神ニントウ（ママ）
皿u－uS－ta－1um　　gi－it一皿a－lum　　Sa－i－im
忠告者、　　　　完全な　　　　決定する
Saa1U　決する
mi－ri－tim　　Ug　ma－a忌一ki－tim
牧場　　　と　水飲み場を
maきqitu水欽み場
a－naきir－bur－1a颪’u3gir2－suk3
のため　ラガシュ　　と　ギルス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　kalu　　運ぶ、　用意するmu－ki－il　　n正一in－da－bi－e　　ra－bu－tim
運ぶ者、　　奉献を　　　　大いなる
a－na　　e2－ninnu
のため　　エニンヌ
　　　　　　＜ 0こ一nian姐5幡禅殿、ニンギルス神殿
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勿 いては、拙稿「法の象徴図像『王勿j(
4号)参照のこと。
落の模形文字原文
却怪玉 o 議匙>\1時三匡畳間)令じ>l1~司通告t>~1
u-ki-in uz-zu-ra-tim Sa kiSk， u~urtu 境界
確定する者、境界を のキ
明 野tl阿-1開制舗upbl
り elu 輝く
ぉ冊。斜そら笛羽国i daSu 望書沢にする
ニントウ(ママ)
阪るt:::JÞC>稚園|肝遜陣Jlt:議主司I~ 践と騨トーi
、
降医用~航>1岨悶厨日ト苓伶b司
と水
肝時怜ゆ暗号~Iq留め闘。|
めラ とギ
降歪 o勝司b総〉釘ゆ毘|‘sf埴災←ゆc>1
、 奉献 大いなる
肝ゆ慌ヨ ミ祭|
eょ-nlnnu~O番神殿、ニンギルス神殿
め
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　第8段落の試訳
　キシュ（という都市）の境界標石を確定したる者、ニントゥ神のために
純潔な祭りを（おこない、その祭礼を）豊かにしたる者、ラガシュとギル
スという都市のため牧場と水飲み場（灌瀧地域）を決定したる完全な警告
者、エニンヌ（＝ニンギルス神殿）に大いなる奉献を運びたる者、
　第8段落の解釈
　この段落に出てくるキシュ（あるいはケシュと読んだほうが良いのかも
知れない）という都市は、どうも第5段落に出てきたキシュとは異なり、
その二行目に出てくるニントゥ神殿が存在していた都市らしい。この都市
はハンムラピ大王が境界標石を確定した都市ということからして、バビロ
ニアの辺境にあったのではないかと考えられる。中田一郎氏は、「外郭を
確定した者」という訳をしておられるが、この古代の都市にそれをとり囲
むような外郭がすでにあったのかどうかわからない。ニントゥ神は前の段
落にある神母（ma－ma）と同一であると考えられている。ラガシュとい
う都市は、ウルの少し北にあった都会でウルとの間に密接な関係があった
とみられている。すなわちラガシュを支配していたウル・バウ王はウルも
支配することに成功し、その娘にエナネパダという祭儀名を冠して月神ナ
ンナの女祭司長に献じられた、ということが、ウーリーの発掘した資料に
よって明らかにされている。その次のギルスという都市は1870年代の初頭
にフランス考古学者の発掘隊の手によって発掘されたことで、その存在が
明らかになっている。シュメールの支配体制はこのウル第二王朝の始祖ウ
ル・ナンシュの孫エアナトゥムによって確立された、とみられている。
　この段落の最後に登場する「エニンヌEnimu」とは、シュメールの都
市ラガシュにおかれていたニンギルス神殿のことで、その正式名はエニン
ヌ・イムドゥド・バッバルである。この都市国家ラガシュの支配は、始祖
　　　　　　　　　　　　　　一288一
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8
( )
( )
(濯澱 )
(= )
(
) 出てきたキシュとは異なり、
パ
(a-ma) と同一で、あると考えられている。ラガシュとい
聞
D パ
870年代の初頭
o
た、とみられているo
エニンヌ ninnuJとは、シュメールの都
ツパ
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ウル・バウによって始められたが、その義理の三人の息子のうち一番重要
な地位を占めたのがグデアという名の知事で、その石碑銘や像はラガシュ
を発掘した既述のフランス発掘隊によって発掘され、石の土台書板の模形
文字によって、その詳細な事実が確認されている。
第9段落の梗形文字原文
mu－tam－me－ih　　a－a－bi
捕獲する者、　敵を
a－a－bi　＝　aibu　　敵
tamabu　持まえる
mレgi4－irte－li－tim
お気に入り、テリトウの
tehtU　fシュタルの異名、熟練者
　mu一＄a－ak－l　i－i　l　　te－ri－tim
　仕上げた者、　　法令を
30
言asa－ri－unu（9）ki
のハラブ
　　愚　　　婚
mu－ha－a（1一（h　　li－ib－bi　　i言8－dar
楽します者、　心を　　イシュタルの
　膠「　停　sa－r －unu（9）H
　　ハラプ、アレッポ
t6rtu　法律
嬉8－darイシ鼠タル
had砥　喜ばす・灘ヨ駅ru－bu－um　　e1－1um　　　　Sa
　王子、　純潔の　　　所の
n・一ま言ga一しi言u　dUadad　i－du－u2
挙げを手の　その　神アダドが知る
niSU　宣誓で手を挙げる
adad　天候簿
i（lo　　知る　　gati　＝　qatu
皿u－ni5－ihlHb－biiluadad
静める者、心を　　神アダドの
ku－ra－di－im　　i－na　　嬬監Uim』i
　勇士、　　　での　カルカラ町
60
nahu　平和にする
im風、アダド神
quradu　　勇士
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ノレ・パウによって始められたが、その義理の三人の息子
プ
実が確認されているo
???
??
?
?
???
?
? ??? ?…
-a-bi aibu 敵
mahu 捕まえる、 磁を
I~掛週li:>-Iゆ司築制ゆþ::1
i-gi4-ir te日 li-tim tliu (シ'"，ルの異名、熟練者
却照明内明jq)fT恰 jjWT7;閉タl
仕上 法令を ハヲプ Tレッポ
怪ま秘主問。閣制恒王陸。閉山u 法律
す者、 イシュタルの du 審ぽ寸
諸島ゅー開閉縫国関
王 純潔の
b閏砂時留l勝額併住民当時司 主U 宣誓で手を挙げる
の神ア
dad 天候神
du 知る gati qatu 
陸支局ヒゴゆ|膨干困ゆ除掛-1
制|国間 G ゆトil聞く》田勝件。|
-ra-di-im -na .Iuimhi 1 民、 T ド神
士、 radu ~士
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　第9段落の試訳
　敵を捕獲する者、テリトゥ（イシュタール神）のお気に入り、アレッポ
（当時の名はハラブ、現在もアラビア語ではハラッブと発音する）の法令
を仕上げたる者、イシュタール神の心を楽します者、その誓いをアダド神
が知悉している純潔の皇太子、アダド神の心を静める者、ビート・カルカ
ラという都市での勇士、
　第9段落の解釈
　この段落の二行目に出てくるテリトゥという名は、アレッポにおけるイ
シュタール神を表示したもので、シュメール時代のイナンナは一般的なア
ッカド語ではイシュタールとなるが、バビロニアの各地でこのように呼称
が変わるのである。
　今日、シリア共和国第二の商都アレッポは、アラビア語ではハラブとい
う呼び方で知られているが、もともとこのハラブという名称もインド・ヨ
ーロッパ語族のヒッタイト人によっても使用され、ヒッタイトの模形文字
では樹徹霜頃URU　Ha4a－apと記されていたが、（拙著『法の源
流』芦書房、p．155参照）それに先行するセム系のアッカド語ではsa－ri－
unu（g）klと表示されていたのである。
　この次頁に表示したアレッポの地図で、中央の右側に楕円形の城塞の遺
跡（Citadelle）が現在もなお残っていることがわかるが、ここからは印
欧語族のヒッタイト時代の懊形文字しか未だ発掘されていない。しかしな
がらシュメール時代のイシュタール神もこのようなところに建設された神
殿に祀られていたものと思われる。
一286一
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( ) ツ
( ップと発音する)の法令
ル神の心を楽します者、その誓いをア夕、
ツ パ
ツ
崎和樹凶 RUHa匂 -pと記されていたが、(拙著『法の源
、 .155参照)それに先行するセム系のアッカド語では a-ri開
nu(g)klと表示されていたのであるo
ツ
(itadelle)が現在もなお残っていることがわかるが、ここからは印
模 し」
杷 思われるD
??? ????????
　この左側の地図上方に、ユダヤ人の居住していた場所があったが、現在
はシナゴーグ（ユダヤ教会）を守る一家族を除いて国外追放となり（シリ
アのバース党の政策もあって）ユダヤ人の所有権のみ法的に残されている。
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138 法学論集 47 (山梨学院大学〕
今日のアレッポ市街図(現在はシリア共和国第 2の商業都市)
O 
( ) (
パ )
-285-
:/i:J:!;I~;/://;~,:!t~~f!:!//1~//~~:~/://;/':~:~~;~~(/4~!~~'1~~/1/i~/:/;//~:1'f~;~r ' o(:~c'r$'s'l =:1' ' O~ ~~;' . ~~L~~~~ao~~~:::7~l~E::!~ ~ ~~~] nE:~~~:'::::::9'::~J~:s~~ ~1~~~t 
~~~~~~~~~~~:~ ~lL~~i~ ~~~i~cDs:~~:7 ~~~~ihJ~~!]~~l~~~~i ----
___ . g ... _ ~ii~~f~~~~~L~a~~aa~r~~o~~c5'_c~~~~~!a_~o~~~ ~~7 ~!:~~~~~~~~~lu~~::;~;1~~~ i;･{;;~d:~~;" ?1_ ~ pt{'~~~{_~t!~_.ttoi::;.1 !.-~:~j {~~!_ .:_ '_ . ~ _ _ Aoono ~ ~~~~ ~ c)~0:1"~~~~~~~_~~i~ :~~('7 ~}~r~~~~ E::s:~~~ o ~~~:~A~~ ~O~) ;~~~~: ~~
e c~ll:~:a c 
~~7 /1clit~: 7r 
!~~~~;t~'~~s~{~:;~: ~~;~~~~;~ Eu~~{IY YYVYV YVYV ~l Y~r~ n 
~v~~~~~~~~~~::z~l:;~~~::z~~~~'_1e~~~s~~~:::!~¥:~~~~~~~:~~~:~!~~:e~~~::~:~~1~~::~~:)~L~~~l~~c::~L='~~;:c::~=:~~ 
~ ~~~;s~:;ou~~ 
~~~~~l~; 'l it 
'~;~~'~/:olrl'~~;;_ I ~p~~~2~)rz:~~~:~L]::li:~~~~~:~:~~:~jl~~~~!A~l~~~~~A(~~ 
~~ ~ '~~~l~~~~c~~!:~:~:~iQ~j~{~~~~/~!~ :~~~_:~~~~i~ ;~l: :~C(~i~~IU:Cn~: ~~'~~O~IC~I~OOil~:~~-[lCjl~{Ill~~!1 
~ . ~J1 
(~~il f 
OO~~OOi~~~IW~L~ll ijO1'!~~i:~_M;il~iCIC~~]lOL 
:~l:~~;~ft~~~::~iLt~i~{:-5d~::;¥/~) ~ t~~!j,~1!i:~~!'--~#~~:{:::}~:i~~;~;::1~~!:t-~:~;!:~~:~r'~:;:::i{:;~~~::'~~~~~~~~;c::~~{L~i¥~:~'c~c~E~~~~;~{{~}~ ~ 
a~~uabn~~ 
. - ~ - ~~:~('jr¥~~lir! 
1'_=!::7c:E~1 ~~~8Er[o~~cl~~;D~~~~~~~~~~~:~D:'oe;~~~~{c3::Jc:~=;~c::~~~~~~;~~~~~~; 
:~~ 
~~fQ;c]ODO~_e:'~i~~c:_':5~::tc:o~ ~:' .~l . ~~~l:=~=::5~~~i~:s:~'::~Jc::':5~ H~~~~ oaec'F5 a0~~c:)~~~ 1 Iz~ c~j'~~!~~V~ii~L~~~i!:fJ Ih~n e ~ c:1c:1~~~sE~~~~ ~~; ~  f ml~ ~{ t~~"~ F/~~~:7~11 -__ ' _db ~gB:58~T~~~~ ~~~~ ~~ ~~~~~s 
~~~ 
~~{Qrl~i::~:t[::::]~;:i:j::i~i::::i~j:1!sl:~~~[!~~~~~'~~~1J~~i ~~~ 
~~~~~j~~:~ ~:~~~~~~{:~~::{~l~::~~~! ~oE~Dc~l~Ocxl jl l(~"t3:'t ~"e;b~Jt~la~~~' ~:~~~~~~=~~ oQof~~~ _ 
~~J~ '~2'~ _ _ clc~!~cll]~ -1/~! ~~~!Dc:'c=:~ ~~~~D~:~E~c=21 ~{~~"'__'~~ 2c'~~~~l~~~!ihi~:~)o~:~~~~11' 1~)~L~~~~~~~~¥{~~~:i;~J:3 _ ~}~~~~c~ '- ~'It-'JJi~~J~erA1;':1 ft;&'c: - - t~=~==~;~ ~: ~~~~ sJ~t ~~ ~';~~r'~""r~~ ~ J}:~'~i~::C~ic:~c]~ 9J~ !c::~l_O c~~~~ ~~~;=~ C~ ' ~ ~ ---- ' E= ~ '~:il=:':'~ t;'(")~Ja;')tl '::=~cl~:~ - t_ _ __ tc::]t:1c~l:~ ~~~: =E:~ ~L~t'_'- ~l l~u~t c:: 
~ ~);~~lJ~FT~~~6D ~b~b~~~lJ ec'l~~ F~~."~)~f ~;~ ~ ;~ ~> ;~]~~ ~ ~~ ~ ;~i~~~~~; 
(Citadelle)~*~ ;~ ~-~B~f~lc~~~*~Lj~ > ~)J:~l~~~?~7)v)z~7)~~)j~ .. 
f~~~~~i･.,~~~~ t y ~ 4 h ~~~f~~> ~~~~>tL. ~ +)~~~:f~L~*-~))~~l ~~~~ U C ~* ~ . A~ ' 
- 284 -
古代法の翻訳と解釈 1 139 
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ム」火ム句。.'11
~~\いJ昔、 亡コ
~\...c. . :.¥._;"，与の~J' -
ょ，}ji¥:. ~.J.\l\...，..，hJ\;t';:;~\:.t 亡歪コ引
ー..;'ιー~ CJ;!'J 1 
hふ乏jPl.}\，~~ Cコl
......ゆb匂"""，，'~訓亡pt
~与....，悼み.... <---.A 
円」ニ&争~~，?-I+.: ~trt;..t' 
tw問 A_~.~.)~ ーま，-l\p.!kl' c:.d~J.l
この右側中央のやや左側に惰円形の面を有するかなり大きな城塞
Citadelle)がイスラーム時代に築かれた。この上半分はアルメニア人の居
住地域がヒッタイト時代から築かれ、今も十万単位の人口を擁しているo
284ー
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　現在は、オスマン帝国以降においてイスラーム化された城砦が造られて
いるが、太古よりこの地はフェニキア文化が発展していった地中海岸のラ
タキア（古代都市ウガリット）とユーフラテス河上流を結ぶ街道の中問に
位置していたこともあって、その後シルクロードにおいても重要な交通の
要衡として発達した。
　アダド神は、メソポタミアではかなり古くから崇拝されていた神で、語
源的には「風」から派生した「天気または気候の神」でもある。アダド
Adadは、アッドゥAdduまたは語頭に有気音を入れてハダッドHadad
とも記されることがあり、太陽神シャマシュと一体になってAddu－
Shamashと綴られることもあったようである。カルカラという都市は、
このアダド神の拝殿があったとされるところで、カルデア系の都市として
語頭にビートを加えビート・カルカラBitkarkaraとも呼ばれていたらし
い。なおアダド神は、その後セム系民族の中で特殊な地位を築き、後にユ
ダヤ民族の守護神Yahwehヤハヴェにも影響を与えたものと思われる。
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( )とユーフラテス河上流を結ぶ、 間
dadは、アッドゥ Adduまたは語頭に有気音を入れてハダッド Hadad
って Adu-
hamashと綴られることもあったようであるo カルカラという都市は、
ト・カルカラ itkararaとも呼ばれていたらし
hwehヤハヴェにも影響を与えたものと思われるo
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第10段落の襖形文字原文
mu－u＄一ta－ak－ki－in
施した者、
zi一皿a－tlm
飾りを
Sakanu　置く、　固定する
i－na　　　e2－U（i－gal－ga1
の中にウドガルガル神殿
　Sarrum　　na－di一孟n
　王、　　与えた
聞
na－bi－is－tim
生命を
　　　　　博
＆一naud－nunk’
ヘ　アダブ町
a一豊e－ir　　blt　e2一皿ah
保護者、エマー神殿の
柵く夢
nadanu与える
napiStu　生命
bltは必要ない
e2一皿ah大神殿の意味
　e－te－e1　蓉ar　ali鳳
　君主、王の町々の
マo
ga－ba－al　la　ma－ha－ri－1m
戦士、　ない　前には
qablu　戦士
mahru　前
豊　　　　婚
　　Su　i一（li一＄u　　na－ab－6a－ta皿
　者、　与えた　生命を
a n 巾皿as－kan2－pa－alk三
に　マシュカンーシャブラ　pa－al＝菖abra斎僧
mu一蕊e－eき一ki
水を注ぐ者、
　　　5
uu－uh2－si－ima－na
　豊富に　　のため
慶F暦1
mis－lam
ミシュラム
im－qum　　mu－tab－bi－1um
　賢い　支配者、
Su　ik－Su一（iu　　na－ga－ab
所の　打ち勝つ洞窟に
ur si－im
山賊の
きaq豆　水をカ、ける
qaSU与える
emqu　賢い
abalu　もたらす、支配する
kasadu　　届く、　痔る
urSu　森、山賊
　第10段落の試訳
　ウドガルガル神殿（エウドゥガルガルと書かれることもある〉の中に装
飾を施したる者、アダブ（ウドヌンという都市）へ生命を与えたる国王、
エマー（エマハ）神殿の保護者、町々の諸王の君主（統治者）、依然には
　　　　　　　　　　　　　　　一282一
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0段落の模形文字原文
PT;?:RT!?そfpm烹>11問日貯定
除ゆ惇お降毎ーi
ル神殿
回路縞〉ゆ。剥Þ11K).~令国ヨゆþ>~~干ゆと子時干〈匹|
?
与えた 八 町 apiStu 生命
Ilf ~緩 ~m事ヨ!罷ヨト芋に翌|
it は必要ない
の z-mah大枠肢のi;味
咽 l空間守丹二泊1RヂRTai麿戸時ま桁士
君主、王の町々の戦士、 い前 ahru 前
if国~~ ~IIゅはゴ別問|肝ゆ凶11ト千回昨穆蒋
Su -qi-Su na-ab-Sa-tam -na .lumas-kanz-pa-alk; 
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いなかった戦士、マシュカン・シャブラ（という都市）に命を生命を与え
た者、ミシュラム（メスラム）のために豊富に水を注ぐ者、山賊の洞窟に
打ち勝つところの賢い支配者、
　第10段落の解釈
　ウドガルガル神殿は、カルカラの都市に位置していたアダド神の神殿名
である。アダブAdabという都市は、シュメール時代からの重要な都市
で、シュメール時代のルガランネムンドゥの治世下においてシュメールの
首都として君臨していた都市である。シカゴ大学のオリエント研究所によ
って1903年から1904年にかけて発掘調査がなされ、そこで発掘した数千板
の粘土板文書がシカゴ大学とトルコのイスタンブールに保存されている。
　続くエマー神殿とは、アダブに設けられたマー神の拝殿で、それに続く
マシュカン・シャブラという都市はアダブに隣接する町で、ミシュラムと
いうのはそのマシュカン・シャブラma＄一kan一＄abraにあったアダド神か
何かの神殿であると思われる。
　この段落におけるアッカド語の文章は、かなり乱雑で、後から懊形文字
の挿入があったのではないかとみられている。特に一番最後の文章は他の
粘土板文書から異った翻訳をする研究者も多い。
　中田一郎氏は、筆者がここで分離した次の第11段落の最初と関連づけて
翻訳し、ダッシュを入れて挿入して、アッカド語の文章が次の数行続いて
いると解釈しているようで「賢き者、世話人、知恵の源泉に達した者一
マルギウムの人々を災難から守った者、彼ら（人々）の住まい（の基い）
を据えた者一（そして）彼の王権を偉大ならしめるエアとダムガルヌン
ナのために清い食事の供物を豊かさのなかに永遠に定めた者」と翻訳して
おられる。この段落の第5行目で、模形文字で書かれた石柱表面のシャマ
シュ神の玉座の後脚下から始った前文の第10段落が位置する第3欄（第3
　　　　　　　　　　　　　－281一
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段コラム）は終了し、この段落の第6行目から次の第4欄が下の段に移っ
て丁度シャマシュ神の玉座の後脚下30cmくらいのところを下に、6～7cm
縦方向下に読み進む形で左へと移行する読書方法が採られることになる。
第11段落の襖形の文字原文
皿u－uS－pa－az－zi－ir　m－Simal－a1－ka－a』i
匿った者、　　　住民をマルカの
in　ka－ra一ゑi－iI【L
に　緊急時
　　　　　　　　”
皿u－Sar－si一（iU　　　Su－ba－t　i
建設した者、　　住まいを
　pa－za－ru　隠れ場所を設ζナる
kara菖u必纂、不幸
　　　　　　　　　　言i－1n　innu－uh2－sHn
　　　　　　 　　　　彼らの　豊富に
一dam－ga1－nun－naa－na　duen－ki　u3utudam－ga1－nun－na　　　肋ドゥクの母
のため　神エア　や神ダムガルヌンナ　　　　en－kiくen－a恥ki
　　　　　　　　　・・一騨
皿u－Sar－bu－u2　雪ar－ru－ti蓉u　da－ri2－iS　　　・rabO大きくする
大きくした所の　王国を　彼の　永遠に
ト言i－mu　　zi－bi　el－lu－tim
決定した者、　犠牲を　純潔なる
a一言a－ri－id　　きar－alim　　　　mu－ka－an－ni－iゑ
第一人者、　町の王の　　征服者、
da，一a（i一皿i　　　　　　ud－kib－nun－na
住居地のユーフラテス河（畔〉の
＄a取U決定する
神エンキは
㌔un－galとも賊
kana言u　征服する
naru　〈　i（i2　＝　a－zikum
ud－kib－nun－naシッパル
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3a1－t“皿　…I　u　da－ga【し　　　ba－n　i　　言賦
　勇士、神ダガンの　親　 彼の
ba【1肛題、創造者
　第11段落の試訳
　緊急な時に、マルカ（マルギウムという都市）の住民を匿った者、その
王国を永遠に大きくした所のエア神やダムガルヌンナ神のためにそれらの
住まいを豊富に建設したる者、純潔なる犠牲を決定したる者、町々の王の
第一人者、ユーフラテス河畔の居住地における征服者、自らの親神ダガン
の勇士、
　第11段落の解釈
　マルカ（マルギウム）という都市は、ハンムラピ王の統治するバビロニ
アによって、ハンムラピ王が即位してから十年後に征服された町で、ティ
グリス河の東岸エシュヌンナの南に位置した場所にあった、とみられてい
る。ハンムラピ体制に呼応して立ちあがったこのマルカの住民をハンムラ
ピ王は保護したから、このような記述となって、ハンムラピ法典の前文に
記録されることになったものと思われる。
　なおこのマルカという都市には、以下に掲げられるシュメール時代にエ
ンキ神として知られ海と河川の神であったエア神（智恵の神）と後にバビ
ロニアの全ゆる収入を入手し征服者となったマルドゥク神の母でエア神の
妃であったダムガルヌンナ女神の拝殿が置かれていたと言われている。そ
のような都市であるにも関わらず、ハンムラピ王統治下の35年目に再び反
乱を起して、ハンムラピ王に再度征服され、重い処罰を下されたというこ
とである。
　この段落の最後にある親神ダガンが如何なる神であるか不明であるが、
エア神とダムガルヌンナの親神という解釈でみれば、メソポタミアの創造
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 7 (山梨学院大学〕
Ity区駅回開百tt:>=畠|
~al- um iluda-gn ba-ni 
1段落の試訳
証nu鏡、創選者
( )
ブ
1段落の解釈
( ) パ
o
( ) パ
5年目に再び反
o
-279ー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古代法の翻訳と解釈　1　145
神で特にバビロニアの水に関わる両大河の神、特にユーフラテス河中流地
域の至高神と理解すべきではないだろうか。
　ハンムラピ法典の第2条等に登場する河神に具体的な神名が記されてい
ないのは、このダガン神を指しているかも知れないし、その人称代名詞が
ハンムラピ王を指しているのならば、ハンムラピ大王の祖先神と考えるこ
とも出来るかも知れない。中田一郎氏は、この末尾の文章を切らずに、こ
の第12段落の文章から前にかけて翻訳してこられ「彼（ハンムラピ）の生
みの親ダガンの命によってユーフラテス川沿いの町々（居住地）を服従さ
せた者」と翻訳している。
第12段落の襖形文字原文
　　　　　　　　9D
Suig－mHuni－Si　皿e－ra』‘u3tu－tu－ulk［　　gamaru守る
者、保護した住民を　メラ　　と　　トゥトゥルの
　ru－bu－um　na－a－du飼um　　mu－na－wi－ir
　王子、　　著名な　　輝かす　　　　　　　　　　　　namaru輝かす
・　　　　　　　　　　　　　　　国
　pa－ni　Huina皿a　Sa－kHn　ma－ka－1i　eHu－tim
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ω
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の時　危急　　　　確保した者、　財産を
婚←
PUゑqu　危急、困難
kir－bu－u皿　　ka一（iingir－raki　Su－ul－ma－ni－iS　　　qirbu　真ん中
真ん中に　バビロンの　　　安全に
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　rをi　ni－si＄　Sa
　保護者、人民の　　所の
r6i　〈　s　i－pa（d）二pa－udu
菖i3〈菖ig
ip－Se－tu　Su　e－1i　iS8－dar　ta－ba
　業績がその　には　イシュタル気に入った
設置した者、　イシュタルをの中に　ウルマシュ神殿
50 蚕kir－bu－um　a－ga－ne旧ri－b’f＝ti皿
の真ん中の　アガネ　広場
第12段落の試訳
　メラ（マリ）とトゥトゥル（という都市）の住民を保護したる者、イシ
ュタールの顔を輝やかす著名な皇太子、ニンアズのためにすばらしい祭礼
と聖饗を設定したる者、緊急に際し、その住民を助けいたわる者、バビロ
ンの真ん中に安全に財産を確保したる者、イシュタール神にその功績が気
に入られた人民の保護者、アガネ広場の真中の（アッカドのなかに存在す
る）ウルマシュ（エウルマシュ）神殿の中にイシュタール神（像）を安置
したる者、
　第12段落の解釈
　メラ（マリ）とトゥトゥルという都市がどこにあったかは不明である
が、ハンムラピ王の治世33年に征服した都市のひとつに数えられており、
その二年後に都市の外壁が破壊されたという記録が残っている。そこの住
民を保護したということは多分異民族の支配に属していた都市であると思
われる。この段落以降セム系の神としてイシュタール神というセム系の名
を使わず、もとのシュメールで使用していた「天の女王」で農饒と生殖の
　　　　　　　　　　　　　　一277一
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女神イナンナをそのまま使用してそれから後にイシュタール神と変えてい
るところから、この前文の最後のほうの段落では、バビロニア創世紀の内
容を包んでいるものと考えられる。
　ニンアズというのは、神々のもとで働く医師を指すものとみられている
が、神殿において働く医師それも神々に奉仕する医師で、このハンムラピ
法典第215条～第225条に登場する外科医・獣医などではなく、この神々の
医師それ自体の前に「神」を表わすiluがついているから「ニンアズ神」
あるいは「医の神」としても良いのではなかろうか。
　この当時の都市状況を理解するのに、粘土板に刻まれた地図が重要な役
割りをはたすことになる。
　以下に掲げた二枚の地図は、B．C．3000～2500年「アザラの耕地」と模形
文字で刻まれたバビロニアの所領図と、地理の歴史を説明した地図帳など
バビロニアの所領図（粘土板の地図）
一276一
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に必ず掲載されている「バビロニアの粘土板地図（B．C．700～500年頃）」
である。「アザラの耕地」は北西メソポタミアの遺跡から出土したもので、
魚の鱗状に印されているのが山岳で、その二つの山地に囲まれた小さな盆
地に位置する所領を描いたものとみられている。
　これより約1500年位後に製作されたのが以下に示す通称「バビロニアの
世界図」と呼ばれるものである。
　二つの同心円内側の小円が円盤状の世界バビロン、縦に二本の平行線の
ように中央部を流れているのが、当時のバビロン市街のユーフラテス河、
右下の三日月形がペルシア湾の入口、と考えられている。
　この内側の円に沿って七つの小さい小円があるが、これらがバビロニア
の外に位置する他民族の都市で、この段落にあるメラ（マリ）とトゥトゥ
一275一
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ルという都市もこの小円として描かれた都市のひとつではなかったかと思
うのである。
　この段落の最後に登場するバビロン市のアガネ広場の中央にあったウル
マシュ神殿とは、この文章からも明らかなようにアッカド時代にイシュタ
ール神が崇拝された神殿の総称で、ハンムラピ王はこの神殿を随所に建築
して、そこにイシュタール神の神像を奉納したと考えられるのである。
第13段落の襖形文字原文
mu一ゑe－bi　ki－na－tim　mu一きu一きe－ir　am－mi　　　aPO　輝かす
輝かす者、正義を　　　正しくする者、民族をa甑ru正義である
戻す者、　保護女神を彼の　好意ある　　　　lamassi〈dla皿a2＝dkal
　　　a　l　u　　　　　　　　k巳a－na　　　　　a－usar
　ヘ　　　ァッシュール
mu－Se－ib－bi　　na－bi－hi
輝かしめる者、立ち上がる（太陽？）を
napahu上がる
SarrUm甜i－na　ni－nU－a』i　i－nae2－m聴一m誌
　王、所の　での　ニネヴェ　で　　ミシュミシュ神殿
60
u2一きu－bi－uっ　皿e－e　u“inanna
輝かす　　　名を　神イナンナの
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a－na　ilani　rabOti
に　神々　偉大なる
rab〔亘t　i　〈　ga　l－ga1
　第13段落の試訳
　正義を輝やかす者、民族を正しく（矯正）する者、好意あるかの保護女
神をアッシュール（という都市）へと戻す者、立ち上がってゆく存在（太
陽？）を輝やかしめる者、ニネヴェのミシュミシュ（エメスメス）神殿
で、イシュタール神の名前を輝やかす国王、偉大なる神々への著名な祈願
者、
　第13段落の解釈
　都市としてのアッシュールAshur（Assur）が建設されたのは、もう既
に紀元前三千年紀に早くもティグリス河沿岸に、主として錫を扱う交易地
として、その都市形成が始っていたもの、とみられている。今日ではクァ
ルアト・シェルクァットという地名がこのアッシュールの遺跡の上に建て
られたものと見られ発掘調査が進んでいる。この都市名を人名の一部に採
り入れた国王、例えばアッシュールバーニパルAssurbanipa1（B．C。
668～626）などを多く排出するのはアッシリア時代であるが、このハンム
ラピ法典前文にあるように、バビロニア時代からかなり有力な都市として
すでに知られていた。
　そもそもメソポタミアの北部で同じセム系に属するアッシリア国が建国
され、そのアムール人（アモリ人）に属するシャムシーアダド1世（在位
B．C1815～1782年）がこのアッシュールという都会を奪い取り、それから
後はこのアッシュールは商業都市として、アッシリア商人の商業活動が盛
んになりこの都市で交易がおこなわれていたのである。
　バビロニアの国王となったハンムラピ（B．C．1728～1686年頃）もこのセ
　　　　　　　　　　　　　ー273一
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ム系アムール人に属する一族であった。すなわちこのアムール人のスムア
ブム（在位B．C．1894～1881年）という人物が、バビロンを首都として
「バビロン第一王朝」を創始するのである。
　次に出てくるニネヴェ（Nineveh）という都市は、このハンムラピ王が
上部メソポタミアに位置するアッシリアのスバルトゥを征服した時に占領
したアッシリアの都市で、考古学調査の結果、ディヤルベキルというとこ
ろで「ハンムラピの戦勝碑」が発見されているが、この石碑にアッシュー
ルとニネヴェという二つの都市名が掲げられている。同じく1890年から
1900年の発掘調査によって、このニネヴェ市の大図書館から多くの粘土板
文書が発掘され、アッシリア帝国の絶頂期にアッシリアの首都であったニ
ネヴェ市の詳細が明らかになった直後の1901年12月から1902年1月にかけ
て、J．モルガンが指揮するフランスの考古学者達により「ハンムラピ法
典」の石碑が発掘され、これによってバビロニアからアッシリアにかけて
の法規集がかなり明らかになったのである。
　そのニネヴェにあったミシュミシュ神殿（あるいは懊形文字の語頭のe
を加えてエーミシュミュ神殿）とは、それに続くイシュタール神からもわ
かるようにニネヴェのイシュタール神の神殿名がこのように呼ばれていた
ものである。
第14段落の襖形文字原文
li－ib－li－ib－bi　　Sa　su－mu－1a－i互u
子孫、　　　　　のスムラエル
iluく　dingir
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皿ar　da－num2きadロsin－mu－ba－li2－i重　　dannu強い
息子、強力な　のシンムバリット　　　　　　marく　dumu　nit
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mu一言e－zi　　nu－ri－i皿
放っ者、　光を
a＄U出ていく
粁　　　　　　　ト
a－na　ma－at　　Su－me－er4－i　m　　u3　　ak－ka一（l　i－im
へ国　 シュメールとアッカドの
Sarrum　孤u－uき一te－eS－mi　ki－ib－ra－at　ar－ba－i皿
　王、　聞かしめる　　　方位に　　　四
10 繭爵隔已
忌e皿U聞く
　　　　　　　π×登冒l
mi－gi4－ir　Hロinannaa－na－ku
お気に入り、神イナンナの　　私は～である。
　第14段落の試訳
　スムラエル（スム・ラ・イル）の子孫、シン・ムバリットの力強い息
子、王統の永久の種に所属する者、強力なる王、バビロンの太陽神、シュ
メールとアッカドの国家へ光明を放つ者、四方位（東、西、南、北の全世
界）を従える国王、イシュタール神のお気に入り、それはこの私（ハンム
ラピ王）なのである。
第14段落の解釈
　ここではハンムラピ大王のバビロニアにおける「王統表」が参考にな
り、その父親と祖父名が先ず登場する。しかしながらその一代前のバビロ
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ン第一王朝を創始したはずのスムアブム（前の段落参照）の名は、ハンム
ラピ法典になぜか記載はされていない。
　スムアブムは、バビロンの周囲にある領域をかなり広範囲に領土として
支配していたことが、バビロンから30km位離れたディルバトというとこ
ろで発掘された粘土板の襖形文字文書に出ており、バビロンには総計14年
間も在位していたと考えられているが、ハンムラピ大王は自分の祖先とし
てあげてはいないのである。ハンムラピ大王が自分の祖先としてこの段落
の冒頭であげているのは、このスムアブムの後継者となったスムラエル
（B．C．1880～1845年）で、自分をその子孫として明記しているのである
が、このスムラエルという国王は前の第8段落で掲げたキシュという都市
と戦闘を交えていることが、他の粘土板文書で明らかになっている。
　同様にバビロン第一王朝の王統表からみると、このスムラエルの後継者
第三代のサビウム王（在位B，C．1844～1831年）と第四代アビルスィーン
王（在位B．C。1830年～1813年）の先代二人の王名もこのハンムラピ法典
の文章からは省略されている。第三代サビウム王は、この前文第四段落に
あるラルサという都市の軍勢と戦闘を交え、勝利したと伝えられている。
また第四代のアピルスィーン王も北バビロニアに位置するかなりの部分を
征圧し、バビロン第一王朝がかなり強大な国家に発展したものと思われ
る。
　この第四代アビルスィーン王に続くのが、ハンムラピ王自身がこの法典
で「シン・ムバリットの力強い息子」と自分のことをわざわざ強調してい
るように、まさにハンムラピ大王の父親で、第五代バビロン第一王朝の国
王である。
　シン・バリット（別表記ではスィーンムバルリット・在位B．C．
1812～1793年）王は、粘土板文書によるとウルとイスィンという都市と戦
って勝利したと伝えられるが、どうもこれらの都市を長く征圧下に置いて
　　　　　　　　　　　　　　一270一
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おくことはできなかったらしい。
　ラルサという都市を完全に征服して、バビロニアの領土を広大なものと
したのは、やはりこのハンムラピ法典に記してあるように、ハンムラピ王
になってから始めて成功した、とみるのが正当であると思われる。
　この前文の最後に、ハンムラピ大王は「シュメールとアッカドの国家に
光明を放つ者」という表現でバビロニアの地位を強調しているが、このよ
うな文章上の修飾語句はもう既にウル第三王朝（B．C．2112～2095）の初代
国王ウル・ナンムによって使用された「シュメールとアッカド王」という
断片として発掘された石碑に記されているところから、他民族特に膠着語
族に属するシュメール人を支配することで、他民族の国家をも支配し全方
位の世界を手に入れた証拠を強調することが普遍的になっていたもの、と
考えられるのである。
　この本書前文第14段落に使用された「シュメールとアッカドの国家」と
いう国家領域の画定は、ハンムラピ法典ではまた本書後文の第4段落にも
再度登場し、バビロニアの国家領域を指すものとして、古代社会では認識
されていたものと思われる。
　バビロニアは、既に述べてきたようにセム系言語の民族であり、それに
先行するシュメール人はその言語系統の詳細は不明であるが、この地域に
おける生住民族であり象形文字から最初に襖形文字を創り出した文明の担
い手であることが良く知られている。そしてこのシュメール語からアッカ
ド語への懊形文字を使用した言語的展開が古代世界での文明を正統に継承
したことを意味し、それを使用できる人間だけがバビロニア社会の担い手
として古代の「国家」を支配してきたと思われるが、それではそのような
文字言語文化を使用できないバビロニア社会で、その周辺に居住していた
（またその一部分はバビロニア国内にもかなり多数いたと思われる）人々
は、一体どのように呼ばれ、どのような扱いを受けてきたのであろうか。
　　　　　　　　　　　　　一269一
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この当時のアッカド語懊形文字で記されたいくつかの粘土板文書には、最
初そうした文化的に劣る民族名を指すものとして「マルトゥKur－mer－
tu」という名称が既に記されたウル第三王朝（B．C．2112～2095）の粘土板
を見ることができる。
　マルトゥが、はたして古代ギリシアにおいて自らの文化的地位を確認す
るギリシア人の呼称ヘレネスに対して、聞き苦しい言葉を話す野蛮な民族
バルバロイと同じような意味として同様に使われていたかどうかについて
は、古代バビロニアにおいては良くわからない。しかしながらこのウル第
三王朝時代までにマルトゥという言葉はすで民族的意味をほとんど失い、
アッカド語で「軍事的な組織」を意味するようになっていた、と考えられ
ている。
　この前文の最終段落にあたる模形文字の第2行目で、石柱表面のシャマ
シュ神の玉座の後脚下から始まった前文は第4欄（第4コラム段目）が左
端で終了し、今度はその前文が第5欄（第5段目のコラム）として右端40
cmの後脚下から左へと読み進み、右柱表面の真中25行目まで続いて前文
はすべて終り、そのまま第1条が第26行目から始まって左に第2条、第3
条……と読み進めてゆくことになる。
　従って、シュメール時代にはただの蔑視表現としか考えられないマルト
ゥという用語が、アッカド語ではすでに「軍隊組織」を担う外来民族とし
てシュメールとアッカドの国家である古代バビロニアの兵士階級（特にハ
　　　　　　　　　　　　　　　　レ　　　ド　ウ　ムンムラピ法典第26条から第41条まで続く憲兵とか軍族、そして治安を取締
　バいイルムる按察官などの人々）として、近代国家とは異なるものの、古代バビロニ
アの国民の中に入ってきたものと思われる。
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第15段落の襖形文字原文
i－nu－ma　　H“mar（luk　　　a－na　きu－te一＄u－ur　ni一豊i　　　　aSaru正しく支配する
　時、　　神マルドウクは　ため　支配し　　入を
　一　　　　　　　　　　　　　　剣L
皿atimu2－sHm＄u－hu－zi－imu2－we－e－raan－ni　usO支勘る
国に　助けを　　もたらす　派遣し（たので）、　私を
　法律　　と　　正義を
　i－na　pi4ma－tim　aS－ku－un
　で命令　　国に　　　設定し
S6ru肉、幸福
菖akanu置く、指名する
Si－irni一＄i　u2－thb　i－nu－mi　Su　‡abu良ぐする
幸福を人民の繁栄させた↑　時その
　第15段落の試訳
　マルドゥク神は、人民を支配して、国家に助けをもたらすため私を派遣
したので（あるから）、命令（の形式）で国内に法律と正義とを設定し、
人民の幸福を繁栄させたる時、・・…・その時に、
　第15段落の解釈
〔この文章に続いて、ハンムラピ法典の第1条の条文が始まるのである
が、この法典石柱に明らかな条文の箇条を示す懊形文字や記号は全く無
く、また正面下方部の条文（約第66条～第99条にあたるだろうと推測され
ている）の部分は表面が削り取られている。しかしながらこの部分は別に
発掘された粘土板文書、特にペンシルヴェニア断片などでほぼ全部が再現
され、ほぼ282ケ条よりなる法典であろうことが今日明らかになっている
　　　　　　　　　　　　　一267一
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が、実際に現イランのスーサにおいてフランスの考古学者達によって発掘
された「ハンムラピ法典」の石柱には、この部分がすっぽりと完全に欠落
しているので、本書においても現在パリのルーヴル博物館にある「石柱の
原典」に従って、この部分は省略したまま「試訳」という形で訳出するも
のとする〕
　（前文の後）
　一般的なアッカド語の文章としては、この前文の最後の語句i－nu－misu
（その時……）の後、以下に示す282ケ条の条文が入るのではなく、その
まま直後に、ハンムラピ法典の石柱で言えば裏面の下半分にある後文の
di－na－a－at　mi－sa－ri－im……が続くのであって、そこの部分を中断してその
間に「法文としての甑m－ma　a－wi－lumから始まる各条文」をハンムラピ
王は挿入したものであろうというのが、アッカド語学者であるクラウス
F．R。Kraus氏やジャン・ボテロJean　Bott6ro氏などの見解である。他の
アッカド語の「王碑文」やローマ時代の内臓占い「オーメン・テキスト」
などと比較考察すると、この後に続く「条文集」のところは、各条文が6
um－ma（若し……）……から始まるオーメン・テキストの条文を挿入し
た判決や判例であって、このハンムラピ法典は、法典の形式を整えたもの
ではない、特に第6条から第13条のような判例は実際にあったものではな
く、仮空の事例であるとみているようである。
　中田一郎氏は、こうした見解を全面的に受け入れて、その著「ハンムラ
ビ『法典』」（1999年12月20日、有限会社リトン刊）の解説で述べておられ
る。本書は「まえがき」のところでも述べたように、イランのスーサで発
見されたハンムラピ法典の石柱原典そのものを読解し、解釈する目的で書
いたものであるから、この問題にはこれ以上触れず、それに関しては中田
氏の著か、ボテロ氏の翻訳書（ジャン・ボテロJean　Bott6ro氏著、松島
　　　　　　　　　　　　　一266一
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J
(前文の後)
カド語の文章としては、この前文の最後の語句i-n・misu
( ) に示す282ケ条の 文が入るのではなく、その
i-na-a-t mi-sa-ri-im...…が続くのであって、そこの部分を中断してその
聞 sum-aa-wi-lumから始まる各条文」をハンムラピ
.R. Kraus氏やジャン・ボテロ Jean Bottro氏などの見解である o 他の
の後に続く「条文集」のところは、各条文がき
-ma (若し……)……から始まるオーメン・テキストの条文を挿入し
から第13条のような判例は実際にあったものではな
ピ jJ(1999年12月20日、有限会社リトン刊)の解説で述べておられ
口 (ジャン・ボテロ eanBottero氏著、松島
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英子氏訳『メソポタミアー文字・理性・神々』法政大学出版局刊）などを
参照されたい。
　この条文の典型例からなる、アッカド語の蕊m－ma・…・・（若し、仮に
　一）から始まる各条文の決疑法的な文章「もし……であるならば……の
罪となし……の罰則にするものである」という典型的な「Kasuistisch
（決疑的な）な法文」は、これ以降現代法に至るまで刑法規範の最も基本
的な文体として定着するのである。
一265一
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一 )
条文の典型例からなる、アッカド語のsu-m...... 若し、仮に
…)
するものであるJという典型的な rKauistsch
( ) るまで刑法規範の最も基本
- 65ー
~~f~i~~~)~l-~~= ~~~~~: 1 159 
~f~** 1 ~t~~~-~~~*~66~f~:~~ 
- 264 -
古代法の翻訳と解釈 1 159 
第1条~第66条
264-
　160法学論集　47〔山梨学院大学〕
　イランのスーサで、フランスの考古学者による発掘がなされたハンムラ
ピ法典の石柱は、その表面上部にある立ったままで右手で口の前を掩いシ
ャマシュ神という司法神から王笏と冠を受けているハンムラピ王と座して
肩の上から三本ずつの光線を発する太陽神でもあるシャマシュ神という象
徴図像の下から法典の前文と条文が始っている。そして司法神シャマシュ
の玉座後脚下から縦に7～8cmの幅で懊形文字の前文が始まり、左へと
読み進んで約65～70行で左端に達し、そこから次の欄（縦の長さ同じく7
～8cm）が始まる、という形で、前文が第5欄の丁度真正面（右から数
えて第25行目）で終り、そこから襖形文字としては何の区切りや句読点も
ないままこの第1条の条文が第5欄（第5段目コラム）の第26行から始っ
ている。それが以下の通りである。
第1条（原文・逐語訳）
　　　　　　　　　粁評一
Sum－ma　a－wi－Ium　a－wi－1am
もし　　人が　　　他人を
燭1
u2－ub－bi－ir
起訴して、
圃万旧・一id－di　　ma　　　　　　　　　la　　　　　　　　uk－ti－in
負わせようとしてもないならば　証明でき
　　　繍勲咽圓
ma，　ne－ir－tam　　e－1i　　Su
　死罪を　　対して彼に
人民には　awilum　（自由人）
皿uきk6num（平民）waradum
（奴隷）があった
abaru　　起訴する
きu　　　　 na（IU　　投迄ナる
それを
mu－ub－bi－ir　　Su　　id一（ia－ak
原告を　　　その　死に付す
daku　殺す
一263一
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努
D
下から縦に 7~8 cmの幅で模形文字の前文が始まり、左へと
5~70行で左端に達し、そこから次の欄(縦の長さ同じく 7
~  m)が始まる、という形で、前文が第5欄の丁度真正面(右から数
5行目)で終り、そこから模形文字としては何の区切りや句読点も
が第 欄(第 段目コラム)の第26行から始っ
l ( 訳)
|ゆ日開森喜市手 民事i
sm-ma -wi-lum a-wi-lam 
l偉陰惨!iii::>1:::Ji附 UTt:t曽我制国!
z-ub-i-ir  ne-ir-tam e-li su 
死罪
憧霊才苓Eヨ1却l暗睦〉時処b者l
もないならば 証明でき
|間際<障tþ~ll~可J=:才少降J
-ub-i-ir su id-da-ak 
死に
- -
ほ wilum (自由人)
mきkenum(平民)waradum 
( 喜重〕があった
aru 起訴する
aku 殺す
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　第1条（試訳）
　ある者（自由人）が、他人を告訴し、「殺人罪」（の罪名）を着せた（死
罪にあたる罪で起訴した）が、その罪状が立証されなかった場合において
彼を（他人を）「殺人罪」で告訴したる者は〈自分も＞その同じ罪で、死
刑に処せられなければならない。
　第1条の解釈
　ハンムラピ法典の第1条は、シュメール時代以降かつてこの地に確立し
たLex　talionis（同害報復のタリオ法）を最初に明示したものと言える。
　普通ハンムラピ法典において、Lextalionisの例示がなされる時、第
196条と第200条の「目には目、歯には歯」が旧約聖書にも引き続き援用さ
れているのでそのことだけが示されているが、同じ階級の者に対して、あ
る罪名で告訴したる場合それと同等の刑罰をもって処断されるという
Lex　talionis本来の条文が、この第1条からすでに始まっていると考えら
れるのである。
　このタリオtali6というラテン語は、ローマ法によって発展したもので
あるが、普通「同害報復」と訳されているものの、本来は形容詞talisか
ら派生した名詞で、「同じような、このような……」といったニュアンス
を有した単語であるから、必ずしも刑法上の原則ではなく、このハンムラ
ピ法典では寧ろ民事上の損害賠償が同じ階級間で下されるという一貫した
原則として貫かれている。
　いずれにせよこの第1条は、先ず訴訟の厳正さを示したもので、告発し
た原告にはその立証責任を徹底的に負わしめ、その責任にみあった立証が
できない時は原告に死刑を判決することを最初に示したもの、と言えるだ
ろう。
　ハンムラピ法典は、先ずその第1条においてこのような「裁判の厳正」
　　　　　　　　　　　　　一262一
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1 (試訳)
( ) J(の罪 ) (
)
( )r殺人罪J く 〉
l条の解釈
、シュメール時代以降かつてこの地に確立し
talionis (同害報復のタリオ法)を最初に明示したものと言えるo
典において、 xtalionisの例示がなされる時、第
6条と第200条の「目には 、歯には歯」が旧約聖書にも引き続き援用さ
x talionis本来の条文が、こ 第1条からすでに始まっていると考えら
aliδ というラテン語は、ローマ法によって発展したもので
詞 alisか
は、先ず訴訟の厳正さを示したもので、告発し
o
においてこのような「裁判の厳正」
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に関する規定が置かれ、そこから古代の裁判と訴訟の手続きへと条文が展
開するような形（これを条文ではなく判例と見る見解もあるが）で「法体
系」が羅列するような形をとって法典の成立をみている。
　こうした法体系は、今日の法体系からみればかなり奇妙な印象を受ける
ようであるが、古代社会での法が先ず裁判を念頭に置いて展開されるとい
う共通の発想から出ているもの、とみて良いだろう。
　因みに古代ローマの「十二表法」“Lex　XII　tabulamm”も、その第1表
の第1条は“Si　in　ius　vocat，ito．ni　it，antestamento：igitur　em　capito”
（若し原告が被告を法廷に召喚するのであれば、被告は出頭しなければな
らない。若し被告が出頭しない場合は、証人を召喚すべきである。しかし
てその後に被告を逮捕すべきである。）と規定されており、ハンムラピ法
典が「裁判の厳正」、十二表法が「法廷への被告の出頭」という違いはあ
るにせよ、ともに「訴訟手続き」の事項を述べていることで共通してい
る。
　十二表法は、この条文で古代ローマにおける「法律訴訟手続き開始に関
する一般原則」が規定されているのであるが、裁判の厳正さの原則とどち
らが優先して条文に規定されるかは、その社会における「法の認識」によ
って変ってくるものと思われる。
　この第1条の冒頭に登場し、ハンムラピ法典殆どすべてに使われるアウ
ィルムa－wi－1um（アヴィールムと書かれることもある）という階層が、
いかなる社会的地位を占めていたかに就て、幾多の学説と反論があるが、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲここではそれに深く立入らず解釈上古代ギリシア法のελε循ερog（自由
人）とほぼ同一の階層として解釈してゆくものとする。
　この第1条の法文をアッカド語の文法から解析してみると、この文章の
第2行目の冒頭にある動詞u2－ub－bi－irは、不定法abarum（訴える、起訴
する、告発する）の談話態と称される形の過去形・第三人称単数で「強
　　　　　　　　　　　　　一261一
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( )
xXII tabularum"も、その第I表
l条 in ius vocat， ito. ni it， antestameto: gitur em capio" 
(
)
o
思われるD
し、ハンムラピ法典殆どすべてに使われるアウ
イ
れに深く立入らず解釈上古代ギリシア法の λεωε c(自由
) ー
ッカド語の文法から解析してみると、この文章の
官 詞 U ・ub-bi-irは、不定法abarum(訴える、起訴
)
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意、使役、再帰」などを示し、それに続くiddiはnadum（投げる、与え
る）の過去形第三人称単数を表わしている。そして第3行目の後方にある
uk－ti－inという動詞は、不定法kamm（立証する、拠証にする、証明す
る）の完了形第三人称単数であり、その結果を示す動詞iddakは不定法
dakum（殺す）の未来形であるから、この文章を解析するにあたって、
「もしあるアウィルム階層に属する男が、他人をある罪状で告発しようと
して、その結果裁判においてその時点までに告発した罪状でそれを完全に
挙証できなかった場合、それが殺人罪であったならばそれと同等の罪で死
刑に処せられるべきである」と解釈するべきものである。
　この法文の規定は、広い意味では「謳告罪」（独falsche　Anschul－
digung．英false　charge）と呼ばれる犯罪で、現行日本刑法第172条の
「人に刑事又は懲戒の処分を受けさせる目的で、虚偽の告訴、告発その他
の申告をした者は、三月以上十年以下の懲役に処する」という虚偽告訴の
罪を示すものも含まれる、と思われるが、この犯罪をフランス刑法では第
373条で「個人に対する罪」編の「人身に対する罪」の中でd6nociation
calomnieuse（中傷する目的で人を告発する）という法律用語を用いてい
るのに対し、ドイツ語と英語は寧ろ、false，falscheが「虚偽の……」と
いうニュアンスを多くもっており、日本の現行刑法も「国家の作用に対す
る罪」と解されるようになっている以上、その刑法典上各種の偽造罪の後
ろに位置させているのは体系的にみて正当ではないだろう、と批判されて
いる。
　ハンムラピ法典で第1条にこの謳告罪が置かれているのは、やはりこれ
を個人に対する罪の概念で捉えておらず、司法神シャマシュに対する「虚
偽の罪」と考えられたからであろう。
　こういう虚偽の告発がバビロニア社会の秩序を乱すことからこのように
厳格なタリオ主義による処罰を規定したものと思われる。
　　　　　　　　　　　　　一260一
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分を受けさせる目的で、虚偽の告訴、告発その他
73条で「個人に対する罪」編の「人身に対する罪」の中でdenociatin
alomnieuse (中傷する目的で人を告発する)という法律用語を用いてい
flse，falscheが「虚偽の…・・・」と
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パ
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　このアッカド語の動詞u2－ub－bi－ir（起訴する、告発する）をローマ法学
者の原田慶吉氏は刑事法上の法律用語とは認識せず、ハンムラピ法典第1
条の訳として「もし人が人に罪を帰せしめて、殺人行為〔の責〕を彼に対
して投げ掛けたるもの（負わしめたるも）、彼に確証せざりしときは、彼
に罪を帰せしめたる者は殺さる」（原田慶吉氏著『懊形文字法の研究』清
水弘文堂書房p．304原文は旧字だが現代漢字と仮名に改訳して掲示し
た）とアッカド語を普通の文章で翻訳しておられる。
　その後、1980年にホルスト・クレンゲル（Horst　Klenge1）氏著“Ham－
murapi　vonBabylonundseineZeit”を邦訳した江上波夫氏と五味亨氏は、
この第1条の動詞を「……起訴が受け入れられて、それが偽りであったと
きは、それは原告にとり悪い結果となった。殺人関係の起訴でそれが立証
できなかったときには、原告は殺されるし一…・」（『古代バビロニアの歴
史』ハンムラピ王とその社会、山川出版社p．182）の中で起訴と名詞形で
訳されているし、1989年、ハンス」．ベッカー（HansJochen　Boecker）
氏著の“Recht　md　Gesetz　im　Alten　Testament　md　im　Alten　Orient’フ，
Neukirchener　Verlag，1984を『古代オリエントの法と社会』、旧約聖書
とハンムラピ法典（ヨルダン社）と翻訳した鈴木佳秀氏は「ある人が他の
人を告発し殺人の罪を着せたが、それが立証されなかった場合、人を殺人
の罪で告発した者は殺されなければならない（loc．cit．，p．116〉」という風
に「告発する」という動詞形で訳している。
　そもそも現代法上の起訴とは公訴を提起することであり、検察官が特定
の刑事事件について裁判所に対してその審判を求める意思表示のことで、
日本の刑事訴訟法第256条から第267条などに規定されるような「通常の公
判を求める意思表示」と同じく刑事訴訟法第462条に定められた「略式命
令の請求」という二種類の起訴がある。それに対して「告発」という法律
用語は、本来フランス語のd6nonciation、ドイツ語のAnzeigeという名
　　　　　　　　　　　　　一259一
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urapi von Babylo und seine Zeit"を邦訳した江上波夫氏と五味亨氏は、
の動詞を，..・H ・ それが偽りであったと
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詞で表わされ、犯罪に直接関係のない第三者すなわち犯罪人および告訴権
者以外の者から捜査機関に対して一定の犯罪事実を申告して訴追を求める
意思表示を意味するのである。
　アッカド語のu2－ub－bi－irという動詞が、はたしてフランス語のd6non－
cerかドイツ語のanzeigenに相当するのかどうかは疑問であるが、中田
一郎氏はその著「ハンムラビ『法典』」（有限会社リトン1999年刊）におい
て鈴木氏と同様に「告発する」という動詞を使い、それと併用して「起訴
し、一…・起訴した者は一・・」という文脈で訳出している。それでは中田一
郎氏の訳文をみてみると「もし人が（他の）人を起訴し、彼を殺人（の
罪）で告発したが、彼（の罪）を立証しなかったなら、彼を起訴した者は
殺されなければならない」（ハンムラビ『法典』p．9）。つまるところ、ア
ッカド語の動詞がどこまでの範囲で法律学的意味をもっていたかで、「告
訴、起訴、告発など」の訳語が確定してくるものと思われる。
第2条（原文・逐語訳）
Su皿一ma　　a－wi－1i皿　　ki－iき一bi　　　　　　e－11
もし　　人が　　魔法（の罪）を　対し
a－wi－lim　　i（1－di　ma　　la　　　　uk－ti－in　　きu
他人に　　投げて、　ないなら証明できそれを
　Sa　e－li一蜘kH言一bu　na－du－u2a－nailunaru皿naru河、シュメール諭こは格変化
者は自身に魔法の罪が投げられた　の所へ河神　　　がない　4i（12－IU2－ru－9Ua
・一噺一秤膨臼とも・う　i－il－la－akH㌔aram　i鴬a－aHi－a－am　ma　　alδku行く
　行き、　　河（神）に　飛び込んで、　　　　　　5a海　突っ込む
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魔法の罪を　投げた　死に付され、　者は　河（神）に
is－li－a－am　　blt　　mu－ub－bi－ri　　＄u
飛び込んだ　家を　原告の　　その
1 tab－ba－al
取り上げる
　第2条（試訳）
　ある者が、他人を「魔術を使った罪」で、告発をしようとしたが、その
根拠を立証することができなかった場合において、魔術を使ったかどで告
発されたる者は、河神のもとに行き、その河川に飛び込んでみなければな
らない。河神の河川がその者を捕えたる時（水死したる時）は、告発した
る者がその者（魔術を使ったかどで告白された者）の家屋を所有すること
ができるものとする。河神の河川が、その者（魔術を使った者をその嫌疑
から）解放し、魔術を使ったという者が無事に（河神のところから）助か
った時は、（今度は）魔術を使ったとしてその者を告発した側が殺害され
なければならない（その者は死刑に処せられる）。（そうした場合に）河神
の河川に飛び込んだ本人が、自分を告発した者の家屋を所有することがで
　　　　　　　　　　　　　　一257一
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きる。
　第2条の解釈
　このハンムラピ法典第2条の規定は、古代世界で一般的におこなわれて
いた自然神による神判の慣習法がそのまま残ったものと考えられる。
　このような河神による神明裁判は、すでにリピト・イシュタル法典の第
17条にも記されており、シュメール時代から普遍的な規定としてメソポタ
ミア地域に普及していたもの、と思われる。他の粘土板文書では、このよ
うな河川における神明裁判では、明らかに容疑者を縛ったまま水中に投げ
込んだこと、そして容疑者達がこの神明裁判を切り抜けて神の裁きによっ
て自分達の無実を立証できたとみなされる時、その容疑者を告発した者
は、火灸りによる死刑に処せられたことが記載されている。ハンムラピ法
典の第2条は、告発した側の処刑方法については何も述べていないが、同
じように多分「火刑」によって処罰されたものと思われる。
　タリオ法規を示した原則規定の第2条にこの神明裁判が出ているのは、
後のユダヤ法への発展を示している。
　すなわち旧約聖書『申命記』Deuteronomy第19章「裁判の証人」によ
って、証人が3人に増やされるとともに、河神の神明裁判は最早おこなわ
れなくなるが、同害報復の原則はそのままの形で貫かれてゆくことにな
る。
　旧約聖書『申命記』第19章第15節～第21節
一励笥　糎　一励　瞬孕r趣r力　坤1一緯
o卜for－a血y－ofαime　for・any－of　aga童nst・man　one　wi仕ness　he。may・ri5e　no仕（15）
蝉　　P多　一励　鱒鵬　璃　櫛　一物　〔貧胸
仕wo－of　　te5薯imony－of　　by　　he－commi吐ted　　that　　offe鵡5e　　in－any．of　　offense
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申命記第19章裁判の証人
いかなる犯罪であれ、およそ人の犯す罪について、一人の証人によって
立証されることはない。二人ないし三人の証人の証言によって、その事は
255-
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立証されねばならない。不法な証人が立って、相手の不正を証言するとき
は、係争中の両者は主の前に出、そのとき任に就いている祭司と裁判人の
前に出ねばならない。裁判人は詳しく調査し、もしその証人が偽証人であ
り、同胞に対して偽証したということになれば、彼が同胞に対してたくら
んだ事を彼自身に報い、あなたの中から悪を取り除かねばならない。ほか
の者たちは聞いて恐れを抱き、このような悪事をあなたの中で二度と繰り
返すことはないであろう。あなたは憐れみをかけてはならない。命には
命、目には目、歯には歯、手には手、足には足を報いなければならない。
〔新共同訳『聖書』一申命記一日本聖書協会p．311参照〕
　古代社会にあっては、どこの世界においてもこのような「魔術を使った
者」に対する罪の規定があったようで、古代ローマの十二表法典中にも、
その第VI皿表の第1条で“qui　malum　carmen　incantassit，．．．”（悪しき呪術を
唱えたる者については……）という条文があったことが記録されている。
それがどのような処罰を下されたか、あるいはこのハンムラピ法典第2条
のような神明裁判によってその内容を明らかにしたかどうか不明である
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふうしが、コルヌートゥスComutusの『ペルシウス調刺詩』などによると、こ
のような魔術を使ったかあるいは悪しき呪文を唱えた者は、公衆の面前で
　　　　　　　　　　ちようちやく杖によって死に到るまで打擁される制裁、を受けたようである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆだ　ゲルマン古法における、神にその判断を委ねた、「神断」Gottesurtei1
（神明裁判、神の裁き）にもその代表的なものとしてWasserprobe（水
断）とFeuerprobe（火断）が示されている。最も古代のメソポタミアに
おけるハンムラピ法典では、この水断の割合が非常に大きかったと言える
だろう。
　法と水神（河川の神をも含む）との関係については、拙著『法の源流』
（芦書房1995年刊）においても詳述したが、司馬遷の『史記』（正式には
「太史公書」）も五帝本紀のなかで黄河の治水事業を成功させた黄帝を最
　　　　　　　　　　　　　　一254一
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初の皇帝として記述しており、後に中国の普遍的宗教として揺がぬ地位を
占めるようになる道教の開祖老子の第六章は「谷神不死、是謂玄牝、玄牝
之門、是謂天地根、綿綿若存、用之不勤」とあり、続く第八章でも「上善
若水、水善利万物而不争、処衆人之所悪、故幾於道……」とあるように、
水神はどこの古代世界でも善悪を判断する根底に位置づけられていたので
ある。
　またインドにおいても、リグ・ヴェーダの思想が社会の法思想の中で定
着し、西欧の紀元前後に編纂されたと考えられる『マヌ法典』第1章の第
10条に「水はナーラーと呼ばれている。その理由は水こそがまさにナラの
子であるからだ。そしてその水なるものはかつてその依拠するがところに
あるがゆえに別の梵天naraya胆と名付けられることになるのである」と
記され、そこから水による判断の基礎が展開され、今日のヒンズー教にお
けるガンジス河の水浴などの法慣習に発展するのである。
　古代においては、黄河、ガンジス河と同様、メソポタミアのティグリス
河とユーフラテス河の両大河もその一部においては河神の存在が認識さ
れ、それが刑罰を下すものとして、法の執行に際して、ある種の神聖な役
割りをはたしてきたものと思われる。
　ハンムラピ法典では、この第2条の始まる河神の神判の他に第132条の
ように他人から浮気の疑いをたてられたる妻が、自分から河神の神判を受
けることなども規定してあるが、父親が息子の嫁に手をつけて同会してい
るところを発見された場合、河川とは特定されず単に「捕縛されて水の中
に投げ込まれる」（第155条）という水による処罰の規定もあるのでその相
異を注意して解釈する必要がある。
　更に、中国語で「妾」という字は、辛と女から出来ていて、この辛は入
れ墨に用いる針で罪ある者にはこれで入墨をいれた。それが接という字と
関連して「神に接するために神に捧げられたもの」と解釈され、卜文に
　　　　　　　　　　　　　一253一
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「河妾」という語句が記されている。これは「河神」を祠る時に犠牲とし
て河の神に捧げたもの」と解釈されている。〔白川静氏著『字通』平凡社
P．788〕
　ヨーロッパでは、古代ローマが帝政になってからでも尊属殺害罪に対す
る処刑は、poena　cullei（革袋刑）といって、その犯人を革袋に入れてロ
ーマ市を流れるティベレ河に投ずる、という極めて古くからの処刑方法が
とられていたのである。（船田享二氏著『ローマ法』第1巻、岩波書店p．
228等参照）
　なお古代インドの「マヌ法典」第八章の第82条に「偽証をなす者は、百
の人生のあいだも扶助されることなく、ヴァルナの縄縛によって堅く縛ら
れる。ゆえに人は真実の証言をしなければならない」とあって、このヴァ
ルナという神は「司法神」であるとともに「水の神」であることから、漢
字の法の字源と同様、古代インドにおいても「水神による処罰が刑事罰と
して最も重要な判断基準に位置していたものと思われる（「拙著「法の源
流」p．96～p．97など参照のこと）。
　中田一郎氏は、この第2条最初のki－i§一biを「呪術」として訳している
が、シュメール時代から「呪術、呪文」は、象形文字（絵文字）として発
展した呪文などを意味する撰形文字などからみて、以下に示す通りで、そ
の歴史的内容を深く考察するとあまり適訳とは思われない。
絵　文　字 古拙文字 古典的梗形文字
後　期
梗形文字
音　価 意　味
シュメール アッシリア
＜来 無 暦 ド en2 siptu呪文
（飯島紀氏著『アッカド語文法』国際語学社刊p。198参照）
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J.96"'"'p.97など参照のこと)0 
国 、この第2条最初のk・is・biを「呪術」として訳 いる
J ( )
模
(飯島紀氏著『アッカド語文法』国際語学社刊p.8参照)
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第3条（原文・逐語訳）
蓉um－ma　a－w1－1um　　i－na　　（i1－nim
もし　　人が　　　で　　訴訟
　　　　　　　　60
a－na　　si－bu－ut　　sa－ar－ra－tim
のため　証言　　脅しの
sarrati　脅迫
u2－zi－a－am　ma　　a－wa－at　　iq－bu－u2
出廷して　　　　言葉が　　述べた
amatu　　語、命令
aSU　出力、ける
qibO　言う
1a　　　uk－ti－in　　＄um－ma　　di－nu－um
ず　証明され（しかも）もし　　訴訟が
kanu　固める
耳露目・一きu－u2　（1i－in　　na－bi－iき一tlm
その　訴訟なら　　生命の
a－wi－1um言u－u2　　　i（i－da－ak
　人は　　その　死に付される
dlnu　裁判
　第3条（試訳）
　（訴訟事件にあたって）ある者が、偽証によって証言をなしたが（脅迫
されて証言をしたが）、その自分が申し出た言葉を（物証等合理的根拠に
基いて）立証できなかった場合において、それ（この訴訟）が「人の生死
に関与する訴訟の（ような）時にあっては、その者（偽証をなした者）は
殺されなければならないものとする。
　第3条の解釈
　Lex　talionis（同害報復）の延長線上にある規定で、前ニケ条に続い
て、偽証またはその証言を裏づける有力な証拠を法廷に示せなかった場
合、当該訴訟の刑罰が死刑にあたるような犯罪の証言であるならば、その
　　　　　　　　　　　　　一251一
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( )
両長国関金量当防く~~二令〈司
sm-ma -wl-lum i-na dl-im 
が 訟
怖φ守一ゆF悶曲肝や同組塗凶
-na si-bu-ut sa-ar-ra-tim arrati 脅迫
め 脅しの
|博欄~8際関耳険相 atu 語、命令
-zi-a-m m a-wa-at iq-bu-U2 su出かける
言葉が bu 雷う
|暗躍子ぽ却ti::>11~日。号削
nu 固める
証明され(しか ) 訟が
直曹三司国防砂ゆゆ間断
SU-U2 di-in na-bi-iき-tlm inu 議判
訴訟
|軒手」傘邑百時三司直型産ゴ》降-1
-wi-lum SU-U2 id-da-ak 
人 その死
3 (試訳)
(訴訟事件にあたって)ある者が、偽証によ (
) (
) ( )
( ) ( )
条の解釈
ex talionis (同害報復)の延長線上にある規定で、前ニケ条に続い
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証言した者も死刑に処せられるという「同害報復」に関連した規定であ
る。
　ハンムラピ法典の第2条が原告の立証責任について記したのに対し、こ
の第3条のほうはその時審理中の事件に対して偽証をおこなったり、無責
任な陳述を何の考慮もしないまま証言したりすることを防止する目的で規
定されたものと思われ、その事件が生命に関わるような重大な事件でその
証言が偽証であることが判明した時は、その無責任な陳述をおこった者に
「死刑」の判決が出されることもあるということをここで定めた、と考え
られる。この第3条の考察についても、先にあげた第2条の資料「申命
記」を参照されたい。この第3条の翻訳として原田慶吉氏は「もし人が訴
訟において、犯罪の（あるいはむしろ「不実の」）証言のために出廷して、
〔彼が〕謂いたる言を確証せざりしときは、もしその訴訟が生命の訴訟な
るときは、その者は殺さる」と訳し、中田一郎氏のほうは「もし人が裁判
において偽証（を行う）ためにでかけ、自分が述べた言葉を立証しなかっ
たなら、もしその裁判が死罪にかかわる裁判なら、その人は殺されなけれ
ばならない」と訳しておられる。
　日本の刑法が偽証罪を「3ケ月以上10年以下の懲役」（刑法第169条）と
定めているのと較べると何と重い刑罰を規定してあるのかと思うが、キケ
ロの「義務論」De　officiisなどでは“quod　ex　animitui　sententia　juraris，
id　non　facere　perjurium　est。”（III－29－108）と述べられ、また「法律論」
De　legibusでも、偽証罪perjurii　poena（II－9－22）として記載されてい
たものが、帝制となったローマがキリスト教を受け入れ（ミラノ勅令）や
がてカノン法の教会法典として西欧の倫理感の中で発展してゆくと、これ
はまさしく「神をけがす罪」としてかなり重大な要素が加わってくること
になる。ラテン語でper一（……を通り過ぎて）と一jurere（誓う）が結び
ついて出来あがったこの単語は、動詞前接のrがとれてpejero（不定法
　　　　　　　　　　　　　一250一
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J
の立証責任について記したのに対し、こ
理中の事件に対して偽証をおこなったり、無責
こで定めた、と考え
るo 第 条の考察についても、先にあげた第 2条の資料「申命
の第 条の翻訳として原田慶吉氏は「もし人が訴
( るいはむしろ「不実のJ)
ざりしときは、もしその訴訟が生命の訴訟な
( )
jと訳しておられる o
1ヶ 0年以下の懲役J(刑法第169条)と
で
義務論JDe ficiisなどでは“quodex animitui sententa juraris， 
 no facere perjuium est." (II -29-108) と述べられ、また「法律論J
 legibusでも、偽証罪perjurii ona (II -9-22) として記載されてい
( )
pr-(… を通り過ぎて)と-jurere 誓う)が結び
jero 不定法
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pejerare）となるが、法律用語ではこのように省略されることなく、per－
jury（英、偽証罪）となって、宣誓違反のさまざまな罪が形成されること
になる。
　sum－ma　a－na言i－bu－ut／＄e一’・m　u3　　　　seu穀物くきe
もしのため証言穀物と　　　（醐繕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iekaspim　u2－zi－a－am　a－ra－andi－nim　arnu罰　　大麦
銀（の収賄）の　出廷した時は罰を　訴訟の　　　kasplm〈kug　babbar
Su－a－ti　it－ta－na一αS－SI　　　　　　　　　nasO耐える、運ぶ
その　　　負担する
第4条（原文・逐語訳）
第4条（試訳）
　ある者が、穀類か銀（金銭）に関与する訴訟の法廷で、（偽って）証言
したるような場合において、その者はこの裁判で下される（予定の）当該
の刑罰を（自分もまた）負担しなければならない。
　第4条の解釈
　やはりこれに先立つ三ケ条の内容と同じくLex　talionisの規定をもと
にした条文で、穀類か金銭上の訴訟で偽証したる者は、その訴訟で訴えら
れている同額の賠償を支払わされるものとするのがこの第4条の規定であ
る。
　この第4条は、第3条と続いていて証拠を厳正なものとして維持させる
　　　　　　　　　　　　　　一249一
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ejrar) となるが、法律用語ではこのように省略されることなく、 per-
ry 英、偽証罪)となって、宣誓違反のさまざ な罪が形成されること
( 語訳)
|降幹回H時特←ロl~翻 4厨
m-ma a-na si-bu-ut !se-' 1m u， se u 殺物く se
もし のため 証言 穀物と (ibid.) 
A毎回|崎長鼎奇襲1f~1肝間淋51 符苓ミ了
kaspim U2-Z1-a-am a-ra-an di-nim arnu 罰
警
~舎
se 
大麦
( )の 出廷した時は罰を 訴訟の kasp1m < kug babbar 
圏内手=<]5国司ゆ牙時竺キー|
su-a-ti it-ta-na-as-s1 nasu耐える、運ぶ
る
( 訳)
( ) ( )
( )
( )
条の解釈
xtalionisの規定をもと
るものとするのがこの第4条の規定であ
ていて証拠を厳正なものとして維持させる
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目的で収賄を禁じ、無責任な証言をした者が判明した場合、その訴訟で訴
えられている金額と同額の損害賠償責任をその証言した者に課しているの
である。第3条が生命に関わる訴訟だからその偽証に対して死刑と定めて
いるのに対し、この第4条は穀類か金銭という民事訴訟だから、その訴訟
額と同額の損害賠償が定められているのである。
　この第4条の最初の行末で、ハンムラピ法典の石柱表面に刻まれた模形
文字第5欄が終り、その最後の単語から第6欄として右のシャマシュ神か
ら下で同じ後脚のところから真下に約40cmのところから、この第4条末
の条文が始まるのである。
　遊佐慶夫氏は、その著『古バビロニア法の研究』（厳松堂書店、昭和10
年発行p．32）において、この第4条の規定するところは「証拠を厳正な
らしむ為めには、収賄を禁じ、これを犯す者の損害賠償責任をも規定して
いる……」（遊佐氏の原文は、旧仮名遣いの片仮名で旧漢字を使用してい
るので、これらの引用はすべて筆者の判断で、平仮名と現代仮名づかいに
改め旧漢字も現代漢字に改めてある。以下の引用において全てこの方式に
従うことにするからその度にこのような注釈を入れないこととする）と解
釈しており、この第4条に関して原田慶吉氏は「もし穀物または銀の証言
のために出廷したるときは、その訴訟の罪を負担す」と訳しているのに対
して、中田一郎氏のほうは「もし大麦あるいは銀にかかわる（偽）証（を
行う）ためにでかけたのなら、彼はその裁判の（あらゆる）罪を負わなけ
ればならない」とかなり拡大解釈して翻訳しており、その理由としてフィ
ンケルシュタインJJ．Finkelstein氏の学説を脚註にあげておられるので
それをここに転載する。それは「法典」碑が「その裁判の（あらゆる）罪
を負わなければならない（a－ra－an　di－nim蓉u－a－ti　it－ta－na－a§一蓉i）」となっ
ているのに対し、rテキストでは「そ〔の……〕の要求に応えなければな
らない（ru。gu．um．ma．n6e〔・…・・．t〕i　i－ip．pa．a1）」となっている。なおit一
　　　　　　　　　　　　　　一248一
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関わる訴訟だからその偽証に対して死刑と定めて
第 条は穀類か金銭という民事訴訟だから、その訴訟
ているのであるo
、ハンムラピ法典の石柱表面に刻まれた模形
後の単語から第 欄として右のシャマシュ神か
真下に約40cmのところから、この第4条末
ノてビロニア法の研究j(厳松堂 底 0
.32)において、この第4条の規定するところは「証拠を厳正な
J(
D
)
条に関して原田慶吉氏は「もし穀物または銀の証言
国 ( ) (
) ( )
ン .J.Finkelstein氏の学説を脚註にあげておられるので
( )
わなげれば らない (・r-an -nim su-a-ti it-a-na-as-si) Jとなっ
のに対し、 テキストでは「そ〔の… 〕の要求に応えなければな
(ru- -um-a-nε-e(……-t) i i-ip-pa-al) Jとなっているo なお it-
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ta．na．語．蓉i（Gtn）は行為の持続性あるいは反復性を表すのではなく、対
象の多数性を表すと考えて「（あらゆる）」を補って訳しておく、と述べて
おられる。
　この中田氏の文章中にあるrテキストとGtnが、著書の後に掲載して
あるテキストー覧でrとtが」．J．Finkelstein氏のJoumal　of　Cuneiform
Studiesのテキストで、大文字のGがO．Schroeder氏の著述した“Keils－
chrifttexte　aus　Assur　verschiedenen　Inhalts”、ライプツィヒLeipzigで
1920年出版、とわかるようになっている。なお「大麦」のシュメール象形
文字（絵文字）から模形文字への変遷は、原文・逐語訳の右に示した他、
以下のように変化したのである。
絵　文　字 古拙文字 古典的梗形文字
後　期
懊形文字
音　価 意　味
シュメール アツシワア
羊 蹴 サ扮 穂 寧4 se
se
seu 大麦
（ibid．）
第5条（原文・逐語訳）
§5
きum－ma　　da－a，一a－nu－u皿
もし　　　裁判官が
d1－nam　　1一（11－in
訴訟を　取り上げ
dalanu　裁判官
　u2－se－zi－1b　wa－ar－ka－nu－um－ma
　交付し　　　その後に
i－te－ni　da－a－a¶am　su－a－t1
変更した時は裁判官に　その
翻　　　　　　玉5
　　　　　　　　　　　　di－in　s 　　　　　ez6bu放棄する、交付する
　　 　　　　　　　訴訟をその　　warkanuその接
　　　　　　　　　　　　　　　　　10　　　　　耳pu－ru－za－am　　ip－ru－uき　　ku－nu－uk－ka皿
　裁決を　　　下し、　　記録を
†“
　　　母
1－na　d1－in　enO変更する
で　　訴訟
一247一
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t・na-a否認 (Gtn)は行為の持続性あるいは反復性を表すのではなく、対
表すと考えて i( )J
こ ストと tnが、著書の後に掲載しで
一 rとt ].]. Finkelstein氏の]ournal of Cuneiform 
tudiesのテキストで、大文字のGがo.Schroeder氏の著述した“Kei1s-
rifttexte aus Assur verschiedenen lnhalts"、ライプツィヒ Leipzigで
920年出版、とわかるようになっているo なお「大麦Jのシュメール象形
( )
( 逐語訳)
S 5 ゆ臼向背ff~町I I{}賢依田亡。議凶
一dl-in alanu 裁判官
もし
l合t去可p空宇J円吉iFl由18~ 惨〉刷
裁決を 下し、 記録を
|昨ミ起用羽田ゴ1手ーや同昨=手ゆ咽.TIゆ務凶
z-se-Zi-lb wa-ar-ka-nu-um-ma di-in su ezbu放棄する、交付する
訴訟をその warkanuその後
陰ゆ<ffi>11Eヨlfm照宮1時十I~{} 議陸〉
i-te-ni ~a-llam su-a-ti l-na dl-in en己 変更する
は裁判官に
古代法の翻訳と解釈　1　177
　i－di－nu　e－ne－im　uz－ka－an－nu－suma　　　　nadanu与える
　与えた　　変更を　確認して、　　　　　　　　　k邸U固める
　rU－gU－Um－ma－am＄ai－nad1－mm　SU－a－t1
　罰金を　　　　所の　で　訴訟　　その
ib－ba－as一きu－uz　　a一（iu　　l2　su　　1－na－ad一（1i－in　　　　　ba忌U　ある、i時つ
生じた　　　12（倍）その　諜され、
u3　　　　　i－na　　pu－uh2－rl－1m　　i－na　　i§ukuss6
かつ　　でも　会合　　　　　から　　椅子
　da－a－a－nu－ti－Su　　u2－se－it－bu－u≧一su　　ma
　判事職の　　　　追い出されて、
％
puhru　集まる
蟻ukUSS肖く9二三9U－za
tebU　送り出ナ
uruli－ta－ar皿a　lt－tl　da－a－a－ni
ないし、帰ら　　　　共に　裁判官と
taru　返る
　　ゆ　　　・・
i－na　　di－nim　　u二一ul　　us－ta－ab
で　　訴訟　　ない　留まることは
aきabu　住む、留まる
ta　は　きa　の闇違し、
　第5条（試訳）
　裁判官が、（ある事件の）判決を下して事件を裁決し、その（事件の）
記録証書を作成させたが、後になってからその裁判官が（自分の）判決を
変更したるような場合においては、その裁判官について、自分が下した判
決の変更事由を（自らが）確認しなければならない。そして前の訴訟で言
い渡した12倍（の賠償額）をその裁判官は（賠償金として）支払わなけれ
ばならない。更に（その上）、裁きの法廷における裁判官の座席からその
裁判官は追放されなければならない。その裁判官は、二度とその裁判官の
職席に復帰してはならないし、また再び（他の）裁判官と共に、裁きの職
席に座るようなこともあってはならないものとする。
一246一
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~~~I宙跨同掛ー11棒嗣際関日|
与 確認して kanu薗bる
lお時四日時>1倒防例。司直lf時-<1
罰金を 所ので その
初[la回目ト高時三司Ilf院:!T<n ~ll住帰障問。~
i- -as-SU-U2 a-du 12 SU -na-ad-di-in basuある、持つ
1 ( ) 謀され、
澗防く彦ゆ矯司肝J勝利l匙防止ゴト王将|
つで 会 から椅 E い kussu く "!gU-
おi回開号時私耳障筑間給制日l
判事職の 追い出されて、
陸。除ゆ神明日1同時事
共に
回<E一歩。〈才l剖|酔め同制問|
-a di-nm u二-ul us-ta-ab 
留ま
5 (試訳)
Sabu住む、留まる
土 s 乃問遣い
( ) て事件を裁決し、その(事件の)
( )
( )
2倍(の賠償額)をその裁判官は(賠償金として)支払わなけれ
( )
( )
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　第5条の解釈
　第1条から第4条のLex　talionisの根本原則から外れて、この第5条
は裁判官の職席に関する重要な規定が挿入されている。
　この第5条に見る限り、当時の裁判官の地位と職席については近代国民
国家の裁判官よりも相対的にかなり低い地位に置かれていた、と考えられ
る。
　民事あるいは商業に関する訴訟の場合、裁判官が前に自分の下した判決
を勝手に変更したりその内容を変えたりすれば、自分の下した判決の訴訟
額の12倍もの多額な賠償金を支払わねばならなかった。しかし、ここでは
っきりしていることは、各裁判で下されたすべての判決は、その判決内容
が刻まれた証書（勿論粘土板によって記録され、おそらく密封して保存さ
れたもの）がきちんと残されていたろうし、後にその判決を参照する時に
前の判決の粘土板文書は開かれ、かつてどのように裁判されたか（おそら
くハンムラピ王の前で）証拠として提出して吟味されたのであろう。そし
て判決を勝手に変更した裁判官は、永久にその裁判官としての地位を失う
弾劾規定がこの第5条に示されている。
　その「裁判」を意味する懊形文字は、この第5条において第3行目と第
4行目そして更に第6行目と第11行目にも出ているが、この文字がシュメ
ール語の象形文字（絵文字）から襖形文字としてのアッカド語に発達した
過程は以下の通りである。
絵　文　字 古拙文字 古典的襖形文字
後　期
襖形文字
音　価 意　味
シュメール アツシリア
◇ 〈i＞ ⇔ 吟 母
ti
dI
sub2
ti
di 判決
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ibid．）
　この第5条の規定から推察すると、当時の古代バビロニア社会におい
て、裁判官が柾法収賄をよくおこなって既に出された判決を変更したりす
　　　　　　　　　　　　　一245一
78 法学論集 47 (山梨学院大学〕
条の解釈
の extalionisの根本原則から外れて、この第5条
挿入されているo
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ることが良くあったようで、ハンムラピ法典は、こうした裁判官に関して
は一般的なタリオ原則は適用せず罰金として訴訟金額の12倍の損害賠償を
支払うだけでなく、このように裁判官の資格喪失に関する条項が明文で規
定されるに至ったものと思われる。
　こうした裁判官に関する規定は、あまりにも膨大になるので資料として
原典は掲載しないが、旧約聖書『出エジプト記』第23章の法廷においての
規定、特に第6節から第8節に重大な影響を与え、さらにその後『イザヤ
書』第1章「シオンの審判と救い」（日本聖書協会・新共同訳『聖書』p．
1062）『エゼキエル書』第22章12節「お前の中には賄賂を取って流血の罪
を犯す者……」などにも記されることになるが、その中でも「サムエル
記・上巻」の第8章と『アモス書』の第5章12節は特に重要と思われるの
で、日本語訳のみ以下に掲げておくことにする。
「サムエルは年老い、イスラエルのために裁きを行う者として息子たちを
任命した。長男の名はヨエル、次男の名はアビヤといい、この二人はベエ
ル・シェバで裁きを行った。しかし、この息子たちは父の道を歩まず、不
正な利益を求め、賄賂を取って裁きを曲げた。」
　（旧訳『サムエル記・上』10c．cit．，p．438）
「お前たち替がどれほど多いか
その罪がどれほど重いか、わたしは知っている。
お前たちは正しい者に敵対し、賄賂を取り
町の門で貧しい者の訴えを退けている。」
（旧訳『アモス書』loc．cit。，p．1435）
このような形で、ハンムラピ法典第5条の規定は後に宗教法的な色彩が
　　　　　　　　　　　　一244一
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加わり、ユダヤ法としてはトーラー（律法）からタルムードヘと展開して
ゆくのである。
　なお遊佐慶夫氏は『古バビロニア法の研究』の中で、ヘブライ法との比
較考察をかなりおこなっており、盗難に関する賠償に関してはヘブライ民
族が4倍の損害賠償であるのにハンムラピ法典は30倍と高い、と述べてお
られるが、裁判官が自分の判決した時の変更によって生じる損害賠償が12
倍というのはなぜなのか、あまり言及されたものがない。
　いづれにせよ、このバビロニア時代にひとつの裁判を担当した裁判官は
3～10人ぐらいであったと他の粘土板文書に記されており、その裁判官が
損害賠償額を分担して支払ったのかどうかに就いては未だ明らかになって
いない。この第5条に関する中田一郎氏の翻訳と脚註は「もし裁判官が判
決を下し、決定を行い、捺印証書を作成させ、そのあと、彼の判決を変更
したなら、彼らはその裁判官が自分の下した判決を変更したことを立証し
なければならない。そして、彼（その裁判官）はその裁判で生じる請求額
を12倍にして与えなければならない。さらに、彼らは彼を集会において裁
判官の席から追放しなければならない。そして、彼は再び（他の）裁判官
たち59）とともに裁判官の席につくことができない。」この条文に関して中
田氏の脚註では、その裁判官に関する粘土板についても以下の如く書かれ
ている「59）シッパル出土の古バビロニア時代裁判文書によると、裁判官
は3人の場合、5人の場合、6人の場合、7人の場合、10人の場合（？）
などがあったことがわかっている。Eva　Dombradi，Z）」6Z）α鰯61伽％8・46s
石～66h♂sσz6s渉名㎎s　J刀　46多z　‘zl飴‘z6ツJo％ゑs6h67z　Pzoz6ssz6zたz〃z467z，　mOS　20／1，
Stuttgart，1996，§291，20／2，pp．14－16参照。」
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第6条（原文・逐語訳）
Sum－ma　a－wi－lum　　ni3－ga　ilim
もし　　人が　　財産を　　神
u3　6ka1－hmis－rl－1q　a－w1－1皿Su－uコ
又は　宮殿の　　盗むならば　人は　その
　　　　　　　　　　　　　　　　　衡
ni3－ga　＞　namk〔】ru
saraqu　盗む、与こ急
ζ…kal　〈　e2　gal
　　　　　階
工d－da－ak　u3　甑　きu－ur2－ga－am
殺される　又　所の者も　盗品を
⑳
i－na　　ga－ti　　＄u　　im－hu－ru　　ld一（1a－ak
から手彼の受けた　殺される
maharu　　受け取る
第6条（試訳）
　ある者が、神（殿）の所有物か宮殿の所有物を窃盗したる場合におい
て、その者（窃盗犯）は死刑に処せられる。また盗まれた物を、その者
（窃盗犯）の手から受け取った（貯物牙保）者も、同様に死罪に処せられ
るものとする。
　第6条の解釈
　この第6条から第25条までの20ケ条のあいだに「重罪犯に対する処罰規
定」が置かれている。
　この第6条とその後ひとつおいて規定された第8条とは、神殿とか宮廷
といった当時のバビロニア社会でその支配階層の神聖な場所から盗んだ窃
盗犯人には、その刑罰として「死刑」を科せられたことが明示されてい
る。またその盗まれたるものを受け取って自分のところに置いておいた者
にも同様に死刑が宣告されることを示している。しかしながらこの条文の
後に続く第8条で、神殿や宮廷のものでも牛、羊、ロバ、豚、小船などに
　　　　　　　　　　　　　　一242一
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( )
怜除回Tf手傘嵐広~融弓
-ga > namkuru 
人が 財産を 神
除菌悟ヨ昏←|巨国肝J直-11ぉ何千争傘邑胃曙呈|
ekal-llm is-rrーlq a-wl-1um Su-u: saraq 盗む、与 ιる
宮 むならば人は ekalく e2gal 
明~ヨト野一11砲射E回協ゆ|
設 盗品
I~予砂降相11断て同位|岨匝町四トト
-a ga-ti su im-hu-ru ld-da-ak haru 受け取る
から 手彼の 受けた 殺される
( )
( )
( )
( ) (駐物牙保)者も、同様に死罪に処せられ
るD
条の解釈
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や宮廷のものでも牛、羊、ロパ、豚、小船などに
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関しては30倍の損害賠償が規定されているのだから、この第6条で規定さ
れている対象は神殿や宮廷のもっと重大なものとみてよいだろう。
　言わばこの第6条は、プログラム規定のようなもので、実際にその犯人
を捕まえてみて死刑にするか第8条に準拠して賠償額を高くするかは裁判
官の裁量によって決っていたものと思われる。この条文を規定することで
「神殿や宮廷の重大なものを盗めば死刑」ということを広く知らせる必要
から規定されたものとみてよいだろう。原田慶吉氏の翻訳は「もし人が神
〔殿〕または官廷の物を盗みたるときは、その者は殺さる。また盗品を彼
の手より受け取りたる者も殺さる。」同様に中田一郎氏の訳は「もし人が
神（殿）あるいは王宮の財産を盗んだなら、その人は殺されなければなら
ない。また、彼の手から盗品を受け取った者も殺されなければならない。」
とあるように、この第6条に関する翻訳は研究者たちによってあまり差が
ないし、解釈としてもホルスト・クレンゲル氏が「それらはもしかすると
威嚇のために定められたのかも知れないが、それにしてもとにかく厳しい
・…」というような印象だけしか受けなかったようである。
第7条（原文・逐語訳）
su皿一皿a　a－w1－lum　　lu　kaspam　lu　hurasam
　もし　　人が　　銀であれ、金であれ、
一・・厨醇㎜1u　wardam　　lu　　amtam　　lu　alpam　　lu　immeram
奴隷であれ、下女であれ、牛であれ、羊であれ、
醐　　　　　　砺闘
1u　　im6ram　　u3　　　　1u　　mi－im－ma　　sum　＄u
駐馬であれ、或いは何であれ、　名が　その
hurasuくkug－91，ku）一s191一
waraduく　1r3
a，m姐tu　　く　geme2
alpu　　　く　gud，　gu4
immeru　　　udu
imeru　　　　anse
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|時b日腎寺院国思丈判官るトヨ濁
も 人が 銀であれ、金であれ
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1－na　qa2－at　mar　a－wi－lum　u3　1u　warad　a－w1－11m　　　　qatu手、所有
から　所有　息子の　人の又は　奴隷であれ　人の
7識識なしに賦り
ba－lum　　＄1－bi　　u3　　rl－ik－sa－tim　　　　　　　　　　　　　　　　信用貸しで取るなりば一一一
なしに　証拠も　　　証書も　　　　　　　　　　　　samu買う
iS－ta－am　　u3　　1u　　a｝na　　皿a一ミ；a－ru－tlm　　　　lm－hu－ur
　買ったり又は　　で　　信用貸し　　　　　取るならば
55
a－wi－1um　su－u2　きar－ra－aq　ld－da－ak
人は　　　その　　　盗人として殺される
　第7条（試訳）
　ある者が、金や銀、奴隷や女奴隷、牛や羊、ロバやその他どんなもので
あっても、（それを）自由人の子供かあるいは奴隷の手から「証人や証言
による契約」なしに購入するかもしくは供託物として受領したる場合に
は、その者は窃盗犯と（同様に）みなされ、（その受け取ったる者は）死
罪となる。
　第7条の解釈
　この時代、売買契約の担い手はいかなる者かがハンムラピ法典のうえで
示され、自由人であっても子供とか奴隷などは売買契約の一方の当事者と
して不適切であることがこの条文でわかるのである。更にまた、この条文
の冒頭で、窃盗の対象となるだろうと思われるもの（金銀、奴隷、牛、
羊、ロバ）を例示して、売買契約の実際例を掲げているのである。
　広い解釈では、この条文は「所有財産の保護についての関心」とも考え
られるが、法学者や歴史家などによってさまざまな解釈が加えられてい
る。
　　　　　　　　　　　　　一240一
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J
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　この第7条においては、窃盗となる対象物として銀と金が掲げられてい
るが、古代バビロニアにあって通貨の価値を有していたのは銀であり、古
代ギリシアなどのような硬貨は未だ鋳造されていなかったようであるが銀
の薄片による「銀本位制」とも言うべき価値体系が既に確立されていたも
の、と思われる。ハンムラピ法典の末尾第274条をはじめ、各条文に労働
者の日給が示されているがだいたい4～6シェの銀薄片が労働賃金として
支払われていたようである。
絵　文　字 古拙文字 古典的撰形文字
後　期
梗形文字
音　価 意　味
シュメール アツシリア
1コ肛o む馴 四 囲 gin2tudu6 siqlUtutun2 シェケル（重さ）深さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1bid．）
　1シェは180分の1シェケルで、1シェケルが約8グラム強であったと
想定されているから相当に薄い銀の薄片が「通貨」と同様のもの、として
使用されていた、と思われる。古代ローマが銀を貨幣として始めて用いた
のが紀元前269年であったからそれよりも1500年も昔に、古代バビロニア
において銀が通貨の代りに用いられていたことになる。
　この第7条から準盗財の規定が始まるとして、遊佐慶夫氏は「ことに無
責任な少年、不忠実な奴隷其他取引に通ぜざる者との取引によって、財物
を取得する者は、盗賊として死刑に処せられるのであった」（『古代バビロ
ニア法の研究』p．37）と記しているが、このように各条文のアッカド語
すべてを訳さず、他の翻訳した者の文章の一部分をとって、現実の国家法
の判断から分類するのはかなり危険性があると思われる。
　遊佐氏が「無責任な少年」としている箇所のアッカド語原文
一…ヨ（アウイルム階層の男の息子の所有か
qa2－at　ma「a－wHu皿　　　　　　　ら……）について、
このmarを「息子」「子供」と訳すか、遊佐氏のように「責任のない少
　　　　　　　　　　　　　一239一
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年」と訳すか、その前にあるqa2－atとの関係もあってかなり翻訳と解釈
に問題があったと考えられる。因みにローマ法学者の原田慶吉氏は、その
著『懊形文字法の研究』（清水弘文堂書房、昭和42年刊p．305）において
鉤括弧つきで「人の息」と訳し、その註釈で「人の息」とはmu甑emm
および奴隷に対立する完全自由人の呼称、と記述した。これを受けて、そ
の後高等学校の世界史に関する史料集などにも「アウィルム階層」の子供
そのものを「人の息」という本当の意味が良くわからない言葉で説明され
てきたのである。その原田慶吉氏の翻訳と「人の息」に関する〔註〕は以
下の通り「もし人が、銀にせよ金にせよ、奴隷にせよ女奴にせよ、牛にせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ羊にせよ蟷馬にせよ、あるいはまたおよそいかなる物にせよ、「人の息」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あるいはまた人の奴隷の手より、証人と〔書面の〕契約なくして買い、あ
るいはまた寄託に受け取りたるときは、その者は盗人なり、殺さる。」と
なっている。
　原田氏の〔註〕は、「（48行）「人の息」とはmu甑enumおよび奴隷に
対立する完全自由人の呼称。（51行）Koschaker，Studien　S．10，73，123．
　中田一郎氏は、このmarについてもうこのような拘わり方をせず「（他
の）人の息子」として以下の如く簡単に翻訳しておられる「もし人が銀、
金、男奴隷、女奴隷、牛、羊、ロバ、あるいは（その他）いかなる物であ
れ、（他の）人の息子あるいは（他の）人の奴隷の手から証人および60）契
約なしに購入し、あるいは保管のために受け取ったなら、その人は盗人で
あり、彼は殺されなければならない。」というのがその訳文である。そし
てこのように昔は翻訳用語としてこだわっていた単語も、今では極普通に
訳されるようになったものがかなり多いのである。
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る a2-atとの関係もあってかなり翻訳と解釈
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模 j(清水弘文 2年刊p.305)において
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o
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Jと
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称。 (5 ) oschaker， Studien . 10， 73， 123. 
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第8条(原、文・逐語訳)
J官明imFJ宮FPReF
もし 人が 牛であれ 羊であれ
郎幹回喜和博耳目同恒| sahuく sah
撞馬であれ 豚であれ 或いは 船であれ leppuく "'maz T-(Tt;: 
印l~ 制品エ11恥同体ヰーl~ ぐ'管茶7-
盗むならば、そしてもし 神の物
v 絵文字>模形文字 ロハ
l警宵TFF??su占 lみ/ 本間1曲者存
又もし 宮殿の物であれば 30倍 その 11t'v" sb 
|出<t峠~調主>1防防目別恥墨t>1 肋id.) 豚
-na-ad-di-in $um-ma 主a mas-en-kak adanu 与tる
支払うが もし の物ならば ムシュケヌー aS-en-kak > muskenu 賎民
賢明伺障問干ば]1時彦三~
abu 償う、返す
10倍 償う もし
ミa口岸首匡wt>守悶:ljわやく~RφくT
盗人が 物を支払うべき
奇書一昨品伊:;;J ヨト野ー!
la -SU ld-da-ak iSu持つ、ある
ないならば持た 殺される
絵文字 古拙文字
古典的 後期 音価 意味模形文字 模形文字 シュメールアッシリア
す p ヒや ゴ〉 思ld alpu 牛gu. 
u う :白 出 吋日 訂la， elippu 船
(id.) 
第8条(試訳)
ある者が、牛や羊、またはロノてか豚もしくは小船(などのようなもの)
-237-
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古代法の翻訳と解釈　1　187
を窃盗したる場合において、それが神（殿）のものかまたは宮殿のもので
あれば、その（窃盗をしたる）者はそれ（窃盗したものの価格の）を30倍
にして賠償せねばならない。それ（窃盗したる物）がムシュケーヌム階層
のものであれば、その者（窃盗犯）はそれ（窃盗した対象物）を10倍にし
て賠償しなくてはならない。窃盗をしたる者がそれ（対象物の10倍額）を
支払えない場合、窃盗犯は死罪に処せられる。
　第8条の解釈
　この条文の規定するものは、窃盗犯が盗んだもの（例として、牛、羊、
ロバ、豚、小船が掲げられている）が、（1）神殿あるいは宮殿に所属する場
合その賠償額が30倍　（2）ムシュケーヌム階級の場合はその賠償額が10倍、
と窃盗をおこなった対象によって賠償額に3倍の差がもうけられ、その賠
償額が支払えない時には、その窃盗犯が死刑に処せられる旨規定されてい
るところにその特色がある。
　ここに規定された条文の中に出てくる「ムシュケーヌム階級」とは、当
時のバビロニア社会のなかで、アウィルムと呼ばれる「自由人」の下に位
置する特殊な階級であると考えられている。一応ムシュケーヌムも広義に
おいては自由人のなかに入るが社会的にアウィルムに従属していると考え
られており、更に王に仕える階級であったがために特別な保護を必要とし
たからこのような条文に登場したものと思われる。しかしながら、従来ア
ッシリア学者のあいだでもその地位に関する解釈ではかなり異なったもの
があり、訳語として「半自由人」とか「臣下、宮廷奴隷」あるいは経済的
にみて「貧困階級」とするような訳語があったが、そのような解釈は現在
では間違いであると言われている。
　この邦訳においては、アッカド語のまま「ムシュケーヌム」という原語
をそのまま使用しておくが、本来の自由人アウィルムの所有物に関する処
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罰規定がこの第8条に無い以上、両者の階級的差異をここで述べるわけに
はいカ〉ないと，思う。
　このムシュケーヌムという階層が、模形文字文書に始めて登場するの
は、ハンムラピ王より約500年以上も前の「ファラ文書」が初出で、その
後「エシュヌンナ法典」にも多く登場するが、アウィルム階層との本質的
な差異については、今までのところ未だあまり良くわかっていないようで
ある。第8条の原田慶吉氏の翻訳は「もし人が、牛にせよ、羊にせよ、蟷
馬にせよ、豚にせよ、あるいはまた船にせよ、これを盗みたるときは、も
しそれが神〔殿〕のものたり、もしそれが官廷のものたるときは、〔彼は〕
その30倍を与う。もしそれがムシュケーヌム（mu甑enum）のものたる
ときは、その10倍を賠償す。もし盗人が与うべきものを有せざるときは殺
さる。」としている。なお、その原田氏の〔註〕は「（65行）mu甑enum
とは、本来「拝脆する」者を意味し、セミティック語では、乞食的貧窮者
の意を帯びている。Landsbergerによれば、人（awium）に対立する場
合は奴隷に非ざる賎民たるも、宮廷に対立する場合は全臣民を意味する。
ここでは15条、16条、175条と同じく後の用法か。Eilers，Standeの語参
照。」となっている。それに対して中田一郎氏の訳は「もし人が牛、羊、
ロバ、豚、あるいは船を盗んだなら、もし（その盗品が）神（殿）の物あ
るいは王宮の物なら、彼はその30倍を与えなければならない。もし（その
盗品が）ムシュケーヌムの物なら、彼はその10倍を償わなければならな
い。もし盗人が与える物を持たないなら、彼は殺されなければならない。」
となっている。なおその原田氏は、この第8条の訳でムシュケーヌムとい
う単語をこの文章の中でどのように解釈するか、かなりこだわっていたよ
うであるが、筆者も既述したように第6条とこの第8条の条文を実際に窃
盗犯として処罰する時にどのような形でどちらの条文を採用したのか、は
なはだ解釈に苦しむところである。
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第9条(原文・逐語訳)
70~時壮ゴT降金属i闘停納骨支局時モ百l
もし 人が所の何かを彼の失った
権長緋長三子息|険モ時~~1I除ゆゆ》←什干手ヰー i
i-lmma su hal-ga-am i-na ga-ti a-wi-lim halqu モわれた
何かを彼の失われた 中に手の 他人の
51~軒町除~111f余程唇断汗司令t>比二~I
見つけた時に、 人が 所の紛失物を
排水彦勝手二研l{帯主灯筑間i
-na g-ti su sa-ab-tu 
に 手 彼の持っている
|時効φ守咽告画才苓賀穂 IOt~ゴ惨やゆ組
「売り主が 私に 売った、 前で 証人の nadanu与える、売る
肝削除l品工削除将雷除劉阿;φ苓酔」
買ったのだ」といい、 主も 紛失品の qlb也君「
直ァゆ旺王{}! 5 1則。〈事閉鎖|国~匂l
合l-bl mu-dl hu-lqlニーla♂IDl lu b-lam ud日切る人、賢い
「証人を知る 私の紛失品を たい連れて来 balu伴久、 寸
!ぃ民主ゆ手ゆH闘 1冊目号削除。3額以
q-ta-bi sa-a-a-ma-nu-、umnadl-l口 Sfmanu 買い手
といい、 買い手は 売り主
割I~軍司-\}~険þj!宇宙キ一院tvl
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絵文字 |古拙文字
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・・手　　　羅汗牙ゆ
言i－bl　　mu一（li　　hu－ul一（li～　　言u
証人を　知る　紛失を　彼の
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伴った場合は、　裁判官は　言を　彼らの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ama　tu
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手一隈〔仁皿
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ある値段で売買されたや証人は　知る
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言葉　　m　に庄意
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紛失品を　　知る所を　　　前に　神の
　　噂　　　　　く〉k夢ψ仁皿
、一9益一ab－bu皿ana－d1－na－nu－um
告げる（べし）　　売リ主が
Sar－ra－aq　　ld一（ia－ak
盗人なら　殺される。
忘mu　価絡
m〔 （ 0tu　証言、知識
qlbU言ろ、告げる
　be－el　hu－u1－qia－1m　hu－1u－uq　su
　主は　　紛失品の　　紛失品を　彼の
i－1i－qi3甑一a－a－ma－nu－um　i－na　b1－1t　　　　hqO取る、受ける
取り、買い手は　より家
　na『（h－na一nim　kasPam　iき一qu⊇一1u　i－h－qi2　　　　　Saqalu量る、支払う
　売り主の　　　銀を　　　支払った　取る
第9条（試訳）
　（自分の所有物を）喪失したる者が、失われたその喪失物を他人の手中
に見つけたる時に、喪失物を手にしたる者が「私は、（きちっとした）証
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人の前で、売主から（私に）この喪失物を購入したものだ」と主張し、そ
の物を喪失した者も「（それならば）私の喪失物であったことを知る証人
を連れてきたい」と主張したる場合に、買い手（喪失物を手中にしている
者）はその（喪失物を）売った売り主と自分たちの前で購入した時の証人
を伴い、また一方、喪失物の主も（その喪失したるものがもともと自分の
ところにあったということを）知っている証人を伴った場合、裁判官はそ
れらの人物の主張を検討して、その者どもの前である価格で売買されたと
いうことを証明する人物や喪失物を知っている証人を神の前に告げるべき
である。（その場合）売った人物が窃盗犯なら死刑に処せられる。
　（なお）買い手（喪失物を手中にしていた者）はそれを売った者の家か
ら自分の支払った銀（その価格の金銭）を取り返すことができる。
　第9条の解釈
　この条文には、鮭物故売に関する詳細な規範が定められている。
　近代刑法でも、例えば日本刑法第256条には「賊物を収受したる者は三
年以下の懲役に処す」と定められ同条2項で「賊物の運搬、寄蔵、故買又
は牙保を為したる者は十年以下の懲役及び五十万円以下の罰金に処す」と
あって、明らかに「他人の喪失した物」を自分の手中に持っている者は処
罰の対象となるように定められている。日本の刑法用語としても、この明
治40年法律第45号として定められた時に使用されていた「賊」という字は
かなり難しく、刑法の解説書でも「駐」の字に変えられて使用され（団藤
重光著『刑法綱要』各論、創文社p．538）ついに平成7年に改正されるこ
とになって、この条文は（盗品譲受け等）となって以下の如く第256条と
して、「盗品その他財産に対する罪に当たる行為によって領得された物を
無償で譲り受けた者は、三年以下の懲役に処する。2前項に規定する物を
運搬し、保管し、若しくは有償で譲り受け、又はその有償の処分のあっせ
　　　　　　　　　　　　　一232一
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んをした者は、10年以下の懲役及び50万円以下の罰金に処する。」と規定
されるに至った。しかし「貯物」という概念は非常に重要であるので、こ
の解釈の用語としてはそのまま使い続けることにしようと思う。ところ
で、このハンムラピ法典では、むしろ駐物の故買すなわち「有償で取得し
たこと」が主になっており、「その者が金銭を払って取得したのだからそ
の価格にあたる金銭を売った者から取り戻せること」が明文で規定されて
いるのである。このハンムラピ法典第9条には、駐物牙保を訴えた者がそ
のかつて自分が所有していたものを取り返せるかどうかの明文は記入され
ていない。なおこの条文では、駐物の故売が先行して規定されているが、
これに続く第10条から第13条まで、この駐物牙保者の「故買した理由」や
「証人に関する詳細な規定」が述べられることになる。なおこの条文に続
くハンムラピ法典第10条に「取り戻すことのできる事由」が規定されてい
る。
　日本では、民事法上も盗難にあった物品に対してニケ年間はもとの所有
者が所有権を行使できることになっているが、ハンムラピ法典において刑
事、民事の区別なく、この第9条～第12条において規定される条文が適用
されるのである。
　遊佐慶夫氏は、その著『古バビロニア法』（厳松堂書店、昭和10年発行）
の中で「……現代法制にも見る様な証拠の判断は裁判官の自由心証に一任
することを明言する規定……」（原文は片仮名、平仮名と現代の漢字用法
に書き替えたのは筆者の責任である）と説明しているが、当然現代の自由
心証主義とは異なっている。またその後に翻訳した原田慶吉氏の訳は「も
し自己の何物かが紛失し居れる人が、紛失し居れる彼の何物かを、人の手
の中にて取り押え、紛失品が自己の手の中に取り押えられてある者が、
「売主こそ私に与えたのだ、証人の前でこそ私は買ったのだ」と言い、ま
た紛失品の主も、「私の紛失品をこそ知っている証人を、私は差し出し度
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い」と言い、買主は彼に与えたる与え主と、自己の前において彼が買いた
る証人とを差し出し、また紛失品の主も、彼の紛失品を知れる証人を差し
出したるときは、裁判官（複数）は彼等の言を検討し、自己の前にて売買
が売買せられたる（行われたる）証人と紛失品を知れる証人も、彼等の知
れる所を神の面前にて告ぐ。〔しからば〕買主は盗人なり、殺さる。紛失
品の主は彼の紛失品を取り、買主は売主の家より、彼が支払いたる銀を取
る。」となっており、これに対して中田一郎氏の訳文は「もし自分の何か
が無くなった人が、無くなった自分の何かを（他の）人の手中にあるのを
取り押さえ、（もし）無くなった物が自分の手中で取り押さえられた人が、
「ある売手が私に売り、私は証人たちの前で買った」と言い、他方、無く
なった物の所有者が、「私の無くなった物を知っている証人を連れてきた
い」と言い、（そして、もし）その買手が、彼に売った売手とその立会の
もとで買った証人たちを連れてきて、他方、無くなった物の所有者が彼の
無くなった物を知っている証入たちを連れてきたなら、裁判官たちは彼ら
の言葉を調べなければならない。またその前で購入が行われた証人たちと
無くなった物を知っている証人たちは、彼らの知るところを神前で述べな
ければならない。その売手は盗人であり、彼は殺されなければならない。
無くなった物の所有者は自分の無くなった物を取り戻すことができる。そ
の買手はその売手の家から彼が支払った銀を取り戻すことができる。」と
している。
　この長いアッカド語の文章を、ホルスト・クレンゲル氏は「盗品を転売
した者あるいは預かっただけの者、そしてまた盗品または紛失品を所持し
ていることを確証され、しかもそれに対して正当に、つまり文書を発行さ
れて得たのである旨を立証できなかった者は死刑に処される恐れがあっ
た」（江上波夫氏と五味亨氏の共訳op．cit．，p．184）というように簡単に解
釈しておられる。これらの解釈は「駐物故買」という罪名でそれ程複雑な
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ものとしてではなく理解できるものである。それとは別に、この第9条の
最初の行のところでイランのスーサで発見されたハンムラピ法典の石柱原
文の表面における懊形文字欄の第6欄（第6コラム、第6段目）が終了
し、第9条の後半から第7欄に刻された条文がその右端上部から下に読む
という形で始まるのである。
第10条（原文・逐語訳）
　　　　　　　　晋
　　sum一皿a　　sa－a－a－ma－nu－um　　na一（11－ln
（上記で）もし　　買い手が　　　　売り主
・・一1（i－d1－nu一きu皿　　uヤ　　言i－bl　sa　　i－na
売った　　　　と　証人を所ので
皿ah－r1　きu－nu
　前　　彼らの
　i－sa－mu　la　lt－ba－lam　be－el　hu－ul－qi2－1m　ma
　買った　　ず　　伴わ　　　　主が　　紛失品の
き・一bl　mu－di　hu－u1－qi3きu　lt－ba『la皿
証入のみ知った紛失を　彼の　伴うならば・
きa－a－a－ma－nu－um　きar－ra－aq　id－da－ak
　買い手は　　　　　盗人として　殺される
　be－el　hu－u1－qi二一i皿hu－lu－uq帥i－h－k1
　主は　　紛失品の　紛失品を　彼の　取る
　第10条（試訳）
　（第9条の規定に引き続き）買い手（駐物牙保者）が、（その駐物を）
売った売り主とその売買契約をした時の証人を伴わず、（一方）それを喪
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防除>~ゆ司腎1f~ヨト予 k四ゆく~~泰彦ヨ
sum-ma a-a--m-nu-um na-dl-lll 
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人 知った紛失を 彼の 伴うならば、
i削 mt国疹国|誕淵断同四時FI
として
IK間同φ〈房船舶 i回:商協>-Jf1雇主~録制苓|
b-el hu-ul-qiニーimhu-lu-uq su i-l-kl 
主は 紛失品の紛失品を彼の
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( )
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失した主がその喪失したる物（がその喪失者のもとにあったということ）
を知った証人だけを伴って裁判所に現れた時、買い手（駐物牙保者）は、
（それが駐物であることが立証できないので）窃盗犯人とみなされ死刑に
処せられる。（また）喪失者はその喪失したる対象物を取り戻すことがで
きる。
　第10条の解釈
　前の第9条に続くこの条文で、今度はお互いの「証人」の重要さが示さ
れ、駐物牙保者すなわちこの条文でいう「買い主」はそれを購入したとい
うことを立証できない以上、その本人が盗んだとみなされ死刑に処せられ
るのである。
　遊佐慶夫氏は「遺失物を買得したと主張しても、これを立証すること能
はざるときも、盗賊として死刑に処せられる、しかして遺失物の所有者
は、その物を回復することを得る」と訳し、原田慶吉氏は「もし買主が、
彼に与えたる与え主と、自己の前において彼が買いたる証人とを差し出さ
ず、唯ひとり紛失物の主が、彼の紛失物を知れる証人を差し出したるとき
は、買主は盗人なり、殺さる。紛失品の主は、彼の紛失品を取る」と翻訳
しておられる。また中田一郎氏は「もしその買手が彼に売った売手とその
前で買った証人たちを連れてこず、他方、無くなった物の所有者が彼の無
くなった物を知っている証人たちを連れてきたなら、その買手は盗人であ
る。彼は殺されなければならない。無くなった物の所有者は彼の無くなっ
た物を取り戻すことができる」と訳しておられる。
　この第10条の規定は、まさに日本の刑法では「駐物収受罪」「駐物故買
罪」「駐物牙保罪」とか「横領罪」とかの名称で呼ばれるもので、せいぜ
い3年から10年以下の懲役という刑が確定するだけのものであるが、その
「駐物」という用語も平成七年の改正でなくなり、現在では第38章「横領
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の罪」と第39章「盗品等に関する罪」（刑法第252条～刑法第257条）に規
定されるようになってしまった。
　そのハンムラピ法典の第9条の解釈のところですでに引用した刑法第
256条をここで改めて記してみよう。
　盗品その他財産に対する罪に当たる行為によって領得された物を無償で
譲り受けた者は、三年以下の懲役に処する。
　2　前項に規定する物を運搬し、保管し若しくは有償で譲り受け、又は
その有償の処分のあっせんをした者は、十年以下の懲役及び五十万円以下
の罰金に処する
　駐物罪に関しては、日本の刑法が目的物を「駐物」という名で規定した
のに対し、ドイツ刑法では目的物が「犯罪行為によって取得された物」と
だけ規定されていたのでその解釈がかなり面倒であったが現代刑法で「盗
品等に関する罪」という等という一字を入れるだけでかなり解釈に幅がで
てきたように思われる。
　このハンムラピ法典のようなセム系の言語で記載された刑罰は、その後
ユダヤ法さらにはイスラーム聖法シャリーアなどにより「盗人に対して手
首の切断をおこなう」という規定にまで、その解釈が影響を与えていると
考えてしかるべきだろう。
第11条（原文・逐語訳）
　　　　　レ〈　　　　＿くシ　　ー
き皿一ma　be－el　hu－ul－qi3－1m忌i－bl　mudi
もし主が　紛失品の　証人を知る踏
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hu－ul－qi2　　きu　　la　　it－ba－1a皿　　　／sa－ar
紛失を　彼のないなら、連れて来　犯罪人として
tu－us一きa－am　　ma　　1（1－ki　　id一（1a－ak
争いを　　　かき立てる殺される
tuSSu　争い、不和
dlk駐　掻き屍ぜる
　第11条（試訳）
　（自分の所有物を）喪失したという者が、（その所有していた事実を立
証できる）喪失した事実を知る証人を連れてくることができないのならば
（このような）紛争をまき起こした犯罪者として死刑を処せられる。
　第11条の解釈
　他人の所有している物を見て、それがかつて自分が所持していて紛失し
たものであると訴えたとしても、その紛失した情況（喪失とか盗難とかの
事実）を知る証人を連れてその者が裁判所に出てこられない場合、そうし
た訴えを起こした原告は「立証できないことを裁判所に持ち出し」勝手に
紛争事件をまき起した責任において、原告の側に死刑の判決が下されるも
のとする。
　近代刑法の論理からすれば、かなり苛酷な量刑であると思われるが、古
代の裁判においてこのように挙証責任の重大さを意識させる事例をあげて
おく事は何でもやたらに訴訟を起こす良き歯止めとして意義のあったこと
であろう。
　この第11条の三行目後ろから二番目の単語id－kiを「（紛争を）かきた
てる、まき起こす」という意昧か、あるいはフィンケルシュタインJ．J．
Finkelstein氏のようにiq』biと読み「中傷した」と読むかによって、中田
一郎氏も指摘するように、第11条の訳文はかなり変ってくるものと思われ
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る。
　遊佐慶夫氏の訳は「遺失物の所有者が、遺失物を回復するには、自己の
所有物と同一なることの立証責任を負う。もしその立証をなすことが、出
来ぬ場合には、偽証を主張し、謳告をなしたる者として死刑に処せられ
る」と解釈していたようであるが、原田慶吉氏と中田一郎氏はともに「中
傷する」と解釈しておられるようで、原田慶吉氏の訳は「もし紛失品の主
が、彼の紛失品を知れる証人を差し出さざりしときは、犯罪人なり、中傷
行為を働きたる者なり、殺さる」さらに同じく中田一郎氏の翻訳は「も’し
無くなった物の所有者が彼の無くなった物を知っている証人たちを連れて
こなかったら、彼は嘘つきで、（他人を）中傷した。彼は殺されなければ
ならない」と解しておられるようだが、はたして嘘つきで、とまで推定し
て拡大解釈して良いのかどうかは疑問であるとみなければなるまい。
第12条（原文・逐語訳）
きu皿一ma　　na－di－na－nu－um　　a－na　　s1－1m－tlm
もし　　売り主が　　　　に　　運命
1t－ta－1a－ak　　Sa－a－a一皿a－nu－um　　1－na　b1－1t　　　　　　＄1mtu　運命、契約
従うならば、　　買い手は　　　より　家　　　　a1δku行ぐ、導く
　　　　　　　　10
na－di－na－mm　ru－gu－um－me－e
　売り主の　　罰金として
（ii－nim　　きu－a－ti　　a－du　　5　きu　　i－11－q1二
訴訟の　その　　　　5倍を　　取る
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　第12条（試訳）
　売り主（窃盗犯もしくは駐物故売人）が、その運命に従うならば（刑法
上の慣用的な表現で、「死刑に処せられたとしたならば……」の意味であ
ろう）買い手（駐物牙保者が裁判にかけられた者）は、売り主に対する罰
金として、当該訴訟（に関する）費用の5倍の額を（多分売り主の側か
ら）取得することができる。
　第12条の解釈
　この条文の文言だけでは正確な内容は把握できないが、これに続く第12
条から判断すると、駐物牙保者たる「買い主」がまったく善意で、窃盗と
か遺失物などであることを全く知らないで購入した場合、多分その駐物は
もとの所有者に戻されるとしても購入した代金（条文の邦訳上は多くが
「売り主に対する罰金」としている）の5倍（同じく、条文上は当該訴訟
費用とあるが、多分その駐物購入の代金額）の額を売り主（窃盗犯など）
から取り戻せることを規定したものであろうと想像される。
　このa－na　si－im－tim　it－ta－1a・ak（運命に従うならば）をただ単に「死亡
した」とだけ解釈するか「死刑に処せられた」と解釈するかは難しいとこ
ろである。原田慶吉氏の訳は「もし売主が運命に赴きたるときは（死亡し
たるときは）、買主は売主の家より、その訴訟の請求額をその五倍方取
る。」となっており、それに対して中田一郎氏の訳は「もしその売手が死
亡していたなら、その買手はその売手の家からこの裁判の請求額の5倍を
取ることができる。」なお原田氏の訳で「その訴訟の請求額をその5倍取
る」とあるのは、懊形原文の甑a－tiを二重に訳しすぎ、法的な意味が曖
昧になっていると思われる。後の「その」はいらないのではないか、いず
れにせよ窃盗犯ないし駐物故売人が死亡していた場合それをどのように買
い手に渡したのか明らかにできないのだから、訴訟の場で出された請求額
　　　　　　　　　　　　　一224一
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の5倍を支払うことによって損害賠償は片がっく、とみなければならない
だろう。
第13条（原文・逐語訳）
Sum一皿a　a－wi－lu皿　きu－u2　S1－bU　　Su　　　la　　klr－bu
もし　　人が　その　証人を　彼の　持たないならば
da－a－a－nu　　a一（ia－nam　　a－na　　arhim　　6レユm
裁判官は　　期間を　　まで　6ヶ月
qarabu　停在ナる
arku〈1t1月（month）
kam〈ak－am序戴限定詞
i一きa－ak－ka－nu一＄um　ma＄um－ma　i－na　arhim6夏am
指定して、　　　　　　　もし　　以内に　6ケ月
・・＜F一
　きi－bi　　ゑu　　la　　　　ir－di－a－am
　証人を　彼のないなら　作れ
忌akanu固定する、指定する
「ユd電　導く、生ずる
a－wi『1u皿きu－Uaミa－ar　a－ra－an　　　　　arnu罰、ペナ房イ
　人は　　その　犯罪人として罰金を
di－ni皿帥一a－ti　it－ta－na－aS噌i
訴訟の　その　　負担する
na＄O　耐える、持ち運ぶ
　第13条（試訳）
　（原告あるいは被告となった）人が、自分の側の証人をつくることがで
きないならば、裁判官は6ケ月までの期間を指定するが、もしその当事者
（原告あるいは被告となった者）が6ケ月までのその期間に自分の証人を
つくれなかった場合、その当事者は当該訴訟の犯罪人として、訴訟の罰金
　　　　　　　　　　　　　一223一
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を負担しなければならない。
　第13条の解釈
　本条訳文では、単に「人が・・…・」という書き出しにしたが、これは解釈
上この訴訟を起した原告と被告の双方を意味するのではないかと思われ
る。裁判を起した原告も、貯物牙保で訴えられた被告もともに自分達の証
人を捜すことができなかった場合、裁判官は判断することができないの
で、その両当事者に「罰金刑」を命じたものと思われる。
　筆者はこの第13条の最初の行の主語をそのニケ条前の「紛失物の主」を
「訴訟を起こした側の証人」と一応解釈しておいたが、多くのハンムラピ
法典の解釈者たちは「その近くに自分の証人がいないなら……（その者）
が……」という風に従来解釈してきたようで、原田慶吉氏の訳は「もしそ
の者に、彼の証人が近辺にあらざるときは、裁判官（複数）は期間を六ケ
月まで彼に定め、しかしてもし六ケ月内に、彼の証人を連れいかざりしと
きは、その者は犯罪人なり、その訴訟の罪を負担す。」となっており、同
じく中田一郎氏も「もしその人に関して、彼の証人が近くにいないなら、
裁判官たちは彼のために6ケ月の（猶予）期限を設定しなければならな
い。もし6ケ月がたって彼が彼の証人たちを出廷させられなかったら、そ
の人は嘘っきである。彼はその裁判の（あらゆる）罪を負わなければなら
ない」と主語は紛失品の主だとしてそのまま訳しておられるようである。
第14条（原文・逐語訳）
きum－maa－wi－lum　mar　a－wi－li皿
もし　　人が　　息子を　人の
25 薯一←
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si－lh－ra－a皿　iS－ta－ri－iq　iα一da－ak
幼い　　　　盗んだならば殺される
sihhlrU　　I・だい
言araqu盗む
第14条（試訳〉
ある者が、他人の幼い息子を盗んだ場合、その者は死刑に処せられる。
　第14条の解釈
　幼児誘拐犯の規定である。条文上の規定では「息子mam＜dumu」と
なっていて、「娘martu＜dumu－mi2」は書かれていないが、この男性形
は代表して掲げられていて当然「娘」もこの条文上の規定に含まれると解
釈されるべきだろう。この幼児誘拐の罰則規定は、当時の情況下でその誘
拐した子供を奴隷に売りとばすことを主たる目的とした犯罪行為で、ハン
ムラピ法典では「幼い息子」を盗むという表現で、特に幼児誘拐を冒頭に
置いてその親の出自に関係なく「幼児誘拐」はいかなる者でも死刑になる
ことを明白に規定しているのである。この条文に続くハンムラピ法典の第
15条～第19条には「奴隷」に関する規定が出ているが、それは明らかにこ
の第M条の「幼児誘拐」が奴隷制度に繋がるものであることを示してい
る。原田慶吉は、この条文を第7条の時と同じく「人の息」として訳して
おられるが、中田一郎氏の訳は「もし人が（他の）人の幼い男児を盗んだ
なら、彼は殺されなければならない。」としている。
　このハンムラピ法典第14条の規定は、この時代より約1200年くらい経っ
てからユダ王国の崩壊後、ユダヤ民族がバビロニアに捕囚として連行され
た後、これらの法規を継承して『旧約聖書』を成立させ、その「出エジプ
ト記」の中に成人を含めた規定として登場してくる。勿論、「出エジプト
記」の時代は、バビロン捕囚との丁度中間であるから（B．C．1200～1100）、
こうした誘拐罪の規定は古代よりずっと禁止されるものとして宗教法上も
　　　　　　　　　　　　　一221一
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厳しく取り締りの対象となって、普遍的に禁止されてきたもの、と解する
ことができえよう。
旧約聖書「出エジプト記」第21章16食』・撃　　訥
　　　　　　　　　　　　　　　　　aPother　　　　　and－one－kidロapP董ng　　　　　（16）
　‡購r「　　n顎　　　rマP　　　聯糊　　　　　匂孕亭毎
he－mロ5t－die　　to臼die　　in－hand－of。him　　　or卿he．is．｛：aught　　　whethef一ぬe－5d15－him
　（第21章16節、邦訳）人を誘拐する者は、彼を売った場合も、自分の手
もとに置いていた場合も、必ず死刑に処せられる。
　こうした「人道上の規定」は、旧約聖書から更に出エジプト記のモーセ
の説教を民族宗教に進展させた「申命記」において、イスラエルに対する
神の選びの愛とそれに対するイスラエルの責任を強調した内容として「イ
スラエル人の誘拐」という特別な規定となって現れ、「申命記」第24章7
節では以下のごとくなる。
5軌雛筆騨　　　、・弓騨　　噸　二》　び康　撃孕r“》
15rael　from－son5－of　of－brothers－of－him　one　k量dnapPing　man　he－is－caぴght　if　（7）
　　　　　　　　ヤニ購 　職　　　　r瞬類　　　衛　　r牌りm
the－kidnapper　　tbe醜一he－mロ5t－die　　or。he－5eIls。him　　to－him　　and－he－trea量s－as－slave
　　　　　　　　　　　　　：禰り鱒　　遡ワ　殖聯　 鍵覇
　　　　　　　　　　　　from－among－you　the－evi翌　50－you－purge　the－that
　（邦訳）同胞であるイスラエルの人々のうちの一人を勾引かして、これ
を奴隷のように取り扱い、またはこれを売る者を見つけたならば、その勾
引かした者を殺害して、貴方がたの中から悪を除き去らねばならないもの
とする。（ibid．）
　これらすべての宗教規範および法思想の根底となったのがこのハンムラ
ピ法典第14条であると考えられるのである。
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第15条（原文・逐語訳）
きum－ma　a－wi－lum　　lu　wara（1　　δkalllm
もし　　人が　　奴隷であれ　宮殿の
1u　amat6kalhmluwaradmaシen－kak
下女であれ宮殿の　　奴隷であれムシュケーヌの
lu　amatma＄一en－kak　abullam　uS－te－z・1d－da－ak　　abullam〈ka¢一ga1★門
下女であれムシュケーヌの城門を　去るならば　殺される　ez6bu　去る
　第15条（試訳）
　ある者が、宮廷奴隷か宮廷の女奴隷さらにムシュケーヌムの奴隷か女奴
隷を都市の城門から（外に）逃亡させたる場合において、その者は死刑に
処せられる。
　第15条の解釈
　すでに第8条で登場したムシュケーヌムという社会階層は、バビロニア
社会において、ある意味では自由人階層アウィルムの下位に立つと考えら
れるものの、国王に従属し、国王に直接仕える者であったがために、この
条文のように特別な保護が与えられ、奴隷も所有することが認められてい
たばかりでなく、その奴隷を逃亡させた場合の処罰規定までもハンムラピ
法典が厳格に規定していたものであると考えられる。
　ムシュケーヌムに関して、原田慶吉氏は、それが本来「拝脆する」とい
う意味で、セミティック語では乞食的貧窮者の意を帯びている、と解釈し
ておられる（第8条の解釈のところを参照されたい）。
　この第15条と次の第16条の規定に関し、ハンス」．ベッカー氏は、前の第
14条を訳出し解説した後「続く規定部分では、ハンムラピ法典は所有物保
　　　　　　　　　　　　　一219一
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護の観点から一連の事例を取り扱っている。該当する対象は奴隷である。
ここでも宮廷の奴隷、つまり王が所有する奴隷に関して宮廷や王の側に立
つ特別な法的保護が定められている。際立っているのは、第15条と第16条
が、ムシュケーヌムが所有する奴隷に対しても同等の法的保護を規定して
いることである。先に触れた、ムシュケーヌムが明らかに王と特別の関係
に立つ人物であるという規定は、この二っの規定からその裏付けを得るこ
とができる。」この第15条をハンス・ベッカー氏は「ある人が、宮廷奴隷
か宮廷女奴隷、あるいはムシュケーヌムの奴隷かシュケーヌムの女奴隷の
一人を町の門から逃亡させた場合、その者は殺されなければならない。」
（H：．J．ベッカー著、鈴木佳秀訳『古代オリエントの法と社会』ヨルダン
社、p．124）と解しているのである。
　原田慶吉氏の訳は「もし人が、宮廷の奴隷にせよ、宮廷の女奴にせよ、
ムシュケーヌム（8条参照）の奴隷にせよ、ムシュケーヌムの女奴にせ
よ、市の門を立ち去らしめたるときは殺さる。」となっており、一方の中
田一郎氏の訳は「もし人が王宮の男奴隷、王宮の女奴隷、ムシュケーヌム
の男奴隷、あるいはムシュケーヌムの女奴隷を（市の）門から出て行かせ
たなら、彼は殺されなければならない。」となっている。ここで古代バビ
ロニアの社会が、多分その都市毎に城郭に囲まれ、その城郭内で奴隷等は
かなり厳重な管理がなされていたことがわかるのである。
第16条（原文・逐語訳〉
きum－ma　a－wi－lum　　lu　war（iam　　lu　amtam
もし　　人が　　奴隷であれ　下女であれ
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逃亡者を　　の　宮殿又は　　ムシュケーヌからの　halqu逃亡者、落とし物
i－na　　bi－ti－Su　　ir－ta－ki　ma　　　　　　　　　　　　　　　rakO　　保護する
中八　家の　　　保護して、
a－na鳶1－Si－1t　na－gi－n－lm
でも　大声　　　警告官の
言三situ　聾写び
1a　　　　uき一te－zi－a－am　　be－el　　bltユm
ないなら去らせ
su－u2　　i（1一（ia－ak
その　殺される
主は　家の
　第16条（試訳）
　ある者が、宮殿かムシュケーヌムのところから逃亡した奴隷または女奴
隷を自分の家に保護して（匿い）大声で（告知する）告知伝令官の布告に
応答せず（その者を）外へ連れ出さなかった場合、その家の主人は死刑に
処せられる。
　第16条の解釈
　この第16条を解釈する場合、第4行目の獣si－it　na－gi－ri－im（大声警告
官、大声の伝令官）と名詞の形で訳すか、その前のa－naという前置詞を
ただ単にその伝令官の「（布告）で……」と解釈するかでかなり異なった
訳文となる。
　筆者はこの§i－si・itを次のna－gi－ri－imとの熟語として「大声で（告知す
る）伝令官」と解釈すると同時に、その伝令官もしくは警告官が「大声で
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布告しても」という両方の意昧をもたせて上の試訳とした。
　前述のハンス」．ベッカー氏の著述でその鈴木佳秀氏の訳ではこの菖i－si－it
の「大声～」が完全に欠落している。鈴木佳秀氏訳「ある人が宮廷かムシ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かくまユケーヌムのもとから逃げた奴隷か女奴隷の一人を自分の家に匿い、伝令
官の布告に答えず連れ出さない場合、その家の持ち主は殺されなければな
らない。第16条」、原田慶吉氏と中田一郎氏はともに「大声～」を入れて
訳しておられる。つまり原田慶吉の訳は「もし人が、逃亡中の奴隷にせ
よ、女奴にせよ、宮廷あるいはまたムシュケーヌムの者を、彼の家の中に
留め隠して、大声告知人の叫に拘わらず、立ち去らしめざりしときは、そ
の家の主は殺さる。」であり、また中田一郎氏の訳は「もし人が王宮ある
いはムシュケーヌムの逃亡中の男奴隷あるいは女奴隷を自分の家に匿い、
大声告知人の告知にもかかわらず出て行かせなかったなら、その家の所有
者は殺されなければならない。」となっている。
　この原田氏と中田氏がともに使用している大声告知人というのは、バビ
ロニア宮廷の役人なのかハンムラピ王の個人的な使用人なのか詳しいこと
はわかっていないが、このような布告をかなり大声を出してその受け持ち
領域内で告知して歩いていた役職の人物がいた、ということだけはこの第
16条の条文でわかっている。
　ハンムラピ法典では、「宮殿またはムシュケーヌムのところから逃亡し
た奴隷」という社会的身分としての奴隷の地位が記されているだけである
が、これが後世の『旧約聖書』などになると「ヘブライ人である奴隷」と
いうような民族的な階層としての奴隷などに置き換えられていくととも
に、奴隷の身分はもっとゆるやかな規定に変化してゆく、「出エジプト記」
の場合、ヘブライ人である奴隷は6年間働けば自由になるという規定が加
えられ、また目や歯を折った場合にも奴隷は自由な身分となって解放され
るようになる。
　　　　　　　　　　　　　一216一
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　伝令官の布告というのは、おそらく伝令が「奴隷が逃亡したぞ！」と公
然と触れ回っているのに逃亡した奴隷を隠したりしたことを意味するので
あるから、このような重罪として処刑されたもの、と考えられるのであ
る。
第17条（原文・逐語訳）
きum－ma　a－wi－1um　　lu　wardam　　lu　amtam
もし　　人が　　奴隷であれ　下女であれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　seru　　野ha王一ga－am　　1－na　　si－r1－1m　　ls－ba－at　　ma
逃亡者を　　中で　野原の　　取り押さえて、
ゆ×》　・一a－na　be－h2　＄u　　lr－te一（11－a－aS　＄u　　　　　　　　　　rldO　導《・支配する
に主その連れ行くなら彼を
2siqilkasp・mbe－elward・m1－na－ad－di一・S－Sum　き1qll＜91n2
2シェケルの銀を　主が　奴隷の　　支払う　　　nadanu与える、支払う
第17条（試訳）
　ある者が、逃亡したる奴隷および女奴隷を野原で捕え、その所有者のと
ころへ連れていった場合、その奴隷の所有主はその者に銀2シェケルを
（報酬として）与えねばならない。
　第17条の解釈
　古代のアッカド法において「逃亡奴隷の問題」はかなり重要で普遍的な
事項であった。
　　　　　　　　　　　　　一215一
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　シェケル（原田氏訳ではシクル、中田氏訳ではシキルと異った単位を使
っているが読み方の違いだけで同じもの）という単位は、1マナの60分の
1で、1マナは約500gだから〔本ハンムラピ法典第24条参照〕奴隷を連
れてきた謝礼は約17gの銀と考えて良いだろう。中田一郎氏は、約16．7グ
ラムと微細に解釈しておられるが、古代の計量がそれほど正確に測れるか
どうかは疑問である。
　なおシェケルという単位は、シュメール時代の象形文字（絵文字）では
斧の形から派生しており、それが古拙文字から懊形文字に変化した形は
「唱r騨凹四欝叢押」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ibid．）
である。
　ハンムラピ王の統治時代（B．C．1728～1686）における重量単位は、古代
世界における「重量測定の制度」がかなり複雑で多様だったため正確には
分からないことが多いが、このバビロニアに続くアッシリア時代の重量が
だいたい分かっており、アッシリアはその多くの単位をバビロニアの先例
からそのまま継続したものが多いので、その両者を合せた「アッカド時
代」においてほぼどの位の重量かだいたい判断ができるのである。この第
17条の原田慶吉氏の訳は「もし人が、逃亡中の奴隷にせよ、女奴にせよ、
これを野の中に取り押えて、その主にこれを連れ行きたるときは、銀2シ
クルを、奴隷の主は彼に与う。」であり、一方、中田一郎氏の翻訳は「も
し人が逃亡中の男奴隷あるいは女奴隷を荒野で捕え、その所有者まで連れ
てきたなら、奴隷の所有者は銀2シキル（約16．7グラム）を彼に与えなけ
ればならない。」としている。この第17条について、ハンスJ．ベッカー氏
著で鈴木佳秀氏の訳は、前の条文から続いて「この第16条の後に、『逃亡
奴隷』を取り扱う規定が置かれている。逃亡奴隷は、ことさら奴隷所有者
の身分に応じて違いが設けられることなく、一般的な形で規定されてい
　　　　　　　　　　　　　一214一
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る。この逃亡奴隷に関する規定で、再び死刑が科せられている。逃亡奴隷
を家に匿った者は、死刑であると明記している（第19条）。他方、逃亡奴
隷を捕えて持ち主に引き渡す者には報償が与えられる」と記した後に、第
17条の訳文を掲載して「ある人が逃亡した奴隷を戸外の野で捕え、その持
ち主のところに連れ戻した場合、奴隷の持ち主は彼に2シェケルを与えな
ければならない。第17条」と訳文を記述したさらに後に、「逃亡奴隷の問
題は、他の古代オリエント法でも重要な役割を占める主題であった。既に
ウル・ナンム法典は、その第15条で逃亡奴隷を規定の対象としている。他
の法集成も例外なくこの逃亡奴隷に触れている（リピト・イシュタル法典
第12条、第13条、エシュヌンナ法典第49条以下参照）。この規定は、明ら
かに古代オリエント世界全体にわたって、重要であった問題を扱ってい
る。これはただ単に所有権に関わる問題に留らず、社会秩序全体に関わる
問題であった……」と論じ、旧約聖書への言及がなされ、旧約聖書の申命
記第23章16節一17節の規定によって旧約聖書では逃亡してきた奴隷をこれ
らの古代オリエント法とは全く反対に「その主人に引き渡してはならな
い」という記述があることから、聖書に対する特別な思いと解釈がハンス
」．ベッカー氏の著述にはあるようである。
第18条（原文・逐語訳）
きum－ma　war（lu皿　　きu－u2　　　　be－el　きu
もし　奴隷が　その　　　主を　彼の
　　　　　　　　60
la　　iz－za－kar　a－na　6kallim
ないなら　名乗ら　に　　宮殿
zakaru　名指す、宣言する
一213一
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・一ri－id－diSu　wa－ar－ka－zu・P－pa－ar－ra－aきma
連れて行き彼を　その後　　　調査して、
π
a『na　　be－1i　きu　　ua－ta－ar－ru　　＄u
へ　　主　彼の　返す　　　彼を
parasu　調査する
warku　の後
taru返る、返す
　第18条（試訳）
　（前条のように戸外の野原で捕えた）奴隷が、自分の所有者（主人）の
名を名乗らないならば、その奴隷を宮殿に連れてゆき、その背後の事情
（奴隷の）身元を調査して、（奴隷の）主人のもとにその奴隷を返すよう
にしなければならない。
　第18条の解釈
　奴隷は単なる商品と同じであり、紀元前の17～18世紀においてはその所
有に関する規定は厳格であったのは当然である。
　この第18条に関する原田氏と中田氏の翻訳は、原田慶吉氏の訳が「もし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その奴隷が彼の主を名指さざりしときは、宮廷に彼を連れ行き、その背後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クにひそむ事情が審査せられ、しかる後〔彼等〕彼の主に彼を返す。」とな
っており、その原田氏の〔註〕は、「（64行）Deime1参照。もっともwar－
kasOを「その事件」（Eilers）、「彼の過去の行情」（Harper，Edwards，
Luckenbi11）と訳する者あり。また審査せられたる「後」（MUller）と訳
す者もある。」としている。
〔なお原田氏の訳に添えられた（64行）という数字は、懊形文字の原文が
ハンムラピ法典石柱の正面にあるシャマシュ神の椅子の後脚下から始まっ
ており、前文がその縦書きの欄（段）の第5欄（段）目ほぼ中央まで続い
ており、そこから第1条が始っているので、この「（64行）というのはそ
の下の第六欄（段）目の正面右から数えて64行目の模形文字として原文が
　　　　　　　　　　　　　　　一212一
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存在することを表わしている。中田氏のほうもラテン数字で欄（段）をア
ラビア数字で行数を示してあるが、それらはすべて省略することにした
い〕原田氏は、その〔註〕において襖形文字原文第4行目（第六段の64行
目）にあるwa－ar－ka－gu（原田氏の註ではwarkasO）を、その翻訳で
「その背後にひそむ事情が……」と訳したことについて他の研究者の訳文
を参考にのせ、ハーパー（Harper）、エドワーズ（Edwards）、ラッケン
ビル（Luckenbi11）がともに「彼の過去の行情」という意味でとっている
から、このような訳文になったことを説明しようとしている。中田氏はこ
のアッカド語の単語にそこまで拘泥せず、以下にその翻訳を転載したよう
に「彼（その奴隷の）事実関係が確定されなければならない……」という
訳文だけに留めておられる。中田一郎氏の訳は「もしその奴隷がその所有
者（の名前）を言わないなら、彼はその奴隷を王宮に連れていき、彼（そ
の奴隷）の事実関係が確定されなければならない。そして彼（その奴隷）
を彼の所有者に返さなければならない」となっているが、古代の奴隷制を
考慮する場合、その奴隷がいかなる理由で奴隷の身分になったか、いくら
古代社会であったからといってそのまま所有者に直ちに戻すようなことは
なかったであろう、と思われる。
　古代法の解釈においては、特にそのような法的考察をしなければ、古代
法の規定する内容はきちんと把握できず、また完全に解釈したとは言えな
いのではなかろうか。古代の奴隷制については次の第19条の解釈のところ
に掲載した「ローマ法大全」における逃亡奴隷の規定などを良く読んで、
その何たるかを深く把握してもらいたいものである。
一211～
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第19条（原文・逐語訳）
Sum－ma　　wardu皿　　きu－a－ti
もし　奴隷を　その
1－na　bi－t1　言u
中に　家の　その
　　　　　　　　　手
lk－ta－1a　きu　　wa－ar－ka　　wardum
留めており、　その後　　奴隷を
ka1亘　留める、　閉じる
CO正．
P【。
／1－na　ga－ti言u　lt－ta－as－ba－at
　で　手彼の捕らえても
sabatu　摺む
a－wi－lu皿　Su－u2　　i（1一（1a－ak
人は　　その　　殺される
　第19条（試訳）
　（ある者が）自分の家の中に逃亡奴隷を匿い、（その後になって）自分
の手でその奴隷を捕えた（と後に公言した）としても、その（一旦は奴隷
を匿った）者は死刑に処せられる。
　第19条の解釈
　一度たりとも奴隷を自分の家の中に匿った者は、途中で自分の気が変っ
てその奴隷を捕えたことにして所有者のもとにやってきても、逃亡奴隷を
匿ったということがわかれば、その者は殺害される、というのである。
　この第19条の翻訳で、原田慶吉氏の訳は「その匿った人の手で」と解さ
れるが、中田氏はその奴隷が「彼の手中にあるのを取り押さえられたら
　・・」と他人がその奴隷を取り押えたように拡大解釈している。以下にそ
の原田慶吉氏の訳は「もしその奴隷を彼の家の中に留め置き、その後奴隷
が彼の手の中にて取り押えられたるときは、その者は殺さる。」となって
おり、それに対して、中田一郎氏の訳文は「もしその奴隷を彼が自分の家
　　　　　　　　　　　　　　一210一
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9条の解釈
家の中に匿った者は、途中で、
四条の翻訳で、原田慶吉氏の訳は「その匿った人の手で」と解さ
… o
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に留めておき、のちにその奴隷が彼の手中にあるのを取り押さえられたな
ら、その人は殺されなければなない。」となっている。アッカド語の文章
に問題があるのか、指示代名詞に問題があるのかわからないが、中田氏の
ようにga－tiを「（その）手中にあって……」と解釈するのもひとつの方
法かもしれない。
　逃亡奴隷については、ローマ法大全（Corpus　Iuris　Civilis）の学説彙纂
Digesta第11巻第4章でも“De　Fugitivis”（逃亡奴隷に就て）という項目
において幾多の詳細な規定が定められているが、その冒頭においてウルピ
アヌス・告示註解の第1巻として“Is　qui　fugitivum　celavit　fur　est（逃亡
奴隷を隠匿した者は盗人である）”という原則が先ず述べられている。し
かしながらこのハンムラピ法典の第19条のようにいきなり死刑という厳し
い罰則は定められておらず、法的にどのような手続きを取るべきかが詳細
に論じられているのである。この条文に先立つ第18条で、古代バビロニア
では「捕えた奴隷が自分の所有者の名を名乗らない時、その奴隷を宮殿に
連れていって身元を調査する」ことが定められていたようであるが、ロー
マ法大全では、このような手続きはファビア法とモデストゥス諮問書簡で
作成された「元老院決議」により以下の如く定められたのである。
　utfugitivos　inquirerevolentibus　litterae　admagistratus　dentur，multa
etiam　centum“soli（10rum”in　magistratlls　statuta，si　litteris　acceptis
inquirentes　non　adiuvent．sed　et　in　eum，qui　quaeri　apud　se　prohibuit，
eadem　poena　statuta．est　etiam　generalis　epistula　divorum　Marci　et
Commodi，qua　declaratur　et　praesides　et　magistratus　et　milites
stationarios（iomimm　adiuvare　debere　inquirendis　fugitivis，et　ut
inventos　redderent，et　ut　hi，apud　quos　delitescant　puniantur，si　crimine
contingantur．（逃亡した奴隷を探し求めようと期待する者には、官憲へ
の文書が付与されて、更に金貨100枚による「科料」なるものが、官憲に
　　　　　　　　　　　　一209一
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o
a-tiを (その)手中にあって……」と解釈するのもひとつの方
については、ローマ法大全 (Corus1uris Civils)の学説嚢纂
igesta第11巻 4章でも“DeFugitivis" (逃亡奴隷に就て)という項目
告示註解の第1巻として“1sui fugitivum celavit fur est (逃亡
)" o
四条のようにいきなり死刑という厳し
この条文に先立つ第四条で、古代ノてビロニア
J
ブ ピ
jにより以下
 fugitivos inquirere volentibus littea ad magistratus dentur， mula 
iam centum “solidorum" in magistatus statuta， silteris cceptis 
quirentes on adiuvent. sed et in um， qui quaeri apud se prohibuit， 
dem poena statut. es eiam generalis episula divorum Maci et 
modi， qua dec1ratur et praesides et magistratus t mlits 
tationars domnum aduvare debere inquirendis fugitivis， t ut 
ventos redderent， etut hi， apud quos delitescant uniantur， sicrimine 
ontigantur. (逃亡した奴隷を探 求めようと期待する者には、官憲へ
0枚による「科料」なるものが、官憲に
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たいして定められていた。しかるに、自分の手許で尋問されることを禁止
した者に対しても同じ罰金が定められていたのである。さらにその上、マ
ルクス帝とコモドゥス帝の一般書簡があって、地方総督も官憲もさらに兵
士や守備隊員なども（奴隷の）所有者が、逃亡した奴隷を探し求めるのを
支持しなければならないことが、これによって宣告されたのである。そし
てその結果として発見された奴隷を返却し、そのこと（逃亡中の奴隷によ
って）で犯罪が起こされていたような場合には、これらの者のところにお
いて隠れていた者達は処罰されることになるのである）このようにローマ
法大全の中では、逃亡した奴隷とそれを隠まった者はかなり整備されたい
くつかの法典とその規定で、処罰されるようになるのである。
　この第19条の丁度真中第2行目のところでハンムラピ法典石柱の表面に
刻まれた懊形文字原文の上から数えて第8欄（第8番目の段、コラム）が
終り、第19条の第3行目からはその下の第9欄（第9段目）の表面から見
て右側から縦に読んで左に進んでゆく読み方で条文が第20条～（以下）と
なって読み進めてゆくことになる。
第20条（原文・逐語訳）
5
Sum－ma　ward皿　1－na ga－at
もし　奴隷が　　より　手
Sa－b1－ta－ni　きu　　　ih－ta－h－iq　　　　　　　　　　　　　halaqu　失せる、破壊する
捕獲人の　彼の　　逃げたならば
人は　　その　　に　　主　　　奴隷の
一208一
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o
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ようになるのであるo
四条の丁度真中第2行目のところでハンムラピ法典石柱の表面に
模 の上から数えて第 欄(第8番目の段、コラム)が
四条の第3行目からはその下の第9欄(第9段目)の表面から見
でゆく読み方で条文が第2条'"'-'(以)と
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0条(原文・逐語訳)
5尚怪.i::r"司|協をD?:__Ct屋ゴi
sum-a wrdum l-na ga-at 
奴 り
青空号事fやや判 halaqu 4i:せる、破壊する
ば
野若手間堂。鴨割上凶
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ni－iS　　i－lim　　i－za－kar　ma　　u乙一ta－aき一きar
宣誓で　神の名を呼び　　　放免される
n1きU手を挙げること、宣薯
ma豊aru去る、自由に行く
　第20条（試訳）
　（一度捕えた）奴隷が、自分を捕獲した者の手から逃亡した場合に、そ
の（捕えた）者は、奴隷の所有者（主人）に対して「神の名を呼んで（あ
る決った）宣誓をすれば」（その者の罪はないものとし）放免されるもの
とする。
　第20条の解釈
　奴隷を捕えた者が、その奴隷を逃がしてしまった時にある決った宣誓を
すれば、その者の罪科が許されると解釈すべきで、放免されるのが奴隷と
解するのは後世の人間の「奴隷解放規定」からの誤った少数の研究者によ
る解釈であろう。
　この第20条の翻訳も解釈についてもあまり研究者によって差がないが、
古い訳と新しい訳とを例に見れば、まず原田慶吉氏の訳は「もし奴隷が彼
の捕え人の手より逃げ去りたるときは、その者は奴隷の主に対し、神のも
とに誓いて放免せらる。」となっており、それと同じく中田一郎氏の訳文
も「もし奴隷が彼を捕えた者の手から逃亡してしまったなら、その人は奴
隷主に対して神に誓ったのち、釈放される。」とその内容はほぼ同一であ
るが、古代バビロニアにおいて奴隷の逮捕は市民の当然の義務という原則
が確立していたように思われる。
　この奴隷を意味するアッカド語のwardumという単語は、新バビロニ
ア語では語頭のwが消えて一ardu一という語になり、同じセム系の新アッ
シリア語では母音のaがuに変って一urduという単語になる。丁度ギリシ
ア語の語頭の△6γαμμαがアッティカ方言などで消滅するのと同じような
　　　　　　　　　　　　　一207一
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I~醤ヨ除手司I~ゆ有怯ゴi時三ゆ平ト窓口
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条(試訳)
(一度捕えた)奴隷が、自分を捕獲
( ) ( ) (
) J( )
o
0条の解釈
J
o
0条の翻訳も解釈についてもあまり研究者によって差がないが、
因
免せらる。J
パ
アッカド語の wardumという単語は、新パビロニ
-rdu-という語になり、同じセム系の新アッ
の U って-urduという単語になる。丁度ギリシ
ムげαμμα がアッティカ方言などで消滅するのと同じような
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変化を示すのである。
　この新バビロニアでarduと呼んでいたものは、後のインド・ヨーロッ
パ語族で懊形文字をそのまま使用していたヒッタイト人にも継続的に使用
されて「奴隷」の意味を伝えることになるが、ギリシア語で「生きた所有
物」としての奴隷を示す一般的な用語として使用されていたドゥーロス
βo肌ogとどのような差があるのか良くわからない。
　ギリシアの奴隷制に関しては、アメリカ合衆国生まれで古代学を専攻し
エール大学在学中にアメリカの共産党に入党し、冷戦時代に米ソ友好協会
活動家のカザケヴィッチと結婚して旧ソ連に渡り、旧ソ連邦の科学アカデ
ミーで古典古代的奴隷制史の研究と発表をおこなったエミリア・リヴォヴ
ナ・カザケヴィッチという女性学者が詳しいが、ローマのようにその初期
においてエトルリア人の支配下にいた民族は、必ずしもカザケヴィッチの
主張するような「所有」の概念からだけ奴隷制を法制度化したものとは思
われない。
　ラテン語で確かにservus（奴隷）という単語はあるが、その発生は十
二表法の第皿表にもある如く債権の抵当として身体を提供した結果生じた
もので、英語から日本の外来語になった「サービス（service）」の語源
が、ラテン語動詞servlreから派生していることからもわかるように「身
体を抵当に入れる」ことから奴隷階級に落ちていったものもかなりいたと
考えられる。このハンムラピ法典第15条から続く古代バビロニアにおける
奴隷が、どのような言語を話し、いかにして奴隷の地位にっくことになっ
たか詳細な歴史の史料に乏しいが、ハンムラピ法典にあるように、シュメ
ールとアッカド以外の民族で、この両民族に戦争で破れた人々が奴隷とな
ったことはほぼ確かであろう。
　もともとシュメール時代から、シュメールの周辺にいた各種の異民族
「北方のスビル人、東方のエラム人、西方のマルトゥ人」などを、セム系
　　　　　　　　　　　　　一206一
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言語を話すアッカド人によって統治することになり、西方にいたマルトゥ
人kur－mar－tuなどの民族をウル第三王朝あたりから奴隷として使用する
ようになり、語頭のm音が消滅したかw音に変化することなどの言語変
化が起った結果、アッカド語のwardumという単語が出来あがったので
はないカ＞と思う。
第21条（原文・逐語訳）
菖u皿一ma　a－wi一王um　bi－tam　ip－lu－uS　　　　　　　　　pal吾きu　穴をあける、突破する
　もし　　人が　　家に　　侵入したならば
1－na　　pa－nl　　pi－il一きエーim　　＄u－a－t1
で　　面前　　侵入の　　　その
pi1きu　突破、侵入
・・目：＝　　　　』冒　　　楓賜　、
i－du－uk－ku蜘ma・一ha－aHa－luきu　　　halalu撫腿む
　殺して、　彼を　　　投げ出す　彼を
　第21条（試訳）
　他人が、（自分の）家に（不法に）侵入してきた時、その侵入している
問（自分たちの面前にいる時は）その者を殺害（処刑）して（穴をあけた
場所に）投げ出して（住民に示す）ことができる。
　第21条の解釈
　住居不法侵入に関して、世界各地域と時代によってその法的対応はかな
り異なる。米合衆国ルイジアナ州で起った「服部剛丈君射殺事件」で、被
告ロドニー・ピアーズ被告の罪状認否がおこなわれた東バトンルージュ郡
　　　　　　　　　　　　一205一
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裁判所は、被告側の「正当防衛」たることを認める形で決審した。同じく
刑法第36条で正当防衛の認める日本の法制度のもとで、このように他人の
住居地に侵入しただけで殺害したような場合、明らかに過剰防衛という認
定が下され、正当防衛が認められることなどは先ず無いだろう。インドの
古代『マヌ法典』では、昼間と夜間とではその対応方法が異なる扱いがな
されているが、ハンムラピ法典では何の条件も示さず「死刑」が定めら
れ、侵入者の遺体は外に放り出されることだけが明文で示されている。
　古代ローマの十二表法においては、その第㎜表の12にSi　nox　furtum
faxsit，si　im　occisit，iure　caesus　esto（仮に、夜陰に隠れて窃盗がなされ
たる時は、その盗人を殺害しても法により殺害されたるものとみるべし）
という規定があり、やはり夜問においてのみ殺すことのみが許可されてい
たのである。
　従来出版されてきた翻訳の中で、原田慶吉氏は襖形文字本文1行目末の
動詞ip－1u一鷹を「闊入したるときは……」と訳しておられるが、この動詞
は、原文1行目の末に註がつけられたように、本来、pa－1a一§u（穴をあけ
る、突破する）という動詞であり、アッカド語をそのまま直訳すれば確か
に穴をあけると訳せるが、中田一郎氏のようにそのままの形で翻訳して良
いものかどうか、盗棒の形態は場所と状況によってその社会の中で異って
くるのである。
　古代ギリシアと古代インドでは、このアッカド語と同様に「壁を抜ける
穴」を掘って家の中に侵入するτo切ωρ靴一εωという動詞から派生した
τo切ωρ砒oζ（壁掘り＝泥棒）ということで「泥棒」という名詞が出来あ
がっている　（Henry　George　Lidde11＆Robert　Scott“A　Greek－English
Lexicon”Oxford　p．1802）。
　またサンスクリット語でも同様に、「抜け道を掘る」という動詞で、板
塀を切ったり、家の一部を破壊して侵入する「泥棒」の意味に拡大されて
　　　　　　　　　　　　　一204一
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調
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いったのである。従って翻訳としては原田慶吉氏の「闊入したるとき
……」で良いが、その処刑方法としては、原文3行目にあるその動詞i－
ha－al－la－luを「埋める」と解釈するのか、家の前に「吊り下げる」と解釈
するべきか正確にはわからない。筆者は公道に投げ出すと試訳しておいた
が、家の前に吊るすのではあまりにも見た状況が良くないのではなかろう
か。原田慶吉氏の訳は「もし人が家に闊入したるときは、彼の闊入場所の
面前において、「彼等〕彼を殺し、しかる後彼を埋む。」となっており、中
田一郎氏の訳文は「もし人が（他人の）家に穴を開けたなら、彼らはその
穴の前で彼を殺し、彼を吊さければならない。」
　古代法の解釈としては、その穴をあけた場所に短時間吊るしてその地区
の住民がすべて確認した後で埋めたか、都市の外壁の外に捨てた、と理解
すべきではなかろうか。
　なお、古代バビロニアの住居と壁を意味する模形文字に関して、それに
先立つシュメールの象形文字（絵文字）からの発達は以下に示す通りであ
る。
バビ回ニア アッシリア
絵　文　字 古拙文字 古典的梗形文字
後　期
模形文字
音　価 意　味
シュメール アッシリア
曲 r団 躯口 押 日…日 hat3 dUru壁
聯 曲 甑口τ ??丁 諦 dagtag2par3dakdaqpa「3 住宅宅
（飯島紀氏著『アッカド語』国際語学社刊p．181）
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関
…一」で良いが 3 自 の動詞i・
a-al・h・uを「埋めるJと解釈するのか、家の前に「吊り下げる」と解釈
関 関
J
( )
ノてビロニアの住居と壁を意味する模形文字
( )
o
パ ロ
模 アッシ
+ 仁8T屯H定戸 占巨!at3 Uru 
思 圏三ラ Ul1J トw日百 ag ak ag， aq ar3 ar， 
( 氏著『アッカド語』国際語学社刊p. 1)
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第22条（原文・逐語訳）
きum－ma　a－wi－luln　　hu－ub－tam　　lh－bu－ut　ma
もし　　人が　　略奪のため　盗んで
hubt 　略奪する
habatu盗む、破壊する
％　　．一．　　　　　　　　餌it－ta『as－ba－at　a－wHum　Su－u2id－da－ak　　sabatu取る、勧
　捕らえられたならば人は　その　　殺される
　第22条（試訳）
　人が、（他人の財物を）略奪するために強盗（追い剥ぎ）をしたことで
捕えられたらば、その者は死刑に処せられる。
　第22条の解釈
　この模形文字の表わすところが、今日でいう強盗なのか窃盗なのか正確
には良くわからないが「略奪のために盗む」と解釈し、また全体から判断
するとやはり強盗とみる他はないように思われる。日本の刑法第236条で
は、五年以上の有期懲役であるが、アッカド法の時代では死刑以外の選択
はなかったものと思われる。
　この第22条のhu－ub－tam（略奪のため）と次の第23条のha－ab－ba－tum
（強盗）のしたことにどれだけの差があるか、すなわち現代刑法でいう
「窃盗」と「強盗」との言語における意味の差があるのかないのか、とい
う問題が必ず出てくることになる。この後に出てくるセム系の宗教に記載
される犯罪でも、例えばムハンマッドが神アノレラーの啓示によって表わし
た「アル・クルゥアーン（聖コーラン）」とムハンマッドの言行録「ハデ
ィーズ」に記されたイスラーム聖法シャリーアの規範では、ただ単に「盗
み」とあるものが多く、イスラーム刑法をそのまま適用していると自称す
るサウジアラビアの裁判所でも「路上強盗」すなわち「追い剥ぎ」と「窃
盗」とを区別するだけである。
　　　　　　　　　　　　　一202一
 21 
条(原文・逐語訳)
齢註〉恒fl年傘冨i同経主二Q\~ぬトひなゴi
し 人が 盗 abatu盗む、破壊する
お骨密村町六円ヲヲh同日常!
捕らえられたならば人は その 殺さ
条(試訳)
( ) ( )
2条の解釈
刑法第236条で
条の u-b-tam(略奪のため)と次の第23条のha-ab-ba-tum
( ) したことにどれだけの差があるか、すなわち現代刑法でいう
強盗」との言語における意味の差があるのかないのか、とい
o
ハンマッドが神アl
( )J ツ
J
るだけであるo
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　このハンムラピ法典の第22条は、後のサウジアラビアで解釈されている
イスラーム刑法でいう、追い剥ぎに近いとみられるので、サウジアラビア
の刑罰としても1．死刑、2．礫刑、3．手足切断刑、4．懲役のいずれ
かの罰則が裁判官によって選択されることになる。
　どうもセム系語族においては、単なる「窃盗」と「追い剥ぎ」あるいは
「他人の家に押し入る強盗」というような法的な区別をあえて意識して翻
訳できる内容と資料が少ないようで、原田慶吉氏は「もし人が強盗を強盗
して（働きて）、取り押えられたるときは、その者は殺さる」というふう
に、動詞hu－ub－tu（略奪する、窃盗する、路上強盗する、追い剥ぎする）
とih－bu－ut－ma（盗んで、窃盗して）そして第23条の冒頭にあるha－ab－
ba－tum（強盗が……）という名詞とを同等のもの、と考えているようで
ある。中田一郎氏もこの第22条はこれらの動詞を「盗む」というひとつの
概念でしか把握していないようで「もし人が強盗を働き、捕えられたな
ら、その人は殺されなければならない。」という翻訳だけに終始している
ように思われる。
　この第22条に類似した規定として、古代インドの『マヌ法典』第九章
270条～271条を以下に参考としてあげておくが、このマヌ法典のほうは、
自分の家に匿うだけでなく、その村において盗賊を匿う者が盗賊に便宜を
与えたことで、かなり異っていることに注意しなければならない。
　「正義の国王は、その盗人が所持した盗品とともに捕えられたものでな
ければ、その盗賊を処刑死させてはならない。盗んだ品物および強盗の道
具とともに捕えられたるものは直ちに死刑にしてもよい。また村落におい
て、盗賊に食物を与え、あるいは彼等の盗賊備品等を隠匿するための場所
を提供したような者は、すべてこれを死刑にするものである」
一201一
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第23条（原文・逐語訳）
　　　　　　　　繭
きum－ma　ha－ab－ba－tu皿　　1a　it－ta－as－ba－at
もし　強盗が　　　ないで　捕らえられ
・・隔画ヨ
a－wi－lu皿　　ha－ab－tum　　mi－1皿一皿a　きu
人は　　　略奪された　何かを　彼の
hal－ga－am　ma－ha－ar　i－1i皿u2－ba－arma
紛失物を　　前に　　　神の　証明して、
　　　　　　　　　　　　halqu　　紛矢物
alum　uδra－bi－a－nu－um＄a1－na　　　　　alumくuru
町　と　　　　町長は　その　　での
1r－Sl－ti　きu－nu　　U3　　pa－ti　　きU－nu
地　　　彼らの　と　区域　彼らの
hu－ub－tum　　ih－ha－ab－tu　　m1－im一皿a　　Su
略奪で　　奪われた　　　何かを　彼の
　　　　　　　るha1－ga－a孤　　i－ri－a－ab－bu一鳶um
紛失物の　　　賠償する
rabu　賠｛賞する
　第23章（試訳）
　強盗した者が逮捕されなかった場合、（自己の所有物の何かを）略奪さ
れたる者は、その紛失物を神の前で（それが何であるかを）立証しなけれ
ばならない。（その者が居住する）都市と市長は（略奪された領土とその
行政区域の）責任者として、強盗によって奪われた紛失物を賠償する責を
有する。
第23条の解釈
古代社会の治安担当責任者が、「自分の統括する都市内で強盗にあった
　　　　　　　　　　　　　一200一
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3条(原文・逐語訳)
|険診〉怯司夜ば才d時三口|昭陣耳削鞍〉にぎ除問|
国 lTI 手ー絵筆司区K~ロ時三::Il~長潮ト伝ごT直1
-wi-lum ha-ab-tum mi-lm-ma su 
された かを
|ゆ~~時>ll匡ミr"区尋問|ぉ|陰守← 11障町朝間Eゴ|
al-ga-am m-ha-ar i-lim u2-ba-ar ma halqu 紛失物
神の 証明して
軍司何事閉?叩1開陰険 alumく uru
と 長は で
医辛習時ベ占砂i拍時留昨令直砂|
l-sl-ti su-n U3 pa-tl su-nu 
の 区域
時ミ苦海きに再三;:1 1回jþ，忍悼才ミ録医ゴI~剣トEゴ占i
-ub-tum ih-ha-ab-tu ml-im-ma su 
何 彼
iゆ~~ゆ~師陣二明~lf 陰口鈴トー玲長司
章(試訳)
( )
( )
o ( ) (
)
o
3条の解釈
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者の被害額を賠償するべきもの」とした規定であり、当然のことながらそ
の居住する（統治する）都市は小さく、かなり全ての住人に対する目がゆ
き届いていたと思われる。その賠償に至るまでの過程で必ずおこなわなけ
ればならないのが「神の前でおこなう宣誓」であった。その宣誓をおこな
う場所は、当然のことながらハンムラピ法典の前文中に記された裁判をお
こなう場所である「エサギラ神殿」であり、神とはこのハンムラピ法典の
上部に彫刻された司法神であり太陽神であるシャマシュ神であると考えら
れる。このような宣誓をおこなう裁判を「神明裁判」と一般的には呼んで
いるが、このように行政上あるいは私法的なものに関する賠償行為も神明
裁判の手続きの中で取りおこなわれたようである。
　この第23条の後から2行目にあるmi－im－maについて・その盗難にあっ
た品物のすべてなのかあるいはその中の「何かの物品」であるのかもしく
は盗難の被害物と「同一の品物」なのかについて、翻訳者によってかなり
解釈上の差が出てきているようである。そしてその前提として、その盗難
物を神の前で立証しなければならない、という面倒な手続きがこの条文に
は入れられている。中田一郎氏の「……無くなった物は何であれ……」と
いうのはちよっと意味が強すぎると思われるが、原田慶吉氏の「紛争中の
彼の何物かを……」では特定物がはっきりせず、翻訳上の問題がかなりあ
ると思われる。それではこの両者の翻訳を次にみてみよう。まず原田慶吉
氏の訳は「もし強盗（人）が取り押えられざりしときは、強奪せられたる
者は、紛失中の彼の何物かを、神の前に証明し、しかる後自己の地と区域
の中にて強盗が強盗せられたる（働かれたる）町とその長は、紛失中の彼
の何物かを彼に賠償す。」となっており、それに対して中田一郎氏の訳は
「もし強盗が捕えられなかったなら、強盗にあった人は、無くなった物を
すべて神前で明らかにしなければならない。そして、強盗が行われたその
地あるいは領域の（行政権を有する）市とその市長は、彼の無くなった物
　　　　　　　　　　　　　一199一
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は何であれ彼に償わなければならない。」となっている。古代バビロニア
において、国王によって画定された「行政区」（この解釈の末を参照のこ
と）の責任者は、その治安の維持にかなりの神経を使わされていたに相違
ない。古代の法を適用するにあたって、今日でいう公法と私法の混在がこ
のような形で見られ、特にこの第23条に関しては、民事上の損害のみなら
ず、刑事上の被害をも行政区の責任者が支払っていたことがわかるのであ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バレイルムる。この行政区の責任者が、第26条以降に登場する「按察官」のことかあ
るいはその同じ条文に登場するレードゥム（憲兵を包む軍族の階級）なの
か、あるいは他にそのような役職についていた者がいるのかどうか詳しく
はわからないが、この第23条の第4行目にあるra－bi－a－nu－um（市長、町
長）は、そうした治安維持関係者を統括する地位にいた者と考えられる。
襖形文字原文の第5行目に出てくるpa一口（区域）とは「行政区」である
と思われるが、シュメール時代から、こうした区域を表わす一般名詞は
ubまたはar2であり、その象形文字（絵文字）からの発達は
r絵文字　古拙文字　　　　　　　　となっ　　☆☆養φ鯵毘二1・域」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ibid。）ているQ
第24条（原文・逐語訳）
言um－ma　　na－bi－iき一tum　　alum　　u3　　ra－bi－a－nu－um
（上記で）もし生命なら　町　　と　町長は
1ma－na　kaspim　a－na　ni－Si　言u　i一＄a－ga－1u　　saqalu量る、支払う
1マナの銀を　　　に　　町民　その　支払う
一198一
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i開院〉日ゆゆ闘嗣|問手間問時〉賢一司7 悶 l
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　第24条（試訳）
　（第23条の条文より続いて）（強盗に入られたる者の紛失したのが）生
命であるならば、都市とその市長は（失われた生命の代価として）1マナ
の銀を（強盗に入られた）住民（の遺族）に支払う。
　第24条の解釈
　前条に続き、強盗に入られて紛失したものがその都市の住民の生命であ
ったならば、1マナ（原田氏の訳ではマヌー）の銀を（多分強盗に入られ
た家の）戸主である住民に対して支払う、と解釈すべきだろう。
　ハンムラピ王が統治していた時代の1マナとは、正確にはどれ位の重量
が分からないが、「新アッシリア時代にも標準的な重量の単位としてバビ
ロニア時代の重量を使用していた」という記述があるので、1マナは約
5009に相当したと思われる。そうすると現在のアメリカ合衆国で使われ
ている重量単位1ポンドに近い単位であったのではないかと推定されるの
である。更に1マナは60シェケルに分割された。このマナは、後にアッシ
リアで「軽量マナ」となり、アッシリアではこれと併行して「重量マナ」
という単位が用いられた。1重量マナは約1kgに相当したとみられてい
るが、ハンムラピ王統治時代のバビロニアでは前記のように約500gの銀
が都市の一般的な「住民の生命の値段」であったと考えてよい。
　第24条の訳文は、前の第23条からアッカド語の文章が続いているので、
その翻訳にあたり各翻訳者が条文の部分だけを訳すのに苦労しておられ
る。その原田慶吉氏の翻訳は「もし〔問題となれるものが〕生命なるとき
は、町とその長は、銀1マヌーをその所属員に支払う」というふうに強盗
に入れられ失ったものを問題となれるもの、と訳しておられる。一方、中
田一郎氏の訳は「もし（無くなった物が）生命なら、市と市長は彼の遺族
に銀1マナ（約500グラム）を支払わなければならない」と無くなった物
　　　　　　　　　　　　　一197一
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という訳文を括弧つきであてておられる。
第25条（原文・逐語訳〉
　　　　　　　　wキー←
きum－ma　　i－na　　b亘t　　a－wi－li皿　　1－Sa－tum
もし　　に　家　　入の　　　火災が
　in－na－bi－ih　　　　　　a－wi－1um
　　きてヤ　　　　　　　が
　Sa　a－na　　bu－u1－1i－im　　il－h－ku　　　　　　　　　　　ba10殿す、消す
　　の　ために　　す　　　　た
　a－na　　nu－ma－at　　be－el　　bltlm
　に　　　　　　　　まの　　　の
一、，和漏図繍i－1n『言uiき一藤manu一皿a－atbe－elb至tim　鳶amu決定する
　ヨを　　の　けて　　　　を　　きの　　の
　i1－te『di　a－wHum＄u－u2　　　　　　1iqO取る、受ける
　取るならば　　人は　　　その　　　　　　　　　　diはqi2の誤り
　　　　　　　　　』冒粁　　　・駆麟
　a－na　i噌a－tim帥一a－ti　in－na－ad－di　　　　nadO投げる
　に火　その　投げられる
　第25条（試訳）
　人の（居住する）家屋が火災によって燃焼している時に、その火災を消
火するために来た人が、その燃焼している家の家財道具等に目をつけて、
（燃焼している家などの）家財道具を略奪しようとするならば、その者は
（その）火災の中に投げこまれる。
　　　　　　　　　　　　　一196一
iきatu　火
napahu　起きる
 7 
括弧つきであてておられるo
条(原文・逐語訳)
院長F阿防例I宵W 手一手 \1陰惨干距~
S -ma i-na blt a-wi-lim l-Sa-tum iStu 火
人 火災が
|室iS>防隊金日lr干季一孟量
in-a-bi-h ma a-wi-lum pahu起きる
起 、 人
民lゆm.側トφ 策関城ト1¥取手緩断固
balU殺す、消す
所の に消 来た
雨降司7日関¥i)(珂醇言i
a-a nu-ma-at be-el bltlm 
に 家具 主 家
1院総週間不日1曲~ゴ幅三~\K争訂惇当l
i-ln Su き si-ma nu-ma-at be-el bltim samu決定する
日を彼 向 て 家具を 主の家
|殴争怠〉司令明手謹昆百周冨
il-te-di a-wi-lum SU-U2 liqu取る、受ける
取るならば その
附崎広診やわ JJll 件-<1 憶þ~降雪明
a-na i-Sa-tim Su-a-ti in-na-ad-di ndu投げる
に火 その 投げられる
5条(試訳)
( )
( )
( ) 中に投げこまれるD
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　第25条の解釈
　火災が発生している時に、その火災を消火する目的で集った人の中に燃
えている家の中の家具等を盗む目的で持ち出そうとする人がいたら、その
者をつかまえてその火事の中に投げ込むことができるという規定である。
　古代社会にあって、家具等は貴重なものでしかも他人の火事という不幸
な情況下においておこなった犯罪に対する、ある種の見せしめ的な記述の
条文である。
　実際には、はたしてどれだけ適用された条文であるかは不明であるが、
人が火事等の不幸にあった時、善意で救助をおこなうにあたって、邪悪な
意図を持ってはいけない、という多分に道徳的な規範としての意義を有し
ていたものと思う。この第25条に関する原田慶吉氏の訳文は「もし人の家
に火が焚きつけられて（火災起りて）、消火せんがために赴きたる者が、
家の主の物に眼を向けて、家の主の物を取りたるときは、その者はその火
に投ぜられる。」となっており、一方近年翻訳した中田一郎氏の訳は「も
し人の家で出火し、消火に行った（別の）人がその家の所有者の家財道具
に欲心を起こし、（その）家の所有者の家財道具を盗ったなら、その人は
その火に投げ入れられなければならない。」という翻訳をしておられる。
　この第25条の5行目i－in甑i善一§i－maを原田氏のようにそのまま「眼を
向けて」と訳すべきか、中田氏のように「……に欲心を起こし」と意訳す
るべきかの問題であるが、現在でも「目をつける」という表現はそのまま
使われているので、原田氏の訳のままでそれ程変えることはないかと思わ
れる。
一195一
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第26条（原文・逐語訳）
Su皿一ma　　lu　　　rl（1一冬ab6　　u3　　1u　　bairum
もし　　　軍入であれ　又　警官であれ
rid（一sab6）〈aga－us2兵
bairu〈言u－ha警官
　　　　　　　叢　　・
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所の者がに　　出征蟹一　　王の
唾二璽魍馬瀬目一a－1a－akSu／ga－bu－u2　1a・1－1i一・k　　　qib藤言う、命ずる
従軍を　彼の　命ぜられた　ず　行か
U31U　ame1uagram　i－gUrma　　　　agarU雇う
又は　　　　傭人を　　雇つて　　　　　　　　　agru〈hun－ga2日雇い
pu一uh　言u　it－ta－ra－ad　lu　rid－sab6　　　puhhu肋り1こ
代わりに彼の　派遣したなら　軍人であれ　　　　taradu派遣する
一ヨ爾一厩ヨu31u　bairumきu－u2　1d－da－ak
又は　警官であれ　それが　殺される
、晦礪》画歴郵障一翻　mu－na－ag－gi－ir朗bi－zu　・一tab－ba－al　　　tab凌ru取る
　雇われた者は　彼に　家をその　取る
　第26条（試訳）
　レ　ドウヒム　　　　 バハイルム　憲兵・軍族あるいは按察官であった者が、国王が出征するように命じた
（にも関わらず）時に行軍せず、あるいは自分の代りに傭兵を雇って行軍
　　　　　　　　　　　レヒ　ドウヒムに参加したる者は、（それが憲兵・軍族あるいは按察官であれ）死刑に処
　　　　　　　　　レい　ドウヒムせられる。また（その憲兵・軍族あるいは警官をそれを告発したる者は、
その所持する）家屋を没収できるものとする。
　第26条の解釈
　　　　　　レぬドウ　ム　この条文は、兵士（憲兵を包む軍族の階級）や町の治安を守る地位
　　　　　　　　　　　　　一194一
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　バ　イルム（按察官など）にある者が、国王が出征命令を出した時にその徴兵を拒否
したり、あるいは徴兵に参加せず自分の知りあいに代って傭兵となって出
征してくれるように頼んだりしたような場合、その徴兵を拒否したり遺棄
あるいは他の者を代理に頼んだ者は死罪となりその者の家屋は没収され
る、と規定されている。
　近現代で言えば「徴兵拒否者に対する制裁規定」であるが、この第26条
から第41条あたりまでの条文は「国王や国家に対して兵士や一般の住民が
負うべき兵役義務とか賦役の義務」を記述してある。
　　レ　 ヒ　　ド　 ゥ　 い　 ム　　　　　　　　　　　　　　ノぐ　イノレム　「憲兵・軍族あるいは按察官」と訳したが、このような国家に対する
「封臣」の概念が正確にはどのようなものであったか不明である。
　語源的には、前に出てくるレードゥムのほうが「一種の憲兵」のよう存
在であり、後のバーイルムがアッカド語の意味するところ「捕獲者」で実
際に網を持って戦う戦士のことと思われるが、人をも捕獲するところから
　　　　　　　　　バリイルムローマ法からの類推で按察官という訳語でも良いように思われる。いずれ
にせよ他の賦役を負担する者達と同様にこれら二種類の役職者たちは、や
はり国王から土地を給付または貸与という形で与えられていたようであ
る。この条文に対する原田慶吉氏の訳は「もし兵士にせよ、あるいはまた
トリデ
捕手にせよ、王の出征に彼の従軍を命ぜられてある者が従軍せず、あるい
はまた賃金労働者を賃借して（雇人を雇いて）、彼の代人を遣わしたると
きは、兵士にせよ、あるいはまた捕手にせよ殺され、彼の賃借せられたる
者は、彼の家を取る。」となっており、以下にその註がつけられている。
　その原田氏の〔註〕とは、「「捕手」というも、その者が魚を捕える者
（Eilers）か、獣を捕える狩人（Meissner）なるか、敵を捕える軽装兵
（Ungnad）なるか争あり、最後の者なるときは、「兵士」とは重甲兵の
こととなろう。」というように書いておられる。
　この条文以降の第27条～第32条にわたって登場してくるlu　rid－sab6と
　　　　　　　　　　　　　一193一
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1u　bairumをどのように訳するか、かなり訳語において困難なところがあ
る。ところで中田一郎氏のほうは、以下に見るようにアッカド語の原語を
そのまま片仮名で用い、脚註で解説するという方法をとっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　レヒ　ドウぬム　筆者は、原田氏が兵士としたところを憲兵・軍族とし捕手としたところ
　バヒイルムを按察官としてその双方に原語の片仮名をつけることにした。按察官とし
たのは勿論ローマ時代の下級官史の名称ではあるが、日本の警察のことで
はなく、むしろフランスのGendarmerie（憲兵隊）の「憲兵」古くは宮
廷の近衛騎兵に近い兵隊の役職を想定したからである。
1u　rid－sabeを中田氏の脚註では、文字どおりには、「人々や家畜を）「護
送する者、連行する者、追う者」を意昧する。時には、憲兵に似た役割を
果すこともある。ここでは、「レードゥーム兵士」と訳しておく。同様に
lu　bairumのほうは、文字どおりには、（魚、鳥、獣などを網などをもっ
て）「捕える者」を意味し、しばしば、「漁師」などと訳されるが、ハンム
ラピ「法典」に見られるバーイルムの機能はかならずしもはっきりしな
い。彼らは、また、グループに組織され、兵役義務に就かされることもあ
ったと言われている。ここでは「バーイルム兵士」と訳しておく。
　そして中田氏は第26条の翻訳として「もし王の遠征に行くことを命じら
れたレードゥーム兵士あるいはバーイルム兵士が、行かなかったかあるい
は傭兵を雇い彼の身代りとして派遣したなら、そのレードゥーム兵士ある
いはバーイルム兵士は殺されなければならない。彼を告発した人は彼の家
を取得することができる。」という訳文を掲載しておられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トリデ　たしかにアッカド語本来の意味からすれば、捕手あるいはそのまま片仮
名書きでバーイルム兵士という形でも良いだろうが、当時のバビロニアの
軍事と行政上の役職を「翻訳」しないでそのままの呼称を書くというのも
いかがなものかと思われる。
　筆者は、前のレードゥム兵士（1u）のほうを軍族として勤務する「憲
　　　　　　　　　　　　　一192一
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兵」、後のバーイルム兵士のほうを一応ローマ時代の「按察官」aedilis
plebis（平民按察官）という訳語をあてておきたい。古代ローマにおい
て、アエディーリスaedilisあるいはアエディーリタースaedIlitas（按察
官）という役職者は、その語源からみて最初は建築を監督する役人として
スタートしたようであるが、公共の建築特に神殿や宮殿そして都市の一区
画を建造したり監督するようになり、その地域の治安を取り締るようにな
っていった。そして道路の修理や交通整理から上下水道の管理などもする
ように徐々に権限が拡大されていった。
　バビロニアのバーイルム兵士（1u）が、このように広範な役職をもって
いたとは考えられないが、その職責が具体的にはっきりしない以上一応こ
　バセイルムの「按察官」という訳語を用いておくことにしたい。
　この第26条の第3行目途中激という人称代名詞のところで、ハンムラ
ピ法典石柱の第9欄が終り、懊形文字原文のga－bu－u2（命ぜられた）と
いうところからその下の第10欄に入り、右端を縦（本書ではそれを左から
右へ筆写）に読んでいくことになる。
第27条（原文・逐語訳〉
　息um一皿a　　lu　　　ri（1－sab6　　u3　　1u－u2　　bairum
　もし　　　軍人であれ又　警官であれ
　きa　　　　　　　　　　i－na　dan－na－at　　忌ar－ri－i皿　　tu－ur2－ru
　所の者が（おり）　で　　砦　　　　王の　　　捕虜となる　taru帰る、捕虜となる
wa－ar｛ki］きu　eql1Su　u3klrO3u
その後、　　彼の畑彼のと果樹園を彼の
eqil　＜　a一きa3
kir面＜kiri6〈gi＄一言ar
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a－na　　…3a－ni－im　　id－di－nu　　ma
　に　　他の人　　与えたため、
1－l　i－ik　きu　　it－ta－la－ak　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　alaku　行く、這営する
事業に　その人の　経営されている時　　　　　　　ilku事業、仕事
一闘蝿〉智・画冒趨曝鱒　きum一皿a　　it－tu－ra－a皿　　ma　　ali　きu　　ik－ta－aき一（1a皿
熊麗・繍・灘徽伽㎜呂
　きuma　i－1i－ik　きu　i－i1－1a－ak彼こそカマ事業を彼の経営する　　套饗メ　代の　輪園
　　　　　　　　　　　　　　　　　　果樹園と懊形文字　　　　　　　　　　　　　　　　　　クリストファー・ウォーカー著　　　　　　　　　　　　　　　　　　大城光正訳「懊形文字」學藝書林p．13
　第27条（試訳）
　レヒドゥレム　　　　 バロイルム　憲兵・軍族もしくは按察官（の地位にある者）が、国王の城砦で捕虜と
なり、（そのために）自分の田畑と果樹園が他人のものとなってその他人
が経営していた時にその者が帰還して自分の都市（集落）に辿り着いたな
　　　　　レいドウヒム　　　　　バ　イルムらば、（もと憲兵・軍族または按察官にあった者の土地を耕している）人
物は、もとの人の田畑と果樹園をその人に返還し、その人（もと
レ　ドウヒム　　　　　　　　　バ　イルム憲兵・軍族役職者としてのか按察官）がその田畑や果樹園を経営（管理）
することになる。
　第27条の解釈
　　　　　　　　　　　　　　　　　レヒ　ドウ　ム　ハンムラピ国王の領域内における「警官や憲兵・軍族」などの地位を規
定した条文であると考えられるが、これらの職業軍人あるいは武力を担う
階級にっいて、西欧の学者は未だこうした「封臣」が職業的な階級を構成
　　　　　　　　　　　　一190一
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したものではなく、封建制社会の構造を示すものとして理解すべきではな
い、と考えているようである。
　しかしながら、この当時すでにこのような規定を設けるに至った背景に
は、やはり職業軍人的な世襲の階級が既に芽生えてきていた、と理解する
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トリデベきであろう。原田慶吉氏の翻訳は「もし兵士にせよ、あるいはまた捕手
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にせよ、王の武装勤務中に捕虜となれる者〔ありて〕、彼の〔去りたる〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
後に、〔彼等〕彼の原と彼の園を他人に与えて、〔同人が〕彼の封を封した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る（行使したる）ときは、もし彼が帰還して彼の町に到達したるときに
　　　　　　　　　　　　　マ　　　　　　　　　　は、〔彼等〕彼の原と彼の園を彼に返して、彼が正しく彼の封を封す（行
使す）。」となっており、更に原田氏の〔註〕は、「（15行）「Driver－Miles
p．264。（22－23行）元来封とは勤務に「赴くこと」、ここの造語「封する」
とは「赴く」という文字である。」とつけ加えられている。この条文の中
田一郎氏による翻訳は「もし、王の要塞で捕虜となったレードゥーム兵士
あるいはバーイルム兵士に関して、のちに彼の耕地と果樹園を別の人に与
え、彼（別の人）がそのイルクム義務を果し、もし彼が戻り、彼の市に到
着したなら、彼らは彼の耕地と果樹園65）を彼（捕虜になっていた人）に戻
し、彼が自分のイルクム義務を果すことができる。」となっている。
　この第27条の懊形文字原文で第2行目にあるi－na　dan－na－at蓉ar－ri－im
（直訳、王の砦で）をどう解釈するかが第27条解釈の問題となるところで
ある。この王とは「敵の王の陣営」のことであるか、あるいは原田氏のよ
うに王とはハンムラピ王のことであると解釈して「王の武装勤務中に
　・・」という訳にするかどうかが解釈の別れ目である。中田一郎氏は、ア
ッカド語の意味どうりの解釈で「王の要塞で」としているが一体どの王の
要塞なのか解釈に苦しむ。
　さらにこの第27条から第31条までi－1i－ikという厄介な概念が出てくる
が、これをどう解釈するかがハンムラピ法典の重要な法解釈に結びついて
　　　　　　　　　　　　　一189一
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いると思われる。
　原田慶吉氏は、その註にも記してあるように一般的には「封を封する
（行使する）」という訳文をあて、それが「勤務に赴くこと」すなわち労
働の職務上の義務のように解釈して、「正しく・…・・封す」という訳文をあ
てておられる。これに対して中田一郎氏のほうは、この単語の翻訳をつけ
て解釈せず、そのアッカド語の原音をそのまま使用した片仮名で「イルク
ム義務」という概念（後述するように、既にこの概念もホルスト・クレン
ゲルHorst　Klenge1氏によってすでに述べられているが）を出し、フィ
ンケルシュタインJ．J．Finkelstein氏がその「懊形文字学雑誌“Joumal　of
Cuneiform　Studies”の中で見出しとして使用した「レードゥーム兵士・
バーイルム兵士」という項目をそのまま注解として用い、そこで解説をお
こなっているのである。それによると「・・…・これらの兵士たちは、国家に
対して特別な奉仕義務（イルクム義務）を負っており、王の遠征を拒否し
たり、身代りを派遣した場合は死罪に当たること（§26）、王の遠征で捕虜
となった兵士が無事帰還した場合は出征前に保有していたイルクム地を回
復することができること（§27）、レードゥーム兵士あるいはバーイルム兵
士の捕虜の期問中、もしその息子がイルクム義務の遂行能力を持っている
場合は息子が父親のイルクム義務を代行しなければならないこと（§28）、
息子が幼少の場合は、子供の養育に必要なイルクム地（耕地と果樹園の3
分の1）を母親に残しておかなければならないこと（§29）、奉仕義務の厳
しさに耐えかねて逃亡し、3年以上不在の兵士が戻ってきても前のイルク
ム地を回復できないが（§30）、1年間の場合は回復できること（§31）、捕
虜となったレードゥーム兵士あるいはバーイルム兵士を商人が身代金を払
って請け出してきた場合、本人が請け出し金を弁済しなければならないこ
と、もし本人にその能力がない場合は、市の神殿あるいは王宮が請け出
し、イルクム義務に対する反対給付として与えられている耕地、果樹園、
　　　　　　　　　　　　　一188一
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家を請け出し金代りとして与えてはならないこと（§32）、兵士補充の際の
中隊長および小隊長の責任（§33）、レードゥーム兵士に対する中隊長およ
び小隊長の職権濫用禁止（§34）、王からレードゥーム兵士に与えられた家
畜を買い取ることの禁止（§35）などが扱われている。
　国家に対して奉仕義務（イルクム義務）を負う人々は、扶養の地として
イルクム地が与えられていた。イルクム地は兵役義務その他のイルクム義
務を負う人が自ら耕作に当たる場合もあったが、例えば兵役義務を負った
レ／一ドゥーム兵士やバーイルム兵士の場合のように、農業労働者（国家の
下級用員？）と小作契約を結び、実際の農作業を小作料を支払って彼らに
肩代りしてもらい、収穫の3分の1から2分の1を受け取るということも
あった。次の§§36－38、41等が示すように、レードゥーム兵士やバーイル
ム兵士が生活の基盤となるイルクム地を失うことは国防の基礎を揺るがす
ことになりかねないので、これを防ぐために彼らは厳しい規制によって保
護されており、イルクム地の売却や保有者名義の書き換えができなくなっ
ていた。」（中田一郎氏著「ハンムラビ『法典』」有限会社リトン、1999年
12月20日、p．96～97、なおアンダーラインは筆者の添加である）。中田氏
が「イルクム義務」として、この第27条から続くハンムラピ法典の条文を
片仮名書きにするより前に、ホルスト・クレンゲル氏の翻訳をおこなった
江上波夫氏と五味亨氏は、そのIV「ハンムラピとその権力の基盤」の第三
番目に「イルク」制度として、この概念を説明し、それが「土地の給付と
引き替えに行われる義務の遂行」だとして、この用語を用いて表わされる
制度について訳されている（『古代バビロニアの歴史』山川出版社、p．
134～）。そして、「この制度がいかに複雑なものであったかが別の文書群
でも明らかになる」としているが、その解説にはかなり限界があったよう
に思われる。
一187一
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第28条（原文・逐語訳）
喬u皿一ma　　lu　　　ri（i－sab6　　u3　　1u－u2　　balru皿
もし　　　　　であれ　は　　であれ
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窪漂獣．費喩鷲毯
事業を　　父の彼の　経営する　　　　　　　　　　　　　　　kiri6
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　果樹園
　第28条（試訳）
　憲ガ・ウ軍挨もしくは姦索菅（の地位にある者）が、国王の城砦で捕虜と
なった時、その者の息子が（父親の）職席を継承することができるなら
ば、（その）田畑と果樹園はその者の息子に与え、その父のはたしてきた
職席を継承させることができる。
　第28条の解釈
　　　　　　　レヒドウヒム　　　　　　　バ　イルム　前条の説明で「憲兵・軍族もしくは按察官（の地位にある者〉」が、古
代バビロニアにおいては未だ職業的階層に達していない、と解釈されてい
ることを記述したが、このように世襲を認めたことが後の「職業軍人ある
いは兵士階級」の社会的地位を形成する、と思われるのである。
　第27条と第28条の冒頭で、同文の「国王の城砦で捕虜となった・…・・」と
あるのは、おそらく当時の表現で、正規の戦闘のことを意昧し、ここに言
　　　　　　　　　　　　　一186一
古  37 
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う国王とは敵の国王で城砦もやはりある種の形式をもった戦闘のことを象
徴的に表現したものと思われる。原田慶吉氏の訳は、「もし兵士にせよ、
　　　　　トリデあるいはまた捕手にせよ、王の武装勤務中に捕虜となれる者〔ありて〕、
彼の子が封を封することを得るときは、原と園が彼に与えられて、彼彼の
父の封を封す（行使す）。」。これに対して中田一郎氏の訳は、「もし、王の
要塞で捕虜となっている・［レードゥーム兵］士あるいはバーイルム兵士に
関して、彼の息子がイルクム義務を果すことができるなら、耕地と果樹園
は彼に与えられ、彼が彼の父親のイルクム義務を果［さ］なければならな
い。」としてある。
　この第28条の中田氏の訳文中に記述された「イルクム義務」について
は、前の第27条の解釈のところで引用したように、国家に対して特別な奉
仕義務を負っているからこそ、父の不動産が息子に継承されることになる
のだと解釈したほうが、現在までのところその翻訳文にも無理がないよう
に思われる。
第29条（原文・逐語訳）
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a－na　　um一皿i　　きu　　in－na－ad－di－in　　ma
　に　母彼の　与えて、
　　　　　　5D
um－ma　　Su　　u2－ra－ab－ba　　きu
母が　彼の　成長さす彼を
　第29条（試訳）
　（アッカド語の文章は第27条と第28条から続いて）もしその
　レザドウヒム　　　　　バしイルム（憲兵・軍族もしくは按察官の）息子が、（未だ）幼少であって、自分の
父の職席を継承することができない場合、その田畑と果樹園の三分の一を
その（息子の）母に与えて、その息子が成長するまで、母の経営をそのま
ま継承するものとする。
　第29条の解釈
　　レセドウヒム　　　　　バいイルム　（憲兵・軍族もしくは按察官の地位にある者の）息子が幼少の場合、そ
の息子が成長するまではその母が田畑や果樹園の三分の一を経営すること
ができるという条文であるが、なぜ三分の一なのかあるいは息子が成長し
た場合に残りの三分の二は取り戻せるのか不明である。原田慶吉氏の訳は
「もし彼の子が年少にして、彼の父の封を封する（行使する）こと能わざ
るときは、原と園の三分の一が彼の母に与えられて、彼の母が彼を成長せ
しむ。」としておりその一方で、中田一郎氏の訳は「もし彼の息子が幼く
て自分の父親のイルクム義務を果すことができないなら、耕地と果樹園の
3分の1が彼の母親に与えられなければならない。そして彼の母親は彼を
養育しなければならない。」となっている。
　この第29条の解釈も同様に、i－li－ik（イルクム）という古代バビロニア
における独特の世襲制度とバビロニア社会での「国家に対して有する特別
　　　　　　　　　　　　　一184一
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な奉仕義務」と解釈すれば、父親の職席をその息子がまた幼少にして継げ
ない場合に、その果実を生み出す父親の不動産の3分の1を母親が監理し
て息子を育てあげ、その父親に見合う職席をバビロニア社会でその息子が
果せるようになったならば、今度は息子が父親の職席を継ぐと同時にバビ
ロニア社会で新たな不動産なり職席にみあった給料に価するものを受けと
り、反対に母親のほうを扶養できるようになる、と解釈したほうが良さそ
うである。
第30条（原文・逐語訳）
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　第30条（試訳）
　レヒドウロム　　　　　　　バしイルム　憲兵・軍族もしくは按察官（の地位にある者）が、自分の田畑、果樹
園、家屋（など）をその事業の前に投げ出して放置しておゐ、後になって
他の者がその田畑、果樹園、家屋を占拠して（そのまま）三年の間その事
　　　　　　　　　　　　　　レヒドウいム　　　　　　 バいイルム業を経営したる場合は、その者（憲兵・軍族もしくは按察官の地位にあっ
た者）が（兵役から）帰還して、田畑、果樹園、家屋（の返還）を求めて
もそれを決して認めてはならず、他のものが（そのまま）継続して占拠
し、正当なものとしてその事業を経営し続けていけるものとする。
　第30条の解釈
　レロドウヒム　　　 バけイルム　憲兵・軍族または按察官（捕獲者）といった公務にある者が兵役に出征
したとしても、その者が出征する前にすでに自分の所有する田畑、果樹
園、家屋等をきちんと経営・管理しておらず、他人が三年間その経営・管
理にあたっていたら、その者が兵役から帰還しても、自分の所有していた
そのような不動産を返還する要求を持ち出すことは出来ない、という規定
である。
　　　　　　　　　　　　　　一182一
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　現代民法でいう「事務管理」の原則が、すでに今から四千年ぐらい前に
　　　　　　　　　　　　　　レ　ドウはム　　バハイルム確立していたことを示す資料で、憲兵・軍族とか按察官という特殊な地位
についている人であっても、自分の所有する田畑とか果樹園等を正当な理
由がないのにその経営を放棄し、他人がその管理にあたっているような場
合は、自分の軍隊の任務が終ってあるいはその任務をおこなったことでそ
の所有を確認しようとしてもその返還は認めない、というのがこの条文の
主旨であるように思われる。
　この第30条に関する原田慶吉氏の訳は「もし兵士にせよ、あるいはまた
トリデ捕手にせよ、彼の原、彼の園または彼の家を、封〔の負担〕を前にして投
げ出して（負担に堪え兼ねて投げ出して）去り、他人が彼の〔去りたる〕
後に、彼の原、彼の園または彼の家を捕えて（占有して）、三年彼の封を
封し（行使し）たるとき、もし彼が帰還して、彼の原、彼の園または彼の
家を請求するも、決して彼には与えらるることなく、捕えて（占有して）
彼の封を封したる（行使したる）者が正しく〔引続き〕封す（封を行使す
　　　　　　　　　　　　トリデる）。」と単なる「兵士」と「捕手」という名称ですませている。これに対
して中田氏は当時の古代バビロニアにおける軍隊制度を考慮して、その上
でアッカド語の原語をそのまま使用して訳文を出しておられる。その中田
一郎氏の訳は「もしレードゥーム兵士あるいはバーイルム兵士がイルクム
義務（の厳しさ）に耐えかねて、彼の耕地、果樹園および家を捨てて逃亡
し、彼のあとに別の人が彼の耕地、彼の果樹園および彼の家を保有し、3
年問彼のイルクム義務を果したなら、たとえ彼が戻ってきて彼の耕地、彼
の果樹園および彼の家を要求しても、それ（ら）は彼に与えられない。
（それらを）保有し彼のイルクム義務を果したその人が（イルクム義務を
引き続き）果さなければならない。」としている。なお中田一郎氏は、こ
の第30条に関し、ハンムラピ法典の石柱をフランスの考古学者がイラン南
西部のエラム王国の旧都スーサで発掘した後、直ちに翻訳して出版したシ
　　　　　　　　　　　　　ー181一
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ヤイユ（中田氏はシェイルと記す）氏の条文分類が282ケ条としたのに誤
りがあることを指摘したところで、この第30条とそれに続く第31条は、他
に発掘された粘土版写本では独立したパラグラフとはなっていないものと
して例示し、その粘土板写本の翻訳を解説のところに掲げている。その中
田一郎氏の粘土板のテキストを翻訳した第30条と第31条の連続した訳を以
下にみてみよう。「§30　もしレードゥーム兵士あるいはバーイルム兵士が
イルクム義務（の厳しさ）に耐えかねて、彼の耕地、果樹園および家を捨
てて逃亡し、彼のあとに別の人が彼の耕地、彼の果樹園および彼の家を保
有し、3年間彼のイルクム義務を果したなら、たとえ彼が戻ってきて彼の
耕地、彼の果樹園および彼の家を要求しても、それ（ら）は彼に与えられ
ない。（それらを）保有し彼のアルクム義務を果したその人が（イルクム
義務を引き続き）果さなければならない。
　§31　もし1年間（のみ）逃亡して戻ったのなら、彼の耕地、彼の果樹
園および彼の家は彼に与えられる。そして彼自身が自分のイルクム義務を
果さなければならない。」（op．cit．，p．178）
　この第30条と第31条を連続した翻訳は、アッカド語の文章としてはかな
り正確である、と言えるだろう。しかしながらそのような観点からみれ
ば、このハンムラピ法典の条文では他にもかなり多くの条文がアッカド語
の文章では連続していると考慮されるところがあり、ハンムラピ法典全部
を新たに「アッカド語による分類」をして訳し直さなければならなくな
る。そこまで改訂して自分なりの分類と訳文を構成しない以上282ケ条の
形で条文の翻訳と解釈をしてゆくのもひとつの方法なのではあるまいか。
　この第30条の第8行目末で、ハンムラピ法典のスーサで見つかった石柱
表面に刻まれた梗形文字原文の第10欄は左端に終って、第9行目（下から
2行目）のところから次の第11欄の右端に移って読み進めてゆくことにな
る。
　　　　　　　　　　　　　一180一
古代法の翻訳と解釈 1 43 
ャ ( ) 282ケ条としたのに誤
0条とそれに続く第31条は、他
国 0条と第31条の連続した訳を以
r~30 もしレードゥーム兵士あるいはパーイルム兵士が
( )
、 務を果したなら、たとえ彼が戻ってきて彼の
( )
( ) (
ヲ|き続き)果さなけれ
~31 もし 1年間(のみ)逃亡して戻ったのなら、彼の耕地、彼の果樹
o
ればならない。J(op. it.， p. 178) 
0条と第31条を連続した翻訳は、アッカド語の文章としてはかな
考慮、されるところがあり
J
o 82ケ条の
0条の第8行目末で、ハンムラピ法典のスーサで見つかった石柱
模 字原文の第10欄は左端に終って、第9行目(下から
行目)のところから次の第1欄の右端に移って読み進めてゆくことにな
o
244　法学論集　47〔山梨学院大学〕
第31条（原文・逐語訳）
　　言U皿一ma　　　言a－at－tam　　　　1＄一ti－a－at　　皿a
（上記で）もし　　　　　　　　一年間
きattu　年
　　　　　　　1試＞降
ud一（1a－ab－bi－ir　　皿a　　it－tu－ra－a皿
　放っておき　　　　帰還したならば
降獺冒尋富闇圃欄癩困eqil　　Su　　kira　　Su　　u3　bl－zu　　　in－na－a（1一（1i－i＄
畑彼の果樹園彼のや家が彼の与えられて、
Sum皿a　Su　mai－H－ik蜘　1－i1－la－ak
彼に　　彼が　　事業、を彼の　経営する
　第31条（試訳）
　　　　　　　　　　　　　　　レヒドウヒム　　　 バいイルム　（第27条から30条まで続いてきた憲兵・軍族および按察官の地位にある
者が、自分の田畑、果樹園、家屋を）一年間（経営・管理せず）放置して
おき、兵役から帰還したならば、自分の田畑、果樹園、家屋はその者に返
還され、自分の事業を経営することができる
　第31条の解釈
　「他人の事務管理が三年間に及ぶと返還が許されず、一年間ならば返還
できる」とする原則をここで確認したもので、当然この前の第30条との関
　　　　　レいドウいム　　　 バヒイルムわりから、憲兵・軍族および按察官にあった者で、その事務管理の期間は
レいドウしム　　　 バいイルム憲兵・軍族または按察官が兵役に就く前のことである、とも解釈すること
ができるかも知れない。
　この前の条文から続いてきた第31条の翻訳を、原田慶吉氏は「もし唯一
年去りて帰還したるときは、彼の原、彼の園または彼の家は彼に与えられ
て、彼が正しく彼の封を封す（行使す）。」と訳しているが、その文章の末
　　　　　　　　　　　　　　一179一
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尾にある「・・…・正しく……封す」と翻訳した櫻形文字のma　i－h－ik……i・il－
1a－akをその当時（第二次大戦前から昭和40年頃まで）は「正しく」と解
釈していたようである。二十世紀の一番最後に翻訳を出した中田一郎氏
は、第28条から第30条までと同様に、このアッカド語の単語i－1i－ikとi・i1－
la－akの二つの単語をアッカド語の読みにそのまま従ってひとつの概念で
「イルクム義務」とのみ訳し、そのイルクム義務がいかなる性質ものであ
るかについて何の説明も加えてはいない。中田一郎氏の訳は「もし1年問
（のみ）逃亡して戻ったのなら、彼の耕地、彼の果樹園および彼の家は彼
に与えられる。そして彼自身が自分のイルクム義務を果さなければならな
い」となっている。この懊形文字第2行目にある動詞ud－da－ab－bi－irにっ
いても、原田慶吉氏の解釈では、ただ一年去りて帰還したるときは……」
とその帰還が自主的なものか軍の規律に反したものかわからないように訳
されているが、中田氏のほうはこれを前3ケ条から続いて「1年間だけ逃
亡して戻ってきた……」と解釈している。
　ud－da－ab－bi－irという動詞に「放置しておく」とい意味はあるだろうが、
はたして逃亡したと解せるかどうか、は疑問である。また中田一郎氏は、
前の第30条とこの第31条は、ハンムラピ法典を発掘して直後に翻訳をおこ
ない（1902年）282ケ条にパラグラフ分けをしたシャイユV．Schei1（中田
氏はシェイルと記すが、原田氏はドイツで櫻形文字を習ったので、多分ド
イツ語の発音でシャイル、一般的にフランス文字の語末一i1は一イユと読む
から、正確には日本語の片仮名にする時、シュイユのほうが近いだろう）
の条文に問題があり（《M6moiresde　laD616gationenPerse”）、この第31
条は粘土板によるハンムラピ法典によって前の第30条に文章上連なるもの
である、と主張している。
一178一
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第32条(原文・逐語訳)
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6kallum　　1－pa－ad一（ia－ri　　　　　　言u
宮殿が　　身代金を払う　　彼の
eqilきu　kira　言u　u3　b卜zu
畑彼の　果樹園彼の　や家は彼の
一riは一arの誤り
a－na　ip－te－riきu　u2－ul　in－na－ad－dHn
には身代金彼の　決して　払われない
　第32条（試訳）
　レヒドウぼム　　　 バピイルム　憲兵・軍族または按察官（の地位にあった者）が、王の（命令で）兵役
に就いていた時に捕虜となってしまい、商人がその者を（身代金を払っ
て）請け出し、その者の都市に帰還させた場合、（その者の家が裕福で）
身代金額がある時はその者自身でその身代金を支払うが、その者の家に身
代金に相当する金額がない場合は、その都市の神殿（その者が居住する都
市の神殿）がその者の身代金を支払うものとする。その者の（所有する）
田畑、果樹園、家屋は、その者の身代金（の代りとしては）決して支払う
（べき代償となってはならない）対象となってはならない。
　第32条の解釈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レヒドウヒム　古代バビロニアにおいて、職業的な兵役義務を担っている憲兵・軍族や
ノぐヒイルム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノぐ　イルム按察官の所有する不動産には特別な配慮が払われていた。軍族や按察官の
地位にある者が、王の命令で実戦部隊の戦線に投入され、そのことによっ
て敗戦し敵方の捕虜となった時に、もし商人が金を払ってその捕虜を請け
出したならば、その捕虜の手もとに動産となる金銭があればそれで身代金
を商人に支払えばよいが、身代金を所持していない場合に、自分の所有す
る不動産などを処分してまで商人にその身代金額を支払う必要がない、と
　　　　　　　　　　　　　一176一
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いう規定である。そうした場合、その者が居住しておりその身分が系属し
ている地区の神殿が、多分その都市の住民による奉納金をもってその身代
金額を支払うことを定めたものであろう。
　　　　　　　　　　レピドウヒム　この第32条をもって、憲兵・軍族または将校という職業的な兵役義務者
の地位にある者の特別規定は終り、次の第33条からは「軍隊内部の規律」
に関する一般的な法文に移行する。ところでこの第32条の原田慶吉氏の訳
　　　　　　　　　　　　　　　トリデは「もし兵士にせよ、あるいはまた捕手にせよ、王の出征中捕虜となれる
者〔ありて〕、商人が彼を請け戻して、彼の町に彼をして到達せしめたる
ときは、もし彼の家の中に請け戻すべきもの存するときには、彼が正しく
彼自身を請け戻す。もし彼の家の中に彼を請け戻すべきもの存せざるとき
は、彼の町の神殿の中にて請け戻さる。もし彼の町の神殿の中に、彼を請
け戻すべきもの存せざるときは、官廷が彼を請け戻す。彼の原、彼の園ま
たは彼の家は、彼の請戻のためには決して与えられるることなし。」これ
に対して中田一郎氏の訳では「もし王の遠征で捕虜となったレードゥーム
兵士あるいはバーイルム兵士を、商人が請け出し彼を彼の市に到着させた
なら、もし彼の家に請け出す物があれば、彼自身が自らを請け出さなけれ
ばならない。もし彼の家に自分を請け出す物が無ければ、彼の市の神殿に
よって請け出さなければならない。もし彼の市の神殿に彼を請け出す物が
無ければ、王宮が彼を請け出さなければならない。彼の耕地、彼の果樹園
および彼の家は、彼の請け出し資金の代りに与えられてはならない。」と
なっている。
　このバビロニア時代、商人階級がこのように実力をもっていて兵士など
が捕虜になった時に請け出すほどの力をもっていたことは驚嘆に値する。
セム系民族において、はるか後世にアラビア人の商人階級クライシュ族の
ムハンマッドがイスラーム教の教祖となり、武力によるジハード（聖戦）
をおこなってあれ程の大帝国を築きあげたのを彷彿させる内容をこの条文
　　　　　　　　　　　　　　一175一
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- F'ウーム
2条をもって、憲兵・軍族または将校という職業的な兵役義務者
の第3条からは「軍隊内部の規律」
o 2条の原田慶吉氏の訳
宮
J
パ
Jと
パ
たことは驚嘆に値するo
、武力によるジハード(聖戦)
初練
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はすでにもっている。
　また懊形文字原文の第6行目にあるその「請け戻し金」あるいは「身代
金」pa－da－ri－im（これは丁度古代ローマの十二表法第III表に規定する
「請戻し金」〔pecunia〕に相当する）が、その兵士自身で支払えなかっ
た時、その者が所属している神殿が支払い、更にその神殿に金がない時は
バビロニアの宮廷が支払うという一種のヒエラルヒー構造が当時すでに出
来あがっていた、ということは古代バビロニアの社会を考える上でかなり
重要な参考資料となる条文として、この第32条は位置しているのである。
第33条（原文・逐語訳）
＄u皿一皿a
もし
　　皿｛　⑩一ヨU31U－U2或い‘ま又
lu　pa－pa　u31u－u2nu－banda3　pa－pa〉蓉ap・r
指令官であれ　　長官であれ　　　　　nu－banda3　監督nu＝lu2
　　　　　　　　　　　　　　←
sab　　ni－is－ha－tim　　i1』ta一きi
　兵を　徴集した　　受けたり、
u3　　1u　　a－na　　harran　　言ar－r1－1m
　又は　にであれ　出征　王の
　　　　　　　　　　　　　　皿a
raき0　　得る、受ける
sab　〈　er　in2
　agram
傭人を
pu－ha－am
代わりに
i －h江一ur
受けて、
ir－te－di　lu　pa－pa
連れ行くなら指令官であれ
ame置Uagram〈重Uhun－ga2
puhhu　　ヤの代わりに
皿aharu　受ける
「1（IO　　駆り立てる
　　　　　　　　菊
u3　　1u　　nu－banda3　Su－u2
長官であれ　　　それが
id－da－ak
殺される
nu－banda3監督nu＝1u2
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3条(原文・逐語訳)
際問菌旨弔El崎将菌同時比工1U3 lu-uz !íXl，>~;I:又
であれ であれ
Fな〉位三r~忘時C>I~めどT 守←|
b ni-is一ha-tim ir-ta-si 
を徴 受けたり
時留首T干ト<)-~趨百肝~紛トJ
は あれ 征
信ザ野明宅内;胃旬日
受け
位〉ゆ平予1百匡仁主手|
-te-di lu pa-pa 
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　第33条（試訳）
　（軍隊の）指令官または将校が（自分勝手に）徴兵の募集をおこなった
り、あるいは国王の出征命令を受けた時に（自分の代り、あるいは兵士
の）代りに傭兵を連れて出征したならば、その指令官または将校は死刑に
処せられるものとする。
　第33条の解釈
　軍隊内部にあって、例え指令官や将校という地位にある者でも勝手に徴
兵をおこなったり、正規の兵役義務にない者を傭兵として国王の出征命令
の時に連れていったならば、そのような指令官や将校には死罪が相当する
という、軍隊の規律としてかなり厳格な規準が定められている。
　この第33条と次の第34条に出てくる1u　pa－paと1u　nu－banda3が、バビ
ロニアの軍隊において正確にはいかなる地位にあったのか、翻訳の際にそ
れに相応する軍隊内部の秩序と序列がはっきりとわからない以上、かなり
そのことを翻訳することは難しいのではあるまいか。1uとある以上兵隊
であることは確かで、しかも」般の兵士に命令を下せる立場にあったこと
は事実であろう。原田慶吉氏は、どうもその文章のうえでアッカド語の
1upa－paのほうを下にみて下士官としているが、中田一郎氏はこちらを中
隊長、Iu　nu－banda3のほうを小隊長とみているようである。一方原田氏の
ほうは当初その全く反対に1unu－banda3を上士官と解釈していたようであ
る。
　この第33条の原田慶吉氏の訳は「もし下士官にせよ、あるいはまた上士
官にせよ、賎民を取得し、あるいはまた王の出征に賃銀労働者を代人とし
て受け取りて、連れ行きたるときは、その下士官にせよ、あるいはまた上
士官にせよ、殺さる。」となっている。この条文の原田氏の［註］は（41
行）Delitzsch，Eilers，Ebeling。無用者（Ungnad，Deime1）、逃亡兵、落
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50 法学論集 47 C山梨学院大学〕
条(試訳)
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伍兵等も考えられる。
　その一方で中田一郎氏の訳文は「もし中隊長あるいは小隊長（の隊）に
（他の労働のための）徴用者がいたなら、あるいは王の遠征に傭兵を身代
りとして受け入れ連れて行ったなら、その中隊長あるいは小隊長は殺され
なければならない。」となっており、この中田氏の訳では隊長とあるが、
はたして隊長と言える地位にいたものかどうかは分からない。しかしなが
ら下士官ではないと思われるので、隊長にもなることのできる将校あたり
の訳語が適当ではないか、と思われる。
　いずれにせよ、この第33条に規定された者は、一般の徴兵あるいは募集
した兵士に対して命令を下せる立場にある職業軍人に対するもので、そう
した者に対する規範がここで定められている、とみるべきだろう。
第34条（原文・逐語訳）
Sum－ma　　lu　　　pa－pa　　u3　　1u　　nu－banda3
もし　　司令官であれ　　長官であれ
nu一皿a－at　　ri（i一きab6　　　　i1－te－q12
　家具を　　兵の　　　　取り上げ、陶却瞼緬・
rld一甑beエh－ta－ba－al　rid一＄abδa－na　ig－ri－im
　兵を　　　虐げ、　　　兵をして　のため　雇用
l　t－ta－di－1n　　r1（i一きab6　　i－na　　di－nIm
　引き渡し、　兵を　　　では　訴訟
a－na　dan－nim　i言一ta－ra－aq
に　　強力者（側）付け
　　　　　　　　　　　　　一172一
hqO受け取る
habalu　潰す、　虐げる
nadanu　与える
きaraqu　与える、盗む
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4条(原文・逐語訳)
i時陰金ヨ箇昨岸川百宮崎7 除草司
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　qi2－is－ti　　Sar－ru－u皿
　報酬を　　　王が
・・隔麗　〔a］一na　rid一甑b6　id－di－nu
　に兵　与える（所の）
　　　　　　羽一ヨil－te－di　　　　　　l　u　pa－pa
取り上げるならば司令官であれ
qistu　贈り物、賃金
一（1i　は　一qi2　の誤り
u3　　1u　nu－banda3きu－u2　　1（1一（1a－ak
又　　長官であれ　　　殺される
　第34条（試訳）
　指令官または将校が、兵士の家財道具を取りあげたり、兵士を虐げたり
（兵士の権利を剥奪したり）、賃貸料をうかせるために（軍務ではないこ
とに）兵士を使役し、訴訟において兵士を見捨てて有力者の側に引き渡し
たり、国王が兵士に与えた報酬を奪い取ったりしたる場合、（いずれも）
その隊長または将校は死刑に処せられるものとする。
　第34条の解釈
　軍法の基本原則がこの条文には盛られている。ある軍隊の上級士官また
は兵士を指揮する者は、その兵隊から個人的なものを収奪したりあるいは
個人的な利益を得る目的で兵士を勝手に使用したりすれば、その軍隊の士
気に影響を与えることは必至であり、そういう軍の指揮官が守らねばなら
ぬ事が最初に掲げられるのは当然のこととみなければならない。古代にお
いても、かなり多くの兵隊を組織し、大帝国としての規律のとれた軍隊を
維持するのは並大抵のことではなかったろうが、そうした軍隊の指揮系統
を確立してゆくには、このような原則が厳然として守られていなければな
　　　　　　　　　　　　　一171一
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らないことは当然たる軍隊としての秩序と見て良いだろう。この第34条に
関する原田慶吉氏の訳文は「もし下士官にせよ、あるいはまた上士官にせ
よ、兵士の物を取り、兵士を虐げ、兵士を賃借料（賃金）のために与え、
兵士を訴訟にあたりて強者に委附し、王が兵士に与えたる報酬を取りたる
ときは、その下士官にせよ、あるいはまた上士官にせよ、殺さる。」そし
てバビロニアの軍隊制度をも考慮した中田一郎氏の訳は「もし中隊長ある
いは小隊長がレードゥーム兵士の家財道具を横領したり、レードゥーム兵
士を虐待したり、賃貸したり、裁判で強者に引き渡したり、王がレードゥ
ーム兵士に与えた贈物を横領したなら、その中隊長または小隊長は殺さな
ければならない。」となっている。
　軍隊の上官（将校）たるものは、一般の兵士を私物を取りあげたり、そ
の兵士の給料を横領したり、兵士をあらゆる面で虐待などしたりしてはい
けないことは現代国民国家の軍隊においても同様に言えることで、古代バ
ビロニア軍制度の軍律に関する基本原則をここで述べていると解釈すべき
である。
第35条（原文・逐語訳）
65
きum－ma　a－wi－lum　ab2－9而一haゴ
もし　　人が　　　牛の群
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や羊の群を　鑑：所の　　王が　　に　　　兵
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i忌一ta－am　　i－na　　kaSpl　　きu　　i－te－e1－11
買うのならで　　銀　彼の　支払う義務がある
きamu買う
e沁　支蜘儀務がある、没収
第35条（試訳〉
　ある者が、国王が兵士に与えた牛や羊の群をその兵士（の手）から購入
しようとする際は、自分の銀で支払いをなしてもそれ（その対価）を失う
ことになる。
　第35条の解釈
　条文の意味するところから判断すれば、言わば兵士の給料として下賜さ
れたものを入手する際に、当時すでにもう貨幣の役割りをはたしていた銀
によって、正当な取引きをおこなうよう示した規範であろうと思われる
が、この第35条最後の動詞i－te－el－1i（e1亘）には「没収される」という意
味もあり、そう解釈する翻訳者が多い。ところでこの第35条に関する原田
慶吉氏の翻訳は「もし人が、王が兵士に与えたる牛または小家畜を、兵士
の手より買いたるときは、彼の銀（代価）を失う。」としており、それに
対して中田一郎氏の訳としては「もし人が王がレードゥーム兵士に与えた
牛あるいは小家畜を（その）レードゥーム兵士から買ったなら、彼は自分
の銀（支払った代金）を失う。」という風に両氏とも「その銀を失う」す
なわち「その売買契約は無効である」と訳されている。
　原田氏と中田氏ともにこの最後の動詞（elu）を「失う、没収される」
と解釈されているようであるが、「自分の銀で支払う義務がある」と翻訳
することも出来るような気がする。筆者としては一応アッカド語学者の殆
どが一般的な翻訳としている「国王が兵士に給与として与えたものは金を
支払っても購入できない」という意味に解釈しておくこととする。
　なお、この第35条の第3行の懊形文字動詞id－di－nuのところで、ハンム
　　　　　　　　　　　　　ー169一
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ラピ法典石柱の象徴図像で座っているシャマシュ神の玉座の後脚下から始
った懊形文字の縦書きは、各欄としての区切り（欄または段）の第11欄目
が終了し、次の前置詞i－naから第12欄の右端に移り、縦に読み進めて左
側に移行する。
第36条（原文・逐語訳）
eqlu－u皿　　klrUm　　u3　　bl　tum
畑果樹園や家は
aqlU〈a一訟3
kiru＜g聴一Sar
菖a　　r　i（1－3abe　　ba　irim　　u3　　na－sl　　bi－11－t　im
の　軍人　　　警官　　や　人　　　税吏の
a－na　　kaspi皿　　u2－ul　　i－na－ad－d1－1n
　で　銀　　決して～ない　売られることは
kaspu　〈　kug　babbar
第36条（試訳）
　レ　ドウヒム　　　　　バけイルム憲兵・軍族または按察官さらに税官吏（のような国家の公役人の所持す
る）の田畑と果樹園そして家屋は、決して銀で売買されてはならないもの
とする。
　第36条の解釈
　前の第35条の条文とほぼ同じ規定と解釈するか、第35条とは全く異な
　　　　　レヒドウヒム　　　 バ　イルムり、今度は憲兵・軍族または按察官さらに税官吏のような職種にある者の
不動産を購入する場合銀で購入してはならない、という内容が記されてい
るか解釈が分れるところである。なぜこのような地位にある者だけが、直
　　　　　　　　　　　　　　一168一
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訳すればその不動産を売るのに「銀で売られることはない」のであるか、
理解に苦しむが、当時そのことを正当とする理由があったのだろうと思
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トリヂう。この条文の翻訳として原田慶吉氏の訳は「兵士、捕手または賦役負担
者のものたる原、園または家は、銀のためには、決して与えらるることな
し（売却せらるることなし）。」としているだけであるが、中田氏は懊形文
字第2行目末のbi－il－timについてかなりこだわった解釈をしているよう
であり、その中田一郎氏の訳をみてみると「レードゥーム兵士、バーイル
ム兵士あるいはビルトゥム義務を負う者（後方支援担当者）の耕地、果樹
園あるいは家は、売却されてはならない。」という翻訳をしている。なお
中田一郎氏は、この第36条の解釈で、従来bi－i1－tumを「税吏、賦訳負担
者」と訳してきたものをアッカド語の原語をそのまま使った「ビルトゥム
義務を負う者（後方支援担当者）の・…・・」と翻訳し、その理由として脚註
でフランスのアッカド語学者フィネA．Finet氏の新しい解釈に従って
「物質の輸送などいわゆる後方支援を担当する者」の意味にとっておく、
と説明している。（A．Finet．Le　code，p．57；A．Finet，”A　propos　du　n臨
i　biltim”，Mesopotamian　History　and　Environment，Occasional　Publica－
tions，Vo1．2（Festschrift　Leon　de　Meyer），Leuven1994，p．237－p．242．）
　そして中田一郎氏は、この後に記した注解によって以下の如く「§§36－
41イルクム義務の付随する耕地、果樹園および家」という表題で次のこ
とを述べておられる「この部分も国家に対して奉仕義務を有する人々が対
象になっているようであるが、rテキストの「耕地、果樹園および家に関
する判決」という小見出しが示すように、関心は耕地を中心とした不動産
へと移動している。そして、これを媒介として、§42以降に、耕地の耕作
に関するパラグラフが配列されている。
　古バビロニア時代、何らかの意味で国家の管理下にあった耕地を、大き
く2つのカテゴリーに分けることができる。1つは、国家の直轄地（ビル
　　　　　　　　　　　　　ー167一
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トリヂ
o
( )oJとして 模
b-il-tmについてかなりこだわった解釈をしているよう
( )
j
この第3条の -il-tumを「税更、賦訳負担
ピ
(後方支援担当者)の …」と翻訳し、その
.Finet氏の新しい解釈に従って
いるo (A. net. Le code， p.57; A. Finet，" A propos du nas 
 biltmぺMesopotamianHistory and Evironment， Occasioal Publica-
ons， Vol. 2 (Festschrift Leon de Meyer)， Leuve 1994， p.237-p. 242.) 
郎氏は、この後に記した注解によって以下の如く 19
1 、果樹園および家Jという表題で次のこ
いるようであるが、 テキストの「耕地、果樹園および家に関
J
o 92以降に、耕地の耕作
ブ されているo
‘ロニア時代、何らかの意味で国家の管理下にあ
のカテゴリーに分けることができる。 1つは、国家の直轄地(ビル
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トゥム地）で国家の下級用員によって耕作された。もう1つは、国家に対
してイルクム義務（奉仕義務）を負う人々に扶養の地として与えられるイ
ルクム地であった。レードゥーム兵士やバーイルム兵士あるいは後方支援
担当者（na蓉i　biltim）の耕地、果樹園あるいは家を売却すること（§36）、
あるいはこれらを他の不動産と交換すること（§41）が禁止されていた。
この禁止条項にもかかわらずこれらの不動産を購入した者は、購入した不
動産はもちろん支払った銀も失った（§37）。また、奉仕義務の反対給付と
して保有が許されている不動産を妻または娘の名義に書き換えること、あ
るいは債務弁済のために与えることも禁じられていた（§38）。ただし、§
38は自分で購入した不動産には適用されなかった（§39）。
　レードゥーム兵士、バーイルム兵士、および後方支援担当者が国家に対
して奉仕義務を負う1つのグループをなしていたが、このほかにもナディ
ートゥム修道女、商人およびその他のイルクム義務を負う者がいた。この
グループの人々は、耕地、果樹園および家を売却することができた。ただ
し、購入者はこれらの不動産に付随する奉仕義務を果さなければならなか
った（§40）。」（10c．cit．，p．97～p．98）なお中田氏がこの注解の中で「rテ
キスト」と記しているのは、前述のJ．」．フィンケルシュタインJ．Finkel－
stein氏の著で「襖形文字学雑誌」に掲載されたテキストのことを指して
いる。
　この解釈が絶対的とは思わないが、他に反論できる根拠もない以上、こ
の解釈を第36条の内容としては尊重せざるを得ないであろう。
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第37条（原文・逐語訳）
10
きum－ma　a－wi－1um　　eqlam
もし　　人が　　　畑
kiram　u3　　bitam
果樹園や　家を
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　　　　　　　　工5
na－si　　bi－i1－tlm
人　　　税吏の
biltim　〈　gu2－un
i言一ta－am
買うならば
tup－pa　　きu　　ih－hi－ib－b1
粘土板は彼の破棄され、
1
きu　　i－te－e1－1i
彼の　没収される
tup－pa　〈　（iub
hipO取り消す、破棄する
u3　　　i－na　　kaspi
　については銀
elO没収される、支払い繍がある
　　　　　　　　20
eqlum　　kirOm　u3　　bitum
畑果樹園や家は
旧…榊i－ta－ar
返す
a－na　be－li2Su
に　　　主　　その
taru　返る、返す
　第37条（試訳）
　レピドウいム　バぬイルム　憲兵・軍族・按察官または税官吏（のような公役人）の田畑、果樹園、
家屋（などの不動産）を購入しようとするならば（すでに売買契約が結ば
れて金銭の支払いがすんでいても）その契約は破棄されて、（購入した者
の）銀は没収され、田畑、果樹園、家屋（など）はそのような主
　バ　イルム（按察官、税官吏）のもとに戻される。
　第37条の解釈
　今日の法概念である国家の公用物、ある種の公職にある期間だけその公
職に奉仕するために特別に供給される給料といった明確な法的概念は未だ
確立していないと思われるが、ハンムラピ法典第27条から始って第41条ぐ
　　　　　　　　　　　　　　一165一
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7条(原文・逐語訳)
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　　　　　　　　　　　　　　　　　レヒドウロム　　バいイルムらいまで続く条文中にしばしば登場する「憲兵・軍族、按察官」さらに一
部の条文にはそれに「税官吏」が加わって、そういう特別な公職者、当時
の概念でみれば国王の特別な統治機構に働く「封臣」の所有する田畑、果
樹園、家屋といった不動産には、今日でいう国有とまではいかないが一般
人のいわゆる「普通の不動産」とは異った特別の規制が設けられ、永久あ
るいは一時的な所有の概念、または賃貸借などの契約関係において特別な
法規定の範囲が定められていたものと思われる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トリデ　かなり古いが原田慶吉氏の訳は「もし人が兵士、捕手または賦役負担者
のものたる原、園または家を買いたるときは、彼の証書は破棄せられ、か
つ彼の銀を失い、原、園または家は、その主に還る。」というものであり、
これに対してアッカド語の原語をそのまま使用した中田一郎氏の訳は「も
し人がレードゥーム兵士、バーイルム兵士あるいはビルトゥム義務を負う
者（後方支援担当者）の耕地、果樹園あるいは家を買ったなら、彼の文書
は破棄され、彼は自分の銀を失う。耕地、果樹園あるいは家はその（本来
の）所有者に返されなければならない。」となっている。中田一郎氏の訳
文中にある「ビルトウム義務」については第36条の解釈で説明ずみであ
る。なお、原田氏の訳文中tup－paを「証書」という訳語とし、同じく中
田氏は「文書」と訳しておられるが、これらはいずれも粘土板文書で「売
買の契約書」のことを指すから、その契約は破棄されて（解除されて）
　乏いう訳文のほうが良いのではないか、と思われる。なおシュメール
時代からこういう法的な文書は以下のように粘土板に作成されていた。
バビロニア アッシリア
絵　文　字 古拙文字 古典的懊形文字
後　期
模形文字
音　価 意　味
シュメール アツシリア
曲 覗 請回 箭棚 鋤∬ dub dupduppu粘土板
（飯島紀氏著『アッカド語』国際語学社刊p．174）
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レー Fウーム パーイルム
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トリデ
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いという訳文のほうが良いのではないか、と思 o な
パ |
??」
( 島紀氏著『アツカド語』国際語学社刊p. 4)
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第38条（原文・逐語訳）
　　　　　　岨
　ri（i－sab∈　　bairim　　u3　　na－Si　　b1－l　I－t王m
　軍人　　　警官　　や　人は　　　税吏の
i－na　　eqlim　　kir6㎜　u3　　bltlm　　＄a　il－q12　きu
について畑　果樹園や　家　　所の　彼の仕事である
a－na　a忌一きa－ti　SU　U3marti　鳶U
のために妻　　彼の　や　娘　彼の martu　〈　（1umu－mi
U2－UI　　　　　　　　U3　a－na　i－il－tiきU
決して～ないし飛譲渡し　　　のために負債　彼の
U2－ul　i－na－ad－di－in
決して～ない　売ることは
　第38条（試訳）
　レヒドウヒム　　バいイルム　憲兵・軍族、按察官や税官吏の田畑、果樹園、家屋（などの不動産）
は、（自分の仕事に付属し、とあるものだから）それを自分の妻や娘には
決して譲渡してはならないし、自分の負債（を支払う）ために売却するよ
うなことがあってはならない。
　第38条の解釈
　前条までの解釈のところにも述べてきたように、このような不動産は、
家族に個人的に譲渡できなくなっている。この第38条に関する原田慶吉氏
　　　　　　トリデの訳は「兵士、捕手または賦役負担者は、彼の封のものたる原、園または
家の中より、彼の妻または彼の娘のために、決して書面の処分を行うこと
なく、また彼の債務のために（の故に）、決して与うることもなし。」とな
っておりこの古風な訳文に対して、現代的な古代のアッカド語を解釈した
　　　　　　　　　　　　　一163一
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8条(原文・逐語訳)
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とも言える中田一郎氏の訳は「レードゥーム兵士、バーイルム兵士あるい
はビルトゥム義務を負う者（後者支援担当者）は、彼のイルクム義務の付
随する耕地、果樹園あるいは家（の保有名義）を彼の妻あるいは娘に名義
変更することができないし、彼の債務（弁済）のために与えてはならな
い。」としている。この中田氏の訳文中「ビルトゥム義務」と「イルクム
義務」の解説などはすでに第36条の解釈のところに掲載した。しかし古代
法の翻訳という観点からはこのように片仮名だけを多く用いて、脚註や注
解による解説で理解させようという方法は、あまり良い解釈方法とは言え
ないのではないだろうか。
第39条（原文・逐語訳）
i－na　　eqlim　　kir6m　u3　　biti皿
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　第39条（試訳）
　　　　　　　　　レヒドウトム　 バヒイルム　（ずっと続いている憲兵・軍族、按察官、税官吏などの地位にあるアウ
ィルム階層にいる人が）自分の妻や娘のために（特別な理由と手続きで）
購入したる田畑、果樹園や家屋（に関しては）これを譲渡したり、自分の
債務（を返却する）のために売る（与える）ことができるものとする。
　第39条の解釈
　第38条の規定があるものの、その例外として、こういった地位と階層に
ある人物が、自分の娘や妻のために、公務とは関係なく個人的に購入した
（おそらくそのためには特別な理由を明示できる方法と手続きを要したで
あろうが）不動産については妻や娘に譲渡もできるし、自分の負債を精算
するために売却することもできる、と定めたものであると思われる。
　当然そのためには、その不動産が妻や娘のために個人的に購入したもの
であることが立証できる手続き等が必要であったと思われるので、試訳の
中に括弧をつけて入れておいたが、そういう手続等がはっきりと見つかっ
たわけでもないし、それが立証されているわけではない。この条文に対す
る原田慶吉氏の訳は「彼が買いて取得する原、園または家の中よりは、彼
の妻または彼の娘のために、書面の処分を行い、また彼の債務のためにも
与う。」これだけではどうもはっきりと意味がわからない。そして一方中
田一郎氏の訳は「彼が買い受けて手に入れる耕地、果樹園あるいは家は、
（その所有名義）を彼の妻あるいは娘に名義変更することができ、また彼
の債務（弁済）のために与えることができる。」となっている。その内容
ははっきりと理解できるが、懊形文字原文の第4行目冒頭にある動詞iも
a－ad－darを「名義変更することができ……」は一寸拡大解釈がすぎるの
ではないかと思う。当時の古代バビロニアにおいて、そのような妻や娘の
名義となった田畑や果樹園がどれだけあったのか、法律的な裏づけと証明
　　　　　　　　　　　　　一161一
2 法学論集 47 (山梨学院大学〕
条(試訳)
レ-~ウーム ，{- Fレム
(ず、っと続いている憲兵・軍族、按察官、税官吏などの地位
イ ) めに(特別な理由と手続きで)
( )
( ) ( )
9条の解釈
8条の規定があるもの 、その例外として、こういった地位と階層に
( を明示できる方法と手続きを要したで
)
げ
( ) 更することができ、また彼
( )
模 ・5
仕ad-darを「名義変更することができ…・・・」は一寸拡大解釈がすぎるの
パ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古代法の翻訳と解釈　1　263
がない限り、翻訳という形で掲載すべきではないと考えられる。
第40条（原文・逐語訳）
　　　　　　　　　　、。　　　　　　　　冊目脂
a舘atum　ta皿karum　u3i1－ku皿a－hu－u2－um　a齢atuくdam
　婦人　　商人　　　や　企業家は　或る種の　　ta詠aruくdam－gar3
eqi1　　きu　　kira　　きu　　u3　　bi－zu　　　a－na　　kaspim
畑彼の　果樹園彼の　や家を彼ののため銀
i－na－ad一（li－in　きa－a－a－ma－nu－um　　　　　　　　　　　きamanu　　買い手
　売却出来るし　　買い手は
郵
i－li－ik　　eqlim　　kir6m　　u3　　bltim
事業に　　　畑　　果樹園や　　家を
＄ai－Sa－a皿一mu　i一玉Ha－ak
所の買った　　　活用出来る
alaku行く、導く
　第40条（試訳）
　婦女子（ナディトゥム修道女）、商人やある種の企業家は、自分の田畑
や果樹園を銀によって（金銀という通貨によって）売却することができる
し、それを購入したような者も、その田畑や果樹園を（財貨を得るため
に）活用することができる。
第40条の解釈
女（ナディトゥム修道女）や商人とか一般人（ある種の企業家）など
も、普通の不動産に関してはその売買にあたることができる、と定めたも
　　　　　　　　　　　　　　一160一
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ので、古代社会にあっても、女や商人などが一般的な不動産の取引きに参
加できたことがこの条文からわかるのである。
　原田慶吉氏の訳は「尼僧、商人または特別受封者は、彼の原彼の園また
は彼の家を、銀のために与う（売却す）。買主は買うところの原、園また
は家の封を封す（行使す）。」となっており、これに対して古代バビロニア
における「イルクム義務（模形文字第40条の5行目最後部）」という概念
を筆者が試訳に使った「活用する」という動詞の変わりに使った中田一郎
氏の訳は「ナディートゥム修道女、商人あるいは他のイルクム義務（を負
う者）は、自分の耕地、果樹園あるいは家を売ることができる。買手は自
分が買う耕地、果樹園あるいは家に付随するイルクム義務を果さなければ
ならない。」となっている。
　この懊形文字の冒頭にあるa蓉§atum（婦人）を、同じハンムラピ法典
第110条や第137条にでてくるlukur（ナディトゥム修道女または女神官）
と同じ婦人と考えて良いのかどうか、判断に迷うところである。中田一郎
氏は、欧米のアッカド語学者の通説通り「ナディートゥム修道女」として
いるが、原田慶吉氏は単に「尼僧」とのみ訳し、第110条や第137条とは区
別しているように思われる。ナディトゥム修道女とは女神官のある種の階
層を示す名称で、第110条に出てくるnin－dingir（ニentuエントゥム修道
女）と同じく、常日頃「落ち度のない日常生活」をしなければならず、結
婚する資格はあったものの子供を生むことなどは許されていなかった。す
なわちナディトゥムが自分の旦那に子供を生ませるには、他に妾を入れて
子供を生ませてその母親としての地位を保ったのである。
　この文頭のa蓉§atamをナディトゥム修道女と解釈するのは、多少無理
があると思われるが、アッカド語文法家にそのような解釈をする人も多い
ので、一応邦訳の中に括弧つきで入れておいた。ナディトゥムとエントゥ
ムについて論じているハンス」．ベッカー氏もこの第40条のa蓉蓉atumにつ
　　　　　　　　　　　　　一159～
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いては、なんら言及がないので、原田氏のように「尼僧」とだけにしてお
いたほうが適訳なのかもしれない。
第41条（原文・逐語訳）
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　第41条（試訳）
　　　　　レいドウヒム　 バヒイルム　ある者が、憲兵・軍族、按察官や税官吏の田畑、果樹園や家屋に（つい
て）売買契約を取り極めたりあるいは担保（その差額金契約）を設けたり
するような場合は、その田畑、果樹園、家屋（などの不動産）は
　　　　　　　　　　　　　一158一
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レヒドウいム　 ノぐヒイルム憲兵・軍族、按察官や税官吏のもとに戻し、それらに課せられた担保（そ
こで生じた差額料）も取りあげられるもの（自分の所有）とすることもで
きる。
　第41条の解釈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バヒイルム　　レヒドウヒム　第37条や第38条のところにも出てきたように、按察官や憲兵・軍族ある
いは税官吏（中田氏は後方支援担当者という括弧つきで「ビルトゥム義務
を負う者」というひとつの特殊な地位を考えている）といった特別の地位
にある職業階級の者が所有している不動産についてはその不動産そのもの
に特別な法的保護がかけられ、それを売買したりあるいは担保を設定した
りすること自体が違法とされているのである。それゆえに例え売買契約や
担保が既にかけられていても、それらの法的効果はこの条文によってすべ
て無効なものとされてしまったようである。
　この第41条で一番問題になる単語は、3行目と6行目に二度出てくる
ni－ip－1a－timという単語である。原田慶吉氏は「補足金」と訳し、中田一
郎氏は「差額」と訳す。これは現代の法律用語でいう担保とは多少異なる
ようであるが、そこで売買（交換）契約を締結する際に出てくる差額金契
約のことではないかと思い、以上のような試訳とした次第である。これに
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トリデ対してその第41条の原田慶吉氏の訳は「もし人が兵士、捕手または賦役負
担者のものたる原、園または家を交換し、かつ補足金を与えたるときは、
兵士、捕手または賦役員負担者は、彼の原、彼の園または彼の家に帰り、
かつ彼（補足金受領者）に与えられたる補足金を取る。」となっていたが、
それを古代バビロニアの制度のうえで解釈しようとする中田一郎氏の訳は
「もし人がレードゥーム兵士、バーイルム兵士、あるいはビルトゥム義務
を負う者（後方支援担当者）の耕地、果樹園、あるいは家を交換により手
に入れ、差額を与えたなら、レードゥーム兵士、バーイルム兵士、あるい
　　　　　　　　　　　　　一157一
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はビルトゥム義務を負う者（後方支援担当者）は彼の耕地、彼の果樹園、
あるいは彼の家に戻らなければならない。そして彼に与えられた差額を彼
は自分の物とすることができる。」となっている。この訳文に関して中田
一郎氏は、第36条から始まりこの第41条に至るまで一貫してbi－i1－timと
いうアッカド語を言語の通り「ビルトゥム義務を負う者」というフィネ
（A．Finet）氏の概念で推し通しているが、古代の国王のもとで財政を担
い税金を集める者をひとつの概念で説明することには無理があるように思
われる。
　例えば、古代ローマで「財務官」という公職があるが、ある学者はケー
ンソルcensorを財務官と訳し他の学者はクアエストルquaestorを財務官
と訳すようなものである。すなわち戸主たちの財政状態を調査し、公職担
当者への給与となるべきものを支払いそのような宮廷あるいは後の国家に
奉仕する者の動産・不動産をどうするかという義務は、古代社会において
も場所と状況によってずいぶん異なってくるのは当然で、それを考慮して
翻訳する必要があると考えられる。
　っいでながらバビロニアという古代国家も兵士や軍備において常に国内
の治安を保ちつつ臨戦体制にあるよう準備しておかなければならなかった
ことは想像に難くない。
第42条（原文・逐語訳）
　　　　　　　　　　　　　　弔
きum一皿a　a－wi－lum　　eqlam　a－na　　ir－ri－Su－ti皿
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　第42条（試訳）
　ある者が、田畑を耕作するために賃借したが、その田畑から穀物を収穫
できなかった場合において、（その者の畑の中での労働が完成していない
ことになるから、自分が田畑から収穫が得られなかったことを証明しなけ
ればならない）そして（その後に）その者は田畑の所有者にその隣にある
田畑（において収穫された穀高）に相応する分の穀物を支払う必要があ
る。
　第42条の解釈
　田畑の賃貸借に関する法的な解決例を示したものであるが、丁度この条
文の中間あたりの解釈が難しい。田畑から穀物を収穫できなかったから、
その後に続く「その田畑における労働が完了していないこと」を立証すれ
ば賃貸借の賃料の一部が免除されるのかどうか、襖形文字の意昧するとこ
ろが十分でないためその解釈が分れるところである。
　多分、これはその田畑が耕作に適するものでなかったことを何等かの証
拠をあげて立証することを必要とする、と解すべきであろうと思われ・る。
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しかしながら、それでもなお田畑の所有者には、隣地にある田畑で収穫さ
れたのとほぼ同量の穀類に値するものを支払わなければならない、と読む
ことができる。
　この懊形文字によるアッカド語の文章では、このような理解と解釈しか
できないが、すでに古代において賃貸借の基礎的理論が成立していたこと
はこの条文によって明らかである。そのことは原田慶吉氏の訳で「もし人
が原を耕作のために出でしめたるに（小作せしめたるに）、〔小作人、原の
中に穀物を生ぜしめざりしときは、〔彼等〕作業ずみの土地（耕作地）に
しつらえざりしことを彼に確証し、しかる後〔小作人は〕穀物を彼の隣人
〔の割合〕に従いて、原の主に与う。」となっていたがいささか文章が理
解しにくく、これに対して中田一郎氏の訳は「もし人が耕地を小作のため
賃借し、その耕地に大麦を実らせなかったなら、彼らは彼に対してその耕
地に播種作業を行わなかったことを立証しなければならない。そして彼は
大麦を彼（耕地の所有者）の隣人（の収穫高）にしたがってその耕地の所
有者に与えなければならない。」としたのである。この訳文に関して中田
一郎氏は、アッカド語の駝amを「大麦」にこだわっていられるようだ
が、英語のcrop，frUxも元来は「実り」そこから穀物、農作物の意味が
拡大してきたもので、後になってfrumentumとう語が穀類だけでなく
「穀物、小麦」をも意味していても他の農作物全般に拡大して解釈できな
いわけではないのである。この条文に関連する単語がシュメール語の象形
文字（絵文字）から、この時代の懊形文字そして後のアッシリアの襖形文
字に移行していった経過は以下の通りである。
　なお、この第42条の第3行目まででハンムラピ法典の石柱表面に刻まれ
た懊形文字の縦書き条文の欄（段落）は、シャマシュ神の下から始まって
欄（段）で第12段目の欄が終り、第42条の第4行目からは第13欄（段目）
の右端から縦に6～8cm読んで、左へ1行ずつ移ってゆくことになる。
　　　　　　　　　　　　　一154一
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第43条(原文・逐語訳)
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　第43条（試訳）
　（前の第42条より続いて）その者が、田畑を耕さず放置しておいたるよ
うな場合、借り主は畑の所有者（地主）にその隣に位置する畑（において
収穫された穀高）に相応する分の穀物を支払わなければならない。更にま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　マグワた、その者は放置しておいた田畑を耕作し、馬鍬で均して掘り返し（畝を
つくって）田畑の所有者に返却しなければならない。
　第43条の解釈
　第42条と第43条が一連の相互に関連する条文か、第42条で一旦切れて、
第43条の場合は田畑を賃貸借した者が全く耕作をおこなわないで放置した
例と考えるか、難しいところである。規定している内容は重複しているよ
うであるが、第43条のほうは借りた者が全く耕作をおこなわないで田畑が
荒れ放題になった場合という条件をつけ加えているので、分けて解釈する
ほうが良いであろう。
　全く耕作しなかった場合、田畑は次の年には使用できなくなるので、そ
の田畑を耕作してもとの所有者（地主）に返還しなければならない、とい
う規定を示したものであるが、その耕作も自分の手で簡単におこなったも
のではなく、「馬鍬で掘り返して畝をつくって返さねばならない」という
厄介な条件を加えているのである。
　当時のバビロニアにおいて、田畑を賃貸した時その賃貸料はその田畑で
収穫された収穫物で支払われていたもので、借りた者はその田畑をなるだ
け誠実に耕作し、出来る限り多くの収穫物をあげることが必要であった。
それにも関わらず、田畑を賃貸借して何もせず放置した者には翌年からす
ぐその田畑を耕作できる状態にして返却する義務を示したものと考えられ
る。この第43条に関して、原田慶吉氏の訳文は「もし原を耕さずして、投
げ出したるときは、穀物を彼の隣人〔の割合〕に従いて、原の主に与え、
　　　　　　　　　　　　　一152一
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条(試訳)
(前 2条より続いて)その者が、田畑を耕さず放置しておいたるよ
( ) (
)
マグワ
(
)
3条の解釈
2条と第43条が一連の相互に関連する条文か、第42条で一旦切れて、
3条の場合は田畑を賃貸借した者が全く耕作をおこなわないで放置した
3条のほうは借りた者が全く耕作をおこなわないで田畑が
( )
Jと
パピ
o 3条に関して、原田慶吉氏の訳文は「もし原を耕さずして、投
(
-152ー
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かっ彼が投げ出したる原に畦を掘り（P）、地をならして、原の主に返
す。」となっていたが、これに対して中田一郎氏の訳は「もし彼が耕地を
耕作せず放置しておいたなら、彼は彼（耕地の所有者）の隣人（の収穫
高）にしたがって大麦を耕地の所有者に与え、彼が放置しておいた耕地を
（深く）型き、まぐわでならして、耕地の所有者に返さなければならな
い。」と改訳した。原田氏はma－a－a－ri　i－ma－ah－ha－a孚を「畦を掘り（P）
　…」と疑問符を入れているが、アッカド語の文章としては、「鋤で深く
掘り返し……」という単純な意味でただし中田氏がマル括弧で入れた（深
く）かどうかはわからないが、あまり問題はないだろう。ともかくこの
ma－a－a－ri（第4行目末）とあるのは普通の手で耕すための鍬（クワ）で、
その次の第5行目にある繕a－ak－ka－akというのは馬に引かせる大きな鍬
（クワ）、鋤（スキ）を意味していると思われる。それらに関連したシュ
メール語の模形文字への発達は以下の通りである。
バビロニア アッシリア
絵　文　字 古拙文字 古典的梗形文字
後　期
襖形文字
音　価 意　味
シュメール アツシワア
気 ム 歩耳 ≒レ1 叱1 a1 al 鍬
白 弁 判卜 目ト 塀← marwar2mar 鍬
圃 國 匿 ．圃 uruur2 gusUru屋根、まぐわ消す
（飯島紀氏著『アッカド語』国際語学社刊p．181）
第44条（原文・逐語訳〉
ゑum－ma　a－w　i－l　um　　eq　l　am　　k1－ka1
もし　　入が　　畑を　野の
　　　　　　　　　　　　一151一
ki－ka1＞karaき野原
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つ る原に畦を掘り(? )
( ) (
)
( )
改訳した。原田氏は m-a--ri -ma-ah・h-a与を「畦を掘り(? ) 
….J
(
) くこの
a-a-a-ri 第4行目末)とあるのは普通 手で耕すための鍬(クワ)で、
i-sa-ak -a -a というのは馬に引かせる大きな鍬
( ) ( ) o ュ
下の通りである O
パ
模 模 ルアッ リ
~ ヰ>1ヰ.  ゴヱi I I 
ヰナ ヰト 司ト 吋ト
立lar mar 
r， 
11_1 恒国 座主 週 u 忠lsUru， 
(飯島紀氏著『アッカド語』国際語学社干Up.1 ) 
条(原文・逐語 )
間長怪ゴ時傘岩川φ〈伊昨=明
-kal > kara主野原
人 を
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a－na　　きattim　　3kこm
間　　　三年の
a－na　te－1P－ti－tlm
に　　開拓
u2一きe－si　　ma　　a－ah　Su　　i（i－d1　　皿a
出たというのに　側に彼の投げ出して
teptltu　開発
Sattu〈皿u
aSU　出かける、逃げる
ahu側　何もせずに、の意味
eqlam　la　IP－te－te
畑をなかったなら　開拓し
　　　　　　　ぶi－nari－bu－timきa－at－tii
には　　四　　　年目
eqlam　ma－a－a－ri　i－ma－ah－ha一雄
畑を　　鋤で　　　掘り起こし
　1＿mar＿ra－ar　u3　i－Sa－ak－ka－ak　ma　　　　　　　　　　皿araru劾で耕す
　鋤で耕し　　　　まぐわで均して
a－nabe－eleqlimu－ta－a口3－10’iku－e
　に　　主　　　畑の　返して　10イクーあたり　1イクーの誤りか
10　　きe－gur　　　　i－ma－a．（1一（ia－ad
大麦10グルを　量る（差し出すべし）
madadu　秤量する
　第44条（試訳）
　ある者が、原野（に位置するところ）の田畑を三年間のあいだ開墾する
（という契約をしたのに）それを放棄して田畑を開拓しなかったならば、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マグワ四年目には田畑を鋤で掘り起こし（それから）馬鍬ですいて耕やし、田畑
の所有者に返還して、（更にその開拓しなかったという代償として）10イ
クーあたり大麦10グルを計量して（田畑の所有者に）差し出すべきものと
する。
一150一
肝ゆ妊~m 令1 20肝帰以随時併~
-na sattim 3 k • m -na te-lp-ti-tlm 
国~-=~足首~ヨi肝私百回ゴ~ゴ!
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eptiu開発
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肝φ唖同制ゆ引間φ肝やかゆ阿ぉ怜壬罪問一時l;::::::1
かったなら 拓しに
府φ'Slf1f~司"陰ご~砂恵寝~
|広岡ト問手将司杯冒陰惨手ト静一薄手寄竺正当|
まぐわで均し
担[柿~t\令tiT1fφ11麗Eゆ平年府牙1除菌〈位ヨ「闘
-na be-e1 eq1 im u-ta-ar U3 10 iku-e 
主 1 1イ の誤りか
1.，( ~穏ほ=lI障ピ同院国!回路;lI
dadu秤量する
1 ( )
条(試訳)
( )
(という契約をしたのに)それを放棄して田畑を開拓しなかったならば、
マグワ
( )
( )1イ
0グルを計量して(田畑の所有者に)差し出すべきものと
o
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　第44条の解釈
　前の第43条から更に進んで、原野における田畑を開墾するという名目で
土地を賃貸借した者がその開拓を放棄した場合の土地返還に関する規定
で、10イクーあたり大麦10グルの割合で計量して、もとの所有者に返還す
べしていう規定である。1イクーという土地の広さは、イクーという単位
がシュメール時代から変化しているので正確には分からないが、このバビ
ロニア期において約60㎡くらいであったろうと推測されるのである。なお
10グルという重量・容積単位は（第56条でも解説してあるが）3，000シラ
（2，550リットル）に相当すると考えられ、大麦の収穫が1イクーあたり
1～2グルとみられているので、だいたい損害賠償としては妥当な線が決
められていたものと思う。この懊形文字が、シュメール語の象形文字から
発達してきた変化は、
バビロニア アッシリア
絵　文　字 古拙文字 古典的懊形文字
後　期
梗形文字
音　価 意　味
シュメール アッシリア
自 皿 圃 繍 卸
kar2
gan2
ga2
kar2
kan
ik貢
農地
イク（面積単位）
廿 沮 訓 ＝土1 昌1 gu「tarukur2
gu「
taru
qu「
（容量単位）
Igur・1uga1
＝300sila2
　　　　　　　　　　　　（飯島紀氏著『アッカド語』国際語学社刊p．169とp．170）
上記のごとくその単位と名称が移行している。
　この条文に比較して、もうすでに耕作物が十分に収穫できる田畑を管理
する契約を結んだ者が、耕作する牛を他の者にまた貸ししたり飼料を盗ん
だために田畑を荒して収穫を得られなかったような場合、このハンムラピ
法典第25条では本条の6倍の損害賠償を規定しているのである。この第44
条に関する原田慶吉氏の訳は「もし人が投げ出しの原（未開墾地）を、三
年問開墾のために出でしめ（開墾に出し）たるに、〔開墾者〕彼の側を
（に）投げ出して（手を供きて）、原を開墾せざりしときは、第4年には、
　　　　　　　　　　　　　一149一
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4条の解釈
3条から更に進んで、原野における田畑を開墾するという名目で
、 0イクーあたり大麦10グルの割合で計量して、もとの所有者に返還す
う規定である。 クーという土地の広さは、イクーという単位
ピ
m2くらいであったろうと推測されるのである。なお
グルという重量・容積単位は(第56条でも解説しであるが)3，000シラ
(2，550リットル)に相当すると考えられ、大麦の収穫が1イクーあたり
--- い損害賠償としては妥当な線が決
D 模
パ
模 模 アッシリア
r， r， 
国 皿立 国 同! 年I n， an ， u ( 位)
r r (容量単位)
出 土{ ゴー! ニHaru aru 19ur・lugalr， r =0sila， 
(飯島紀氏著『アツカド語』国際語学社刊p.16とp.170)
5条では本条の 6倍の損害賠償を規定しているのであるo この第44
( )
間 ( )
( ) げ出して(手を扶きて)、原を開墾せざりしときは、第4年には
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原に畦を掘り、杷を使い、もつて地をならして、原の主に返し、かつ1イ
クーに付き、穀物10クールを量る。」であり、それに対して中田一郎氏の
訳は「もし人が耕作されないままになっている耕地を可耕地に戻すために
3年間借り受けたが、無為に過ごし可耕地に戻さなかったなら、4年目に
彼はその土地を（深く）梨き、マッルム・シャベルで土を砕き、そしてま
ぐわでならして、耕地の所有者に返さなければならない。そして、1ブル
（約6．5ヘクタール）当たり大麦10クル（約3，000リットル）を計り与えな
ければならない。」という訳文をあげておられる。もう既に解説したが、
懊形文字本文でシュメール語の読み方として10イクー（この模形文字も飯
島紀氏が指摘するように1イクーの誤りかも知れないが）となっていると
ころを中田氏は、わざわざアッカド語の1ブル（多分、他の粘土板文書か
らの直訳）と書き替えているが、中田氏自身がその著者の冒頭に掲げた
「度量衡換算表」で、アッカド語の1ブル＝18イクー（約6．5ヘクタール）
で、このハンムラピ法典石柱をそのまま翻訳するとしたら中田氏の翻訳は
完全に誤っている。また、この中田氏の訳語中に片仮名で「マッルム・シ
ャベルで土を砕き、そしてまぐわでならして……」とma－a－a－riというア
ッカド語にこだわっているのは、フィンケルシュタイン（J．」．Finke1－
Stein）氏の粘土板テキストで〔ma〕一ia《ri　i－ma－aぴUa－a＄i《ma－ra－ar匝
i〕もa－ak－ka－ak－maのアッカド語を尊重しているのだろうが、所詮、前
の第43条の解釈で解説したように、これはいくつかある鋤の一種で、原田
氏の訳語とした「耗」とあまり変わりなく、マッルム・シャベルなるもの
がどのようなものか完全に説明できない以上、このような訳文によるこだ
わりは無駄なことと言えよう。
一148一
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第45条（原文・逐語訳）
　笥
　Su皿一ma　a－wi－lu皿　eqi1 きu　a－na　　biltim
　もし　　人が　　畑を彼ののため所得
a－na　ir－ri一きi－im　id－di－m　ma
に　　農夫　　　　売って
biltu税、収入くgu2－un
irriきu　農夫
　　　　　　　　⑩
u3　　bi　lat　　eqli　Su　　im－ta－ha－ar
　代金を　畑の彼の受け取ったならば
maharu受ける
wa－ar－ka　e（11am　　　　adad　　ir－ta－hi－is
その後　　畑に　神アダドが洪水を起こし
rahasu　氾濫さす
adad＜1m
u31u　bi－ib－bu－1um　lt－ba－al
又は　　　津波であれ　　覆ったとしても
tabalu取り上げる
蛎
bi－tHq－tmきa　ir－r・一き、一、m　ma
損害は　　　のもの　　農夫　　である
　第45条（試訳）
　ある者が、自分の（所有をえるための）田畑を農夫（耕作者）に与えて
（賃貸借料をえて貸し与え）その代金を受け取ったならば、その後になっ
てから、アダド神がその田畑に洪水を起こし（嵐によって田畑を水で押し
流し）あるいはその田畑を津波で覆った（洪水がその田畑を寸断してしま
う）としても、（そうした場合）その田畑の被害は、農夫（耕作人）の負
担となるべきものと定める。
第45条の解釈
　この条文中（第2行目）に掲げられた動詞id－di－inは「売る、売買す
る」が本来の意味であるが、第42条から第44条まで続いてきた条文と関連
　　　　　　　　　　　　　一147一
26  ( 梨学院大学〕
条(原文・逐語 )
ぉ怜tiT匠雨傘民肝砂期金参!欄
もし 人が 畑を彼ののため所得
匝干時s>判+姪寸前守護b日|
売って
時鴎今肺補何個|岨|州全凶盛杢刺
U bilat eqli SU m-ta-ha-ar 
代金を 畑の彼の受け取ったならば
|手不哨砕押φ1朕緋俸制。同l
起こし
同留闇堕温静食事当直司にすゆ司
U3 lu bi-ib-bu-lum 1t-ba-al 
津 も
品|院院〉時〈凪乳時三司i詮傘〉栴将司肝日i
夫 であ
条(試訳)
 1 tu税、収入く guz-un
l rlSU 農夫
haru受ける
hasu氾涯さす
dad < 1m 
balu取り上げる
( ) ( )
( )
夕、ド神がその田畑に洪水を起こし(嵐に
) を津波で、覆った(洪水がそ
) ( ) ( )
めるo
5条の解釈
( ) 動詞i-di-inは「売る、売買す
2条から第44条まで続いてきた条文と関連
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すると「賃貸借する」あるいは「その田畑における収穫物を引き渡す条件
で貸しあたえる」すなわち「その使用料を受けとる」ぐらいに解釈するほ
うがよいのかも知れない。そうするとこの規定は、「田畑を賃貸借する時
にその賃貸料を前払いさせた」という意味に解釈できるが、一応原文のま
まに田畑の賃貸借（売買）契約として訳出し、括弧内でさらに賃貸借の意
味を強調しておいた。なお田畑に洪水を起こしたとされるアダド神は、古
代バビロニアにおいて次のような姿をしていたと思われる。この第45条に
おける原田慶吉氏の訳は「もし人が彼の原を、地代のために耕作人に与え
て、彼の原の地代を受け取り、その後にアダッド（気候の神）が氾濫し、
あるいはまた津波が〔その原を〕竣いたるときは、損害は正しく耕作人の
ものなり。」となっていた。それに対
してはるか後に出された中田一郎氏の　　　　　・硬轍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎚鐘
訳は「もし人が自分の耕地を小作料と　　　　　3諺…’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘆魁¢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3ひきかえに小作人に耕作させ、自分の
耕地の小作料を受け取り、そののちア．勲
ダド（嵐）が耕地を水浸しにし、ある　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご　　　　　　z　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“いは洪水が耕地を流してしまったな　　　、．　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　鐸，へ
ら、損失は小作人に帰属する。」とな　　　　　　　．
つ織＿（本＿行　・趨．
目）が「地代」であるのか「小作料」　　　　　　　一
であるのか、あるいは「賃貸借料」で　　　　　　蹟　　　　＿、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　一　驚
あるのか、今日の法律学的解釈では難　　　　　　　　　　　　一
しいところである。　　　　　　　　　　　　　　アダド神
　ハンムラピ法典では、この第45条に　　（岸本通夫他著・世界の歴史2「古代
　　　　　　　　　　　　　　　　　オリエント」河出書房新社p．45）
続いて田畑の水害について続く第48条　　その懊形文字の変化は第48条参照
　　　　　　　　　　　　　一146一
古代法の翻訳と解釈 1 7 
J
( )
パ 条に
( )
波
郎氏の
料と
耕地の小作料を受け取り、そののちア
( ) しにし、ある
してしまったな
っているo
アッカド語のbilat(本条の第3行
) 小作料」
「賃貸借料」で
の法律学的解釈では難
ころである。
ピ法典では、この第45条に
水害について続く第48
(岸本 、 界の歴史2i古代
オリエントJ河出書房新社p.5)
模 変化は第48条参照
　278　法学論集　47〔山梨学院大学〕
にも嵐の神であるアダド神による水害を規定し、またこの先で第53条から
第56条まで水害（アダド神）によらない過失あるいは故意による他人の田
畑への損害賠償等を規定している。アダド神のような自然の災害によるも
のと第53条から始まる故意・過失による規定が、古代社会においてどのよ
うに考慮されていたか、これらの条文を比較考察することで現代法との違
いを大いに認識してもらいたいものと思う。
　この第45条のように、自然の災害による損失については主としてその田
畑を借りている賃借人（田畑の所有者ではない者すなわち小作人）が、そ
の責務を負わなければならないという原則なるものが古代社会においてす
でに成立していた、とみるべきである。
第46条（原文・逐語訳）
　　きum一照bilat　eqli　Su　la　im－ta－har
（上記で）もし代金を畑の彼のいないなら受け取って
　u31u　a－na皿一i豊一1a－ni
　又はであれで半分
　u31u　a－naきa－1u－u蓉eqlam、d一αHn
　　であれで．．享分．g一　畑を　与えたなら
一1囲断爾醗ヨ　seam＄a　i－na　eqlim　ib－ba－a＄一きu－u2
　穀物は所のに　畑　　　　ある
miきlu半分
baSO　ある、持っ
　　　　　　　　誌
ir－r1一きum　u3be－eleqlim
農夫　　と　　主とで　畑の
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3条から
6条まで水害(アダド神)によらない過失あるいは故意による他人の田
3条から始まる故意・過失による規定が、古代社会においてどのよ
う o
5条のように、自然の災害による損失については主としてその田
入( )
6条(原文・逐語訳)
除SiTE跨瞬柄補溜1[Pi寄ゆ芹ーゆ才(f>l
( 記で)もし代金を畑の彼のいないなら受け取って
悶商問時事関噌t1
U3 lu -na ml-i色ー la-ni slu半分
分
501宇宙菌抑制問調訂翌翠TO:l
であれで 三分の一 与えたなら
国認め平比ゆ7干苓jliB百四ト直属昌
am Sa i-na eqlim ib-ba-as-su-u2 suある、持つ
物は所のに畑 ある
除〉明司「尚陰沖序萄トイφ5Jlf号!
i-rl-sum U3 be-el eqlim 
と 主とで
- -
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a－na　　ap一きi－te－im　　1－zu－uz－zu
により契約　　　　分割する
ap菖itu契約
zaZU分割する
　第46条（試訳）
　（前の第45条から引き続いて）その者（田畑の所有者）が、田畑の代金
（賃借料または使用料）を未だ受け取っていなかったならば、それが田畑
の収穫の半分であれ三分の一であれ、代金（使用料）を支払うことになっ
た場合には、農夫はその田畑の所有者と（その後になって）田畑からとれ
る穀物（収穫物）を、（あらかじめ）決定した割合に従って分割する契約
（取り極め）に従わなければならない。
　第46条の解釈
　前の第45条の規定と違って、田畑の代金（使用料）がまだ全額支払われ
ていない場合には、「売買代金（賃貸料）後払いの制度」をとることを明
示している。すなわちこの第46条の条文では、万が一不可抗力によって十
分な収穫物が得られなかった危険負担を、土地の所有者とそれを購入する
予定だった農夫（小作人）とが契約に従って、平等に負担することにな
る。この第46条に関する原田慶吉氏の訳文は「もし彼の原の地代を受け取
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
らず、あるいは〔収穫の〕2分の1小作、あるいは3分の1小作のため
に、彼の原を与えたるときは、原の中に生ぜしめられたる穀物を、耕作人
とその原の主が、割合に従いて分配す。」とあり、続いてそれに対して原
田氏の〔註〕として「（49－50行）収穫の2分の1または3分の1を取得
する小作」という文章がついている。それに対して中田一郎氏の訳として
は「もし彼（耕地の所有者）が彼の耕地の小作料を受け取っていなかった
なら、耕地を貸し与えたのが2分の1（小作契約）に基づく場合であれ、
3分の1（小作契約）に基づく場合であれ、小作人と耕地の所有者はその
　　　　　　　　　　　　　一144一
LfI陸区~餅il豆諸~I何回青|
-na ap-sl-te-lffi l-ZU-UZ-ZU 
約 分割す
条(試訳)
 79 
色ltu契約
zu分割する
(前 5条から引き続いて)その者(田畑の所有者)が、田畑の代金
( ) かったならば、それが田畑
ー ( )
( )
( ) ( )
( )
6条の解釈
5条の規定と違って、田畑の代金(使用料)がまだ全額支払われ
( ) j
D 6条の条文では、万が一不可抗力によって十
( )
6条に関する原田慶吉氏の訳文は「もし彼の原の地代を受け取
るいは〔収穫のJ2分の l小作、あるいは 3分の l小作のため
〕として 1(49-50行)収穫の 2分の 1または 3分の lを取得
o
( )
( ) く場合であれ、
( ) 小作人と耕地の所有者はその
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耕地に実った大麦を（小作契約の）割合にしたがって分けなければならな
い。」となっている。前にも言及したが、この第46条で中田氏が特定して
いる大麦が、確かに穀類ではあったろうが必ずしも大麦だけであったとは
限らないと思う。
第47条（原文・遂語訳）
Sum－ma　lr－ri一きum　aき一sum　1－na菖a－at－tm
もし　　農夫が　　ため　　　年度にて
　前の　　　　維持費も　彼のない　得られ　　　　11qu分け前を得る
禰一幅瞬蔭鞭酬只舗　eqlame－ri噌a－a皿1q－ta－bi　be－el　eqhm　　er蕊u耕す
　（他人が）畑を耕すと告げたなら主は　畑の　　　qibO言う
。　　　　　　　柑圃
u2－ulu2－up－pa－as　ir－ri－su　ma
　決して　妨害せず、　（彼は）耕して
apa忌u　妨げる
醗蝋響e噺纐＿〈＿、，
畑は彼の　耕されるので　では　収穫
k1－ma　r・一・k－sa－U帥きea皿・一h－qi2　　　rakasu契約雄ぶ
のように契約　　彼の　　穀物を　分ける　　　　rlkistu契約
　第47条（試訳）
　（第45条と第46条に続いて）農夫が、前の年度において、（その田畑を
耕作する）維持費も得られなかったので、（その農夫に）代って（他人が）
田畑を耕す（ことにした）と田畑の所有者が告げられたならば、田畑の所
　　　　　　　　　　　　　一143一
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( )
なっているo 前にも言及した 6条で中田氏が特定して
o
7条(原文・遂語訳)
|除問診府ゆ|附b掛〈予断主題ゆTI
前の 維持費も 彼のない 得られ dq 前を得る
肝苓富一軒柄議~白跨布銅版令冨1干苓|
(他人が)畑を耕すと告げたなら主は 畑の qbu言う
悼紗陣取岸恥10it>桐明日l
asu妨げる
妨 ( )
|司令そザR宇ipJYPb哩 eburu< b 
の耕され では
I<J- FJ~阿且4F三件イ i画ャ|議隊盗竪主三割
約 彼 分ける lkistu契約
条(試訳)
( 5条と第46条に続いて)農夫が、前の年度において、(その田畑を
) ので、(その農夫に)代って(他人が)
( )
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有者は（その者が耕作することを）決して妨害してはならず、その者はそ
の田畑を耕作して、収穫物が得られたならば（農夫と田畑の所有者が締結
した）契約に基づいて、収穫物（穀物）は分配されなければならない。
　第47条の解釈
　第42条から続く「農夫と田畑の所有者との契約」のなかで、農夫が手に
入れた田畑が耕作しても維持費すら手にすることができなかった場合、農
夫は他の者にその田畑を耕作する権利を譲り、その旨を田畑の所有者に知
らせたならば、田畑の所有者はその代りの者が耕作することを妨害しては
ならず、またその耕作によって収穫があったならばその収穫物は最初農夫
と田畑の所有者との間で結んだ契約に基いて分配される。すなわち原契約
がそのまま耕作を引き継いだ者にも維持される、ということを規定した条
文である。この第47条について原田慶吉氏の訳は「もし耕作人が前年度に
おいては、彼の費用の高さまでに達せざりしの（費用の採算採れざりし
の）ゆえを以つて、〔第三者が〕原を耕すべきことを主張したるときは、
原の主は決して拒まず、彼の耕作人（新耕作人）は、彼の原を耕して、収
穫〔時〕においては、彼の契約に従いて、穀物を取る。」としており、そ
れに対して中田一郎氏の訳は「もし小作人が前の年に元が取れなかったの
で耕地を（もう1年）耕作したいと言ったなら、耕地の所有者は反対すべ
きでなく、むしろ彼の小作人が彼の耕地を耕作すべきである。そして彼は
収穫時に彼の契約にしたがって大麦を受け取ることができる。」ともう1
年と限った形で期問の延長を訳そうとしている。この第47条の規定は、法
律上「期間の更新」または「契約の更新」とも呼ばれるべきもので、現代
法においても存続期間の定めある継続的債権関係において期間が満了した
時、前契約と同一の条件で更に債権関係を維持すること、と同様の主旨で
あると思われる。
　　　　　　　　　　　　　一142一
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　もっとも前の年に「耕作する」と農夫が言ってそれに見合った収穫が得
られなかったら、そのまま存続期間を延長するというのがハンムラピ法典
の主旨であり、現代法では前契約が消滅して同じ内容の新契約が改めて締
結されると解釈することを狭義の「契約の更新」と呼んでおり、その点で
この第47条の規範は、正確には単なる「期間の更新」がそのまま認められ
るべきもの、と解釈すべきである。
第48条（原文・逐語訳）
　言u皿一ma　a－wi－lum　　hu－bu－ul－1u皿
　もし　　　が　むロユリ　　し　シが
　　　　　　　ヱエマ　
e－li　　きu　／　　i－ba－aS一き1　　ma　　eq11　きu
の上に彼　　あり　　しかも　畑に彼の
睡雪一duadad　　ir－ta－hi－1き　　　u3　1u－u2　　b1－ib－bu－lum
神アダドが氾濫を起こしたり或いは又津波で
ト
1t－ba－al　u3　1u－u2　　i－na　　la　　皿e－e
覆ったり或いは又　　ないため　水の
seum　　1－na　　eqlim　la　　it－tab－Si
穀物が　に　畑　　　ないならば
ba＄0　ある
　1－na　甑一at－tim　きu－a－ti
　には　年　　　　　その
きeam　　a－na　　be－el
穀物を　に　　主
hu－bu－u1一［1i］
負債の
　　　　　一141一
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7条の規範は、正確には単なる「期間の更新Jがそのま 認められ
8条(原文・逐語訳)
権首1持率届|商ゆ金量傘妄語
sum-a a-wi-lum h-bu-ul-lum 
もし 人が c'01. 負債
i医務阿菖1除 trト不一日|肝苓Jtl
-li su / i-ba-aS-Sl ma eqll su 
かも
崎ミミ 9肝↑~干ゆミrò障者1 ~停留恒藤三陣争画蒋秒一食事詞
.IU dad ir-ta-hi-lS u~ lu-uz bl-ib-bu-lum 
波で
直釘同町刈降首百時三ゆく?咽 闘
又
国疑問φT干号1匝苫墨町長子ー|
um l-na eqlim la it-tab-si su ある
物がに
却I~φ射止まゴ時þ占~1{二亙弓i
l-a sa-at-im きu-a-ti
には年
|議Tfゆ K令苦f時特竺医盤~
を
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蘇賜禰繭繭u2－ul　u2－ta－ar　dup－paきu
決して　返さず　　　粘土板を彼の
u2－ra－ad一（la－ab　　u3　　si－ib－tam
湿らせて（変更し）　　利息を
ratabu　湿らす、消す
Slbtu　利息
らa　Sa－at－ti皿　Su－a－tiu2－ul　i－na－ad－di－in
の年　その決して課しない
　第48条（試訳）
　負債を有している者がおり、（その者の所有する田畑において〉アダド
神が、その田畑を洪水によって埋めたてあるいは津波で覆ったとしても
（その田畑を水によって押し流すかあるいは洪水によって分断する）、さ
らにまた水が不足していたため田畑から穀物が収穫できなかったという年
においては、その年に（限って）その者は債権者に穀物を支払う義務はな
い。粘土板を水に湿らせて（粘土板が水に漏れると模形文字を変更でき
る）もよいし、またその年の利息を支払う必要もない。
　第48条の解釈
　懊形文字は、普通葦ペンで粘土板に刻印し保存しておくが、契約書など
安易なものの場合はそれに火を通して永久保存するようなこともなく、水
に濡らせば前に押した文字を変更することもできる。勿論、実際にはきち
んとして契約文書の重要なものなど後から変更するようなことはしなかっ
たに相違ないが、普通の火に焼いてない粘土板は水に濡らせばもとの襖形
文字を変更した内容に変えることもできたから、この当時の象徴的な表現
方法として「粘土板を水に湿らせる」という記述によって、粘土板上に記
入した契約上の文章を書き変えることを意味したのである。
　　　　　　　　　　　　　一140一
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l県長。同臨む河ぷ胃1町降二週
z-ul u2-ta-ar dup-pa きu
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8条の解釈
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　すなわち、この第48条によって、負債をおっている人物が、天災などに
よってその者の管理する田畑から穀物が収穫できなかった場合、その債務
者には「契約文書が記された粘土板を湿らせることによって債務負担契約
を変更する権利」が与えられた、と考えてよい。このように法律用語とし
て「粘土板を水に湿らせる」という表現は、懊形文字を使用する古代世界
において、契約内容の変更を可能にする言いまわしとして各地に普及して
いったと思われる。
　この第48条の嵐の神であるアダド神（第45条の解釈に入れたアダド神の
立像参照）による自然災害については第45条のように小作人の責任であっ
ても「その年だけは債権者に穀物を返済しなくとも良い」バビロニア社会
での根本原則をこの第48条は定めていたもの、と思われる。この第48条に
関する原田慶吉氏の訳は「もし人〔ありて〕、利息債務が彼の上に存する
に、彼の原にアダッドが氾濫し、あるいはまた津波が竣い、あるいはまた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水無きがため、穀物が彼の利息債務の主に返さず、彼の証書を湿おし、か
つその年の利息を決して与うることなし。」この翻訳文中の「湿おし……」
に関する原田氏の〔註〕は「（14行）乾ける粘土を湿おして、文面を変更
することである。」と記してある。その一方、中田一郎氏の文章は「もし
人がフブッルム・ローンを負っていて、アダド（嵐）が彼の耕地を水浸し
にしたか、洪水が耕地（の作物）を流してしまったか、あるいは水不足で
大麦が耕地に実らなかったなら、彼は、その年は、彼の債権者に大麦を返
済しなくてよく、彼の文書（債務証書）を（一部変更のため）水で湿すこ
とができる。彼はまたその年の利息を与えなくてよい。」と翻訳している。
この中田氏の訳文中「フブッルム・ローン」という用語は、懊形文字のア
ッカド語でこの第48条の1行目末にあるhu－bu－u1－1umをそのまま片仮名
書きにしたもので、原田慶吉氏が「利息債務」と翻訳している法律用語な
のであるが、それが具体的にどのような債務であるかきちんと説明できな
　　　　　　　　　　　　　一139一
84 法学論集 47 (山梨学院大学〕
8条によって、負債をおっている人物が、天災などに
模
8条の嵐の神であるアダド神(第45条の解釈に入れたアダド神の
) 5条のように小作人の責任であっ
穀物を返済しなくとも良い」ノて
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8条の 1行目末にある u-bu・ul-lumをそのまま片仮名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古代法の翻訳と解釈　1　285
い以上、このような片仮名書きは翻訳用語として使うべきではない、と思
われる。なお第45条でその立像を表示した「アダド神」はシュメール時代
の象形文字（絵文字）から右に以下のように襖形文字として記載されてき
た。
ヤ ナ ρ 継 嶺僻 臨臨 ????
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ibid．）
　なお、この第48条の第2行目の人称代名詞の後で、ハンムラピ法典石柱
の表面に書かれた条文はシャマシュ神の玉座の後脚下から数えて、第13欄
（段）が左端で切れ、次のi－ba－a§一§i（～であり）から第14欄の右端に移
って、アッカド語の文章が続くことになる。
第49条（原文・逐語訳）
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　第49条（試訳）
　ある者が、商人より銀（金銀の財貨）を借りて田畑を入手し、穀物やゴ
マを扱う商人に対して（以下の契約を結んだ場合、すなわち）「この田畑
を耕作して出来た穀物やゴマを刈り入れて収穫することができる」と述べ
た場合、それを耕作する農夫がその田畑で穀物やゴマを収穫したる時、そ
の（穀物やゴマを収穫した）田畑の所有者が、商人より借用しその銀（金
額）と利息分は勿論のこと耕作に費やした諸費用の分もその商人に与える
ものとする。
　第49条の解釈
　この条文は、このままで終っているわけではなく、以下の第50条に繋続
してゆき、土地（田畑として耕作するにふさわしい農耕地）の購入ならび
に賃貸借契約の発生について述べたもので、そのまま後に続いてゆく「支
払い不能に陥った債務者を保護する規定」の冒頭である、とみることがで
きる。
　原田慶吉氏のこの第49条に関する翻訳は「もし人が銀を商人より取りて
（借りて）、穀物あるいはまた胡麻の耕作地を商人に与え、「原を耕して、
生ぜしめられた穀物あるいはまた胡麻を刈り取つて運び去りなさい」と言
いたるときは、もし耕作人が原の中に、穀物あるいはまた胡麻を生ぜしめ
たるときには、収穫〔時〕において、原に生ぜしめたる穀物または胡麻
を、原の主が正しく取りて、商人より取りたる（借りたる）彼の銀とその
利息の〔分の〕穀物、並びに耕作の費用を商人に与う。」であり、それを
もとに、中田一郎氏の訳は「もし人が商人から銀を借り受け、大麦あるい
はゴマ用に耕された耕地を（担保として）商人に与え、「耕地に種を播き、
実った大麦あるいはゴマを収穫し、持っていきなさい」と言い、もし小作
人がその耕地に大麦あるいはゴマを実らせたなら、収穫時に耕地の所有者
　　　　　　　　　　　　　一136一
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がその耕地に実った大麦あるいはゴマを取り、商人から借り受けた銀とそ
の利息および農作業の報酬に見合う大麦をその商人に与えなければならな
い。」と単なる原でなく耕地と限定して翻訳しておられる。
　以上みてきたように、原田氏と中田氏ともにこの第49条がこのままでア
ッカド語の文章が終了している形で翻訳なされている。原田氏自身が指摘
しているように、フランスの考古学発掘隊が1901年から1902年にかけての
冬にエラムの旧都スーサで発掘すると直ちに碑文の拓本をもとに翻字と翻
訳がおこなわれ、シャイユ（シュイユV．Schei1シェイルと記されること
もある）の手でハンムラピ法典石柱の下部が削り取られている箇所が約七
段分で約35条と判断されるとともに、ハンムラピ法典は全部で282ケ条よ
りなる、と決定され、今日の翻訳でもその時の条文の数字が第何条として
そのまま使われている。しかしながら後から発掘された粘土板による「ハ
ンムラピ法典」の各テキストによって考古学的な再考がなされているから
こそ、その解釈においてアッカド語の文章がどこまで続き、シャイユの条
文分類はそのままで貴重ではあるが「条文」として改めて何ケ条の条文か
らなるのかをアッカド語の文章としてどこで切れるか常に指摘して翻訳に
おいても考慮してゆく姿勢が必要なのではなかろうか。
第50条（原文・逐語訳）
　拓
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　　　　　　　50
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　i－1i－qi2　　ma　　kaspa皿　　　u3　　Si－ba－zu
　取って、　　　銀　　　や　　利息分を
．陶醐睡魎　a－na　　tamkari皿　u2－ta－ar
　へ　　商人　　　返す
第50条（試訳）
　（第49条より連続して）耕作し終った穀物やゴマの田畑を渡したる時
に、田畑の所有者は収穫できた穀物やゴマを、その（賃貸借した）商人よ
り借用した銀（金銭の額）と利息分だけ、その商人に返却するものとす
る。
　第50条の解釈
　賃貸借した金額を返す時期について定めたもので、商人より賃借した銀
は穀物やゴマを収穫するために用いるためだったのであるから、穀物やゴ
マが収穫できた時に返済するのは当然のことであったろう。
　この第50条では、一般の賃貸借契約でどこにでもある極めて常識的な内
容を記述してあるにすぎない。しかしながら、この条文に続く第51条、52
条は今日常識的に考えられる「公序良俗の原則」に逸脱した規定であるよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うに思われる。この第50条に関して原田慶吉氏の翻訳は「もし耕作済みの
穀物の原、あるいはまた耕作済みの胡麻の原を与えたるときは、原の中に
生ぜしめられたる穀物あるいはまた胡麻を、原の主が正しく取りて、銀と
　　　　　　　　　　　　　一134一
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その利息を商人に返す。」としており、その翻訳に関して追加した原田氏
の〔註〕では「（45行）「穀物の」の語原文に欠くも、脱漏なること疑な
し。」と解釈しており、これに対して中田一郎氏の訳は「もし（その人が）
〈大麦が〉71播かれた耕地あるいはゴマが播かれた耕地を与えたのなら、
耕地の所有者が耕地に実る大麦あるいはゴマを取り、銀とその利息を商人
に返済しなければならない。」と翻訳しておられる。
　原田氏も中田氏もこの規定が前の第49条から連続しているアッカド語の
文章とは考えておられないようであるが、連続した規定と考えるとかなり
矛盾したところが現れてくる。中田氏は、第30条と第31条に関してはフィ
ンケルシュタイン氏の学説を引用して前の条文の一部と記しているが、他
の条文についても第46条、第54条、第116条、第118条、第152条、第153
条、第256条、第266条等もそういう形で直前のパラグラフの一部とみなし
てはいるものの、この第50条についてはその「等」に入るのかどうかさえ
言及がないようである（op．cit．，p．178～179）
第51条（原文・逐語訳）
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　　　　　　　　　あ　　　　　　コロ
きa　it－ti　tamkarim　i1－ku－u2
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により法令換算表の　　王の
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へ　　商入　　　払う
　第51条（試訳〉
　（前2ケ条から続いて）返済するための銀（金銭）がない場合、商人よ
り借用した銀（金銭）とその利息分に相当するゴマを国王の法令換算表の
定めた（金額によって）その額面をもってその商人に支払いがおこなわれ
なければならない。
　第51条の解釈
　賃貸借したる者が、経済的に困窮して支払いができなくなった時、その
支払いにあたる銀に相応する収穫物（この条文ではゴマが掲げられてい
る）をもって支払いにあてることができる、とされているが、その借用金
額と利息分を定めた「国王の法令換算表」に定められた分量をもって支払
にあてる、と解釈できる。この第51条に関して、原田慶吉氏の訳は「もし
　　　　　　　　　　　返済せんがための銀を有せざるときは、穀物または胡麻を、王の価格標準
表の文言に従いて、商人より取りたる（借りたる）彼の銀とその利息に相
応する価格関係に従いて、商人に与う。」同じく原田氏の〔註〕は「（58
行）「穀物又は」の四字原文には過失によりて欠く。」となっていた。それ
に対して中田一郎氏の訳は「もし彼に返済する銀がない場合は、彼が商人
から借り受けた銀とその利息に見合う〈大麦あるいは＞ゴマをその相場に
　　　　　　　　　　　　　一132一
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したがって、王の勅令通り、商人に与えなければならない。」としている。
この第51条の翻訳に関し、中田一郎氏の訳はかなり問題があると言わざる
をえないだろう。この当時今日の市場のようなものがあってその都度「相
場なるもの」が定められていたかどうか疑問であり、また王の勅令通りと
いうがpiがはたして「勅令」であるか、ラテン語やギリシア語の「勅法」
と「勅令」について言及した拙稿を御参照願いたいと思う（拙稿「憲法の
史的淵源と象徴」、山梨学院大学『法学論集』44号、p．47～p．56参照）。
第52条（原文・逐語訳）
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　（前条で規定した穀物やゴマも収穫できない場合のことを述べている）
もし、その農夫（耕作者）が自分の田畑で、穀物もゴマも何も収穫できな
かった場合、その（原）契約は決して変更してはならないものとする。
　第52条の解釈
　この条文で規定している内容はどうも正確には何を主旨としているのか
理解しがたいところがあるが、経済的に困窮して商人より借用した金銭が
　　　　　　　　　　　　　一131一
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返却できなくなった時どうするか、という目的で作られたと思われるが、
その場合でももとの契約は決して変更できないというのが、どういう効果
をもたらすのかは不明である。
　原田慶吉氏は、この第52条のアッカド語による主語をコシャカー氏の説
に従って「商人」以外に考えられない、とその〔注〕で述べておられる
が、模形文字原文には何の記述もない。中田一郎氏もその脚注でフィネ等
の学説で「A．Finet，Le　code，p．61とE．Szlechter，Codex，p．79にしたが
う」という形で、この文章の主語を「商人」と二重括弧つきで表示してい
る。筆者はこのような外国人の解釈をそのまま翻訳するようなことはせ
ず、ri－ik－sa－ti「契約」を仮の主語とみなして以上のような試訳を試みて
みた。この第52条に関する原田慶吉氏の訳文は「もし耕作人が原の中に、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　穀物あるいはまた胡麻を生ぜしめざりときは、〔商人は〕彼の契約を決し
て変更することなし。」とし、さらに原田氏の〔註〕は「（5行）主語は商
人以外に考えられない。：Koscぬaker，ASAW．42S．98．」となっている。こ
れに対して中田氏は人称代名詞「彼」を主語としている。それでは中田一
郎氏の訳文とは「もし小作人が耕地に大麦あるいはゴマを実らせなかった
としても、［彼（商人）73は］彼の契約を変更してはならない。」という風
に主語を括弧つきで入れて訳文を書いておられる。
　確かにアッカド語の文章として、主語は前の第51条より類推して「商
人」であろうが、この第52条で定められているのは、穀物とゴマも収穫で
きなかったとき原契約を解除できないとする、後のローマ法でいうPacta
sunt　servandaの原則を明示したもの、と思える。
　なおこの第52条の最初からハンムラピ法典の石柱表面のシャマシュ神の
玉座の後脚下より始まった法典の文章の縦書き欄（段）は第14欄が終っ
て、第15欄の右側から縦に読んで左側に移行してゆくことになる。
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第53条（原文・遂語訳）
　言um－maa－wHum　a－na［kari］きu
　もし　　　が　　につき　ム　を　　の
du｛un－nu］一nim　a－ahSu［id－dlma］　　　　　dananu強める
　堅固にすること側に彼の投げて（放任して）
kari［SU］1auガdan一［n1－inma］
土手を　せず　堅固に　　　（そのため）
1－na　kari［Su］b1－tumit－te一［ip－ti］
に　土手彼の　　裂け目が　開けられて
pi切破く、開く
bit酉破く
u3ugaramme－e　u駈ta－bil　a－wilum
　田畑に水が移行したなら　　人は
ugaru〈a－gar3　田野
aba　l　u　もたらす、移す
きa　i－na
所の　に
kari　　きu　　bi－tum　　ib－bi－tu一〔12
土手彼の　裂け目を　開けた
きeam　＄a　　u2－hal－li－qu　　i－r1－a－ab
穀物を所の喪失した　　弁償する
halaqu矢う、破壊する
rabu返済する
　第53条（試訳）
　ある者が、自分の（田畑の）土堰堤（土手）を堅固にすることを放棄し
（自分の畑に接続する土手の修理をして強固にしておくのを怠り）、その
土手（土堰堤）を堅固にしないでいたところ、その土手に裂け目が出来て
（穴が）開けられ、（それによって他人の）耕作地を水で押し流してしま
った場合、土手に裂け目をつくってしまったその者が（そのために）損失
した穀物を（自分で）弁償しなければならないものとする。
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3条(原文・遂語訳)
際長怪ゴ蒋手傘出Ifk量一ゆ守宅一直l
Sm-ma a-wi-lum a-na [kriJ Su 
も 人が つき土手を彼
院了帯柄号例J10 r時直属静岡!
投げて(放任して)
応蒋商用時~~秒秒間!
堅 (そのため)
勝 φφ4ザb菌防時玄医除可l国劇
dananu強める
ltiJ破〈 開〈
土手 裂け目が聞 itiJl 破〈
持首Tf時〉下回問問同同肝争-~
田畑に水が移行したなら 人 luもたらす、移
ゆ司防φ令費国i惨舷問時繍種目
の 土手 裂け 開け
問題制躍。ゆ耳目J201律問7干悶l
Sa uz-hal-li-qu i-rl-a-ab laqu失う、破壊する
所の喪失した 弁償する bu返済する
条(試訳)
( ) ( )
(自分の畑に接続する土手の修理をして強固にしておくのを怠り)、その
( )
(穴が)開けられ、(それによって他人の)耕作地を水で押し流してしま
( )
( )
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　第53条の解釈
　今日もある民法上の過失責任の一般原則を規定しているにすぎない。多
分、高台に位置する自分の田畑に接続する土手を堅固にするのを怠り、他
人の田畑に損害を引き起こしたる者は、そのことだけで全ての過失責任が
負わされ、その被害者に対して損害賠償を負うことがこの条文によって義
務づけられている。
　近代民法、特に日本の民法で過失による損害賠償を規定するのは民法第
410条第2項で、これは一般的に「給付不能による損害賠償」と規定され
ている。その民法410条の第1項と第2項を以下に示す。
　第410条〔不能による選択債権の特定〕
①債権の目的たるべき給付中始より不能なるもの又は後に至りて不能とな
りたるものあるときは債権は其残存するものに付き存在す。
②選択権を有せざる当事者の過失に因りて給付が不能と為りたるときは前
項の規定を適用せず。
　ローマ法学者の原田慶吉氏はこの「給付不能による損害賠償」に関わる
ハンムラピ法典第52条を以下の如く翻訳しておられる。その原田氏の訳は
「もし人が、彼の原の土手を堅固にすることに対し、彼の側を（に）投げ
出して（手を撲きて）、彼の土手を堅固にせず、その結果、彼の土手の中
に裂目が開けられ、以つて水をして田野を竣わしめたるときは、自己の土
手の中に裂目が開けられたる者、喪失せしめたる穀物を賠償す。」であり、
その後に翻訳した中田一郎氏の訳は「もし人が自分の耕地の畔の強化を怠
り、その畔を強化せず、（そのため）自分の畔に亀裂が生じ、（灌漸）水で
耕区74（の大麦）を流失させたなら、自分の耕地に亀裂が生じた人は、彼
が流失させた大麦を償わなければならない。」となっている。中田氏が模
形原文で第53条の5行目のところを「耕区」と訳し、（注74）を入れてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へるのは、その脚註からロジャーJ．Reger氏がA．GAR（ugarum）を「灌概
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区」と理解し、流されたのは灌漸区の土であると解釈していることを参考
に耕区という訳語を決めたらしい。
　このように「自分の田畑の堺にある土手を当然のごとく堅固にしなけれ
ばならない」はずなのにそれを怠って灌概水などで他人の畑に被害を与え
たりしたような場合、この田畑の所有者あるいは耕作者は、法律的に見た
場合、十分な注意義務に違反し法律の要求する一定程度の注意を欠いたる
がために予見可能な事実を認識しなかったのだから「過失による損害賠
償」の責を負うべきものと解釈され、現代の日本民法第410条の規定と本
質的には一致するものと思われる。
　農耕社会においては、どうしても水質源開発の技術を必要としており、
この第53条から第56条までの規定は、先の第45条と第48条というアダド神
による自然災害と異なって、はっきりとした故意・過失の原則を確立させ
ている。
　おそらくメソポタミア地方においては、ティグリス河とユーフラテス河
とという両大河から引いた灌瀧用水を使った農業用水確保のための「土堰
堤」の建設技術が、すでに経験的な手法として体系づけられ、その技術に
対応する法的規則も慣習上確立していた、と思われる。
　そしてこのような耕作地を囲むような土堰堤が造られ、それを常に補強
しておかなければならぬ義務が確立されていたもの、と思われる。この第
53条に関わる懊形文字がシュメール時代から創られ変化してきた後を以下
に見てみることにしよう。
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バビロニア アッシリア
絵　文　字 古拙文字 古典的撰形文字
後　期
撰形文字
音　価 意　味
シュメール アッシリア
Q ○ 口 口 口 再12rlmkilhab kur41UgU（i21aggbm91n2
??
???
む
??
口口 t口 ロコ 口＝」 niginpuhhm補強する10SIla2
国 團 圓 圓 zarsar zarsar6湧き出る流れる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ibid．）
　その結果、耕作に従事する人々の慣習的責任と損害賠償の規定がこの第
53条と第54条の中にみられるのである。
　日本の古代社会でも、律令体制が確立する以前に、すでに4世紀末には
現在の大阪府にある狭山地や香川県にある満濃池という農業用水確保の土
堰堤の原型が出来あがっていたと推測されているが、はたして古代バビロ
ニア社会においてはどの程度までこうした土堰堤の技術が確立していたも
のか、現代の考古学的知識レベルではまだ解明できないだろうが、将来何
等かの方法と技術によってそうした古代社会の姿がはっきりしてくるもの
と思う。
第54条（原文・逐語訳）
　Sum一皿a　　　　＄eam　　ri－a－ba－a皿
（上記で）もし穀物の弁償が
1a　　i－li－i　Su－a－ti　u3　bi－Sa　きu
ないなら出来彼と動産を彼の
16U出来る
bi甑財産＜ni3－ga
a－na　kaspim　　i－na－a（i一（li－nu　　ma
　のため銀　売り渡して、
お
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　　　　　　　　財烈
取ar－ugare　　　　ゑa　　　　きei　　Su－nu
農夫達は　　所の穀物に彼らの
　水が　冠水した（売上金を〉分配する
mar－ugare
　〈（iumu　a－gar3－meS
zaZU　分配する
　第54条（試訳）
　（前条より続く）その者が、穀物の弁償ができないような場合、（水に
よって穀物を押し流された田畑の所有者は）その者の動産を銀のため売り
渡して（損害をかけられた）農夫達は水が冠水して損害をかけられた穀物
の損害賠償として（動産と銀などの売り上げ金を）互いに分配することが
できる。
　第54条の解釈
　ごくあたりまえの過失責任について言及した内容であるが、この土手
（堤）というのはおそらく灌瀧用の水止め施設で、その土手を強固に修復
する当然の義務を怠ったことで他人の田畑に損害をかけたなら、当然その
土手の修繕をしておかなかった者は損害賠償の責に任ずるのである。この
条文に関する原田慶吉氏の訳は「もし穀物を賠償すること能わざるとき
は、彼と彼の動産を銀のために与えて（売却して）、自己の穀物を水が竣
　　　　クいたる「田野の息」は、〔売上代金を〕分配す。」となり、そこにつけられ
た原田氏の〔註〕は「（27行）「田野の息」とはマルク団体民P　Eilers参
照。」となっている。ここで原田氏が「田野の息」と翻訳しているのは、
その条文末にある註からも明らかなようにアイラース氏Eilersがマルク
団体民とからめて翻訳したものを重訳したのであろうが、原田氏がこのハ
ンムラピ法典の第7条や第14条で訳語として使った「人の息」という用語
　　　　　　　　　　　　　一125一
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と同様コシャカーKoschaker氏が採用していたような古い概念で、今は
もう使われていない。それに対して中田一郎氏の訳は「もし（その）人が
大麦を償うことができなければ、人々は彼と彼の動産を売り、（その売上
金を）水で大麦を失った耕区のメンバー（耕区の子等）が分け合うことが
できる。」としている。
　この第54条の2行目にあるb踏aを一般的には「動産」と単純に訳して
いるが、現在考えられている不動産以外のものすべてを意味する動産とは
異なることに注意すべきである。
　しかしいずれにせよ当時のバビロニアで個人が所有していたいわゆる財
産でその時代に通貨に代って交換できたものを通称してb踏aと言ったの
であろう、と思われる。第53条から続く、アダド神による自然災害によら
ないで耕作者の故意・過失により土堰堤を破損して他の人の有する田畑に
損害を与えたる者は、それに対する損害賠償は動産によってなされる慣習
法が古代社会において成立していたことを示す条文としてこの第54条が存
在するのである。
第55条（原文・逐語訳）
　　　　　　　　　　一痒＝
きum－ma　a－wi－1um　　a－tap－pa　　きu
　もし　　人が　　溝を　　彼の
a－na　　Si－ki－tim　　ip－te　　a－ah　　Su　　id－di　　ma
のため灌概　　開いたが側に彼の投げ（放置し）たので
eqil　i－te　きu　me－e　uき一ta－bil
畑に　近隣の彼の　　水が被ったならば
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繍画目…一　　言eam　k1－ma　i－te　きu　i－ma－ad－da－ad（弁償の）穀物を同様に近隣　彼の　量る　　　　madadu量る
　第55条（試訳）
　ある者が、灌瀧の目的で自分の水門（溝）をあけたが、そのまま放置し
ておいたので近隣の田畑を水で押し流してしまった場合に、その者は（水
の被害を受けなかった）近隣の田畑の収穫高に準じて、穀物を推量し（そ
の額をもって）損害の賠償をおこなわなければならない。
　第55条の解釈
　前の第54条は、灌漸用の土手を補強する（強化する）のを怠ったせいで
水が近隣の田畑を押し流したのであるが、この第55条は灌瀧の目的で自分
の田畑にある水門をあけそのまま放置した責任が問われている。
　双方とも過失責任という点では同じであるが、第53条の不作為による場
合は「損失させた穀物」だけを賠償するのに対し、第54条の作為がある場
合は、アッカド語の撰形文字の文面でも多少重く規制されているように思
う。これに関する原田慶吉氏の訳は「もし人が彼の溝を灌漸のために開
き、彼の側を（に）投げ出して（手を供きて）、彼の隣人の原を水をして
竣わしめたるときは、穀物を彼の隣人〔の割合〕に従いて量る。」これに
対して、中田一郎氏の訳は「もし人が灌概のために彼の用水（の取水口）
を開いたが、（注意を）怠り彼の隣人の耕地（の大麦）を水で流失させた
なら、彼は彼の（別の）隣人（の収穫率）にしたがって大麦を計り与えな
ければならない。」となっている。
　この第55条の1行目にあるa－tap－paが、一般的には「溝」と訳される
が、田畑に水を導く「水門」のことであろう、と思われる。中田一郎氏は
「用水（の取水口）」としたが、それが具体的にはどのような形でいかな
　　　　　　　　　　　　　　一123一
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る材料で作られていたかは良く分からない。また§eamが穀物あるいは穀
類で当然のことながら大麦も含まれると思われるが、それを大麦だけと断
定することはかなり問題があると思われる。
　前2ケ条の第53条と第54条の場合は、明らかに過失責任であるが、この
第55条と第56条についてはどの程度に故意・過失が考慮されるか難しいと
ころである。
　日本民法の第611条には「賃借物の一部が賃借人の過失に因らずして滅
失したるときは賃権人は其滅失したる部分の割合に応じて賃貸の減額を請
求することを得」とあるが、流出させた他人の耕地の算定には古代の裁判
官もかなり苦慮したものと思われる。
第56条（原文・逐語訳）
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らせた場合、（その害を与えた田畑の10イクーにつき大麦10グルの割合で）
損害賠償を行わなければならない。
　第56条の解釈
　どうも第55条と関連する規定のように思われるが、この第56条には、水
をかけて被害を与えた範囲が前条のように田畑全体でなく、その一部であ
ったことを考慮した規定のように思われる。10イクーについて10グルとい
う損害賠償の額は、同じくハンムラピ法典の第44条の額面と同じである。
すなわち1イクー＝約60㎡とみるべきで、田畑における損害賠償の基準と
して当時のバビロニア社会で認められていたものだろう。
　このような土地とそこから派生する収穫物の損害賠償制度は、このバビ
ロニア社会に先立つシュメール時代にすでに確立されていたようで、損害
賠償額のグルという単位もシュメールの単位をそのまま継続したものであ
るが、シュメール時代の初期王朝の頃は、1グル＝144シラでこれは今日
の重要あるいは容積単位で約122リットル（約500cm3）であったとされる
が、「ウルナンム法典」で有名な将軍ウルナンムが興したウル第三王朝
（B．C．2112年～）からは1グル＝300シラ（約255リットル）とされ（この
単位とそれを意味する懊形文字については第44条の解釈を参照のこと）、
アッカド時代はだいたいこの容積で取り引きがなされたと考えられてい
る。大麦の収穫は、大体1イクーあたり1～2グルとみられているので、
この損害賠償は当時の社会にあっては妥当なものであったと推測される。
この第56条に関する原田慶吉氏の訳は「もし人が水を開きて、彼の隣人の
原の耕作物を水をして竣わしめたるときは、1イクーに付き、穀物10クー
ルを量る。」であり、これに対して中田一郎氏の訳は「もし人が水を導き
入れたが、（播種のための）農作業が行われた彼の隣人の耕地を水で流失
させたなら、彼は1ブル（約6．5ヘクタール）につき10クル（約3，000リッ
　　　　　　　　　　　　　　ー121一
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トル）の大麦を計り与えなければならない。」としている。
　筆者と中田氏とは1グル（原田氏はクール、中田氏はクルと濁音抜き）
の計量が多少異っているため、2，550リットルと3，000リットルとの差が出
てくるが、だいたいこの位の額で損害賠償額が支払われた、ということだ
ろう。なお単位としてシュメール語表記ではGURだからグル、アッカド
語ではkurru（m）と読むからクル（原田氏はクールと長音にしている）と
なる。
　なお中田氏は「ブルburu（m）」を従来使っていた「イクー」と同じ数
量として表示している。その点に関しては中田一郎氏の著書ハンムラビ
『法典』Xの「度量衡換算表」を参照されたい。
第57条（原文・逐語訳）
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庵爾臨鶴鷹r§um　きa　i－na　ba－h皿be－eleqli皿
牧人は所の　で　なしに　　主　　畑の
師、＿、、㎞、勲棄樋・・騙
10イクーにつき大麦20グルを　に　主　　畑の
一　　　　　　騒i－na－ad－di－in
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5e払う　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大麦　　　　（ibid．）
　第57条（試訳）
　ある牧人が、家畜に草を食べさせる事について田畑の所有者と同意せず
に（畑の草を）食べさせたる場合に、（しかも畑の主なしに食べさせたる
ようなときは）田畑の所有者は自分の畑を刈り取って、田畑の所有者の同
意なしに家畜に草を食べさせた牧人は、10イクーにつき大麦20グル（の損
害賠償）を田畑の所有者に支払わなければならないものとする。
　第57条の解釈
　牧人が、家畜を管理する責任について規定した条文であるが、このハン
ムラピ法典第44条ならびに第56条で規定された過失責任の倍額の損害賠償
が定められていることは、牧人の責任の重さがここで改めて問われること
になる。
　前文の第1段落で示したように、シュメール時代の神話「牧者王ドゥム
ジ」から「牧者」という称号は、かなり聖なる意味をすでにシュメール時
代から有しており、その古拙文字から懊形文字への変遷は、以下のように
一119一
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「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　」刻されていた。　　　　　　　　　　　　　　　　　（ibid．）
　牧人すなわち「羊飼い」という職種は、ハンムラピ王自身がその呼称を
使っているくらい遊牧民族にとっては重要なもので、後にこの称号はユダ
ヤ教とキリスト教によって「牧者、牧師」という聖職者の称号として定着
する。一方そのような神話とは別に現実の職業としての牧人についての規
定があり、この他人の畑で、牧人が自分の家畜に草を食べさせた事例があ
げられてこれが後に確立するユダヤ教の聖典『旧約聖書』の出エジプト記
第22章4節で、その田畑が「畑あるいはブドウ畑」と変って掲載され、損
害賠償としても「自分の畑の最も良い物とブドウ畑の最上の産物」とを比
較して、かなり特殊な対象として後々までも記載されるようになる。
睦田 呼圓 尋圖1
slk2
s－pa
sab6
sip2
牧者
　因みに『旧約聖書』の「出エジプト記」第22章4節のヘブライ語原文と
「日本聖書協会の新共同訳」は、以下の通り、
　旨施箏　鱒n箏　晒遡　　噌”r嫉環ウ翻r㌢亭1？
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　且め『顔　　　　胴吻　　　コめ㍉㌍　　r腿　　m幽　　　r塊笥
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or－from－best－of　　field－of。him　　from－best－of　　another　　in－f量e璽d－of　　and－he－grazes
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：口うび　　　穐r∋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　ロロ　コ　　　　　　　　　　　　　　ヤ　ヨロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　he－must－restitute　　vineyard－of－him
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ibid．）
　「人が畑あるいはぶどう畑で家畜に草を食べさせるとき、自分の家畜を
放って、他人の畑で草を食べさせたならば、自分の畑とぶどう畑の最上の
産物をもって償わねばならない」（10c．cit．，p．130）のように記述されてい
る。
　古代ローマの『十二表法』では、「夜間に他人の耕地に放牧して牧草を
食いっくさせること」は、謀反、殺人、呪咀、放火、偽証と並んで重罪と
され、死刑をもって制裁されたが、その処刑方法は「犯人が成熟者の場合
　　　　　　　　　　　　　一118一
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には五穀の神ケレスの神社の神木に吊るして絞殺し、未成熟者の場合には
法務官がこれに苔刑を科し、かっ損害の二倍額を損償させる」（船田享二
著『ローマ法』第一巻P．124）という厳しい刑罰が科せられていたようで
ある。この第57条に関する原田慶吉氏の訳文は「もし牧人が草を小家畜に
喰わしむることに対し、原の主と合意せざるに、原の主〔の同意〕なくし
て、原を小家畜に喰わしめたるときは、原の主は彼の原を刈り取り、原の
主〔の同意〕なくして原を小家畜に喰わしめたる牧人は、この外なお、1
イクーに付き、穀物20クールを原の主に与う。」となっており、それに対
し中田一郎氏の訳は「もし牧夫が小家畜に草を食べさせることに関して耕
地の所有者と協定を結ばず、耕地の所有者の知らない間に小家畜を（彼
の）耕地で放牧させたなら、耕地の所有者が（その）耕地の収穫を行わな
ければならない。耕地の所有者の知らない間に小家畜を（彼の）耕地で放
牧させた牧夫は、その上、1ブル（約6．5ヘクタール）につき20クル（約
6，000リットル）の大麦を耕地の所有者に与えなければならない。」と牧人
を牧夫と変えて訳文を書いておられる。なお中田氏の著書で、その最初に
掲げられた「度量衡換算表」では、アッカド語の1ブルがシュメール語の
広さを表わす単位イクーに換算すると18イクーとなっており、シュメール
語のグル（原田氏の言うクール、中田氏のクル）は、アッカド語で5パタ
ーン（約300リットル）とあるがそのように正確に換算できるものかどう
カ〉わカ〉らない。
第58条（原文・逐語訳）
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　第58条（試訳）
　（前の第57条に示された、他人の田畑に侵入して草を食べさせた）家畜
がその後になって（その草を食べさせた）田畑から脱出して、安全な公共
の場所に（国の公共の広場など）その城門から殺到したる場合の後（その
城門に放牧完了の合図があがった後に）、（最初に）牧人が（それらの）家
畜を田畑に連れてゆき、その田畑（の草）を家畜に食べさせ、その牧人が
田畑を食べさせていたことが（他人をして）目撃されていたのならば、そ
の場合、（その田畑における）収穫高の10イクーあたり大麦60グル（の割
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合）で、田畑の所有者に（賠償額を）支払うものとする。
　第58条の解釈
　牧人の注意管理責任について、更なる責任を課したものと思われる。牧
人が、他人の田畑に家畜を連れていって牧草や畑の産物を食べさせただけ
でなく、そのまま家畜が田畑から移動して公共の広場などに集団で暴走し
たような場合、牧人が田畑の主などに支払う賠償金は、第57条に規定する
三倍、一般的に決められた水などによる損害賠償の六倍にも達する（第44
条ならびに第56条参照）。それだけ牧人の高度な責任が課せられていると
みるべきだろう。この条文に対する原田慶吉氏の訳文は「もし小家畜が牧
　　　　　　　　　場より脱出して、全畜群（P）が市の門の内部に閉ぢ込められたる後、牧
人が小家畜を原に連れ行きて、小家畜に原を喰わしめたるときは、牧人は
喰わしめたる原を見護りて、収穫〔時〕においては、1イクーに付き、穀
物60クールを原の主に量る。」となっており、その各文に附属した原田氏
の〔註〕は「（68行）本語の意味明らかならず、学説争多し。今仮りに
Ungnad，Deime1等に従う。」となっていた。その一方で、中田一郎氏の
訳のほうは「もし小家畜が耕区から引きあげ、（耕区での放牧の）完了の
印が（市の）門に懸られたあとで、牧夫が（彼の）小家畜を耕地に放ち、
耕地で放牧させたなら、（その）牧夫は（彼の小家畜を）放牧させた耕地
を見張らなければならない。そして収穫の時に1ブル（約6．5ヘクタール）
につき大麦60クル（約18，000リットル）を耕地の所有者に計り与えなけれ
ばならない。」となっている。
　この第58条の2行目から3行目（原田氏の註では68行目）にかけての
ka－an－nu　ga－ma－ar－tim　e1頓＿。．it－ta－ah－1a－1uまでのアッカド語文章の解釈
が難しく、原田氏は「全畜群（P）が市の門の内部に閉じ込められたる後
　一」と訳し、中田氏は「（耕区での放牧の）完了の印が（市の）門に懸
　　　　　　　　　　　　　一115一
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けられたあとで……」と解釈している。いずれにせよこのアッカド語の文
章は、かなりの単語を補って解釈せねばならず、正確にその意味を解釈す
るのはなかなか大変な問題なのである。
　ところで、この第58条は、模形文字原文の第7行目のところで、ハンム
ラピ法典のスーサで見つかった石柱の表面、立ったハンムラピ大王とその
右に座ったシャマシュ神の玉座後脚下のところから始った縦書きの梗形文
字の欄（コラム、段）のそこから数えて第15欄目が左側で終了し、第58条
の第8行目から次の第16欄（段）の右側端に移行して読んでいかなければ
ならない。そしてこの欄から下が削り取られているので、石柱表面の懊形
文字はこの第16欄が一番下になっている。
第59条（原文・逐語訳）
　Sum－ma　a－w1－1um　　　ba一1um　be－el　　kir6m
　もし　　人が　　　なしに　主　　果樹園の
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にて　果樹園　入の　　木を　　切ったならば
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半マヌを銀　量る（払う）
鶴呂
　の果樹園
㎜．善
nakasu　　切る
　　　　朗
（ibid．）
　　　　kiri6
シュメール時代果樹園
第59条（試訳）
　ある者が、果樹園の所有者がいない時に、果樹園の樹木を伐採したなら
ば（その損害賠償として）半マナの銀を支払わなければならない。
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　第59条の解釈
　こういう樹木を伐採した時の損害賠償の規定は、ハンムラピ法典以前の
シュメール時代に発布されたシュメール語による「リピト・イシュタル法
典」にすでに記されている。このリピト・イシュタル法典は、おそらくそ
の全体の五分の一くらいが発掘されているにすぎないが、幸いその損害賠
償の規定が第9条と第10条に掲載されており、その第9条には「他人の果
樹園に侵入して窃盗をはたらいた時、銀10シェケルを支払わなければなら
ない」と記され、それに続く第10条で「窃盗犯が、他人の果樹園の樹木を
一本切り倒した時は、その三倍の30シェケルの銀を支払う」という記述が
ある。
　ハンムラピ法典の発布された、アッカド時代、最初に重量を規定した
「軽量マナ」においては1マナ＝60シェケルだから、半マナは30シェケ
ル、すなわちリピト・イシュタル法典の規定をそのまま継承したものと思
われるが、当然のことながらシュメール時代とアッカド時代では通貨の単
位は異なっていたと考えられるので、おそらくこの条文はシュメール時代
の法規範をそのまま踏襲し、通貨の額も変えられずに記載したものと思わ
れる。この第59条に関する原田慶吉氏の訳は「もし人が園の主〔の同意〕
なくして、人の園の中にて樹を伐り倒したるときは、銀半マヌーを量る。」
となっていた。そしてその一方で、中田一郎氏の訳は「もし人が（別の）
人の果樹園の木を、その果樹園の所有者の知らない間に切ったなら、彼は
銀2分の1マナ（約250グラム）を支払わなければならない。」となっている。
　この第59条の解釈は、あまりにも単純なアッカド語の文章のため、ほと
んどの翻訳者でそれほど解釈の差がいちじるしくみられているわけではない。
　いわゆる広義の「器物損壊罪」にあたる規定で、その損害賠償額が半マ
ナ（約250g）の銀と決められている。現代日本の刑法では、刑法第261条
に「前3条に規定するもののほか、他人の物を損壊し、又は傷害した者
　　　　　　　　　　　　　一113一
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は、3年以下の懲役又は30万円以下の罰金若しくは科料に処する」という
規定があるが、バビロニアでは、半マナの銀という民事上の損害賠償しか
定められていない。日本の刑法で前3条とあるのは、刑法258条に「公用
文書等殿棄」、259条に「私用文書等段棄」、260条に「建造物等損壊及び同
致死傷」などが特別に重い罰則を定めているからで、日本の刑法では損壊
と並べて傷害という法律用語を用いているが、それらは殼棄と同義と解さ
れている。ハンムラピ法典では「果樹園の樹木を伐採することだけ」が器
物損壊罪の条文となって規定されている。
第60条（原文・逐語訳）
?、?
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選んで　　　　　取る
　第60条（試訳）
　ある者が、田畑を果樹園として（造園するために）植樹する目的で園丁
師に貸し与えた場合に、その園丁師は果樹園に植樹して四年間はその果樹
園を成長させ（育成し）なければなない。（そして）五年目からその果樹
園の所有者（地主）と園丁師とは（双方がその果樹園の収穫物を）均等に
分割する必要がある。（しかしながら）果樹園の所有者（地主）が最初に
自分の収穫物の配分を取ることができるものとする。
　第60条の解釈
　田畑とすることのできる土地の所有者（地主）とそれを賃貸して果樹園
にしようと思っている者の「土地賃貸借契約」がこの条文である。そして
果樹園を経営しようとする園丁師は先ず四年間、植樹した後に十分な管理
をして果樹園として果物がとれるように努めなければならない。果物によ
っては五年で収穫できないものもあるだろうが（日本では俗に、桃栗3
年、柿8年というが、メソポタミア地方のナツメは5年が果樹として成熟
するかどうかは不明）、それはともかく5年という期間は中近東地域にお
いては妥当な年限であろうと思われる。五年目からはその収穫した果実を
地主と園丁で平等に配分するというのが、この条文の主旨であるが、文章
の冒頭が地主から始まり、全体からみてみると土地所有者の保護が先ず念
頭に置かれている、と理解できる。その地主の保護がますます強調されて
いるのが次から始まる第61条以降の規定である。ここで先ず最初にこの第
　　　　　　　　　　　　　一111一
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60条を訳した原田慶吉氏の文章は「もし人が原を〔園（棄園）として〕栽
植せんがため、園丁に与え、園丁は園を栽植したるときは、四年園を成長
せしめ、第五年には園の主と園丁は平等に分配し、園の主は彼の分前を選
択して取る。」となっていた。次いで中田一郎氏の訳は「もし人が（ナツ
メヤシを）〔植えて］果樹園にするために耕地を園丁師［に］与え、園丁
師が果樹園に（ナツメヤシを）植えたなら、彼は4年間果樹園を育てなけ
ればならない。そして5年目に果樹園の所有者と園丁師は（果樹園を）等
分し、果樹園の所有者が彼の取り分を（優先的に）選び取ることができ
る。」という風にナツメヤシという片仮名にして訳文を作っておられる。
　原田氏と中田氏はともに欧米の学者の解釈をそのまま受け入れて、括弧
っきでその樹木が喪椰子と判断しているが、たしかにこの当時からメソポ
タミアでは喪椰子が多く果樹園に植えられてはいたようではあるが、この
第60条にその樹木が確かに寮椰子と特定されて記されているわけではな
い。この第60条からハンムラピ法典の条文が削り取られている第66条の途
中まで、果樹園の規定が続いており、多分同じ果樹のことを規定している
と思われるが、それが正確に棄椰子と特定することはできないと思われ
る。
　ハンムラピ法典では、このように果樹園のみの使用権と支配権を樹木が
育つ四年間という年限を限って、その翌年である五年目の分配を規定して
いるが、土地の使用権と支配権（あるいは用益権）について古代ローマの
十二表法第VI表の3に、以下の如き規定があったとみられている。
　Usus　auctoritas　fundi　biennium　est＿ceterarum　rerum　omnium．．．
annuuS　eSt　uSuS．
　「土地の使用権と支配権（用益権）とは二年の問とることができる……
（が）……その他のものの使用権と支配権（用益権）は一年の問しか……
設けることができない……」
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　この十二表法の第VI表3の規定は、完全なラテン語の文章として残され
ておらず、キケロやガイウスの伝えるところから再現され、またウルピア
ーヌスの解説によって我々は理解することができるだけであるが、その規
定した内容は土地に関しては二年間、その他のものについて一年間のあい
だ連続して占有していれば、その占有者はそのものに対して所有権を取得
することができる、という規定であった。従ってハンムラピ法典のように
果樹園に関して五年後にその果実を配分するという主旨の規定ではなかっ
た、と思われている。現代法において、土地使用権は公用制限の一態様に
おける土地の使用権として認識され、一般的に公権と考えられて使用権成
立の範囲内で私権である所有権が制約を受ける、と考えられている。そし
て土地使用権の設置とその行使に関しては、正当な補償がなされなければ
ならず、また不要となれば返還されなければならない、というのが一般的
な考え方である。
第61条（原文・逐語訳）
　　鳶um－ma　　　nu－klrOm　　eqlam　　i－na
　（上記で）もし園丁が　　畑を　時に
翻噺蔭冒za－ga－bi－i皿　　1a　　　ig－mur　　ma
　植樹する　　せずに完成
ni一（ii－ta皿　　i－zi－ib　　ni－di－tam
放置部分を　残したならば放置部分は
　　（ibid．）
　　　　　へ　　ga皿aru　完成する
　　　　ez6bu残す8i§immar
ナッメヤシ
一曙画一z・tt’〈h釦’aa－na　　l　i－ib－bi　　zitti　きu　　i一きa－ka－nu　　きum　　　　　　libbu　心、1真ん中
として　分け前　　　　彼の　　置く　彼に　　　きakanu指名する、固定する
　　　　　　　　　　　　　一109一
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I表3の規定は、完全なラテン語の文章として残され
を配分するという主旨の規定で、
げ
るo
1条(原文・逐語訳)
防除凶号同鮪1~平森鴎
sum-a nU-klrUm eqla i-na (bi.) 
( ) を
帯ゆ掛1明広4博多'函|
却 Iþ.{肉体楠岡II~{} rJ1 厨明
-di-tam i-zi-ib ni-di-tam gi~immar 
ツ
-na li-ib-b zittiきu i-sa-ka-nu sum 
前 彼の 置く彼に
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gamaru完成する
ezebu残す
zl ttiく ha-la
libb 心、真ん中
sakanu指名 る、固定する
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　第61条（試訳）
　（第60条の条文から引き続く）園丁師が、（その）田畑とすることので
きる土地に造園を開始したが、それが完成せず、（その一部分を造園しな
いまま）放置しておいたるような場合、放置して残しておいた部分をその
者（園丁師）の取り分にしておかなければならない。
　第61条の解釈
　第60条で、果樹園を造園しようとした園丁師が、無事にその賃貸した全
部の土地を植樹して五年たった場合、原則として園丁師と地主の取り分は
平等に二っに分けられたが、園丁師がその土地の一部分に植樹せず、手を
抜いたままである時、そのまま植樹せずに造園作業が完成していない土地
から収穫できたであろう収穫物の分は、園丁師がその責任を追わなければ
ならない、と解釈すべきだろう。
　すなわち、第60条で平等原則を先行させてはいるものの、土地の賃貸借
においてあくまでも地主すなわち土地の所有者を保護することにバビロニ
ア法の立法意図はあるとみなければならない。この第61条に関する原田慶
吉氏の訳は「もし園丁が原に栽植するに際し、全部をなし遂げずして、投
げ出しの部分（未栽植地）を残したるときは、投げ出しの部分を、彼の分
前として彼に置く。」その一方、中田一郎氏の訳は「もし園丁師が耕地に
（ナツメヤシを）植え終わらず、手付かずの地を残したなら、彼はその手
付かずの地を彼の取り分のなかに入れなければならない。」となっている
ようである。
　この第60条の解釈として、放置しておいた手つかずの土地に対する具体
的な責任の取り方がどうも良くわからないが、おそらく果実の取得分をそ
の土地（放置しておいた土地）の割合に換算して、自分の配分（果実の取
得分）を減らさなければならない、という主旨だったろう。
　　　　　　　　　　　　　　一108一
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条(試訳)
( 0条の条文からヲ| )園丁師が、(その)田畑とすることので
(
)
( )
1条の解釈
条で、果樹園を造園しようとした園丁師が、無事にその賃貸した全
つ
0条で平等原則を先行させてはいるもの 、土地の賃貸借
パ
1条に関する原田慶
( )
置く。J
( ) たなら、彼はその手
こ 0条の解釈として、放置しておいた手つかずの土地に対する具体
( ) (
) ったろう o
-1 -
316　法学論集　47〔山梨学院大学〕
第62条（原文・逐語訳）
　　　　　　　π拶錫
　　きu皿一皿a　　eqlam　　もa　　in－na－a（i－nu　　忌um
（上記で）もし畑を所の与えられた彼に
陶廟にゴロ劇一a－na　kir6m　　　la　　iz－qu2－up　Sum－ma　abき6num　　zaqapu植樹する
として果樹園ないなら植樹し　もし　畝地なら　ab醗nu皿くab－sim2
一1爾　　　　・bilat　　eqllm　　慧a　　Sa－na－tlm　　Sa　　in－na－du－u～
地代を　畑の　の　年　　　　所の　放任した
nu－kirOm　　a－na　　be－el　　eql1皿
園丁はに主　畑の
＿投げる、ネグる呂
k1－ma　　i－te　きu　　　　i一皿a－a（1－da－ad
同様に隣人彼の　量り（払い）
45
ma（iadu　量る
u3　　e（llam　　SI一iP－ra－a皿　　1－ib－bi－e言　　皿a
且つ畑を　　作業地（栽培地）　となして、
桓pru仕事、工事
epeきu　する、なす
善
朗
鞠．
一睡ゆぐ翻la－na　be－el　　eqlim　　u2－ta－a－ar
へ　主　　　畑の　　返す
　第62条（試訳）
（第60条と第61条の条文に引き続いて）（その園丁師として）貸しあたえ
られた田畑を、その者が果樹園として植樹しなかった場合において、その
土地が畝地（耕作に適する土地）であった場合は、造園を放置した年の収
穫分を隣人の田畑に準じて計量したものを土地の所有者（地主）に支払う
必要がある。（さらに）園丁師（果樹園の園丁となる目的で土地を賃貸し
た者）は、その田畑に十分な耕作をおこない（田畑として使用できる状態
にして）土地の所有者（地主）にその田畑を返還しなければならない。
一107一
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2条(原文・逐語訳)
防lìi!>~ゴ 7干号|ぉ隆司泰bゆ閥幹併
(上記で)もし畑を所の与えられた彼に
何千ゆE才泰trtmdft:::::l目隠|砂降日k灯略図
樹固ないなら植樹し もし 畝地なら ぬseumくab-simz
l空T7門ぞ???;!?庁;lP4舎FF色
代を畑の 放任し
1þt7~鶏口l [JfK州争前 IJφ|
園丁は に 主 畑の
|苓'同陰珍そ国l昨』尋問阿ほ君
l-ma i-te su i-ma-ad-d-d 
隣人彼の 量り(払い)
45滞留~や幽閉ゆll~函耳障~
E (栽培地) となし
~kf)( 令町干砂崩三制附閑|
主
条(試訳)
Sl u 、工事
esu する、なす
警
庄日
kiri6 
果樹園
(第60条と第61条の 文に引き続いて) (その園丁師として)貸しあたえ
( )
( )
( ) (
) (
) ( )
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　第62条の解釈
　田畑として使用できる土地を、果樹園にする目的で賃貸借したなる者
（園丁師）が、その土地を全からく利用してその事業（果樹の植樹など果
樹園を造園するのに必要な仕事）をおこなわなかった場合、その者はその
土地を使用しなかった逸失利益を賠償するとともに、その土地がもとのよ
うに田畑として使用できるようになるまで耕さなければならないことが定
められている。しかし、第43条において規定されているような「馬鍬（ま
ぐわ）で耕作することまでが求められているわけではない。その後その土
地を地主が何に使うか未だわからないからであろう。この第62条に対する
原田慶吉氏の訳は「もし彼に与えられたる原を、園となるよう栽植せざり
しときは、もし開墾地なるときは、投げ出されたる年の原の地代を、園丁
は原の主に、彼の隣人〔の割合〕に従いて量り、かつ原を作業済みの土地
（栽植地）にしつらえて、原の主に返す。」となっていた。そして、中田
一郎氏の訳は「もし彼が与えられた耕地に（ナツメヤシを）植えて果樹園
にしなかったなら、もし（それが）耕された耕地なら、園丁師は、耕地の
小作料を隣人（の収穫高）にしたがって、放置された年数の分、耕地の所
有者に計り与えなければならない。そして彼はその耕地に農作業を行い、
耕地の所有者に返さなければならない。」となっている。
　ところで、このナツメヤシという果実はシュメール時代から既にメソポ
タミア地方で栽植されていたと考えられ、その象形文字（絵文字）からの
発達は以下のように〔第61条の原文・逐語訳右に掲げたクリストファー・
ウォーカー氏著、大城光正氏訳『懊形文字』學藝書林、p．13と比較参照〕
絵　文　字 古拙文字 古典的懊形文字
後　期
懊形文字
音　価 意　味
シュメールアッシリア
ン 騨 齪診 1陽矯 置襯 sis－immarsa5（sag6）damaquなっめ椰子（飯島紀氏著『アッカド語』国際語学社刊p．187）
一106一
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2条の解釈
( ) (
)
3条において規定されているような「馬鍬(ま
)
2条に対する
っ
( ) 。」となっていた。そして、中田
( )
( )
( )
( )
1条の原文・逐語訳右に掲げたクリストアァー・
模形文字』皐雲書林、 p. と比較参照〕
(飯島紀氏著『アッカド語』国際語学社刊p.17)
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シュメール語模形文字へと変化してゆきアッカド語にもなっていった。
　この第62条の懊形文字3行目の冒頭bilatを「地代」とみるか「小作
料」あるいは収穫高とみるか、ローマ法学者である原田氏のように地代と
した場合、現行民法上は原則として地上権者が地主に支払うべき金銭その
他を意味するから、現在の日本民法第274条から第276条のような規定とし
て制限を受ける。次にこうした「永小作料の減免、永小作権の法棄と消滅
請求」を定めた第274条～第276条をみてみよう。
　日本民法第274条は、「永小作人は不可抗力に因り収益に付き損失を受け
たるときと錐も小作料の免除又は減額を請求することを得ず」となってお
り、次の日本民法第275条も「永小作人が不可抗力に因り引続き三年以上
全く収益を得ず又は五年以上小作料より少き収益を得たるときは其権利を
拠棄することを得」と規定されている。続けてその次に規定されている民
法第276条では「永小作人が引き続き三年以上全く収益を得ず又は五年以
上小作料より少き収益を得たるときは其権利を抱棄することを得」とこれ
ら三ケ条の法文には定められている。
　このような規定はあるものの、地代というものは社会の生産様式の発展
とともに進化するもので、古代のバビロニアにおいては、隣地の収穫分を
支払うだけでなく耕作できる土地に直して所有者に返さなければならない
規定を有していたことは当然であったと見るべきだろう。日本民法も次の
第277条で、「前六条の規定に異なりたる慣習あるときはその慣習に従う」
と規定しているくらいだからである。
一105一
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2条の模形文字3行自の官頭bilatを「地代」とみるか「小作
74条から第276条のような規定とし
4条~第276条をみてみよう。
4条は、「永小作人は不可抗力に因り収益に付き損失を受け
雄
75条も「永小作人が不可抗力に因り引続き三年以上
助 o
76条では「永小作人が引き続 三年以上全く収益を得ず又は五年以
描
パ
げ
7条で、「前六条の規定に異なりたる慣習あるときはその慣習に従う」
くらいだ、
- -
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第63条（原文・逐語訳）
Su皿一ma　eqlam　ki－kal　eqlam言Hp－rα一am
（上記で）もし畑が原野なら畑を　作業地（栽培地）
50　　　　　　π⑩　　　π
i－ib－bi－eきma・eqlu　be－el　eqlim
となして、　に主　畑の
eq1Uは　a－naの誤り
返し　　　　且っ10イクーあたり大麦　10グルを
きa　きa－at－tlm　1き一ti－a－at　i－ma－ad－da－ad
につき　年　　　一ケ　　　　払う
　第63条（試訳）
　（第60条～第62条の条文を次いで）（園丁師が賃貸借した）田畑が原野
に位置するのならば、その田畑を作業地（栽培地）として田畑の所有者
（地主）に返却し、さらに10イクーあたり（の土地に換算して）10グルの
大麦を一ケ年分支払う必要がある。
　第63条の解釈
　第60条ないし第62条までの条文を受けて、その園丁師が賃貸借した土地
が原野（多分平野部あるいは平坦地であることを言っているのだと思う）
であるならば、田畑を地主に返す際に10イクーの土地（約600km2）につ
いて10グルの大麦を引き渡さなければならない。この第63条に関する原田
慶吉氏の訳は「もし投げ出しの原（未開墾地）なるときは、原を作業済み
の土地（栽植地）にしつらえて、原の主に返し、かつ1イクーにつき、穀
物10クールを、1年分として量る。」となっていた。その一方、中田一郎
氏の訳は「もし（それが）休閑地なら、彼はその耕地に農作業を行い耕地
の所有者に（耕地を）返し、1年当たり1ブル（約6．5ヘクタール）につ
　　　　　　　　　　　　　一104一
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3条(原文・逐語訳)
l砂惨な羽子号〈予料IlJl~や困問ゆ|
(上記で)もし畑が原野なら畑を 作業地(栽培地)
回|除国ゆ側同"/ITl~舎町予|
lu be-el eqlirn qlu 1;1: a-naの誤り
となして、 に 主 畑の
|守空間FFilfF5周回IK鮮明
し 且つ 0イクーあたり大麦 10グルを
話|閉め手関ゆI1間保-{Tf陪;r¥l昨日関主悶!
s sa-t-tlrn s-ti-a-a i-rna-d-da-ad 
き 一ケ 払
条(試訳)
( 0条~第62条の 文を次いで) (園丁師が賃貸借した)田畑が原野
( )
( ) 0イクーあたり(の土地に換算して)10グルの
ヶ
3条の解釈
0条ないし第62条までの条文を受けて、その園丁師が賃貸借した土地
( ることを言っているのだと思う)
0イクーの土地(約600km2) につ
0グルの大麦を引き渡さなければならない。この第63条に関する原田
( )
( ) らえて、原の主に返し、かつ 1イクーにつき、穀
0クー ルを、 1年分として量る。」となっていた。その一方、中田一郎
( )
(耕地を)返し、 当たり ( .5ヘクタール)につ
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き大麦10クル（約3，000リットル）を計り与えなければならない。」となっ
ている。この中田氏が、アッカド語のブルという単位を使うことについて
は、もう既に第44条と第57条などの解釈のところで詳述した。
　Ki－ka1が、全く人の手つかずの「原野」なのか「休閑地」なのか、は
さておき、土地を耕作するためには日本民法の第270条にあるように「永
小作人は小作料を払ひて他人の土地に耕作又は牧畜を為す権利を有す」こ
とは、どのような社会においても（原始共産主義を実験したカンボジアの
ポル・ポト政権下など極端な例外を除いて）当然のこととして認められて
いる。しかしながらバビロニアの社会では、この第63条に先行する第60条
の冒頭に「その永小作人がアウィルム階層a－wi－1umの自由人であること
が規定され」そのアッカド語の文章がこの第63条まで続いているので、永
小作人の条件が最初からかなり限られて規定されているのである。
　そして日本民法では、その第271条に「永小作人は土地に永久の損害を
生ずべき変更を加ふることを得ず」とあるが、バビロニアの慣習として
は、原野あるいは休閑地を賃借したとしても、返す時は次にすぐ田畑とし
て使える栽培地（作業地）として返却しなければならない、というふうに
規定しているのである。なお、この原野（平野）を意味する単語がシュメ
ール語の象形文字（絵文字）からアッカド語の模形文字に発達した過程は
バビロニア アッシリア
絵　文　字 古拙文字 古典的撰形文字
後　期
梗形文字
音　価 意　味
シュメール アッシリア
覆騰 蘭歩 二瑠 鹸1 edinS6ru平野（OP．cit．，P．176）
のようになっている。
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0クル(約3，000リットル)を計り与えなければならない。」となっ
4条と第57条などの解釈のところで詳述した。
i-kalが、全く人の手つかずの「原野」なのか「休閑地」なのか、は
70条にあるように「永
Jこ
(
)
パピ 臼3条に先行する第6ω0条
イルム階層 a
ツ 臼3条までで、続 ので、永
71条に「永小作人は土地に永久の損害を
パ
( )
o ( )
( )
パ |
ニ念寺Y
(op. cit.， p.176) 
-
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第64条（原文・逐語訳）
＄um－ma　　a－Wl－1um　　kira　　きu
もし　　　人が　　果樹園を彼の
・・R　　》
a－nanu－klr6m　a－na　ru－ku－bi－1m
に　　園丁　　ため　管理する
rakabu　管理する
・d『d・一m　nu－kirUm　a－d、k、r可m　sa－ab－tu
与えたならば園丁は　限り果樹園を専用する
　i－na　bHa－at　kir6m鳶Ht－ti－in
　から　収穫　　果樹園の　2／3を
邸
sittu　2／3
a－na　be－el　kir6m　i－na－ad－dl－in
へ　　主　　果樹園の　渡し
　　　　　　　　70
Sa－1u－uき一ta皿きu－u3Hi－qi2
　1／3を　　　自身が　取る
きalきu　1／3
　第64条（試訳）
　ある者が、自分の果樹園を管理させるため園丁師に貸しあたえたる場
合、その園丁師は果樹園を独占して（経営・管理することになるから）そ
の果樹園の収穫物の3分の2を果樹園の所有者（地主）に納め、（残りの）
3分の1を自分の（所有物）として取得できるものとする。
第64条の解釈
第60条から第63条までに規定された条文の主旨は、土地を果樹園にする
目的で賃貸するべく園丁師のほうから申し出てその土地に果樹を植樹する
という設定であったが、この第64条は、すでに果樹園となっている土地を
　　　　　　　　　　　　　　一102一
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所有する者（勿論自由人たるアウィルム階層の者）が、その果樹園を管理
する園丁師を反対に指名して、その管理・運営にあたるというもので、そ
の園丁師は当然のことながら、果樹を植林したり土地を耕やす労力が省か
れている。
　従って、果樹園となった土地を所有している者の取り分が3分の2で、
その果樹園を管理・運営する者の側は収穫物の3分の1を取得できるにす
ぎない。この第64条に規定された事項を解釈するにあたり、第2行目末に
ある動詞ru・ku－bi－imをどのように解釈するかが問題となる。原田慶吉氏
は、この第64条の訳文に「もし人が彼の園を園丁に、栽植のために与えた
るときは、園丁は園を捕えてある（占有してある）間は、園の収穫の中よ
り、2個分（即3分の2）を園の主に与え、3分の1を彼自ら取る。」と
いう文章を書いておられ、そして中田一郎氏のほうは、更に拡大解釈して
翻訳し「もし人が果樹園（のナツメヤシ）を受粉させるため園丁師に与え
たなら、園丁師は、果樹園を保有している間、果樹園の所有者に果樹園の
産物の3分の2を与え、彼自身は3分の1を取ることができる。」という
訳文を掲げておられるが、はたしてこのm－ku－bi－imという動詞がここま
で拡大解釈できるかどうかは疑問である。筆者は「管理させる」という訳
語に止めておいた。
第65条（原文・逐語訳）
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第65条はこの模形文字の行以降途中で削り取られているので不明である
が、このハンムラピ法典の石柱以外にこれに続く粘土板が発掘されてい
る。
　第65条（試訳）
　（第64条と関連して）（すでに果樹園となっている土地を賃貸した）園
丁師が、その果樹園の管理を（きちんと誠実に）せず、その収穫高を減ら
すようなら、その園丁師はその近隣にある果樹園の収穫にみあった収穫高
を果樹園の所有者（地主）に〔渡さなければならない〕
　第65条の解釈
　文章末の動詞i－ma－ad－da－ad（渡す）という部分から後が削り取られて
いるが、粘土板として発掘された他の資料から、あと一語でこの条文が完
成していることがわかっているのでこのように訳出した。前条と深く関係
し、ここに出てくる園丁師は前条（第64条）で述べられた果樹園となって
いる土地を地主から管理するように依頼された者とみることができよう。
その園丁師がきちんと果樹園を管理せず、収穫高を減らしたならば、近隣
の果樹園の収穫高と比較してそれに見合ったものを果樹園の所有者に支払
わなければならないという、ごく常識的な条文である。この第65条に関す
る原田慶吉氏の訳は「もし園丁が園を栽植せずして、収穫を減少せしめた
るときは、園丁は園の収穫を、隣人〔の土地〕の割合に従いて量る。」と
しており、それに対して中田一郎氏の訳は「もし園丁師がその果樹園（の
ナツメヤシ）に授粉を行わず、収穫を減少させたなら、園丁師はく果樹園
　　　　　　　　　　　　　一100一
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の所有者＞に対して彼の隣人（の収穫高）〈にしたがって＞果樹園の産物
を［計り与えなければならない。］となっている。この最後の動詞のとこ
ろを原田氏は第17欄と考えているがここから石柱の下部が削り取られてい
るから17欄があるわけではない。
　この第65条においても、第1行目末にある動詞（前の第64条第2行目の
ru－ku－bi－imと同じ）u2－ra－ak－ki－ib「管理する」の否定形をどこまで解釈
の枠を広げるか、という問題があるが第64条を参考にしていただきたい。
　この後、シャイユ（シュイユV．Schei1シェイルとも書かれることがあ
る）によって（存在していたと）推定された第66条から第99条までの条文
は削り取られていて、正確にはどのような条文が何ケ条存在していたかわ
からないが、この「ハンムラピ法典石柱」の他に発掘された粘土板文書に
よって、だいたい全部の条文を埋め合わせることができると考えられてい
るのである。しかしながら、パリのルーヴル博物館に展示されている現実
のハンムラピ法典の石柱がこの箇所だけ削り取られたままになっている以
上、本当に粘土板に記されてものと同じ襖形文字が石柱に刻まれていたの
かどうか確実に立証することは困難である。また考古学者や歴史学者によ
ってこの箇所に異なった条文数をあげる者もおり、本書も一般的な通説に
従って全体を282ケ条としているのである。それ故にこれ以降の条文は、
通説に従った仮の条文番号であることをお断りしておかなければならな
いo
　但し、この空白箇所に一体どのような条文が書かれていたか興味を持つ
読者も多いと思われるので、この第65条に次ぐと思われる第66条だけを
（ハンムラピ法典石柱原文にないから懊形文字は掲載せず）日本語の訳文
だけ仮訳として掲載しておくことにする。
一99一
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　第66条（邦訳、条文は粘土板文書からの仮訳である）
　ある者が、商人から銀（金銭）を賃借して、その商人から債務の弁済を
迫られた場合において、その者に支払う銀がなく、（しかたがないから、
その者が）受粉をした後の自分の果樹園をその商人に与え、（その商人に
向って）「果樹園の内に実るナツメヤシをすべて銀（債務として）の代り
に持参してくれ」と述べた（としたなら）、商人はそれに同意してはなら
ない。果樹園に実るナツメヤシは果樹園の所有者（地主）が取り入れなけ
ればならないからである。（その契約をした）粘土板に記述された銀（金
銭）とその利息をその者（負債を追った者）は商人にきちっと返済する必
要がある。（なぜなら）果樹園に残る残りのナツメヤシは果樹園の所有地
（地主）のものであるからである……。」原田慶吉氏は、この削除された
部分についても次に第67条の一部分、第70条から第99条まで他の粘土板テ
キストから条文を何とか復元する形で掲載しておられる。また中田一郎氏
もp．24～p．29と五頁以上に亘って、ロスM．T．Roth氏、ボルガーR．
Borger氏、ドリヴァーG．R．Driver氏、マイル」．C．Miles氏、ドンバス
V．Donbaz氏、ソーレンH．Sauren氏、フィネA．Finet氏、アイラース
W．Eilers氏、ハーセR　Haase氏など、幾多の学者が試みた粘土板写本
の復元を組み合わせたテキストの翻訳などを重ねて、統合した翻訳を試み
ておられている。
　この書物では、ハンムラピ法典の石柱に記載された懊形文字のみを翻訳
し解釈するという主旨で執筆し始めた原則上、推則される第66条から第99
条まではシャイユ（V．Schei1氏シュイユまたはシェイルとも書かれる）
の試みた条文の割付けを尊重して、イランで発見された石柱の原文通りそ
のまま削除することにする。
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